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巻頭言  

校長  横川  修  

 

これまでをこれからに  

令和４年１２月に第Ⅲ期申請を行うにあたり，スーパーサイエンスハイス

クール指定校として２期１０年のこれまでの歩みを検証し，これからのビジ

ョンをデザインしながら，具体的な実行計画を作成しました。  

平成２５年度に「科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法

の開発」を，平成３０年度に「未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く探

究活動の実践」をそれぞれ研究開発課題に設定しました。中高一貫教育校と

しての特色を生かして、理数教育の教育課程，教科「ロジック」など，地域

からグローバルに展開するプログラムを開発してきました。全教科で探究の

「問い」を創る授業及び教科の枠を越える授業を推進するとともに，中学の

「宇土未来探究講座」から高校の「ロジックプログラム」等の学校設定科目

への効果的な接続や指導方法について改善を重ねるカリキュラムマネジメ

ントを行ってきました。また，産・学・官連携及び国内外ネットワークの構

築を図ってきたところです。  

第Ⅲ期申請では，研究開発課題を「ウエルビーイングを目指し，UTO-LOGIC 

を駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成」とし，「学際的な理数教育

と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践」,「社会と共創す

るために UTO-LOGIC を駆使する探究活動の実践」,「学校設定科目 Well-Being

の開発とシチズンサイエンスの実践」に取り組むことを企画しました。  

また，主対象を全生徒とし，教科「ロジック」をアップデートした学校設

定科目「ロジックプログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲ」,数学と情報の融合科目でデータサ

イエンスを学ぶ「 Well-BeingⅠ・Ⅱ」を課題研究に関する取組とします。こ

れまでの中進・高進、文系・理系、SS・GS 等に細分化したクラス編制を，「自

然探究コース ,社会探究コース」の 2 コース編制に改め、文理融合の学びを推

進します。  

2020 年 11 月 15 日，アメリカ合衆国の民間宇宙企業「スペース X」の新型

宇宙船「クルードラゴン」が打ち上げられました。搭乗クルーの 1 人，野口

聡一さんはスペース X の強さの秘密を３つ挙げています。イノベーション，

アジャイル，ラジカル。  

私は， SSH の取組をマネジメントする責任者として，組織が効果的に機能

するよう，地域や国内外の多くの人たちを引き込み，巻き込めるよう，この

３つを大切にしています。本校の教育スローガンは「創造・挑戦・感動」で

す。新しい発想で何かを創造する挑戦には，困難や苦悩，躓きや失敗が連続

します。そこからのアクションに感動があります。その推進力が innovation，

agile， radical だと考えています。  

結びに，御指導を賜ります文部科学省，国立研究開発法人科学技術振興機

構， SSH 運営指導委員，御支援御協力を賜ります研究教育機関，事業者，宇

土市，熊本県教育委員会をはじめとする関係者の皆様方に心からの敬意と感

謝を申し上げます。これまでの歩みを大切にしながら，これからも生徒，教

職員，学校が一体となって，進取敢為のレジリエントなサイエンス人財の育

成のために挑戦を続けて参ります。引き続き御指導御助言を賜りますようお

願い申し上げます。  
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別紙様式１－１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 指定第２期目 30～04 

 

❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践 

 ② 研究開発の概要  

公立の併設型中高一貫教育校として,未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を備え,グローバルに科学技

術をリードする人材を育成するために,理数教育の教育課程,探究型授業,探究活動「宇土未来探究

講座(11)」,教科「ロジック」など,社会と共創する探究を進め,地域からグローバルに展開するプロ

グラムを研究開発する。理数教育の教育課程の開発として,中学段階の数学・理科の学習配列編成,

高校段階の学校設定科目「未来科学 (8)」,「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(7)」,「SS 探究物理・SS 探究化学・

SS 探究生物(10)」に取り組む。探究型授業では,全教科で探究の「問い」を創る授業(6)及び教科の枠

を越える授業を推進する。探究活動として,中学段階「宇土未来探究講座(11)」,高校段階の学校設定

科目「ロジックプログラム(12)」,「SS 課題研究(16)」,「ロジック探究基礎(18)」,「GS 課題研究(17)」

の効果的な指導方法を研究開発する。また,社会と共創する探究を進める産・学・官及び異世代を含

めた国内外のネットワークの構築を図る。 

 ③ 令和４年度実施規模  

高校 1 年は中進生(宇土中学からの進学者),高進生(高校からの入学者)ともに全員を対象とする。

高校 2 年からから高校 3 年までは中進生,高進生の SS(スーパーサイエンス)コース(5)を主対象とす

る。探究活動・講演会等全体として取り組むことが有意義なものは全校生徒を対象とする。また,中

高一貫教育校として中学生も対象とする。 

課程(全日制)令和 4 年 5 月 1 日現在 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 238 ６ 209 ６ 239 ６ 686 １８ 238 ６ 高校 1 年は全員,

高校 2年 3年 SSコ

ースを主対象とす

る。また,中高一貫

教育校として中学

生も対象とする。 

ＳＳコース - - 47 ２ 59 ２ 106 ４ - - 

理系 - - 65 ２ 63 ２ 128 ４ - - 

文系 - - 97 ３ 117 ３ 214 ６ - - 

(内理系) - - 112 ３ 122 ３ 234 ６ - - 

高校計 70 ２ 80 ２ 80 ２ 230 ６ 70 ２ 

中学計 238 ６ 209 ６ 239 ６ 686 １８ 238 ６ 

計 308 ８ 289 ８ 319 ８ 916 ２４ 308 ８ 
 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第一期開発型(H25～H29) 

研究開発課題「科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発」 

 

理数教育の開発 科学的探究活動プログラムの開発 グローバル教育の開発 

実
践 

❶中学数学 70 時間,理科 70 時間授業増加 
❷学校設定科目「探究数学(7)」設置。
6 年を通した探究的科目開発 
❸学校設定科目「未来科学 A・B(8)」
設置。基礎 4 領域を扱う学習配列開
発,探究実験「未来科学 Lab(9)」開発 

❶中学「宇土未来探究講座」野外活
動,地域学,キャリア教育を柱に体
験を重視したプログラム開発 
❷高校「宇土未来探究講座」ロジッ
クリサーチ(13),プレ課題研究(15),課
題研究と探究活動の全校体制開発 

❶海外研修の機会を提供する GLP(25)

開発 
❷英語活用教室 U-CUBE(26)設置。英語
で科学・グローバル講座(27)実践。 
❸大韓民国 SSH 海外研修等,国際研
究発表プログラムを開発。 

成
果 

❶数学・理科における 6 年間を通し
た学習配列編成 
❷未来科学 Lab 実験教材及びチェッ
クリスト開発 
❸科学系コンテスト参加者増加(指
定前比 5 倍) 

❶6 年間を通した宇土未来探究講座
のプログラム構築 
❷全生徒,全校体制による探究活動
の実践 
❸科学部世界大会入賞,課題研究各
種学会発表 

❶海外研修経験 247 人(5 年)を支援
する体制構築 
❷GLP 研究主任(35)を中心とした組織
体制の構築 
❸海外研究発表,国際研究発表機会
の開発 
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第二期実践型(H30～R4) 研究事項(上段)・実践内容(下段)の概要 

 Ⅰ 探究の「問い」を創る授業 Ⅱ 探究活動 Ⅲ 社会と共創する探究 

第
二
期
第
１
年
次 

❶探究の「問い」を創る授業(6)シラバ
ス及び探究の「問い」の一覧作成 

❶高校 1 年ロジックプログラム(12)設
置とロジックガイドブック運用 

❶社会との共創プログラム開発と社
会と共創した課題研究の実践 

学習内容(単元)を「問い」で設定した
シラバスを開発。全教科の探究の「問
い」を創る授業を通して創られた「問
い」の一覧を作成。 

ロジックルーブリック(2)に基づき,
ロジックリサーチ(13),プレ課題研究
(15)を展開。ロジックガイドブック(19)

を活用し,要旨作成(23),口頭発表。 

産・学・官連携「ペーパーブリッジコ
ンテスト」(28)や専門機関連携「ウト
ウトタイム」(29)など開発したプログ
ラムと関連した課題研究を展開。 

❷探究の「問い」を創る授業・授業研
究会 

❷ロジック・スーパープレゼンテー
ション(23) 

❷台湾研修・高大接続プログラム構
築 

夏は理数科目,冬は全教科で公開授
業を実施,100 人超の来場者とポスタ
ーセッションでの授業研究会実施。 

夏は高校3年による研究英語発表,冬
は全生徒による探究成果発表と UTO-
LOGIC(1)を意識した発表会開催。 

台湾國立中科實驗高級中學と連携体
制構築。台湾・静宜大学と姉妹校提
携,交換留学・進学プログラム開発。 

❸総合問題「ロジックアセスメント
(4)」開発 

❸SSH 主対象生徒以外の探究活動の
充実 

❸卒業生人材・人財活用プログラム
開発・学びの部屋 SSH(31) 

各教科の視点で生徒に身につけさせ
たい力UTO-LOGICを問う問題作成,各
教科の考査で出題した問題の集約 

SSH 主対象生徒以外の探究活動を新
たに配置した GS研究主任を中心に学
年職員で指導する体制を構築。 

課題研究の中間発表で卒業生が助言
する体制構築。学びの部屋 SSH(31)で
小学生対象自由研究相談会実施。 

第
２
年
次 

❶探究の「問い」の一覧表活用 ❶高校 2 年 SS 課題研究(16)設置と 
テーマ設定,指導体制構築 

❶台湾静宜大学高大接続プログラム
による進学 

授業で創られた探究の「問い」の一覧
を 1 年ロジックリサーチ(13)「ミニ課
題研究(14)」で活用。 

生徒の多様なテーマ設定方法と,類
型化した教員の指導体制を組合せた
個々に応じた指導方法の開発。 

台湾静宜大学高大接続プログラムに
参加し,一定の成績を収めた生徒が
大学進学する事業を展開。 

❷高校 2 年「SS 探究化学・物理・生
物(10)」設置と教科融合教材の開発 

❷高校 2 年「ロジック探究基礎(18)」
・「GS 課題研究(17)」設置 

❷社会と共創した SS 課題研究及び
GS 課題研究の実践 

各 SS 探究科目を開講,SS 探究物理×
美術,ペーパーブリッジコンテスト
(28)教材,SS 探究化学×家庭,食品科
学教材,生物×学際領域,ウトウトタ
イム(29)及びゲノム編集教材を開発 

ロジックガイドブック(19)に加え,GS
本(20)を活用し,GS 研究主任(34)を中心
にした学年教員主体の指導により,
グローバル×ローカルの幅広い領域
の探究活動を展開。 

SS 課題研究(16)では,有明海や五色山
など地域資源に着目し,地元研究機
関と連携した研究の推進。GS 課題研
究(17)では,市役所や警察署等と連携
した地域課題に取組む研究を推進。 

❸総合問題「ロジックアセスメント
(4)」開発 

❸高校 1 年ロジックリサーチ「ミニ
課題研究」 

❸卒業生人材・人財活用プログラム
の充実 

ロジックルーブリック (2)の観点で
UTO-LOGIC(1) を 問 う 問 題 を 作 成
し,CBT 形式で試行テスト。 

授業で創られた「問い」の一覧をロジ
ックリサーチ (13)のテーマとして提
示,ミニ課題研究(14)の手法を開発。 

パネルディスカッションや本校紹介
動画等に卒業生の協力体制構築。課
題研究助言も定期的に行う体制構築 

第
３
年
次 

❶学習管理システム LMS 導入。探究
の「問い」の一覧データベース運用 

❶高校 3 年「GS 課題研究」開講。独
自開発教材 GS 本運用 

❶海外研修を代替するオンライン国
際研究発表 

全生徒 Google アカウント発行。学習
管理システムを構築。探究の「問い」
のデータ化による共有,運用。 

GS 課題研究を展開できるように GS
本を開発。GS 研究主任を中心に学年
教員が運用する体制構築。 

Zoom での英語口頭研究発表やアバタ
ーベースでのポスターセッションに
参加。 

❷高校 3 年「SS 探究化学・物理・生
物(10)」設置 

❷学習管理システム導入,探究活動
の成果物デジタルポートフォリオ化 

❷社会と共創する探究の充実,SS 課
題研究,GS 課題研究,科学部での展開 

各 SS 探究科目を開講し,探究の「問
い」を創る授業シラバスの作成と探
究型授業の構築 

学習管理システムとして Google 
classroom, Google ドライブを活用
した探究活動の実践 

持続可能な五色山開発プロジェクト
等,地域資源や課題に着目し,地域住
民と協働する体制構築。 

❸3 人 1 組教科の枠を越える授業研
究の実践 

❸オンラインを活用した探究活動の
連携及び成果発表機会の充実 

❸オンラインを活用した社会との共
創プログラムの実践 

3 人 1 組教科の枠を越える授業研究
による教科融合教材開発や授業実践
を共有。 

オンラインを活用した学会発表,国
際発表,未来体験学習(関東研修)の
体制を構築。 

ペーパーブリッジコンテストや
SLEEP SCIENCE CHALLENGE をオンラ
インで実践する体制を構築 

第
４
年
次 

❶探究の「問い」を創る授業・職員研
修及び公開授業・授業研究会実施  

❶独自開発教材ロジックガイドブッ
ク(19)第二版・GS 本(20)改訂版製本 

❶地域・オンライン・産学官連携によ
る社会と共創する探究 

学習管理システム,ハイフレックス
型授業,観点別評価の職員研修。オン
ライン公開授業,授業研究会実施。 

探究の「問い」の一覧や 1 人 1 台端
末,探究の過程に沿ったコンテンツ
配列等を加えた改訂版を製本。 

地域資源に着目した課題研究,オン
ラインで専門機関と連携,産学官連
携企画の推進とメディアによる発信 

❷探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでデータサイエ
ンス教材の開発 

❷未来体験学習で実体験を伴うリモ
ート実験バーチャル訪問の開発 

❷SSH 運営指導委員である宇土市長
提案、宇土市連携・研究発表会開催 

生徒の課題研究データを用いた確率
分布と統計的な推測の教材開発 

リモートで専門的説明を受けながら
教室に準備した実験機器等で研究を
進める外部連携の体制を構築 

GS 課題研究を対象に宇土市関連研究
に宇土市長賞,宇土市特別賞選考を
宇土市企画課と連携して開催 

❸探究の「問い」の一覧（データベー
ス）の活用 

❸ロジック・スーパープレゼンテー
ションハイブリッド型開催実施 

❸卒業生人材・人財活用プログラム
として卒業生追跡調査の実施 

生徒が創った探究の「問い」をデータ
で集約,テーマ設定時に活用。 

年2回発表会場と教室,全国をオンラ
インで接続した発表会運営を開発 

卒業生による課題研究の助言や卒業
後ヒストリー分析を実施 

第
５
年
次 

❶3 人 1 組教科の枠を越える授業研
究による学際的教材開発 
❷生徒が創った探究の「問い」を評価
するルーブリックを一部試行 
❸理科 4 領域を学際的な問いで構成
する学校設定科目「未来科学」設置 

❶UTO-LOGIC(1)をコンテンツベース
評価するロジックアセスメント実施 
❷課題研究論文で IMRAD 及びアカデ
ミックライティング講座の実施 
❸ロジックガイドブックで開発した
学問・分野を問わず,汎用性の高いコ
ンテンツを GS 課題研究で運用 

❶SSH 指定校の生徒間で広域連携を
図る機会を設定 
❷現地開催の研修のリアルタイム配
信等,校内への成果・波及方法を開発 
❸台湾研修，台湾國立中科實驗高級
中學とのオンライン学術交流の実施 
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○教育課程上の特例 

学科・コース 
開設する教科・科目等  代替される教科・科目等  

対  象  
教科・科目名  単 位 数 教科・科目名  単 位 数 

普 通 科  
中進コース 

数
学 

探究数学Ⅰ ５ 
数学・数学Ⅰ ３ 高 校 第 １ 学 年  
数学・数学Ａ ２ 

普 通 科  理
科  

未 来 科 学  ４  
理科・化学基礎 ２ 

理科・科学と人間生活 ２ 

ロ
ジ
ッ
ク 

ロジックプログラム １ 総合的な探究の時間 １ 

普通科 高進文系・ 
中進文系・高進理系 

ロジック探究基礎 １ 情報・情報Ⅰ １ 高校第２学年 

ＧＳ課題研究 ２ 総合的な探究の時間 ２ 高校第２学年・ 

高校第３学年 

＊SS 探究物理,SS 探究生

物のいずれかを選択 

普 通 科  
中 進 /高 進 SS 

ＳＳ課題研究 ３ 
情報・情報Ⅰ １ 

総合的な探究の時間 ２ 

Ｓ Ｓ 探 究 物 理  ６  
理 科 ・ 物 理 基 礎  ２  

理 科 ・ 物 理  ４  

Ｓ Ｓ 探 究 生 物  ６  
理 科 ・ 生 物 基 礎  ２  

理 科 ・ 生 物  ４  

普 通 科  
中 進 SS 

数
学  

探究数学Ⅱ ６ 
数学・数学Ⅱ ４ 第２学年 
数学・数学Ｂ ２ 

探究数学Ⅲ ７ 
数学・数学Ⅲ ５ 第３学年 
数学・数学Ｂ ２  

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

課題研究に関する教科・科目の名称 学校設定教科「ロジック」 
学科 

コース 
第 1 学年 第２学年 第３学年 対象 
科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数  

普通科 ロジックプログラム １     全員 238 名 
ＳＳ   SS 課題研究 ２ SS 課題研究 １ 2 年 SS47 名 

3 年 SS59 名 
文系 
理系 

  GS 課題研究 
ロジック探究基礎 

１ 
１ 

GS 課題研究 
 

１ 
 

2 年 162 名 
3 年 180 名 

課題研究に関する教科・科目の内容 

①テーマ設定(探究科目と探究活動の名称)＊各段階で a,b もしくは a,b,c のいずれか 1 つを選択 
1 学年 科目 名称  テーマ設定グループ分け 

6 月 
ロ
ジ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 ロジック
リサーチ 

 
個 人 研 究 ［ レ ポ ー ト 作 成 ・ 教 員 個 別 指 導 ］ 

a 個 人 設 定 【 原 則 】 b ミ ニ 課 題 研 究 
    

9 月   全 員 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン ・ 代 表 生 徒 に よ る 発 表 会 

     

10 月 
 

 
プレ 

課題研究 

 
S S H 主 対 象 
( 中 進 S S ・ 高 進 S S ) 

 
S S H 主 対 象 以 外 
(中進文・高進理・高進文) 

   a 個人研究 b 研究室体験 c グループ研究  a 個人研究 c グループ研究 
   ↓ ↓ ↓  ↓ ↓ 

1 月   ロジック・スーパープレゼンテーション・口頭発表・研究要旨作成 

2 学年         

4 月 

課 題 研 究 

 a 個人研究 b 継続研究 c 新規研究  a 継続研究 b 新規研究 
  S S 課 題 研 究  G S 課 題 研 究 

  ↓ ↓ ↓  ↓ ↓ 
11 月 
1 月 

 
KSH(熊本県スーパーハイスクール指定校研究発表会)ポスター発表 
ロジック・スーパープレゼンテーション・口頭発表・研究要旨作成 

3 学年  ↓ ↓ ↓  ↓(GS は希望者のみ) 
7 月  ロジック・スーパープレゼンテーション・論文作成 

②テーマ設定方法                        ③SS 課題研究の指導方法 
ロジック 
リサーチ 

a 個人設定 生徒が自らテーマ設定  自治型 
b ミニ課題研究 探究の「問い」一覧からテーマ設定  学校内施設機器利用で

課題研究を展開する プレ 
課題 
研究 

a 個人研究 ロジックリサーチから継続して研究  
b 研究室体験 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究  連携型 
c グループ ロジックリサーチのテーマをもとにグループ編制  適宜,専門機関から指導

助言を受け,施設機器を
利用,活用する。 

SS 
課題 
研究 

a 個人研究 プレ課題研究から継続して個人研究  
b 継続研究 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究  
c 新規研究 プレ課題研究テーマからグループ編制  共同研究型 

GS 
課題研究 

a 継続研究 過去の GS 課題研究の資料をもとに継続研究  専門機関が確立した手
法を用い,共同で研究 b 新規研究 学問系統別に分け,グループ編制しテーマ設定   



- 4 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第二期第５年次                      SSH 研究開発実施報告書【❶実施報告書(要約)】 

○具体的な研究事項・活動内容 

SSH 研究開発の 3 テーマについて,それぞれ以下に示す研究事項・活動内容であった。 

Ⅰ 中高一貫教育校として,理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践  

1.探究の「問い」を創る授業(6)・教科の枠を越える授業 

職員研修,3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)等を充実。公開授業・授業研究会を実施した。 

2.学校設定科目「未来科学」(8) 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4 領域編成と未来科学 Lab(9)を実施した。 

3.学校設定科目「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」(7) 

数学Ⅰ～Ⅲ,数学 A,数学 B の領域について,学習配列工夫とデータサイエンス教材を開発した。 

4.学校設定科目「SS 探究物理」「SS 探究化学」「SS 探究生物」(10) 

探究の「問い」を創る授業シラバス,探究の「問い」の一覧（データベース）開発を進めた。 

Ⅱ 中高一貫教育校として ,教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践  

1.総合的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ(11)」      【中学１年・２年・３年】 

「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱に,様々な体験活動やイングリッシュキャンプ等を

通して,身近なところから研究課題を発見し,解決する手法を高めた。卒業論文を作成した。 

2.学校設定科目「ロジックプログラム(11)」           【高校１年】 

ロジックリサーチ及びプレ課題研究の 2 回のテーマ設定,探究サイクルに未来体験学習(先端企業

訪問),(関東研修)やⅠ(前年度発表会),Ⅱ(出前講義),Ⅲ(科学史講座)等を組み込み指導した。 

3.学校設定科目「SS(スーパー・サイエンス)課題研究(16)」    【高校２年・SSH 主対象】 

プレ課題研究(15)の取組を重視し,「個人研究」・「グループ研究」・「継続研究」から選択してテ

ーマ設定。指導体系は「共同研究型」,「連携型」,「自治型」に分けて指導を行った。 

4.学校設定科目「GS(グローバル・サイエンス)課題研究(17)」   【高校２年・SSH 主対象以外】 

GS コースが対象。人文,社会,自然科学など系統別グループ編制後,探究し,成果発表を行った。 

5.学校設定科目「ロジック探究基礎(18)」・ロジックガイドブック(19) 

ロジックガイドブックを教材に,未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を育成する授業設計をした。 

6.学校設定科目「SS(スーパー・サイエンス)課題研究(16)」    【高校３年・SSH 主対象】 

課題研究成果を総括し,論文にまとめ,発表動画作成をしてオンデマンド型配信をした。 

7.ロジック・スーパープレゼンテーション(24) 

SSH 事業の集大成としての成果発表と全校生徒が探究活動に取り組む目的と意義を再確認する機会とした  

8.ロジックアセスメント(4) 

UTO-LOGIC(1)を測定するロジックルーブリック(2)にもとづくロジックアセスメントの開発を進めた。  

9.科学部活動の活性化 

中学生と高校生,理科・数学・情報の全領域が合同で活用し,様々な科学系コンテストに参加した。 

Ⅲ 中高一貫教育校として,社会と共創する探究を進め,地域からグローバルに展開するプログラムの実践  

1. U-CUBE (26) 

英語活用教室 U-CUBE を,グローバル関連事業を展開する空間として運用し,英語で科学やグロー

バル講座,同時通訳講座等,希望生徒対象に英語に触れる機会を設定した。 

2.海外研修 

台湾静宜大学国際間高大連携学術文化交流プログラムは新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止

としたが, SSH 台湾海外研修・國立中科實驗高級中學及び国際研究発表をオンラインで実施した。 

3.社会との共創プログラム 

Art＆Engineering では産・学・官連携,芸術と工学を融合させたペーパーブリッジコンテスト(28)を,

ウトウトタイム(29)では専門機関と連携した睡眠研究を実施。宇土市連携・研究発表会や地域資源・

地域課題に着目した研究,オンラインによる大学,専門機関との連携を展開した。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

（１）年 2 回ロジック・スーパープレゼンテーション(24)及び授業公開・学校訪問・視察対応 
（２）研究成果要旨集・課題研究論文集(23)・独自開発教材ロジックガイドブック(19)・GS 本(20)製本 
（３）ホームページリニューアル,SSH 専用ページ開設 
（４）中学校説明会で学校ごとに本校進学生徒の SSH 諸活動の様子や成果を事例に説明。 
（５）学びの部屋 SSH(31)宇土市立全小学校の児童を対象に，理科実験教室を SS コース生徒が実施。 

（６）職員の実践報告・セミナー講演・職員研修講師派遣 
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研究開発の目的「未知なるものに挑む UTO-LOGIC を備え,グローバルに科学技術をリードする人材の育成」 

成果❶生徒に身につけさせたい力「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)」の育成ができた。 
（❸本文テーマⅠロジックアセスメント頁参照） 

SSH 主対象生徒を対象にロジックアセスメント(4)を行った結果,UTO-LOGIC の変容を確認できた。 

［テーマⅠ］理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践  

成果❷探究活動及び日常生活での高い有用感を得られる学校設定科目「未来科学(8)」,「SS 探究

物理・SS 探究化学・SS 探究生物(10)」，学習意欲向上や他教科の学びにつながる「探究数

学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(7)」の開発ができた。    （❸本文 テーマⅠ該当頁・第５節実施の効果と成果参照） 

既成概念にとらわれることなく社会の問題を発見・解決し,新たな価値を創造する資質・能力の育

成に,探究活動・日常生活に役立つ理科が,数学を学ぶ意欲と他教科での必要性の要素で数学が寄与。 

成果❸ 3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36),探究の「問い」を創る授業(6)の公開を年 3 回実施

し，探究の「問い」を創る授業の研究開発の成果・普及ができた。 
（❸本文 テーマⅠ該当頁,第７節成果の発信・普及参照） 

年 3 回公開授業，過去 10 年間で最多の訪問の受入。他校職員研修，講師派遣等，成果の波及。 

成果❹ 3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)を通して，授業と探究を往還する学際的な授業を

実践することができた。             （❸本文 テーマⅠ教科の枠を越える授業参照） 

ウトウトタイム(29)に着目した生徒研究を題材に，生物・物理・数学の学際的授業を実践。 

成果❺ 探究の「問い」を創る授業(6)の授業デザインに関するワークショップ型職員研修の開発

ができた。また，探究の「問い」を創る授業の授業デザイン構築と探究の「問い」の一覧

（データベース化）の推進ができた        （❸本文 テーマⅠ教科の「問い」を創る授業参照） 

各教科で班編制し，オンラインホワイトボード miro で取り組むワークショップ型研修を開発。 

［テーマⅡ］中高一貫教育校として,教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践 

成果❻ 未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を高める高校・学校設定教科「ロジック」における SS

コース・GS コース(5)のプログラム実践,中学「宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(11)」の実践が

できた                                              （❸本文第５節実施の効果と成果参照） 

社会の変化に主体的かつ柔軟に対応する資質・能力の育成に,UTO-LOGIC(1)を構成する 25 要素が寄

与する割合が高くなった。各学年の取組のねらいにおける成果と課題を可視化できた。 

成果❼ 多様なテーマ設定と類型化した指導体制,複数回の発表を通した探究の過程のスパイラル

アップにより,3 年 SS 課題研究,2 年 SS 課題研究で学会等発表を 60%超生徒が経験できた 
（❸本文 テーマⅡSS 課題研究参照） 

SS 課題研究の生徒の多様なテーマ設定,数学,理科教員の類型化した指導,課題研究担当者会議(37)

で情報共有を図る体制を構築。60％超の生徒が学会等で発表,20%程度の生徒が国際研究発表を経験。 

成果❽ 独自開発教材ロジックガイドブック第二版とＧＳ本(20)2022 の運用により,生徒の有用感 

6 割超（前年比有用感改善）を得ることができた。     （❸本文 テーマⅡロジック探究基礎参照） 

ロジックガイドブック(19)に,要旨・論文(23)作成要領,１人１台端末を活用した探究,探究の「問い」

の一覧等を追加。ＧＳ本(20)は,ガイダンス資料,探究の過程に沿ったコンテンツを追加。 

成果❾ ロジック・スーパープレゼンテーション(24)を年間 2 回ハイブリッド型開催することがで

き,生徒の研究成果を研究成果要旨集,課題研究論文集(23)にまとめ発刊することができた。 
（❸本文 テーマⅡロジック・スーパープレゼンテーション参照） 

発表会場である宇土市民会館と教室,全国の教育関係者をオンラインで接続して年間 2 回開催。 

成果➓ 中高一貫教育校の特色と分野横断型の科学部編制により,全国高等学校総合文化祭自然科

学部門 10 年連続出場（SSH 申請年～SSH 第二期第５年次現在）ができた。 
（❸本文 テーマⅡ科学部活性化参照） 

中学生が高校生とともに研究できる体制,分野横断した研究ができる科学部編制。10 年連続全国

高等学校総合文化祭自然科学部門出場,熊本県高等学校生徒研究発表会 10 連覇等の成果。 
［テーマⅢ］中高一貫教育校として,社会と共創する探究を進め,地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

成果⓫ 多様性を尊重し,他者と協働する社会のリーダーとしての資質・能力を育成する U-CUBE

を拠点としたグローバル関連事業の展開と推進ができた。 
（❸本文 テーマⅢU-CUBE・第５節実施の効果と成果参照） 

多様性を尊重し,他者と協働する社会のリーダーとしての資質・能力の育成に,GLP 研究主任(35)が
U-CUBE(26)に常駐して展開する様々なグローバル関連事業が寄与した。 

成果⓬ 産・学・官と連携した社会との共創プログラムを開発,コロナ禍で外部と連携する体制の

構築ができ,多数のメディア等を介して,成果の普及・発信をすることができた。 
（❸本文 テーマⅢ社会との共創プログラム・第７節成果の普及・発信参照） 

ペーパーブリッジコンテスト(28),ウトウトタイム(29)で,多数のメディア掲載，報道発表。    
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成果⓭ 本校 SSH 運営指導委員,宇土市長の提案により,宇土市研究発表会を開催,GS 課題研究(17)

のテーマに対し,宇土市長賞の表彰ができた。   （❸本文 テーマⅢ社会との共創プログラム参照） 
「地域貢献」をテーマに域の結びつきと地域貢献の研究を行う GS 課題研究を展開。 

成果⓮ 台湾・國立中科實驗高級中學との SSH 台湾研修をオンラインで継続的に実施，共同研究

の提案，国際先端科学技術学生会議（ICAST）オンラインにて国際研究発表，学びの部屋

SSH(31)を宇土市立の全小学校の希望児童対象に実施することができた。 
（❸本文 テーマⅢSSH 海外研修・社会との共創プログラム参照） 

台湾・國立中科實驗高級中學とオンライン研修,ICAST 2022 国際研究発表,学びの部屋 SSH 実施。 

成果⓯ 卒業生人材・人財活用プログラムとして，ロジック・スーパープレゼンテーション(24)で

のトークライブや SS 課題研究中間発表会におけるアドバイザー，未来体験学習（関東研

修）(22)での対話等，様々な関わりの機会を設定することができた。 
（❸本文 テーマⅢ社会との共創プログラム参照） 

海外大学進学者トークライブ,課題研究アドバイス,パネリスト,卒業生との対話の機会設定。 

成果⓰ SSH 事業を通した職員の変容や意識について,量的調査・質的調査のアンケートを実施

し,SSH 研究開発の方向性をポートフォリオ分析によって可視化することができた。卒業生

追跡調査から本校プログラムと進学後の学びのヒストリー調査を実施することができた。 
（❸本文第５節実施の効果と成果参照） 

生徒が創った探究の「問い」を「主体的に学習に取り組む態度」として評価するルーブリックを

開発する。また，情報リテラシーや研究倫理を体系的に学ぶ指導方法を開発する。 

○実施上の課題と今後の取組 

［テーマⅠ］理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践  

課題❶ 数学の学習意欲や日常生活及び探究活動での有用性，探究活動の時間確保，探究活動の

日常生活及び他教科での有用性の項目が改善要素。 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅠ参照］ 

課題❷ 「課題発見力」や「リテラシー」，「学んだことの応用，探究心，独創性」が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (2)職員 参照］ 

課題❸ 未来科学における観点別評価の実施における評価コスト及び未来科学 Lab の運用 

[❸本文 テーマⅠ 未来科学参照] 

［テーマⅡ］中高一貫教育校として,教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践 

課題❶ 未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を評価するロジックアセスメント(4)の検証 
[❸本文 テーマⅡ ロジックアセスメント・2 年 SS 課題研究 参照]  

課題❷ 3 年 SS 課題研究(16)において, 説明の一般性（IMRAD の活用）・論理性（アカデミックラ

イティング），問いの変化（実験条件の再設定）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

課題❸ 2 年 SS 課題研究において, 説明の対照性（コントロール設定），仮説の変化（仮説の再

設定），価値の創造（研究成果の価値）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

課題❹ 1 年 SS プレ課題研究(15)において, 研究の再現性（再現性の高い結果）・研究の客観性

（論文から客観的に実験を再現）・研究の正当性（統制群と実験群の比較），説明の論理

性（アカデミックライティング）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

課題❺ 2 年 GS 課題研究(17)において, 同世代発表・国内発表・国際発表の項目，研究の再現性

（再現性の高い結果）・研究の正当性（統制群と実験群の比較）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

ロジックガイドブックの有用性について GS コースの低評価の原因は何か吟味することが望まれる 
[第５節 ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況研究開発の課題] 

［テーマⅢ］中高一貫教育校として,社会と共創する探究を進め,地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

課題❶ 他 SSH 指定校との交流や SSH に関する会話の頻度が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅢ参照］  

課題❷ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じて中止・延期していた海外研修や国際研究

発表の在り方の検討と学校全体への波及           [❸本文テーマⅢ 海外研修 参照] 

課題❸ 卒業生追跡調査の回収率向上と回収データの活用方法の構築 
［❸本文第５節実施の効果とその評価(3)卒業生の追跡調査 参照］    

 ⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響  

台湾 SSH 海外研修はオンライン代替となったが,オンライン会議システム及び学習管理システム導

入により,上記以外はほぼ計画通り進めることができた。 
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別紙様式２－１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 指定第２期目 30～04 

 

❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 

研究開発課題「未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く探究活動の実践」について,研究開発の

目的「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を備え,グローバルに科学技術をリードする人材の育成」

及び研究開発の仮説Ⅰ,Ⅱ,Ⅲを検証するための研究開発の内容テーマⅠ,Ⅱ,Ⅲの成果を示す。 

 

研究開発の目的「未知なるものに挑む UTO-LOGIC を備え,グローバルに科学技術をリードする人材の育成」  

成果❶生徒に身につけさせたい力「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)」の育成ができた。 
（❸本文テーマⅠロジックアセスメント頁参照） 

SSH 主対象生徒を対象に LOGIC の 5 観点を各観点 20 点,計 100 点満点で量的評価するロジックア

セスメント(4)を行い,実施前後での変容を,対応

のある 2 つのデータを順位化して統計的推定を

行うウィルコクソンの符号付順位検定(Wilcoxon 

signed rank test)で分析した結果, 3 年 SS コー

ス 58 人で，z＝-0.301, p=0.00763 で有意，2 年

SS コース 47 人で，z＝-0.295,p=0.00768 で有意，

1 年 SS コース 55 人で，z＝-0.432, p=0.00666 で

有意であり,UTO-LOGIC の変容が確認できた。 

  
 

［テーマⅠ］理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践  

成果❷探究活動及び日常生活での高い有用感を得られる学校設定科目「未来科学(8)」,「SS 探究

物理・SS 探究化学・SS 探究生物(10)」，学習意欲向上や他教科の学びにつながる「探究数

学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(7)」の開発ができた。 （❸本文 テーマⅠ該当頁・第５節実施の効果と成果参照） 

テーマⅠの仮説「既成概念にとらわれることなく社会の問題を発見・解決し,新たな価値を創造

する資質・能力」の育成に,探究活動及び日常生活に役立つ有用感を得ることができる要素で理科

が,数学をもっと学びたいと意欲を高め，他教科を

学ぶうえで必要と感じることができる要素で数学

が寄与した。未来科学では,中学 3 年から高校 1 年

にかけ 4領域の関連性に考慮した学習配列と探究型

実験「未来科学 Lab(9)」の探究課題の開発ができ,探

究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでは,日常生活と数学の関連を題材

にした作問やデータサイエンスの視点の教材を開

発できた。SS 探究物理・SS 探究化学・SS 探究生物
(10)では,協働学習アプリ Miro を用いた探究の過程

を可視化する授業や教科横断型教材の開発,探究の

「問い」をつかむ,探究の「問い」に挑む,探究の「問

い」を創る，3 種類の探究の「問い」で展開する探

究型授業実践モデルの開発ができた。 
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成果❸ 3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36),探究の「問い」を創る授業(6)の公開を年 3 回実施

し，探究の「問い」を創る授業の研究開発の成果・普及ができた。 
（❸本文 テーマⅠ該当頁,第７節成果の発信・普及参照） 

探究と授業を往還する学びを展開する手法とし

て，探究の「問い」を創る授業(6)や 3 人 1 組教科の

枠を越える授業研究(36)の実践を 7 月，11 月，3 月と

年 3 回公開授業を通して発信した。学校訪問や授業

視察を含め，過去 10 年間で最多となる教育関係者

184 人の訪問者を受け入れた。また，他校への職員

研修，セミナーや講演の講師依頼，ホームページ掲

載等，成果の普及・波及ができた。 

【令和 4 年度の主な実績】 
熊本県高等学校教育研究会理化部会総会講師 梶尾滝宏 

 

熊本大学教育実習に係る事前指導Ⅰ・Ⅱ 後藤裕市 

熊本県高等学校教育研究会情報部会総会講師 熊本マイプロジェクト探究勉強会 2022 

「生徒が自ら動き出す仕掛けとは？」 熊本県高等学校教育研究会音楽部会総会講師 

熊本市立必由館高等学校職員研修 福岡会場・生徒の資質・能力の育成と 

その適切な評価の実現に向けて 熊本県立上天草高等学校職員研修 

教科の枠を越える授業「ウトウトタイムでからだ

を休め，こころを整えることができるのか？」の

実証に生物・物理・数学の学際的アプローチでせまる  

後藤裕市 

梶尾滝宏 

水口雅人 

7 月探究の「問い」を創る授業・公開授業 全 職 員 

11 月授業者主体の授業創り・公開授業 全 職 員 

3 月探究の「問い」を創る授業・公開授業 該当教員 

 

成果❹ 3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)を通して，授業と探究を往還する学際的な授業を

実践することができた。          （❸本文 テーマⅠ教科の枠を越える授業参照） 

3 人 1 組教科の枠を越える授業研究として，「ウトウトタイムでからだを休め，こころを整え

ることができるのか？」の実証に生物・物理・数学の学際的アプローチでせまる授業を実践し

た。本校が実践するウトウトタイム（午睡）(29)に着目した生徒研究に焦点を当て，生物の視点で

自律神経の仕組み，物理の視点で自律神経測定器の原理，数学の視点で得られたデータを統計処

理することを意識した学びを深める授業を実施することができた。 

 

成果❺ 探究の「問い」を創る授業(6)の授業デザインに関するワークショップ型職員研修の開発

ができた。また，探究の「問い」を創る授業の授業デザイン構築と探究の「問い」の一覧

（データベース化）の推進ができた    （❸本文 テーマⅠ教科の「問い」を創る授業参照） 

各教科が探究の「問い」を創る授業を設計するうえで，なぜ探究型授業を行うのか？なぜ観点

別評価を行うのか？探究活動で身につける資質・能力は？個別最適な学びを設計するには？4 つ

の視点を意識し，各教科で班編制して取り組むワークショップ型研修を開発した。オンラインホ

ワイトボード miro で取り組んだ内容，発表の様子

を記録した動画を振り返り資料とした。 

探究の「問い」を創る授業の授業デザイン構築す

るにあたって，探究の「問い」を記載したシラバス

を作成し,探究の「問い」を軸に展開をする授業を

様々な教科で実践できた。生徒の「問い」は,授業

を通して生徒が創る探究の「問い」を一覧（データ

ベース化）にし,探究活動のテーマ設定時の活用等

ができた。 

【探究の「問い」を創る授業の流れ（一例）】 
反転学習 ► 探究の「問い」をつかむ ► 補足説明 ► 探究の「問い」に挑む ► 探究の「問い」を創る ► 反転学習 

家庭学習  10分  15分  15分  10分  家庭学習 

教科書理解 

動画提示 
 

見方・考え方理解 

概念理解,要約・整理 
 
概念理解 

補足説明 
 

論文・資料提示 

協働的に問題解決 
 
探究できる問い創り 

「問い」の一覧化 
 
教科書理解 

問題演習 
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［テーマⅡ］中高一貫教育校として,教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践 

成果❻ 未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を高める高校・学校設定教科「ロジック」における SS

コース・GS コース(5)のプログラム実践,中学「宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(11)」の実践が

できた                                           （❸本文第５節実施の効果と成果参照） 

テーマⅡの仮説「社会の変化に主体的かつ柔軟に

対応する資質・能力」の育成に,SS コースは学年年次

進行で, UTO-LOGIC(1)を構成する 25 要素が寄与する

割合が高くなっていることが示され,特に,3年 SSコ

ースでは,満足度指標と重要度指標から多くの要素

で重点維持項目が得られた（図枠）。また，各学年

の取組のねらいにおける成果と課題を可視化でき

た。UTO-LOGICを高めるロジックルーブリック(2)にも

とづいた,学校設定科目 1 年ロジックプログラム
(12),2 年-3 年 SS 課題研究(16)の実践ができた。中学宇

土未来探究講座(11)では「野外活動」「地域学」「キ

ャリア教育」のプログラムの実践ができた。 

 

成果❼ 多様なテーマ設定と類型化した指導体制,複数回の発表を通した探究の過程のスパイラル

アップにより,3 年 SS 課題研究,2 年 SS 課題研究で学会等発表を 60%超生徒が経験できた 
（❸本文 テーマⅡSS 課題研究参照） 

SS 課題研究のテーマ設定の際,生徒は「a 個人設

定」,「b 継続研究」,「c 新規研究」から選択,指導

は数学,理科教員が担当し,「共同研究型」,「連携

型」,「自治型」と類型化した方法で行い,課題研究

担当者会議(37)で情報共有を図る体制が構築できた。

構想発表,中間発表,KSH（熊本県スーパーハイスク

ール研究発表会）,校内発表と複数回の発表を通し

て得た気づきから探究を深めることができ,60％超

の生徒が学会等で発表,20%程度の生徒が国際研究

発表を経験した。 

 

成果❽ 独自開発教材ロジックガイドブック第二版(19)とＧＳ本(20)2022 の運用により,生徒の有用

感 6 割超（前年比有用感改善）を得ることができた。  （❸本文 テーマⅡロジック探究基礎参照） 

ロジックルーブリック(2)にもとづき,探究の過程に応じて必要

なコンテンツを 25 個の構成要素(モジュール)で編成するロジッ

クガイドブック(19)に,要旨・論文(23)の作成要領,１人１台端末を活

用した探究活動のガイダンス,探究の「問い」の一覧を加えた構成

にした。ＧＳ本(20)は,OECD Learning compass が示す方向性,宇土

市に関する地域課題に着目するガイダンス資料をはじめ,学年所

属教員と生徒が目線を合わせながら探究の過程に沿ったコンテン

ツを扱う構成にした。年々，有用感を改善することができている。 

 

成果❾ ロジック・スーパープレゼンテーション(24)を年間 2 回ハイブリッド型開催することがで

き,生徒の研究成果を研究成果要旨集,課題研究論文集にまとめ発刊することができた。 
（❸本文 テーマⅡロジック・スーパープレゼンテーション参照） 

7月は高校 3年課題研究の成果,3月は高校 2年課題研究,高校 1

年プレ課題研究,中学 3 年研究論文（卒業研究）の成果を共有,発

信するため,新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じ,会場で

ある宇土市民会館と教室,全国の教育関係者をオンラインで接続

したハイブリッド型開催を実施し,対面の臨場感,オンラインの拡

がりの双方の強みを活かしたロジック・スーパープレゼンテーシ

ョン(24)を開催することができた。全研究を研究成果要旨集または

課題研究論文集(23)に製本できた。 
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成果➓ 中高一貫教育校の特色と分野横断型の科学部編制により,全国高等学校総合文化祭自然科

学部門 10 年連続出場（SSH 申請年～SSH 第二期第５年次現在）ができた。 
（❸本文 テーマⅡ科学部活性化参照） 

中高一貫教育校の特色を活かして意欲ある中学生が高校生とともに研究できる体制,物理・化学

・生物・地学・情報・数学の分野横断した研究ができる科学部編制によって, SSH 指定以降,10 年

連続全国高等学校総合文化祭自然科学部門出場をはじめ,熊本県高等学校生徒研究発表会 10 連覇,

熊本県科学研究物展示会（科学展）県知事賞等,顕著な成績を収め，理科４領域において探究活動

を牽引する役割を科学部が果たした。 

【全国高等学校総合文化祭自然科学部門出場歴及び熊本県科学研究物展示会（科学展）表彰歴】 
 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

全国総合 

文化祭 

物理 物理 物理 

奨励賞 

物理 物理 

最優秀賞 

物理 物理 物理 

文化連盟賞 

物理 地学 

県科学展 【物理】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【化学】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【物理】 

県知事賞 

【化学】 

教育委員会

賞 

【物理】 

県知事賞 

【化学】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【物理】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【物理】 

県知事賞 

【生物】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【物理】 

教育委員会賞 

【化学】・ 

【生物】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【物理】 

県知事賞 

【生物】・ 

【地学】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【物理】 

教育委員会賞 

【地学】 

熊日ジュニ

ア科学賞 

【地学】 

県立教育 

センター賞 

【地学】 

県知事賞 

【物理】 

熊本博物館賞 

 

［テーマⅢ］中高一貫教育校として,社会と共創する探究を進め,地域からグローバルに展開するプログラムの実践  

成果⓫ 多様性を尊重し,他者と協働する社会のリーダーとしての資質・能力を育成する U-CUBE

を拠点としたグローバル関連事業の展開と推進ができた。 
（❸本文 テーマⅢU-CUBE・第５節実施の効果と成果参照） 

テーマⅢの仮説「多様性を尊重し,他者と協働す

る社会のリーダーとしての資質・能力」の育成に, 

英語と探究活動の関係,大学や専門機関と連携した

探究,地域課題や資源の活用,グローバルな課題発

見など満足度指標と重要度指標から多くの要素で

重点維持項目・維持項目が得られた（図枠）。GLP 研

究主任(35)が U-CUBE(26)に常駐して展開する,英語で

科学,グローバル講座(27),同時通訳講座等,エンパワ

ーメントプログラム，GLP（グローバルリーダー育成

プロジェクト）等，グローバル関連事業が仮説設定

した資質・能力の育成に寄与したことが示された。 

 

成果⓬ 産・学・官と連携した社会との共創プログラムを開発,コロナ禍で外部と連携する体制の

構築ができ,多数のメディア等を介して,成果の普及・発信をすることができた。 
（❸本文 テーマⅢ社会との共創プログラム・第７節成果の普及・発信参照） 

Art＆Engineering～架け橋プロジェクト～では,一般社団法人ツタワルドボク,国土交通省,大学

等と連携して実施したペーパーブリッジコンテスト(28)を朝日新聞 EduAにて STEAM教育の実践例と

して発信ができた。国際統合睡眠医科学研究機構,霧島睡眠カンファレンス等から助言を受けるウ

トウトタイム(29)では,生徒が睡眠を対象に設定し専門機器を用いて課題研究を進める様子を,NHK 

BS1 COOL JAPAN〜発掘!かっこいいニッポン〜「睡眠」で発信することができた。また,未来体験学

習（関東研修）で国際統合睡眠医科学研究機構に訪問した様子を NHK 水戸放送局 いば６や朝日新

聞を通じて発信できた。かずさ DNA 研究所とのリモート実験やアース製薬へのバーチャル研究室

等,リモートで実体験を伴う外部の連携体制を構築し,新聞やテレビ等,メディアで実践事例として

成果の発信ができた。 

 

成果⓭ 本校 SSH 運営指導委員,宇土市長の提案により,宇土市研究発表会を開催,GS 課題研究(17)

のテーマに対し,宇土市長賞の表彰ができた。（❸本文 テーマⅢ社会との共創プログラム参照） 

宇土市に関連する GS 課題研究(17)を対象とする研究発表会を宇土市長の提案で企画し,宇土市企

画課及び秘書課と連携して調整を進め,宇土市長賞受賞研究はステージ発表，宇土市長からの表彰，

宇土市役所にポスター掲載する運営を構築することができた。「地域貢献」をテーマに GS 課題研

究に取り組む 20 人が近隣の施設に椅子やベンチを制作して,地域の結びつきと地域貢献の研究を

行うことも進めることができた。 
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成果⓮ 台湾・國立中科實驗高級中學との SSH 台湾研修をオンラインで継続的に実施，共同研究

の提案，国際先端科学技術学生会議（ICAST）オンラインにて国際研究発表，学びの部屋

SSH(31)を宇土市立の全小学校の希望児童対象に実施することができた。 
（❸本文 テーマⅢSSH 海外研修・社会との共創プログラム参照） 

約 3 ヶ月間，台湾・國立中科實驗高級中學とオンラインで自己紹

介や学校紹介，質問交換，学術交流を図る研修プログラムが展開で

きた。高校 2 年 SS コース 8 人，GS コース 5 人が参加をし,現地の

高校生と学術交流を図った。また，本校が実践するウトウトタイム
(29)（睡眠）に焦点を当てた共同研究を開始することができた。 

The 17th International Student Conference on Advanced 

Science and Technology (ICAST) 2022（国際先端科学技術学生会

議）に，高校 2 年 SS 課題研究 3 テーマ 8 人,科学部 1 テーマ 4 人

が出展し，General Session で 15 分間の Oral Session を行った。 

学びの部屋 SSH では，科学におけるアウトリーチ活動の側面を

学ぶ機会として，自身の研究内容に関する実験または小学生に興味

・関心の高い事象に着目した実験を，学区内で児童は本校で対面に

て，学区外の児童はオンラインで接続し，実施した。小学生対象に

実施した理科実験教室の内容は本校 HP でオンデマンド配信し，成

果の波及ができた。 

 

成果⓯ 卒業生人材・人財活用プログラムとして，ロジック・スーパープレゼンテーション(24)で

のトークライブや SS 課題研究中間発表会におけるアドバイザー，未来体験学習（関東研

修）(22)での対話等，様々な関わりの機会を設定することができた。 
（❸本文 テーマⅢ社会との共創プログラム参照） 

ロジックスーパープレゼンテーション(24)では，「閉塞感あるコロナ禍でも絶やさなかった探究

心そしてグローバルの芽」の演題で University of California, San Diego，台湾靜宜大學に進学

した卒業生をゲストに登壇，高校 3 年 SS コースの生徒をファシリテーターにトークライブを実施

することができた。熊本大学高大連携室と連携をし,課題研究の中間発表会でのアドバイス,パネリ

スト依頼,課題研究における実験指導等,本校卒業生人材・人財と活用する体制構築ができた。未来

体験学習（関東研修）(22)では，国際統合睡眠医科学研究機構で研究をする本校卒業生との対話で，

生徒目線で宇土中高の歩みを紹介したうえで，卓越大学院プログラムで研究に取り組み，DC1 採択，

eNuero 掲載された研究概要を紹介する機会を設定できた。 

 

成果⓰ SSH 事業を通した職員の変容や意識について,量的調査・質的調査のアンケートを実施

し,SSH 研究開発の方向性をポートフォリオ分析によって可視化することができた。卒業生

追跡調査から本校プログラムと進学後の学びのヒストリー調査を実施することができた。 
（❸本文第５節実施の効果と成果参照） 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC を支えるコンピテン

シー「未知の事柄への興味（好奇心）」を向上させる

要素について，重点改善項目として，「課題発見力」

や「リテラシー」，「学んだことの応用，探究心，独

創性」が示され，課題発見や学んだことを応用するた

めに，探究活動の時間だけでなく，授業においても生

徒が探究の「問い」を創る機会の充実を図り，生徒が

創った探究の「問い」を「主体的に学習に取り組む態

度」として評価するルーブリックを開発する研究開発

の方向性が示された。また，情報リテラシーや研究倫

理を体系的に学ぶ必要性も認識できた。 
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 ② 研究開発の課題  （根拠となるデータ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 

（１）「未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践」を研究開発課題に取

り組んだ研究開発内容「Ⅰ 探究の「問い」を創る授業」,「Ⅱ 探究活動」,「Ⅲ 社会と協創する

探究」に関する研究開発実施上の課題と,今後の研究開発の方向性を示す。 

 

［テーマⅠ］理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践  

課題❶ 数学の学習意欲や日常生活及び探究活動での有用性，探究活動の時間確保，探究活動の

日常生活及び他教科での有用性の項目が改善要素。 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅠ参照］ 

数学の教科学習において，日常生活や探究活動を想定した問題解決の場面や設問の機会を充実さ

せる教育方法，指導法,データサイエンス教材・教具の開発,探究の「問い」を生徒が創る場面の充

実とその「問い」を評価する方法の確立を目指す。また，探究活動の時間を確保したうえで，探究

活動と教科教育を往還させる取組として，3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)や，探究活動で扱

う知識・技能，思考・判断・表現に関する学習内容と教科教育の連携の充実を図る。 

 

課題❷ 「課題発見力」や「リテラシー」，「学んだことの応用，探究心，独創性」が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (2)職員 参照］ 

課題発見や学んだことを応用するために，探究活動の時間だけでなく，授業においても生徒が探

究の「問い」を創る機会の充実を図り，生徒が創った探究の「問い」を「主体的に学習に取り組む

態度」として評価するルーブリックを開発する。また，情報リテラシーや研究倫理を体系的に学ぶ

機会の設定を図る。 

 

課題❸ 未来科学における観点別評価の実施における評価コスト及び未来科学 Lab の運用 

[❸本文 テーマⅠ 未来科学参照] 

理科的な視点で他教科を学ぶ教科横断型授業の実践を進めるために令和 4 年度 1 年未来科学 A

と未来科学 B(8)から理科 4 領域を学際的な問いで構成する学校設定科目「未来科学」を設置した。

観点別評価を実践するうえで未来科学 Lab(9)の運用及び評価は，個々のレポートを評価する時間的

・労力的な負担が大きい評価コストの軽減を目指し，評価システム構築を図る。 

 

［テーマⅡ］中高一貫教育校として,教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践 

課題❶ 未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を評価するロジックアセスメント(4)の検証 
[❸本文 テーマⅡ ロジックアセスメント・2 年 SS 課題研究 参照]  

UTO-LOGIC のコンピテンシーベースの評価は,生徒の潜在的な性格とコンピテンシーを定量化で

きる 360°コンピテンシー評価を活用し,コンテンツベースの評価は,ロジックアセスメントとし

て,論理性（L）,客観性（O）,グローバル（G）,革新性（I）,創造性（C）の 5 観点を評価する。 

 

課題❷ 3 年 SS 課題研究において, 説明の一般性（IMRAD の活用）・論理性（アカデミックライ

ティング），問いの変化（実験条件の再設定）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

課題研究論文(23)作成を通してアカデミックライティングの手法や科学的論文形式 IMRAD の体系

的理解を促す取組，課題研究で得られた結果から次の探究課題を見出す取組を充実させる。課題研

究論文作成要領の提示やロジックガイドブックでの IMRAD 及びアカデミックライティングのコン

テンツ提示に加え,授業時間内における講座の設定やガイダンスの充実を図る。 

 

課題❸ 2 年 SS 課題研究において, 説明の対照性（コントロール設定），仮説の変化（仮説の再

設定），価値の創造（研究成果の価値）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

対照実験として統制群と実験群を設定するための研究計画の立案や得られた研究結果から仮説

を再設定するフレームワーク，研究の価値を見出すためのシンキングツールの活用を図る。 
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課題❹ 1 年 SS プレ課題研究において, 研究の再現性（再現性の高い結果）・研究の客観性（論

文から客観的に実験を再現）・研究の正当性（統制群と実験群の比較），説明の論理性

（アカデミックライティング）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

2 年次以降の課題研究を通して，各担当教員の研究指導及びロジックガイドブック(19)の活用によ

り，自身の興味・関心を科学的に探究する手法を確立させる取組に重点を置く。 

 

課題❺ 2 年 GS 課題研究において, 同世代発表・国内発表・国際発表の項目，研究の再現性（再

現性の高い結果）・研究の正当性（統制群と実験群の比較）の項目が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅡ参照］ 

 

ロジックガイドブックの有用性について GS コースの低評価の原因は何か吟味することが望まれる 
[第５節 ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況研究開発の課題] 

独自開発教材 GS 本(20)やロジックガイドブック(19)第二版の活用にあたって,研究の確からしさや

論理的説明に関する講座等,ガイドブックで開発した学問・分野を問わず,汎用性の高いコンテンツ

を運用する。宇土市連携・研究発表会等,発表意欲を高める機会,外部と関わる機会を充実させる。 

 

［テーマⅢ］中高一貫教育校として,社会と共創する探究を進め,地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

課題❶ 他 SSH 指定校との交流や SSH に関する会話の頻度が改善要素 
［❸本文 第５節実施の効果とその評価 (1)生徒 テーマⅢ参照］  

学校単独で SSH 事業を展開するだけでなく,県内 SSH 指定校をはじめとする広域での交流・連携

の機会の設定，校内で異学年間の研究に関する交流の機会の設定を図る必要があると考える。校内

及び校外の生徒間で,類似性のある研究テーマや方向性が近い研究テーマに着目し,異学年・広域連

携を図ることができるような機会の設定をする。 
 

課題❷新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じて中止・延期していた海外研修や国際研究発

表の在り方の検討と学校全体への波及 
[❸本文テーマⅢ 海外研修 参照] 

海外研修及び現地での国際研究発表の機会確保とガイダンスの機会の充実を図る。ロジックスー

パープレゼンテーション(24)で英語での研究発表に加え, ICAST や SLEEP SCIENCE CHALLENGE(30),台

湾研修等,現地開催の研修のリアルタイム配信等,新しい方法を開発する。 
 

課題❸卒業生追跡調査の回収率向上と回収データの活用方法の構築 
［❸本文第５節実施の効果とその評価(3)卒業生の追跡調査 参照］ 

Google アカウントの継続利用等,卒業生間のネットワークを維持する体制を開発する。卒業生人

材・人財活用プログラムとして,課題研究を支援する継続性のある体制を拡充する。 
 
文部科学省中間評価［①研究計画の進捗と管理体制，成果の分析に関する評価］ 

課題❶ 教師の意識の変容は,必ずしも十分に測定できていないのではないか,吟味することが望

まれる 
[❸本文 第５節 SSH 中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況・実施の効果とその評価 参照］ 

質的調査「自身の探究指導における代表事例・キャリア教育と探究指導の関係,教科で扱う探究

に必要なコンテンツ」の結果を職員にフィードバックする。具体的な実践内容のヒストリーを報告

する等,職員の意識の変容が本校勤務年数の短い職員に伝わる職員研修を実施する。課題①「各分

野の探究指導の経験の継承と GS 課題研究外部発表機会の確保」,課題②「探究的な授業展開，授

業で探究の「問い」を創る機会の設定の意識」，課題③「地域や企業等，社会と共創して探究に取

り組む機会や指導方法」を設定し，「すべての生徒が主体的に学際的な視点で学び，自ら「問い」

を創ること」，「すべての生徒が社会と共創することを意識した探究をすること」を今後目指す。 

文部科学省中間評価［②教育内容等に関する評価］ 

課題❷ ロジックガイドブックの有用性について GS コースの低評価の原因は何か吟味することが 

望まれる     [第５節 ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況研究開発の課題] 

SS 課題研究では，「学会や国際発表を経験していない生徒」，GS 課題研究では，「探究への満

足度の二極化」を課題として設定し,「すべての生徒が自己だけでなく社会も含めた探究の意義を

実感する」,「ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC を駆使して新たな価値を創る科学技術人材

の育成を今後目指す。 
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❸令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書（本文） 

研究開発課題 未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践  
第１節 研究開発の課題 

（１）研究開発の目的 

公立の併設型中高一貫教育校として，未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を備え，グローバルに科学技術をリードす

る人材を育成する。 

UTO-LOGICとは 本校が定義した生徒に身につけさせたい力 

LOGIC（論理性・客観性・グローバル・革新性・創造性）を駆使して，既成概念にとらわれることなく未知な

るものに挑む態度を身に付けさせる。授業及び探究活動の評価指標ともなり，他に先駆けての宇土校ならでは

の取組が世界のモデルとなることを全校あげて目指す。 

キー・コンピテンシー「LOGIC」 Think Logically,Objectively and Globally．Be Innovative and Creative. 

論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ，創造的であれ 

（２）研究開発の目標 

公立の併設型中高一貫教育校として，理数教育の教育課程，探究型授業，探究活動「宇土未来探究講座(11)」，教科

「ロジック」など，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムを研究開発する。 

（３）研究開発の仮説 

［仮説Ⅰ］ 

公立の併設型中高一貫教育校として，理数教育の教育課程を開発し，教科の枠を越える授業，探究の「問い」を創

る授業を実践することによって，既成概念にとらわれることなく社会の問題を発見・解決し，新たな価値を創造す

る資質・能力を育てることができる。 

［仮説Ⅱ］ 

公立の併設型中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動を行うプログラムを実践することによ

って，社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する資質・能力を育てることができる。 

［仮説Ⅲ］ 

公立の併設型中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，産・学・官及び異世代を含めた国内外のネット

ワークを駆使したプログラムを実践することによって，多様性を尊重し，他者と協働する社会のリーダーとして

の資質・能力を育てることができる。 

（４）研究開発の内容 

研究開発課題「未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く探究活動の実践」に併設型中高一貫教育校として取

り組む研究開発単位として，仮説Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを検証するためのテーマⅠ・Ⅱ・Ⅲを設定し，研究開発を行う。 

［テーマⅠ］ 

中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践 

理数教育の教育課程と探究型授業を開発する。理数教育の教育課程では，中学段階の数学・理科，学校設定科

目「未来科学 A・未来科学 B(8)」，「探究数学Ⅰ～Ⅲ(7)」，「SS探究物理・SS探究化学・SS探究生物(10)」の開発に

取り組む。探究型授業では，教科の枠を越える授業，探究の「問い」を創る授業(6)の開発等，授業改革を図る。 

［テーマⅡ］ 

中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践 

中学段階における宇土未来探究講座(11)，高校段階における学校設定教科「ロジック」を開発する。中学段階で

は，「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱に，身近な環境，地域資源に目を向け，知識と体験を一体化す

る手法を学ばせる。高校段階では，学校設定教科「ロジック」における学校設定科目「ロジックプログラム(12)」，

「SS課題研究(16)」，「GS課題研究(17)」，「ロジック探究基礎(18)」を中心に探究活動を行うプログラムを実践する。 

［テーマⅢ］ 

中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムを研究開発する。英語活用教室 U-

CUBE(26)に常駐する GLP研究主任(34)を中心に，同窓会支援 GLP(25)，中学段階，総合的な学習の時間「宇土未来探

究講座(11)」，高校段階，学校設定科目「ロジックプログラム(12)」，「SS課題研究(16)」，「GS課題研究(17)」，「ロジッ

ク探究基礎(18)」を通して，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムを実践する。 

（５）研究開発の検証方法 

1.生徒の変容に関する評価計画 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評価 診断的評価 形成的評価 総括的評価 

内容 ルーブリック パフォーマンス課題・チェックリスト・質問カード・ピアレビュー ルーブリック 

ロジックルーブリック(2)に基づき，ポスターセッション資料，SSH研究成果要旨(23)及びプレゼンテーション資料，

SSH 課題研究論文(23)等をパフォーマンス課題に設定し，ロジックチェックリスト(3)や自由記述質問カードを用い

て教員評価，自己評価，生徒相互評価を行う。また，未知なるものに挑む UTO-LOGICの評価として，ロジックアセ

スメント(4)についても，生徒の変容を測る評価指標としての妥当性を検証する。 

2.SSH事業に関する評価計画 

量的調査 学校訪問等視察数調査，学会・コンテスト等出場調査，海外研修経験者数調査，卒業生進学先調査等 

質的調査 6月 2月実施 SSH生徒アンケート，自由記述分析，パネルディスカッション，インタビュー分析 

研究開発の内容については，生徒・保護者・職員・関係者対象に研究開発の内容ごとに上述した検証評価を実施

する。卒業生の追跡調査として，「卒業生」人材・人財活用プログラムや SNS等を活用した卒業生ネットワーク構

築により，大学での実績や大学院進学，論文投稿状況などの情報を収集する。 
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第２節 研究開発の経緯 

第一期開発型(H25～H29)では，「科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発」を研究開発課題に，

中高一貫教育校として 6年間を通した「理数教育の開発」，「宇土未来探究講座」，「グローバル教育」研究開発を，第二期

実践型(H30～R4)では，「未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践」を研究開発課題に，中高一

貫教育校として 6年間を通した「探究の「問い」を創る授業」，「探究活動」，「社会と協創する探究」に関する研究開発を

展開してきた経緯として，主な実践と課題を以下に示す。 

第一期開発型(H25～H29) 

 

理数教育の開発 科学的探究活動プログラムの開発 グローバル教育の開発 

実
践 

❶中学数学 70時間，理科 70時間授業
増加 
❷学校設定科目「探究数学(7)」設置。
6年を通した探究的科目開発 
❸学校設定科目「未来科学 A・B(8)」設
置。基礎 4領域を扱う学習配列開発，
探究実験「未来科学 Lab(9)」開発 

❶中学「宇土未来探究講座」野外活動,
地域学,キャリア教育を柱に体験を重
視したプログラム開発 
❷高校「宇土未来探究講座」ロジック
リサーチ(13)，プレ課題研究(15)，課題研
究と探究活動の全校体制開発 

❶海外研修の機会を提供する GLP(25)開
発 
❷英語活用教室 U-CUBE(26)設置。英語で
科学・グローバル講座(27)実践。 
❸大韓民国 SSH海外研修等，国際研究
発表プログラムを開発。 

成
果 

❶数学・理科における 6年間を通した
学習配列編成 
❷未来科学 Lab実験教材及びチェック
リスト開発 
❸科学系コンテスト参加者増加(指定
前比 5倍) 

❶6 年間を通した宇土未来探究講座の
プログラム構築 
❷全生徒，全校体制による探究活動の
実践❸科学部世界大会入賞，課題研究
各種学会発表 

❶海外研修経験 247 人(5 年)を支援す
る体制構築 
❷GLP研究主任(35)を中心とした組織体
制の構築 
❸海外研究発表，国際研究発表機会の
開発 

課
題 

探究活動では主体的・対話的で深い学
びに向かうが授業では知識習得に終
始する受動的な学びとなり，なぜ学ぶ
か，何を学ぶか，学ぶ意義の理解，学
びに向かう姿勢が課題。 

探究活動を通して身につけさせたい
資質 LOGICを高める取組に，各教科の
視点の組み込みが不充分。SSコース課
題研究の指導担当者と SS コースを除
く探究活動の指導方法・内容に差 

海外研修，国際研究発表増加，英語研
究発表機会充実の反面，グローバルに
発信する意義理解が不充分。地域課題
に対し，ローカル・グローバルな視点
を備えた探究の展開が不十分 

第二期実践型(H30～R4) 研究事項（上段）・実践内容（下段）の概要 

 Ⅰ 探究の「問い」を創る授業 Ⅱ 探究活動 Ⅲ 社会と共創する探究 

第
二
期
第
１
年
次 

❶探究の「問い」を創る授業(6)シラバ
ス及び探究の「問い」の一覧表作成 

❶高校 1年「ロジックプログラム(12)」
設置とロジックガイドブック運用 

❶社会との共創プログラム開発と社会
と共創した課題研究の実践 

学習内容(単元)を「問い」で設定した
シラバスを開発。全教科の探究の「問
い」を創る授業を通して創られた「問
い」の一覧（データベース）を作成。 

ロジックルーブリック(2)に基づいたロ
ジックリサーチ(13)，プレ課題研究(15)を
展開。ロジックガイドブック(19)を活用
して，全生徒がポスター・要旨作成(23)，
口頭発表。 

産・学・官連携「ペーパーブリッジコ
ンテスト」(28)や専門機関連携「ウトウ
トタイム」(29)など開発したプログラム
と関連した課題研究を展開。 

❷探究の「問い」を創る授業・授業研
究会 

❷ロジックスーパープレゼンテーショ
ン(23) 

❷台湾研修・高大接続プログラム構築 

夏は理数科目，冬は全教科で公開授業
を実施，100 人超の来場者とポスター
セッション形式での授業研究会実施。 

夏は高校 3年による研究英語発表，冬
は全生徒による探究成果発表と UTO-
LOGIC(1)を意識した発表会を開催。 

台湾國立中科實驗高級中學と連携体制
を構築，研究発表会設定。台湾・静宜
大学と姉妹校提携，交換留学・進学プ
ログラム開発。 

❸総合問題「ロジックアセスメント(4)」
開発 

❸SSH 主対象生徒以外の探究活動の充
実 

❸卒業生人材・人財活用プログラム開
発・学びの部屋 SSH(31) 

各教科の視点で生徒に身につけさせた
い力 UTO-LOGICを問う問題作成，各教
科の課題考査等で出題した探究型問題
の集約，検討 

SSH 主対象生徒以外の探究活動を新た
に配置した GS 研究主任を中心に学年
職員で指導する体制を構築。 

大学と連携し，課題研究の構想発表及
び中間発表で卒業生が助言する体制構
築。学びの部屋 SSH(31)で小学生対象自
由研究相談会実施。 

第
２
年
次 

❶探究の「問い」の一覧表活用 ❶高校 2 年 SS 課題研究(16)設置とテー
マ設定，指導体制構築 

❶台湾静宜大学高大接続プログラムに
よる進学 

授業で創られた探究の「問い」の一覧
を 1年ロジックリサーチ(13)「ミニ課題
研究(14)」で活用。 

個人，グループ，継続から生徒が選択
するテーマ設定と，共同研究型，連携
型，自治型による教員の指導体制を組
合せた個々に応じた指導開発。 

高校 3年春から台湾静宜大学高大接続
プログラムに参加し，一定の成績を収
めた生徒が大学進学する事業を展開。 

❷高校 2年「SS探究化学・物理・生物
(10)」設置と教科融合教材の開発 

❷高校 2 年「ロジック探究基礎(18)」・
「GS課題研究(17)」設置 

❷社会と共創した SS 課題研究及び GS
課題研究の実践 

各 SS 探究科目を開講，SS 探究物理×
美術，ペーパーブリッジコンテスト(28)

教材，SS探究化学×家庭科，食品科学
教材，生物×学際領域，ウトウトタイ
ム(29)及びゲノム編集教材を開発。 

ロジックガイドブック(19)に加え，GS本
(20)を活用し，GS 研究主任(34)を中心に
した学年教員主体の指導により，グロ
ーバル×ローカルの幅広い領域の探究
活動を展開。 

SS課題研究(16)では，有明海や五色山な
ど地域資源に着目し，地元研究機関と
連携した研究の推進。GS課題研究(17)で
は，市役所や警察署等と連携した地域
課題に取り組む研究を推進。 

❸総合問題「ロジックアセスメント(4)」
開発 

❸高校 1年ロジックリサーチ「ミニ課
題研究」 

❸卒業生人材・人財活用プログラムの
充実 

ロジックルーブリック(2)の観点で生徒
に身につけさせたい力 UTO-LOGIC(1)を
問う問題を作成し，CBT 形式で試行テ
スト。 

全教科から授業内で創られた「問い」
の一覧をロジックリサーチ(13)のテー
マとして提示，テーマ選択した生徒が
探究サイクルを経験するミニ課題研究
(14)の手法を開発。 

パネルディスカッションや本校紹介動
画等に卒業生が協力する体制を構築。
課題研究の助言も定期的に行う体制を
構築。 



 

- 16 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第二期第５年次                      SSH 研究開発実施報告書【❸実施報告書（本文）】 

研
究
開
発
の
経
緯 

研
究
開
発
② 

探
究
活
動 

研
究
開
発
③
社
会
と

協
創
す
る
探
究 

実
施
効
果
と
評
価 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
中
間
評
価 

改
善
・
対
応
状
況 

校
内
組
織
体
制 

成
果
発
信
・
普
及 

研
究
開
発
方
向
性 
研
究
開
発
の
課
題 

研
究
開
発
①
探
究
の 

Ⅰ 探究の「問い」を創る授業 Ⅱ 探究活動 Ⅲ 社会と共創する探究 

第
３
年
次 

❶学習管理システム LMS導入。探究の
「問い」の一覧データベース運用 

❶高校 3年「GS課題研究」開講。独自
開発教材 GS本運用 

❶海外研修を代替するオンライン国際
研究発表 

全生徒 Google アカウント発行により
授業における学習管理システムを構
築。探究の「問い」のデータ化による
共有，運用。 

教員，生徒が見通しをもって GS課題研
究を展開できるように GS本を開発。GS
研究主任を中心に学年教員が運用。 

国際先端科学技術学生会議や The 
Virtual Irago Conference 等，Zoomで
の口頭発表やアバターベースポスター
セッションを実施 

❷高校 3年「SS探究化学・物理・生物
(10)」設置 

❷探究活動における学習管理システム
導入，探究活動の成果物のデジタルポ
ートフォリオ化 

❷社会と共創する探究の充実 
SS課題研究，GS課題研究，科学部での
展開 

各 SS 探究科目を開講し，探究の「問
い」を創る授業シラバスの作成と探究
型授業の構築 

学習管理システムとして Google 
classroom，Google ドライブを活用し
た探究活動の実践 

持続可能な五色山開発プロジェクト
等，地域資源や課題に着目し，地域住
民と協働する体制構築。 

❸3 人 1 組教科の枠を越える授業研究
の実践 

❸オンラインを活用した探究活動の連
携及び成果発表機会の充実 

❸オンラインを活用した社会との共創
プログラムの実践 

3 人 1 組教科の枠を越える授業研究に
よる教科融合教材開発や授業実践を共
有。 

オンラインを活用した学会発表，国際
発表，未来体験学習(関東研修)の体制
を構築。 

ペーパーブリッジコンテストや SLEEP 
SCIENCE CHALLENGE をオンラインで実
践する体制を構築 

第
４
年
次 

❶数学の学習時間や他教科への影響, 
理科の学習意欲・時間や嗜好が改善要
素［R3❸本文第５節実施の効果とその
評価(1)生徒 テーマⅠ参照］ 

❶未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を
評価するロジックアセスメント(4)の検
証[R3❸本文テーマⅡ ロジックアセス
メント・2年 SS課題研究 参照] 

❶他 SSH指定校との交流や SSHに関す
る会話の頻度が改善要素 
［R3❸本文第５節実施の効果とその評
価(1)生徒 テーマⅢ参照］ 

❶数学を意識的に学習する時間や数学
が他教科を学ぶうえで必要という要素
を改善するために,探究数学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
で,データサイエンスの視点で確率分
布と統計的な推測の単元を学ぶ際,ビ
ックデータや課題研究の量的データを
扱い,意思決定や研究の妥当性を高め
るうえで数学が有用であると実感する
教材を開発する。理科への学習意欲や
意識的に勉強する時間,理科が好きと
いう要素を改善するために,日常生活
の事象に着目した実験や探究課題の教
材開発,未来科学 Lab(9)の探究課題の
開発を進める。 

❶UTO-LOGICを資質・能力（コンピテ
ンシー）ベースで評価するのか,学習
内容（コンテンツ）ベースで評価する
のか整理したうえで,コンピテンシー
評価は,生徒の潜在的な性格とコンピ
テンシーを定量化できる 360°コンピ
テンシー評価を活用する。コンテンツ
ベースでの理解や習得を定量化できる
評価としてロジックアセスメントの開
発を進め, 論理性（L）,客観性（O）,
グローバル（G）,革新性（I）,創造性
（C）の 5観点を評価し,生徒へフィー
ドバックする。 

❶管理機関である高校教育課が主催す
る熊本県スーパースクール研究発表会
（KSH）や今年度発足した熊本県サイエ
ンスコンソーシアム（KSC）など,県内
SSH 指定校の生徒間で連携や交流を図
る機会を設定する。新型コロナウイル
ス感染拡大防止の観点でオンデマンド
型発表会となっている KSHでの他校発
表を通して学校間の生徒の情報交換が
できる機会の設定や,類似性のある研
究テーマや方向性が近い研究テーマに
着目し,広域連携を図ることができる
ような機会設定をする。 

❷考える力（洞察力・論理力）,独自の
ものを創り出そうとする姿勢（独創性）
が改善要素［R3❸本文第５節実施の効
果とその評価(2)職員 参照］ 

❷3 年 SS 課題研究において,説明の一
般性（IMRADの活用）,説明の論理性（ア
カデミックライティング）が改善要素 
［R3❸本文第５節実施の効果とその評
価(1)生徒 テーマⅡ参照］ 

❷新型コロナウイルス感染拡大防止対
策を講じた海外研修や国際研究発表の
機会の確保と学校全体への波及 
[R3❸本文テーマⅢ 海外研修 参照] 

❷洞察力や論理力,独創性の要素を改
善するために生徒が「問い」を創る場
面の充実を図り,生徒が創った探究の
「問い」を評価するルーブリックを開
発する。また,生徒が創った探究の「問
い」の一覧（データベース）の活用・
運用方法を開発する。 

❷課題研究論文を作成するにあたっ
て,論文作成要領の提示やロジックガ
イドブックでの IMRAD及びアカデミッ
クライティングのコンテンツ提示に加
え,授業時間内における講座の設定や
ガイダンスの充実を図る。 
 

❷ロジックスーパープレゼンテーショ
ン(24)で英語での研究発表や,オンライ
ン国際研究発表の報告による同世代の
国際研究発表の経験の成果波及に加
え , ICAST や SLEEP SCIENCE 
CHALLENGE(30),台湾研修等,これまで構
築した現地開催の研修を実施する際,
リアルタイムで学校配信するなど新し
い方法を開発する。 

❸他教科を学ぶための理科が必要であ
ると実感する生徒が 6割程度 
[R3❸本文テーマⅠ SS探究物理・SS探
究化学・SS探究生物参照] 

❸2 年 GS 課題研究において, UTO-
LOGICの観点「論理性（L）」「客観性（O）」
「グローバル（G）」が改善要素 
［R3❸本文第５節実施の効果とその評
価(1)生徒 テーマⅡ参照］ 

❸卒業生追跡調査の回収率向上と回収
データの活用方法の構築 
［R3❸本文第５節実施の効果とその評
価(3)卒業生の追跡調査 参照］ 

❸理科的な視点で他教科を学ぶ教科横
断型授業の実践を進めるために令和 4
年度 1 年未来科学 A と未来科学 B(8)か
ら理科 4領域を学際的な問いで構成す
る学校設定科目「未来科学」を設置す
る。 

❸独自開発教材 GS本(20)やロジックガ
イドブック(19)第二版の活用にあたっ
て,探究した内容の確からしさや論理
的な説明方法を高める講座等,探究を
進めるうえで学問・分野を問わず,汎
用性の高いコンテンツを開発する。宇
土市連携・研究発表会等,発表意欲を
高める目標の設定, 地域や行政等との
連携機会など外部と関わる機会を充実
させる。 

❸ SSH 主対象生徒は本校発行 Google
アカウントの継続利用ができるようシ
ステムを構築し,卒業生間のネットワ
ークを維持する体制を開発する。卒業
生人材・人財活用プログラムとして, 
熊本大学高大連携室の支援に加え,他
大学との連携を進め,課題研究におけ
る課題や手法について助言する機会を
設定する継続性のある体制を拡充して
いく。 
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第３節 研究開発の課題 研究開発テーマⅠ 

中高一貫教育校として,理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践 

研究開発の時間的経過（１年間の流れ） 

（１）6年間を通した数学・理科の学習配列,時間的経過(1年間の流れ) 
 数学 物理 化学 生物 地学 
中
学
１
年 

体系数学１代数編 
・正の数と負の数 
・式の計算 
・方程式,不等式 
・１次関数,資料活用 

身近な物理現象 
・光と音 
・力と圧力 

物質のすがた 
・物質のすがた 
・水溶液 
・状態変化 

植物の生活と種類 
・生物の観察 
・植物の体のつくりと働き 
・植物の仲間 

大地の変化 
・火山と地震 
・地層の重なりと大地
の変動 

中
学
２
年 

体系数学１幾何編 
・平面,空間図形 
・図形と合同 
・三角形と四角形 
体系数学２代数編 
・式の計算,平方根 
・２次方程式,関数 

電流とその利用 
・電流 
・電流と磁界 

化学変化と原子・分子 
・物質の成り立ち 
・化学変化 
・化学変化と物質の質量 
・化学変化と熱の出入り 

動物の生活と生物の進化 
・生物と細胞 
・動物の体のつくりと働き 
・動物の仲間 
・生物の変遷と進化 

気象のしくみと天気の変化 
・気象観測 
・天気の変化 
・日本の気象 
地球と宇宙 
・太陽系と銀河系 
・天体の動きと地球の自転,公転  

中
学
３
年 

体系数学２代数編 
・確率と標本調査 
体系数学２幾何編 
・図形と相似 
・線分の比と計量・円 
・三平方の定理 
体系数学３数式･関数編 
・数と式 
・複素数と方程式 
・２次関数とグラフ 

運動とエネルギー 
・運動の規則性 
・力学的エネルギー 

化学変化とイオン 
・水溶液とイオン 
・酸,アルカリとイオン 

生命の連続性         
・生物の成長と増え方 
・遺伝の規則性と遺伝子 

未来科学 
宇宙における地球 
・宇宙の構成 
・惑星としての地球 
変動する地球 
・活動する地球 
・移り変わる地球 
・大気と海洋 
・地球の環境 

高
校
１
年 

探究数学Ⅰ 未来科学 
体系数学３数式･関数編 
・図形と式 
・三角比,三角関数 
体系数学３論理・確率編 
・集合と論理 
・確率,データの分析 
・式と証明 
・整数の性質 
体系数学４ 
・指数関数,対数関数 

様々な物理現象と 
エネルギーの利用 
・熱 
・波 
・電気と磁気 
・エネルギーとその利用 
物体の運動とエネルギー 
・力学的エネルギー 
 
 

物質の構成 
・物質の構成粒子 
・物質と化学結合 
物質の変化 
・物質量と化学反応式 
・化学反応 
・酸,塩基 
・酸化,還元 

生物と遺伝子 
・生物の特徴 
・遺伝子とその働き 
生物の体内環境の維持 
・体液と恒常性 
・生体防御 
・自律神経とホルモン 
 

人間生活の中の科学 
・宇宙や地球の科学 
・太陽と地球 
・自然景観と自然災害 

高
校
２
年 

探究数学Ⅱ SS探究物理 SS探究化学 SS探究生物  
 
SS課題研究で 
地学分野に関連したテ
ーマ設定することによ
って,専門地学に関連
した内容を希望生徒は
探究活動を通して学ぶ 
 

体系数学４ 
・微分法・積分法 
・数列 
・ベクトル 
体系数学５ 
・複素数平面 
・式と曲線 
・関数 
・極限 
・微分法とその応用 

様々な運動 
・速度,加速度 
・様々な力とその働き 
・平面内の運動と剛体 
のつり合い 

・運動量 
・円運動と単振動 
・万有引力 
・気体分子の運動 
波・波の伝わり方 
・音・光 

物質の状態と平衡 
・物質の状態とその変化 
・溶液と平衡 
物質の変化と平衡 
・化学反応とエネルギー 
・化学反応と化学平衡 
無機物質の性質と利用 
・無機物質 
・無機物質と人間生活 

生態と環境 
・植生の多様性と分布 
・個体群と生物群集 
・生態系 
生命現象と物質 
・細胞と分子 
・代謝 
・遺伝情報の発現 
生殖と発生 
・有性生殖 
・動物,植物の発生 

高
校
３
年 

探究数学Ⅲ 電気と磁気 
・電気と電流 
・電流と磁界 
原子 
・電子と光 
・原子と原子核 

有機化合物の性質と利用 
・有機化合物 
・有機化合物と人間生活 
高分子化合物の性質と利用 
・高分子化合物 

生物の環境応答 
・動物の反応と行動 
・植物の環境応答 
生物の進化と系統 
・生物の進化の仕組み 
・生物の系統 

体系数学５ 
・積分法とその応用 
・確率分布と統計 

（２）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 

対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 
中進コース 

未来科学 
２ 地学基礎 ２ 中学３年 

４ 
化学基礎 ２ 

第１学年 
科学と人間生活 ２ 

探究数学Ⅰ ５ 
数学Ⅰ ３ 

第１学年 
数学Ａ ２ 

普通科 
中進 SSコース 

探究数学Ⅱ ６ 
数学Ⅱ ４ 

第２学年 
数学Ｂ ２ 

探究数学Ⅲ ７ 
数学Ⅲ ５ 

第３学年 
数学Ｂ ２ 

普通科 
中進 SSコース 
高進 SSコース 

ＳＳ探究物理 ７ 物理 ７ 
第２学年（３単位）・第３学年（４単位） 
＊SS探究物理,SS探究生物のいずれかを選択 

ＳＳ探究化学 ７ 化学 ７ 
ＳＳ探究生物 ７ 生物 ７ 

（３）中学段階における数学・授業時数と増加数 

数学 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間  理科 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 
1年 140時間 140時間 0時間 0時間  1年 105時間 140時間 35時間 35時間 
2年 105時間 140時間 35時間 35時間  2年 140時間 140時間  0時間 35時間 
3年 140時間 175時間 35時間 70時間  3年 140時間 175時間 35時間 70時間  

 

未来科学 Lab中学 3年及び高校 1年で実施。 
未来科学 Labチェックリスト活用によるレポート提出 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

探究の「問い」を創る授業 

教科の枠を越える授業 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ探究の「問い」を創る授業 単位 すべての授業 

 

１．仮説 

探究の「問い」を創る授業(6)を実践することによって,

生徒が主体的,対話的で深い学びに向かい,学問への興

味・関心を高め,未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を高め

ることができる。また,教員は,探究の「問い」を創る授

業,生徒の学びを中心に据えた授業設計を通して,学際的

視点での探究型授業実践及び教科横断型教材開発を進め

ることができる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

探究の「問い」を創る授業(6)は,教員の「問い」から始

まり,生徒が学習内容を探究的に学び,授業から創られた

「問い」を探究活動に展開していく授業である。職員研

修や 3人 1組教科の枠を越える授業研究(36),公開授業,授

業実践発表会を通して,探究の「問い」の設定と提示方法,

生徒の活動と思考の深まりに着目した授業研究や,教科

横断型教材開発を進める。探究の「問い」を創る授業で

は,シラバスや教員の「問い」,生徒が授業を通して創っ

た「問い」を一覧にし,ロジックリサーチにおけるミニ課

題研究で提示し,授業に関連した探究を展開する。 

❷内容・方法 

6 月 職 員 研 修 （ ロ ジ ッ ク と 観 点 別 評 価 ） 

6月職員研修では,探究の「問い」を創る授業における

学習管理システム（Google classroom）の活用方法と,学

校設定教科「ロジック」，学校設定科目 1年「ロジックプ

ログラム」を中心にロジックルーブリックの理解を図る

機会とする。観点別評価を実施するにあたって,ロジック

ルーブリックの 5 観点と学校設定科目「ロジックプログ

ラム」の観点別評価の 3 観点をどのような考え方で関連

付けるかを共有する（図.1）。 

また，1 年「ロジックプログラム」における探究活動

「ロジックリサーチ」で，探究の「問い」を創る授業で

扱った教員の「問い」や生徒の「問い」を提示する視点，

方法を提示する。授業で創られた「問い」をテーマ設定

時に扱う「ミニ課題研究(14)」の手法として紹介する。 

 
【図.1 職員研修時提示スライド】 

 
教 科 の 枠 を 越 え る 授 業 ・ 授 業 実 践 

第二期研究開発の取組として，3 人 1 組教科の枠を越

える授業研究(36)と称し，異教科 3人の教員（例：物理×

数学×音楽）がチームとなり，相互授業見学や教科横断

型授業及び教材の開発，公開授業の実践等を図る機会を

設定してきた。今年度は 7 月ロジックスーパープレゼン

テーションに併せて実施した探究の「問い」を創る授業，

公開授業で「生物×物理×数学」の教科の枠を越える授

業を実施する。授業デザインにあたり，❶授業で扱う題

材の選定，❷その題材を自身の教科・科目でどのように

扱うことができるか異教科の視点の共有，❸学習内容の

配列と授業展開の構築，❹探究の「問い」の設定，❺学

習者目線での学びの確認，❻評価の観点と段階の設定，

複数回，事前に打合せを重ねる。 

授業内容（R4.7.15実施） 

「ウトウトタイムでからだを休め，こころを整えること

ができるのか？」の実証に生物・物理・数学の学際的 

アプローチでせまる  

授業概要 

本校が実践するウトウトタイム（午睡）に着目した生徒

研究に焦点を当て，学際的視点で学びを深める授業を実

施する。生物の視点で自律神経の仕組み，物理の視点で

自律神経測定器の原理，数学の視点で得られたデータを

統計処理することを意識した学びを深める。オンライン

ホワイトボード miroを使用した協働的な学びを展開 

授業担当及び課題研究指導者 

数学：水口 雅人      物理：梶尾 滝宏 

生物：後藤 裕市    課題研究：後藤 裕市 

以下に示す展開❶～❺の流れで授業を進める。3 年 SS

課題研究で取り組んだ睡眠に関する研究で扱った自律神

経の仕組み（生物）と自律神経測定器 condiView の原理

（物理），身体的ストレス肉体的疲労度と心理的ストレス

自律神経バランスの数値の統計処理（数学）に着目し，

授業で扱う教材とする。3 年 SS コースの生徒を対象に，

課題研究と授業での学習内容を往還する授業として実施

する。オンラインホワイトボード miroに学習コンテンツ

及び学習配列，統計処理ワークをアップロードし，グル

ープごとに学習に向かうことができるようにする（図.2）。 

睡眠に関するデータを用いた統計処理ワークでは，10

班編制し，上記 10 パターンの視点を選択してデータ解

析を各班 1 パターンずつ進める。統計処理の手法とデー

タの扱い方に様々な切り口があること，適切なデータ処

理の選択があることを理解するとともに，各班が行った

統計処理の視点や内容を共有する時間を設定する。オン

ラインホワイトボード miro にてワールドカフェ方式で

各班の統計処理の内容を共有する。 

  
【図.2 教科の枠を越える授業の様子】 

【展開❶ 3年 SS課題研究・生徒研究の視点】 

ウトウトタイムが自律神経活動とバランスに与える影響 

  
 

【展開❷ 生物の視点・自律神経の構造と働き】 

生物基礎での学習内容の振り返り 
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【展開❸ 物理の視点・光の力で脈拍をとらえる】 

指先による脈拍センシングのしくみ 

  
 

【展開❹ 数学の視点・回帰直線と t検定】 

  
 

【展開❺ 睡眠に関するデータを用いた統計処理ワーク】 

 
【上記ワークの統計処理の視点（パターン）】 

回帰 

直線 

1  からだ×からだ 

2  こころ×こころ 

3  からだ×こころ 

母集団 

の平均 

の比較 

4  からだ午睡前×午睡後 

5  こころ午睡前×午睡後 

6  からだ午睡前×こころ午睡後 

7  こころ「+」抽出 午睡前と午睡後 

8  こころ「-」抽出 午睡前と午睡後 

9  からだ「健康」抽出 午睡前と午睡後 

10 からだ「やや疲れた」抽出 午睡前と午睡後 

 

7 月 探 究 の 「 問 い 」 を 創 る 授 業 ・ 公 開 授 業 

7月探究の「問い」を創る授業の公開授業を実施する。

研究授業シートを各自準備し,全教員が公開授業実践及

び教員間の相互授業参観を行う(表.1～6)。7月ロジック

スーパープレゼンテーションに併せて実施する公開授業

に,県内外からの訪問者や熊本県内スーパーティーチャ

ー（指導教諭）が参観できるように設定する（図.3）。県

内スーパーティーチャーには，事前に依頼公文を発出し，

授業参観のうえコメントやアドバイスを受ける機会を設

定する。 

  

  
 

  
【図.3 7月公開授業の様子】 

【表.1公開授業の内容・国語科】 

2-6 科目 古典Ｂ 担当 平野 佳子 

単元 物語(「伊勢物語」初冠) 

・「みちのく～」の歌は誰の和歌か 

・「歌の心ばへなり」とは何か，「昔人は，かくいちはや

きみやびをなむしける」とはどういうことか 

→個々の復習シートで出た疑問点をペアワークなどで

解決していく(協働的な学び)，Miroによる授業を，端末

を使用することで受講。前単元「古今著聞集」との共通

点に気づき理解を深めるとともに古典常識を理解する。 

3-1 科目 現代文 担当 松永 美志 

単元 小説『幼なじみたち』遠藤周作 

補助資料「一人の外人神父」遠藤周作 

前半ねらい ボッシュ神父の心情を慮る「私」や幼なじ

みたちの描写を分析する。 

後半ねらい 「ああ，これが神父というものかと思った。

ああ，これが布教に来た宣教師なのだと思った。」，｢これ

が神父なのだ，神父というものだと感じざるを得ない｣

という表現描写について話し合い，理解を深める。 

(1)補助資料「一人の外人神父」という作品を読み，該当

箇所の表現が意味する内容を具体的にまとめる。 

(2)(1)でまとめた「神父像」に対して， 

A ｢周ちゃん｣の受け止め方を考え，記入する。 

B 自分の考えを記入する。 

(3)グループを作り，記入したプリントを回し読みする。 

(4)班員の意見に基づいて班としての解答を作成する。 

(5)Googleスプレッドシートに入力，他班と比較する。 

3-2 科目 古典Ｂ 担当 廣田 哲史 

単元 随筆「枕草子」 

類聚的章段と言われるものから，宇土市にある「たはれ

島」を指摘し，そこから『枕草子』成立の謎に迫る 

展開 1『枕草子』にある「～は」という章段を幾つか紹介  

展開 2作者である清少納言がなぜこのような文章(章段)を残した  

のか(列挙することに何か意味があったのか)を考える。 

展開 3「島は」という章段の中に，熊本県(宇土市)にある島がある 

ことを確認する。ちなみに，八代市にある「水島」もそうである。  

展開 4  「たはれ島」について，情報を集める。(どのよ

うな島か，歴史的価値などについて知る。) 

展開 5【探究 1】清少納言は，なぜ宇土にある「島」を知

っていたのか？情報をもとに根拠を示しながら判断。 

展開 6【探究 2】清少納言は，なぜこのような「ものづく

し」章段を書いたのか？情報(古典常識)を持ち寄り，思

考を深めながら，判断する。 

展開 7【振り返り】授業を振り返り，『枕草子』成立過程

について考えを深める。なぜ『枕草子』というタイトル

がついたのか未解明の部分があり，各自でその可能性に

ついて考える契機とする 
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【表.2 公開授業の内容・地歴公民科】 

1-1 科目 公共 担当 早田 誠 

単元 日本社会の基本原理 基本的人権の尊重 

時事問題「安部元首相銃撃事件」を題材に，「民主政治及

び基本的人権の尊重」の総括とする。誰もが知る事件を，

これまでの授業内容との関連性を生徒が見出せるか。 

(1)classroomによるリモート授業・スライド進行 

(2)ネットで情報収集，事件に対する疑問を考察，発表 

(3)配信している数種類の社説の疑問点の解決，発表 

(4)複数の社説の相違点や日付経過の変化を読取，発表。 

(5)他国の報道状況から，国際政治の意義を理解。 

(6)自由権(表現の自由)，参政権，法定手続きの保障等と

の関連性を説明し，総括とする。 

3-2 科目 日本史Ｂ 担当 奥田 和秀 

単元 「鎌倉幕府の成立はいつか？」 

主題となるテーマについて，各自が根拠を持って解釈

し，各自の意見を Google Spreadsheet で見合うことに

よって，思考を深める。【探究の「問い」】 

前半ねらい 源平の争乱から源頼朝の征夷大将軍就任

までの流れを概観する。 

留意点 場面の展開ごとにスライドや地図を見ながら

流れを確認する。争乱と幕府の成立過程を並行して見る 

後半ねらい 「鎌倉幕府の成立においてもっとも重要な

年はいつか？」をテーマに思考を深める。 

(1)①～⑦の出来事において，画期となる出来事を各自

がどう考えるか，根拠を示しながら判断する。 

① 1180年 頼朝が鎌倉入りし，侍所(武士の統率機関)を設置したとき 

② 1183年 東国支配権を獲得したとき 

③ 1184年 公文所・問注所が設置され，幕府の三機関が揃ったとき 

④ 1185年 平家が滅亡したとき 

⑤ 1185年 守護・地頭の設置が決まったとき 

⑥ 1189年 義経・奥州藤原氏が滅び，強敵がいなくなったとき 

⑦ 1192年 征夷大将軍に就任したとき 

(2)Google Spreadsheetを使って各自の判断を入力する 

(3)互いの意見を読み,思考を深め自分の考えを再考する 

2-6 科目 地理Ａ 担当 永吉与志一 

単元 さまざまな地形と生活 海岸地形 沈水海岸 

ヨーロッパを北流する河川河口について，殆どの河川は

エスチュアリー(三角江)が見られるが，ライン川のみデ

ルタ(三角州)を形成している理由を班毎に考察させ，そ

の結果をタブレット入力を通じ，電子黒板に一覧にする 

【探究の「問い」】を 3つ生徒に考えさせる。 

①なぜ，フィヨルドは，高緯度大陸西岸にしか見られな

いのか(なぜ，東岸に発達しないのか) 

②なぜ「天然の良港」であるリアス海岸，フィヨルドに

大港湾や工業地域が発達しないのか 

③なぜ，ヨーロッパを北流する河川河口について，殆ど

の河川はエスチュアリー(三角江)が見られるが，ライン

川のみデルタ(三角州)を形成しているのか(地中海・黒

海に流下する河川は，ほぼデルタ(三角州)が発達する。

ライン川との共通点はあるのか) 

3-1/3 科目 地理Ｂ 担当 中村雄一郎 

単元 「人口構成の変化」 

人口ピラミッドをみてその形の問題点をつかみ，どの様な対策がとれるか， 

自分が住む自治体 HP をみて考えることにより思考を深める。 

1人口構成の変化について 

(1)多産多死型・多産少死型・少産少死型の説明 

(2)多産多死型から少産少死型へ変化＝人口革命と呼ぶ 

(3)人口革命が起きる理由について考察する 

2人口ピラミッド 

(1)富士山型・釣鐘型・つぼ型の説明 

(2)各型の特徴と問題点について考察 

(3)自分が住んでいる市町村 HP から自治体の人口の型を確認 

(4)自分が住んでいる市町村の人口に関する課題を考察 

【表.3 公開授業の内容・数学科】 

1-2 科目 数学Ａ 担当 中村 圭子 

単元 場合の数と確率 

・条件付き確率について理解する。情報を得たことで確

率が更新されることを直感的に捉え，条条件付き確率の

計算について理解できるようにしていく。 

・グループで，問題文の捉え方，考え方を話し合う。 

(1)簡単な例をもとに，確率が更新されることを理解。 

(2)起こった結果から，原因の確率が求められることを

理解。問題の読解力が必要であり，グループで検討。 

1-3 科目 探究数学Ⅰ 担当 父母謙一朗 

単元 場合の数と確率 

・条件付き確率の問題を，複雑な計算を用いるのではな

く，直感的に考える。Miroを用いて，問題の提示。 

・グループで，様々な問題をトランプを用いて検証し，

条件設定や，問題の解釈を協働的に考える。 

(1)モンティホール問題をトランプ 3枚で検証しよう。 

各班そのままの場合と，変更する場合を各 10 回ずつ行

い，記録する。実際の確率を計算する。 

(2)複雑な設定のトランプゲームの確率を実際に行い，

記録をとりながら，問題のいいたいことをつかむ。 

2-3 科目 数学 B 担当 竹下 勝明 

単元 図形のベクトルによる表示 存在範囲 

〇ベクトル方程式が表す，図形について理解を深める。 

〇Miroと canvaを用いて，授業の理解を支援。 

変数の値を変えることで，動きがある場面などは，一人

一台端末を利用して個別に操作をして理解を促す。教科

書の内容を精選しながら，必要とされる部分をスライド

にて指導していく。必要に応じて，黒板も使う。 

〇内容がある程度進んだところで，班活動をして，答案

を Miro 上に書いてもらい，全員で共有する。 

〇授業後は，スライドを Miro 上にアップして，誰もが

再度授業を振り返ることができる環境を作る。 

2-4 科目 数学・探究数学Ⅱ 担当 上野 雅広 

単元 平面上のベクトル 

オンラインホワイトボードツール Miroを活用。 

(1)導入[本日の授業方法説明(2)展開[生徒各自での問

題演習,miroにて解答，解説](3)まとめ 

・解説は Miro で提示することで，ポイントとなる部分

を重点的に押さえることができる。また，生徒各個人と

「共有」することで，ノートの整理に費やす時間や労力

が押さえられ，生徒の思考力を伸ばすことにつながる。 

3-56 科目 数学Ⅲ 担当 長田 洋子 

川崎 憲二 

単元 定積分 

ねらい 定積分の基本性質について理解する 

探究の問い 定積分の意味するものとは？ 

・デジタル教科書を使って，数学Ⅱで学んだ「定積分」，

前時まで取り組んできた「不定積分」の振り返りをする。 

・教師からの一方的な説明は省き，生徒自身に考えさせ，

生徒同士の話し合い，協働活動の時間を大切にする。 

3-5/6 科目 数学演習 担当 坂口 辰廣 

単元 「導関数と接線」，「関数の値の変化」，「微分法の応用」  

導関数の意味を深化すると共に，導関数を柱とする数学

的な問題を考察する。 

前半ねらい 数学Ⅱで学習した題材を掘り起こし，問題

演習を通じて自己の知識，技能，表現力を再認識する。      

後半ねらい 班の解答例を代表が板書する。これに対す

るフラットからの質問を受け，質問中心に解説をし，本

時の課題の定着を図る。 
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【表.4 公開授業の内容・理科】 

1-3 科目 未来科学 担当 宮本 義幸 

単元 イオン結晶(岩塩を科学的に考察する) 

【探究の「問い」】 

①岩塩が塩化ナトリウムであることをどのように説明するか？ 

あらかじめ，どのようなデータが必要なのかを検討し，

班全員がそれぞれ異なる実験に取り組む。その後，実験

結果を集約し，1つの結論に導くことが目的である。 

②前時に，どのような方法が良いのか検討，実験を立案。 

③物質の文献値や性質等を深く知るため，資料活用。 

④班全員のデータを集約し，レポートを完成。 

2-3 科目 探究科学 担当 本多 栄喜 

単元 移り変わる地球  地球と生命の進化  

先カンブリア時代 原生代～多細胞生物の出現 

(1)標本の回覧：縞状鉄鉱層，ストロマトライト，藻類化

石についてスライド提示，現物を回覧する。 

(2)先カンブリア時代の二酸化炭素，酸素濃度の変化の

原因についての考察。グラフの読み取りとそこから生じ

る疑問を探究の問いを提示。 

・探究の問い①：27億年前(シアノバクテリアの出現)以

前から CO2が減少しているのはなぜ？ 

・探究の問い②：27 億年前にすぐ大気中の O2 濃度が増

加しないのはなぜ？ 

(3)生徒とのやりとり：生徒の考えを引き出す発問を多

く行う。生徒の考えを意識的にアウトプットさせる。 

2-SS 科目 ＳＳ探究化学 担当 下山 智彦 

単元 希薄溶液の性質(沸点上昇) 

生徒個人に複数のデータ(温度上昇と質量モル濃度，質

量パーセント濃度)を配信し，グラフの作成を行う。 

作成したグラフから，電解質の種類によって，傾きが異

なることを見いだす。電解質の種類，濃度の種類と温度

上昇の関係をとらえることで，Δｔ＝ｋｍ の式より，

濃度ｍが質量モル濃度であることを理解する 

3-GS 科目 生物 担当 太田黒景司 

単元 動物の環境応答 筋肉の構造と収縮 

○一人一台端末の活用方法や活用場面 

 ・動画(骨格筋の収縮の仕組み)を各自の Chromebookで

見ながら，授業プリントの問題演習に取り組む場面。 

 ・授業後，この単元の振り返りとして Formsで作成し

た小テストを Classroomに掲載し，各自が解答する場面

(自宅での取組か次時の取組となる)。 

○見どころとなる場面等 

 ・生徒が，筋収縮のイメージを動画から演習問題の問

いに関連付けられるか。 

3-GS 科目 物理 担当 岩山 真大 

単元 電気と磁気  電流 

【探究の「問い」】 

「最近，宇土高校で行われている節電では，毎日どれく

らいの電気料金が節約されているのだろうか？」 

・料金を求めるためには何が必要か考え，各班で答えを

出し，話し合うことで自分が出した答えと比較を行う。 

・Chromebookでオンラインホワイトボード Miroを使い，

教員の板書や，授業内容を見る。Miro と Google forms

を連携して使うことで操作に手間をかけず解答できる。 

・授業の最初に学習内容の復習を行う際には，Miroの投

票機能を用いて，短時間で全生徒の意見を反映させる。 

・電気の分野は，目で見ることができず，イメージしづ

らい分野である。生徒が自分で電流の流れや抵抗につい

てのイメージを創ることができるように物理のシミュ

レーションを用いる。デジタル機器を用いた活動だけで

なく，チョークとミニ黒板を使った活動も行う。生徒が

持っている端末では困難な図形の描写や生徒同士の対

話を行うことができる。 

 

【表.5 公開授業の内容・英語科】 

1-5 科目 英語コミュニケーションⅠ 担当 伊藤 裕子

Ryan Pascua 

単元 Lesson2 Expos: Past, Present, and Future 

introduce / tell ideas about Expo 2025 in Osaka 

Expos: Past, Present, and Future を通して生徒たち

は万国博覧会の役割やその変化を学び，万国博覧会に関

する知識や英語の表現を身につけた。班ごとに分かれ，

各自新たに学んだこと，意見を Google スプレッドシー

トに記入し，考えを深め共有する。生徒はシートを利用

しながら発表し，英語で話すことに慣れる。発表を聞く

生徒はシートを見ながら英語を聞く。 

1．授業のねらい 

(1)帯活動(語彙，スピーキング活動)に慣れる 

(2)英語でのプレゼンテーションにつながる活動を体験 

2．授業展開 

[Warm-up]①語彙 ②スピーキング Pair & Share 1 

[展開] Introduce or tell ideas about Expo2025 in 

Osaka 準備，発表   [まとめ] Feedback 

1-6 科目 英語コミュニケーションⅠ 担当 重永 晴子

Ryan Pascua 

単元 Past, Present, and Future 

万博における日本の関わりと，未来の万博の役割 

We will discuss and introduce/tell our ideas about 

Expo 2025 in English.   

グループ学習をとおして，大阪・関西万博 2025について

アイデアを出し合ってみよう。 

1. To Know about Expo 2025 in Osaka 

2. To Introduce /  

Tell ideas about Expo 2025 in Osaka 

〇問いかけ 

In groups, please discuss Expo 2025. What do you 

know about Expo 2025? Tell us about Expo 2025 in 

your own words. Do you have any ideas you would 

like to tell us about Expo 2025? Can you think of 

any problems or improvements for Expo 2025? 

2-1 科目 コミュニケーション英語Ⅱ 担当 福島 和美 

単元 Lesson4 Chanel’s Style 

1 ペアワーク(4 つの絵を見て英語でストーリーを作る

→英語の問いに答える。内容について英文で書く。) 

2 単元の内容をスクリーンに提示・発音練習 

・英文や日本語の文章を介さず画像だけを見て英語で考える場面 

スティーブ・ジョブス氏やガブリエル・ココ・シャネルの画像 

を見て，どのような功績がある人であるかを英語で言う。 

・レッスン内容について英語での Q＆A 

2-2 科目 英語表現Ⅱ 担当 沖村 麻美 

単元 Lesson9関係代名詞 

①オンラインゲームを使用した学習内容復習。クイズア

プリ「Kahoot!」を使用し，○×形式や選択肢形式で出題。

生徒は他生徒とポイントを競いながら学習内容の定着

度を確認。クラス全体で間違いの多かった問題を復習。 

②グループでオリジナルストーリーを作成。3～4人グル

ープで，話の流れがつながるように一人ずつ順番に英文

を作成。最初の一文は全グループ共通で，一人最低 2回

は関係代名詞を使った文を作る。授業の共有フォルダ内

で全グループのストーリーを共有。 

3-3/4 科目 英語表現Ⅱ 担当 小川 康 

単元 エスト英作文 Chapter 2  文型の決定② 

次の 2つの基本例文を入力させる。すると，ある部分に

ブルーで二重線が自動で付いてくる。なぜか。どうすれ

ば，その二重線が消えるのだろうか。 

(a) I gave him the  book.  

(b) I gave the book to him.   

この 2つの文の意味は同じであるのだが，何かが違う。
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それは何だろうか。実は，この英文は今使っているテキ

ストの基本例文であるのだが，Wordで入力していると，

面白いことにブルーで二重線が自動で付いてくるので

ある。自動文書校正が作動しているのである。基本例文

であるのに，ワードは，この文はおかしいと言っている。 

【探究の問い】 

1 基本例文なのに，なぜワードはこの語句がおかしい

と言っているのか。 

2 この 2つの文の意味は同じであるが，何かが違う。そ

れは何だろうか。 

3-3/4 科目 英語表現Ⅱ 担当 中元 義明 

単元 文型の決定 SVO1O2/SVOC 文型・SVOC文型の発展 

EXERCISE の解答用紙を共有ドライブのスプレッドシー

トで共有し，1 問につき指名された 2 人の生徒が解答す

るようにしている。スクリーンに映写しながら，正解に

は〇をつけ，誤りにはヒントを与え，訂正を促す。これ

までの黒板と違って，生徒が教室前へ移動する時間も必

要なければ，授業の途中に時間切れで消す必要もないの

で，時間を気にする必要があまりない。スプレッドシー

ト上で事前に指名しておけば，指名する時間も省ける。 

【表.6 公開授業の内容・家庭科】 

1-2 科目 家庭基礎 担当 皆越千賀子 

単元 ホームプロジェクト 

「ホームプロジェクト」の進め方 

See ⇒ Plan ⇒ Do ⇒ See ⇒ Plan 

大テーマ「SDGｓ ACTION！アップサイクルで生活を豊か

にしよう！」 

See(生活の中から課題を見つけ，テーマを決める) 

問)生活の中で不要なもの廃棄するものを見つけてみよ

う！衣・食・住に分けて考える(グループ活動) 

問)捨てられるはずのものの再利用を考えよう！ 

価値が下がったもの，価値が上がったもの，エンルギー

がたくさん使われるもの(個人活動) 

○アップサイクルの取り組み紹介 

 

7 月職員研修（授業デザイン・観点別評価） 

探究の「問い」を創る授業の授業デザインに関する職

員研修を実施する（図.4）。各教科が探究の「問い」を創

る授業を設計するうえで，なぜ探究型授業を行うのか？

なぜ観点別評価を行うのか？探究活動で身につける資

質・能力は？個別最適な学びを設計するには？4 つの視

点を意識したワークショップ型研修を行う（図.7）。各教

科で班編制し，オンラインホワイトボード miroで取り組

む。❶理想の授業のイメージ，❷理想の自学のイメージ

を教員目線，生徒目線のそれぞれで付箋紙記入した後に，

❸理想の授業設計のイメージを，授業した方がいいこと，

自学でした方がいいことの視点で分類して付箋紙を移動

した後，❹付箋を三観点に分類する（図.5）。❺三観点を

高めるためにできないことを教師目線，生徒目線で検討

した後に，❻SSH 指定の強みを授業設計に組み込むため

に，SSHで突出生徒をイメージし，授業に取り組むこと，

探究で身につけさせたい力を授業内に取り組むことを抽

出し，理想の授業設計と観点別評価のイメージを構築す

るために付箋を移動する（図.6）。各教科でリフレクショ

ンをした後に，発表を通して共有を図る。各教科のワー

クショップの内容，発表の様子を記録した動画は，miro

にて随時，振り返ることができる資料とする。 

  

  
【図.4 職員研修の様子】 

 
【図.5 理想の授業と自学，三観点との関係の整理】 

 
【図.6 オンラインホワイトボード miroの様子】 

 

 
【図.7 職員研修のアウトライン】 
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活
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11 月公開授業・職員研修（学習者主体の授業づくり） 

11 月授業者主体の授業づくりに関する授業実践及び

教科別会議を実施する。研究授業シートを各自準備し,公

開授業実践及び教員間の相互授業参観を行う（図.8）。熊

本県内スーパーティーチャー（指導教諭）には事前に依

頼公文を発出し，授業参観のうえコメントやアドバイス

を受ける機会として，教科別会議を設定する。 

公開授業テーマ「個別最適な学びと協働的な学び」の

一体的充実を目指した学習者主体の授業づくり」を踏ま

えた本時の授業に関する意見交換として，ア．一人一台

端末を活用した授業，イ．探究の問いを意識した授業。

ウ．個別最適な学びを意識した授業，エ．協働的な学び

を意識した授業，オ．観点別評価を意識した授業の視点

で情報交換を行う。続いて，「観点別評価の適正な実施」

に向けての教科としての取組について，どのような評価

場面や評価方法が考えられるか検討する機会とする。 

   

  
【図.8 学習者主体の授業づくりの公開授業】 

探 究 の 「 問 い 」 の 一 覧 （ デ ー タ ベ ー ス ） 

探究の「問い」を創る授業のシラバスや教員の「問

い」,SSH 指定以降の探究活動のテーマ,授業を通して生

徒が創った「問い」を Google form で集約したものを探

究の「問い」の一覧とし,一部を独自開発教材ロジックガ

イドブック(19)第二版に掲載する（図.9）。各教科で Google 

form または Google スプレッドシートで生徒が創った探

究の「問い」を集約する。探究活動のテーマ設定時に活

用することを意識し，1 年ロジックリサーチ(13)における

ミニ課題研究(14)やプレ課題研究(15)，2 年 SS 課題研究(16)

や，GS課題研究(17)の機会で活用する。 

 
【図.9 探究の「問い」の一覧：ロジックガイドブック】 

3 月 探 究 の 「 問 い 」 を 創 る 授 業 

3月探究の「問い」を創る授業の実践発表会を実施し,

各教科の「問い」を設定する視点や授業で「問い」を深

める過程,評価の実際について教員間の相互理解を深め

るとともに,学校関係者に取組の成果を普及する（表.7）。  

【表.7 探究の「問い」を創る授業・内容】 

1-1 

国語 

比べ読みの授業実践 

 

1-2 

家庭 

よりよく生きるために生活設計を考えてみよう 

 

1-3 

保健体育 

観点別評価/探究の問い 

一人一台端末事業/効率化 

1-4 

数学×英語 

英文読み取り×ゲームの中の数学 

 

1-6 

数学 

相加平均と相乗平均の大小関係 

～等号成立条件はなぜ大切？～ 

1-6 

未来科学 

赤血球による酸素の運搬はどのように制御され

ているのか 

３．検証 

SSH意識調査,質問項目「未知の事柄への興味（好奇心）

が向上する」，「真実を探って明らかにする姿勢（探究心）

が向上する」について,単数回答法,間隔尺度（強制選択

尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,事

前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,全体で 8割

程度の肯定的回答を得ることができ,特に，学年が進むに

つれ，変容が顕著になることが示された。 

職員研修や公開授業,実践発表会の機会を通して,探究

の「問い」を創る授業をどのように各教科が展開してい

るのか事例の共有を図ることができた。また, 3人 1組

教科の枠を越える授業研究(36)を通して,教科横断型教材

の開発を着実に進めることができており,すべての教科

で探究型授業の実践事例を重ねることができている。 

今後の課題として，各教科での取組を共有するプラッ

トフォームの整備ができていないこと，各教科，各授業

担当で集約した探究の「問い」を創る授業で創られた教

師の「問い」や生徒の「問い」を一元化して，データベ

ース化するシステムが構築できていないことが挙げられ

る。観点別評価における「主体的に学習に取り組む態度」

を生徒が創った探究の「問い」で評価するルーブリック

構築に取り組むことで，各教員の取組と探究の「問い」

を集約することを進めることができると考える。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

「未来科学」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ探究の「問い」を創る授業 単位   ２ ４   

 

学校設定科目「未来科学」 

【中高一貫教育校の教育課程の特例（中学 3 年における

先取り授業：年間 70時間）により,中学 3年に地学基礎

2単位を扱い，高校 1年に化学基礎 2単位,科学と人間生

活 2単位を代替して，未来科学 4単位を設置する】 

【目標】自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え

方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど

を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために

必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識・技能】自然と人間生活との関わり及び科学技術

と人間生活との関わりについての理解を深め，科学的に

探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身

に付けるようにする。 

【思考・判断・表現】観察，実験などを行い，人間生活

と関連付けて科学的に探究する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】自然の事物・現象に進

んで関わり,科学的に探究しようとする態度を養うとと

もに,科学に対する興味・関心を高める。 

１．仮説 

「化学基礎」で扱う内容を軸に「科学と人間生活」で

扱うエネルギー,粒子,生命,地球の事物・現象を,学際的

な視点で設定した探究の「問い」を通して探究的に学び

を深めることができる。また,未来科学 Lab(9)として技術

習得と未知探究の中間に位置する探究実験を実施するこ

とによって,科学論文形式 IMRAD を意識したレポートが

できる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

中学 3 年における先取り授業として年間 70 時間，地

学基礎 2 単位を扱い，高校 1 年に化学基礎 2 単位,科学

と人間生活 2 単位を代替して，未来科学(8)4 単位を設置

する。エネルギー,粒子,生命,地球の事物・現象を,学際

的な視点で設定した探究の「問い」を通して探究的に学

びを深める。また,未来科学 Lab(9)と称した技術習得実験

と未知探究実験の中間に位置する探究型実験を行う。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第３章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

第４章 関係資料「５開発独自教材一覧」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

基礎確認テスト・定期考査・ポートフォリオ・ 

実験レポート・ワークシート・協働的学習の取組 

【観点別評価におけるルーブリックと評価割合】 

 
 

❹内容・方法 

時間割編制の工夫により，化学，物理，生物，地学の

教員が授業を担当することができる指導体制とし，理科

4 領域を 6 時間の単元のまとまりで展開することができ

るようにシラバス編制をする（図.1）。 

未来科学 Lab は，目的と意義に関するガイダンスを実

施したうえで,事前事後指導を含めた指導方法で実施す

る（表.1）。物理,化学,生物,地学それぞれの領域で探究

テーマを提示し,探究テーマにもとづいた実験計画を立

案し,生徒がそれぞれ実験方法及び実験対象を準備する。

薬品及び実験器具は生徒からのオーダーシートを受け教

員が準備する。実験後はレポートにまとめ,未来科学 Lab

チェックリスト（第４章 関係資料「５開発独自教材一覧」参

照）で自己評価して提出する。教師評価を行った後にフ

ィードバックする。未来科学 Labは第Ⅰ期開発型第 2年

次から第Ⅱ期実践型にかけて継続して研究開発してきた

探究型実験（表.2）であり，その開発教材の探究課題を

一覧にして整理する（図.2，図.3，図.4）。 

 
【図.1 R4未来科学シラバス】 

【表.1 未来科学 Labの指導内容】 

時  期 指導内容 

実 施 前 【授業】ガイダンス 

2 週 前 
【教員】探究テーマ提示 

【生徒】実験テーマに即した実験計画 

1 週 前 
【生徒】必要な薬品・器具の依頼 

【教員】薬品・器具の調整 

当  日 【授業】未来科学 Lab 

1 週 後 【生徒】レポート提出 

2 週 後 【授業】レポート作成講座 

 

【表.2 未来科学 Labで開発した探究課題一覧】 

№ 探究課題 

1 アトウッドの器械を用いた重力加速度の測定 

2 振り子の性質を探る 
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探
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3 直線の滑り台と円弧の滑り台を比較せよ！ 

4 エネルギーの変換を調べよ！ガリレオ(円弧)を超え

られるか。最短時間ルートを探せ。 

5 最も発泡する入浴剤の組成を探ろう 

6 中和測定～身近な酸の濃度～ 

7 化学反応の係数を調べる実験 

8 岩塩からイオン半径を探究する 

9 様々な生物から DNAを抽出しよう 

10 光合成色素を抽出・分離しよう 

11 火成岩の密度を求める 

12 日射量の測定 

13 三角関数「1mものさしと影の長さ」 

14 仮説の意義「断熱容器での水温上昇」 

15 誤差を知る「10 秒の感覚：目をつぶってストップウ

オッチで 10.00秒に挑戦」 

16 信頼区間とは「スーパーボールの跳ね返り」 

 

 
【図.2 未来科学 Lab（誤差を知る）】 

 

 
【図.3 未来科学 Lab（水とんの術）】 

 
 

 
【図.4 未来科学 Lab（自律神経と心拍数の増減）の流れ】 

  
【図.5 未来科学 Lab（イオン結晶)】 

３．検証 

SSH 意識調査,質問 5 項目について, 単数回答法,間隔

尺度（強制選択尺度[4 件法,4：肯定]）の各段階の割合

と平均を求め,事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資

料）,4 領域の関連性に考慮した幅広い学習と未来科学

Lab の実施によって,「科学技術の理論・原理への興味」

や「学んだことを応用することへの興味」,「科学技術を

正しく用いる姿勢」，「自分から取り組む姿勢（自主性,挑

戦心）」で変容が確認できた。 

特に自主性,挑戦心の変容が顕著であることから，観

察・実験を通して,理論・原理を学び,応用する探究型授

業の展開が有効であり,様々な題材で未来科学 Lab の実

験テーマを今後,開発していくことが有効と考える。 

今後は，観点別評価を実践するうえで未来科学 Lab の

運用及び評価は有効であるものの，個々のレポートを評

価する時間的・労力的な負担が大きい評価コストの軽減

を図ることが必要であると考える。Google classroom に

て提出したレポート内容をルーブリックでの評価機能を

効果的に活用する等，システム構築を図る必要がある。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

「探究数学Ⅰ」・「探究数学Ⅱ」・「探究数学Ⅲ」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ探究の「問い」を創る授業 単位    ５ ６ ７ 

 

学校設定科目「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」目標 

【中学 3年間 70授業時間増加,数学Ⅰ3単位,数学 A 2単

位,数学Ⅱ3単位,数学 B 4単位,数学Ⅲ6単位と代替】 

数学的な見方や考え方の良さを認識させ,それらを積極

的に活用する態度を育てる。教材を通して,数学におけ

る基本的な概念や原理・法則の理解を深め,体系的に組

み立てていく。また,数学の考え方を通して,事象を数学

的に考察し処理する能力を育てる。 

１．仮説 

特定の事物・現象について,数学の教科特性を活かした

概念形成を図ることによって,数学の有用感を高めるこ

とができる。また,探究活動で扱う事物・現象に関するデ

ータを整理する視点を養い,統計処理の手法を身につけ

ることができる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

高校 1年に「探究数学Ⅰ」,高校 2年に「探究数学Ⅱ」,

高校 3年に「探究数学Ⅲ」を設置し,探究数学Ⅰでは数学

Ⅰ,数学Ａ,探究数学Ⅱでは数学Ⅱ,数学Ｂ,探究数学Ⅲで

は数学Ⅲの領域の関連性に考慮しながら内容を振り分け,

幅広く学習する。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第３章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

基礎確認テスト・定期考査・ 

問題演習・ワークシート 

探究数学Ⅰ観点別評価の観点 

知
識
・
技
能 

数と式，図形と計量，2 次関数及びデータの分析に

ついての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解

するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈

したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に

付けるようにする。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみた

り目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構

成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量につい

て論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，

事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを

相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから

設定した問題について，データの散らばりや変量間

の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を

行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判

的に考察し判断したりする力を養う。 

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，

粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと

する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め

たり，評価・改善したりしようとする態度や創造性

の基礎を養う。 

❹内容・方法 

授業では探究の「問い」をまずつかみ,それに生徒自ら

が挑み,その内容について解き,解いた内容を他の生徒に

伝えることを順番で構成することを基本とする。 

１人１台端末事業が浸透し，生徒全員が授業中も

Chromebookの端末を使用している。Google classroomを

学習プラットフォーム（図.1）として活用し,授業関連の

教材・資料等を共有する（図.2）。授業中に黒板等で提示

した内容をアップロードする活用も図る（図.3）。 

 

 

今年度は，オンラインホワイトボード「Miro」を用い

て生徒と教師が１枚のボードを共有し，探究の「問い」

を示すなどして，授業を進める。その際，教師は教師用

Chromebook を用いて Miro の画面を黒板に投影し，内容

の理解を深める（図.4）。その後の問題演習では Miro を

用いて生徒が個人またはグループ学習で学んだ内容の定

着を図る（図.5）。答えが１つではないような問題も扱う

こともある。 

 定期テストでは，日常生活と数学の関連を題材にした

問題を出題し（図.6），数学が普段の生活とどのような関

わりを持っているのかを認識させ，その上で数学的思考

力を高める。 

 
【図.1 Google classroomトップ画面】 

 
【図.2 classroom アップロード教材】 

 
【図.3 classroom アップロード黒板提示資料】 

 
【図.4 Miroを用いた授業】 
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【図.5 Miroと併用した問題演習】 

 
【図.6 日常生活と数学の関連を題材にした問題】 

 

  
 

  
 

３．検証 

「数学への学習意欲」，「数学の有用性（日常生活との

つながり・探究活動とのつながり）」,「他教科を学ぶた

めの数学」の質問項目について,単数回答法,間隔尺度（強

制選択尺度[4 件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を

求め,事前事後の差を得た（詳細は❹関係資料）。 

数学を学ぶと日常生活に役立つでは，肯定的回答が 7

割超の生徒から得られたことから，日常生活と数学の関

連を題材にした作問やデータサイエンスの視点の開発教

材が有効であったと考える。2年 SS課題研究では母集団

から得られた個々のデータのばらつきを得るため標準偏

差を求めたり,3 年 SS 課題研究では母集団の推定を検定

したりするなど数学で学んだことを応用する姿勢が確認

でき,データサイエンス教材開発の有効性が示された。 

また，他教科を学ぶために数学が必要及び数学を学ぶ

と探究活動に役立つと肯定的回答を示した生徒が，1 年

6割，2年 7割，3年 8割と学年が進むにつれ増加する傾

向であり，SS課題研究の取組を通して，実際に統計処理

やデータ解析等，データサイエンスに関する内容を扱う

機会に直面することによって，数学で学んだ知識・技能

の有用性を実感できる生徒が増加したためと考える。 

学校で数学をもっと学びたいと肯定的回答を示した生

徒が 1 年，2 年では 7 割程度に対し，3 年では 5 割程度

と減少する傾向から，個々の理解や到達度に応じて個別

最適な学びを促すことができるよう，Google classroom

による学習プラットフォームの充実や，オンラインホワ

イトボード Miroの活用による教材・教具の共有や振り返

りの充実を図ることが有効だと考える。 

今後は，実社会や日常生活との関連を意識した教材開

発や指導方法の充実を図るとともに，教科横断教材や学

際的教材の開発に重点を置く必要があると考える。また，

体系的なデータサイエンスの知識・技能の充実を図り，

思考・判断・表現の機会を充実させ，主体的に学習に取

り組む態度を育成する学校設定科目の開発も必要と考え

る。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 「ＳＳ探究化学」 

「ＳＳ探究物理」・「ＳＳ探究生物」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ探究の「問い」を創る授業 単位     3・3 4・4 

 

学校設定科目「ＳＳ探究化学」目標 

【2年次化学 3単位・3年次化学 4単位と代替】 

化学的な事物・現象に対する探究心を高め,理科の見方・

考え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行

い,化学的に探究する能力と態度を身につける。また,化

学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自然

観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定する

ために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。さ

らに,化学的な事象・現象に対して探究の「問い」を学

際的視点で創ることができる態度を育成する。 

学校設定科目「ＳＳ探究物理」目標 

【2年次物理 3単位・3年次物理 4単位と代替・選択】 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め,理科の見方・

考え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行

い,物理的に探究する資質・能力を身につける。また,物

理学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自

然観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定す

るために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。

さらに,物理的な事象・現象に対して探究の「問い」を

学際的視点で創ることができる態度を育成する。 

学校設定科目「ＳＳ探究生物」目標 

【2年次生物 3単位・3年次生物 4単位と代替・選択】 

生物や生物現象に対する探究心を高め,理科の見方・考

え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行い,

生物的に探究する能力と態度を身につける。また,生物

学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自然

観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定する

ために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。さ

らに,生物や生物現象に対して探究の「問い」を学際的

視点で創ることができる態度を育成する。 

１．仮説 

生徒が設定した 1 年ロジックリサーチ及びプレ課題研

究,2 年 SS 課題研究及び GS 課題研究のテーマを参照し

て,「SS探究物理」・「SS探究化学」・「SS探究生物」の授

業の探究の「問い」を設定する授業設計をすることによ

って,教科の枠を超えた授業設計を行う視点が高まり,主

体的・対話的で深い学びを実現する授業改革を展開する

ことができる。また,数理融合教材開発,探究型授業実践

を通した教科横断型授業の構築を図ることができる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

探究的な学習の過程,課題の設定,情報の収集,整理・分

析,まとめ・表現を単元ごとに展開できるように,探究の

「問い」を“つかむ”,“挑む”,“創る”の 3 つの「問

い」で構成した探究の「問い」を創る授業を実践する。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第３章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

第４章 関係資料「５開発独自教材一覧」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

基礎確認テスト・定期考査・ポートフォリオ・ 

実験レポート・ワークシート・協働的学習の取組 

観点別評価として,「知識・技能」は考査,実験,探究の

「問い」をつかむへの取組,「思考・判断・表現」は考査,

実験,探究の「問い」に挑むへの取組,「主体的に学習に

取り組む態度」は探究の「問い」を創るへの取組を主な

対象とし,探究の過程が可視化できるように Google 

classroom 及び共有ドライブでデジタルポートフォリオ

をして教員と生徒が成果物を共有できるようにする。 

❹内容・方法 

学 校 設 定 科 目 「 S S 探 究 物 理 」 

探究の「問い」（Mission）を解決しながら,大問いを解

き明かしていく授業の展開とするシラバスを作成する

（表.1）。協働学習アプリ Miro（図.1）を用いた学びを深

めるための探究の「問い」を創る授業の流れは，一人 1

台端末 Chromebookを用い，生徒も教師も１枚のボードを

共有し，探究の「問い」（Mission）を解決しながら，大

問いを解き明かしていく授業とする（表.2）。 

総括的評価は，「知識・技能」を測るための Google Form

による「小テスト」を実施，「思考・判断・表現」を測る

ための「単元テスト（記述式）」を実施，「主体性」の評

価につなげるための「リフレクションシート」や，Google 

Form による「問いづくり（家庭学習）」・「ポイントゲッ

ト（対面授業）」を行うシステムを構築する（図.2）。各

班の発表の際や机間巡視の際に，目の付け所がよい解答・

良い問いは，指名して「ポイントゲット Form（生徒入力）」

に氏名を残させ，評価につなげられるようにする。形成

的評価は，毎時間，理解度（自己評価）を確認し，生徒

のつまずきや，モチベーション向上につなげる（図.3）。 

【表.1 SS探究物理シラバス・探究の「問い」】 

様々な物理現象とエネルギー 

熱【問い】雪発電は可能か。 

波【問い】進まない波はつくれるか？ 

電気と磁気【問い】砂時計のような風船時計は可能か？ 

家電製品の直流と交流の使い分けの基準は？ 

様々な運動 

剛体【問い】トラックのハンドルはなぜ大きい？ 

円運動と万有引力【問い】土管を転がり始めたボールの行方 

【問い】衛星が低軌道と高軌道を飛ぶのは？ 

単振動【問い】ISS内の 2種類の体重測定機とは？ 

運動量【問い】衝突や合体でも失われないものとは？ 

気体分子の運動と圧力【問い】シャボン玉内の圧力は？ 

気体の状態変化【問い】静止しても存在するエネルギー 

【問い】シャボン玉の圧力はどれくらい？ 

波  

波の性質【問い】美保湾に出現する半円の謎 

音【問い】ドップラー効果を利用して空気の温度を測定できないか？ 

波の性質【問い】海岸に打ち寄せる白波の航空写真で波

の向きや水深を推測できるか 

音【問い】流れるてくる回転寿司をできるだけ早く食す方法とは？ 

光【問い】光が色づいて並んだ写真を撮る方法とは？ 

電気と磁気 

電場と電位【問い】音楽には必須のハイパスフィルターの原理とは？  

電流【問い】電圧をかければかけるほど流れる電流が大

きくなるアイテムとは？ 

電流と磁場【問い】β線はなぜ螺旋運動して飛び込んでくる？ 

電磁誘導と電磁波【問い】単相交流は２本の配線が必要

なのに，三相交流はなぜ４本で済むの？ 

原子 

電子と光【問い】目に見えない光で元素構造をとらえる方法とは？  

原子と原子核【問い】半減期から何がわかる？ 

電流【問い】電圧をかければかけるほど流れる電流が大

きくなるアイテムとは？ 

電流と磁場【問い】β線はなぜ螺旋運動して飛び込んでくる？ 

電磁誘導と電磁波【問い】単相交流は２本の配線が必要

なのに，三相交流はなぜ４本で済むの？ 

電子と光【問い】目に見えない光で元素構造をとらえる方法とは？  
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【図.1 協働学習アプリ Miroでの授業の様子】 

 
【図.2 ポイントゲット（対面授業）を行うシステム】 

 

 
【図.3 形成的評価のシート】 

【表.2 探究の「問い」の例（光の薄膜干渉；教員提示）】 

「物理」単元：光波 

探究の大問い 

目では認識できないガラス面の曲がり具合（曲率半径）を測定せよ。 

探究の問い 

Mission1「回転鏡を用いて光の速さを求める際，普通の

鏡でなく表面反射鏡を用いると良い理由を探れ。」 

Mission2「髪の毛１本の太さ（直径）を，光を利用して

求める方法を探れ」 

Mission3 

「右の写真はどのようにしたら撮影

できるか。また，色スペクトルが出現

する理由を説明せよ。」 

Mission4「シャボン玉の厚みを測るには？」 

Mission5「極薄の膜厚を測定する仕組みを探れ。」 

生徒が新たにつくった「問い」（例） 

・シャボン玉にできる円模様の中央が黒いのはなぜ？ 

・上のほうが色の幅が大きいなど色の太さに違いがあるのはなぜ？  

・ISS の中でシャボン玉をゆっくり膨らませると何色から見えてくる？ 
 

  
【図.4 SS探究物理の授業の様子】 

学 校 設 定 科 目 「 S S 探 究 化 学 」 

年間指導計画（表.3）において,単元毎に大きな問いを

提示し,学びの中で新たな問いを生徒自らがもてるよう

に,授業ごとに小さな問いを出していく。つけたい力とし

て，「知識・理解」は基本的な知識や概念，原理・法則を

理解し，問題解決できる力，「思考・判断・表現」は原理

や法則などを用いて科学的事象を論理的に説明すること

ができる力，「主体的な学習に向かう態度」は身の回りに

ある科学的事象に関心・疑問を持ち,探究しようとする力

を目標に学習指導をする。日常生活で接する化学物質，

化学的な事象の理解につなげるため，それらに関する基

本的内容の確実な理解に努める。また，化学物質・化学

的事象に関する実験活動や考察を行うことによって，化

学事象への思考力・問題解決能力を高め，科学的見識を

培うようにする。例として，金属イオンの定性分析に関

する課題（表.4）にワークシート（図.6，図.7，図.8）

を活用して，探究する授業を展開する。生徒が探究の「問

い」を創る機会を設定し，Google formで回収する（図.9）。 

  
【図.5 SS探究化学の授業の様子】 
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【表.3 SS探究化学シラバス・探究の「問い」】 

電池【問】酸化還元反応によって，電気エネルギーを取

り出すにはどうしたらよいか 

電気分解【問】電気エネルギーを使って，強制的に酸化

還元反応をおこなうとどのような変化が起こるか 

電気分解の利用【問】電気分解はどのようなことに応用されているのか 

電気分解の量的関係【問】ファラデーの電気分解の法則から何がわかるのか 

物質の三態【問】物質の沸点や融点はどのようにして決まるのか  

気体・液体間の状態変化【問】水の入った容器にふたを

すると水が減らなくなるのはどうしてか 

気体の性質【問】圧力や温度を変えると，気体の体積はどのように変化するか  

気体の状態方程式【問】気体の物質量を変えると，気体

の温度・圧力・体積の関係はどうなるか 

混合気体【問】混合気体の各成分の圧力と全圧はどのような関係になるか 

理想気体と実在気体【問】分子自体の体積や分子間力は，

気体の体積にどのように影響するのか 

溶液の性質【問】物質の溶け方の違いは，何によるものか 

希薄溶液の性質【問】溶媒に少量の物質を溶かしたとき

に，どのような現象が起こるのか 

コロイド【問】溶けている物質の粒子が大きくなると，

どのような性質を示すのか 

結晶【問】結晶の構造はどのようになっているのか 

金属結晶の構造【問】金属結晶はどのような構造をしているのだろうか 

イオン結晶の構造【問】イオン結晶はどのような構造をしているのだろうか 

その他の結晶と非晶質【問】分子や原子からなる結晶に

はどのような特徴がみられるか 

反応熱と熱化学方程式【問】化学反応において熱の発生

や吸収が起こるのはなぜだろうか 

ヘスの法則【問】反応経路の違いと出入りする熱量にはどのような関係があるのか  

反応の速さ【問】化学反応の速さはどのように表されるだろうか  

反応速度を変える条件【問】化学反応の速さに何が影響を及ぼすだろうか 

反応の仕組み【問】化学反応はどのようにして起こるだろうか 

可逆反応と化学平衡【問】化学反応における平衡状態と

は，どのような状態なのだろうか 

平衡の移動【問】平衡状態にあるとき，温度・圧力など

を変えるとどのような変化が起こるか 

電離平衡【問】酸や塩基が溶液中で電離するとき，どの

ような平衡が成り立つだろうか 

塩の水への溶解【問】塩が水に溶けているとき，どのような平衡が成り立つだろうか  

典型金属元素【問】典型金属から成る物質はどのような特徴をもつか  

典型金属元素【問】典型金属から成る物質はどのような特徴をもつか  

遷移元素【問】遷移金属から成る物質はどのような特徴をもつか  

無機物質と人間生活【問】身の回りにある物質にはどんな特徴があるのか  

脂肪族炭化水素【問】脂肪族炭化水素から成る物質はどのような特徴をもつか 

芳香族化合物【問】芳香族化合物から成る物質はどのような特徴をもつか  

高分子化合物【問】高分子化合物とは何か 

天然高分子化合物【問】天然高分子化合物にはどんな特徴がみられるのか 

合成高分子化合物【問】合成高分子化合物にはどんな特徴がみられるのか 

 

【表.4 金属イオンの定性分析～未知なる物質をつきとめろ～】 

展開 内容 

実験 

方法 

立案 

金属イオンの反応性の実験で得られた知識を駆使

して 5 種類の金属イオンを含む溶液の判定をおこ

なうための方法を考える。硝酸銀水溶液,硝酸カル

シウム水溶液,硫酸マグネシウム水溶液,塩化バリ

ウム水溶液,酢酸鉛水溶液 

実験 立案した方法で行う。必要な器具類があれば追加 

問い 実験で用いた金属イオンの組合せ以外で定性分析

しようとしたらどんな物質を用いるとよいか。 

 
【図.6 金属の定性分析ワークシート】 

 
【図.7 金属の分離ワークシート】 

 
【図.8 金属イオンの定性分析ワークシート】 

 
【図.9 探究の「問い」入力用 Google form】 
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発
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活
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学 校 設 定 科 目 「 S S 探 究 生 物 」 

SS 探究生物は,Unit Planner（国際バカロレア指導の

手引き参照）をシラバス（図.10）として作成し,探究の

過程と評価視点を組み入れた『探究の「問い」授業を創

る授業』を実践する。3つの観点からなる探究の「問い」

（表.5）を授業で扱い,探究の「問い」に生徒が協働的に

取り組んだ内容を観点別評価する授業デザインを構築す

る（図.11）。Google classroom を学習管理システムとし

て,授業に関連する教材共有や生徒の成果物をポートフ

ォリオに活用できるようにする（図.12）。生物的な見方,

考え方や概念理解の定着を図る動画（図.13）や基本事項

確認問題への取組は e-Learning で,探究の「問い」への

協働的な学びは授業で行うブレンディッド・ラーニング

を実践する。探究の「問い」を記載したシラバス及び生

徒が創った探究テーマは Google form（図.14）・スプレ

ッドシートで共有し,探究の「問い」の一覧（データベー

ス）にする。探究の「問い」のデータベースはロジック

リサーチ(13)でのミニ課題研究(14)やプレ課題研究(15),SS

課題研究(16)のテーマ設定につなげられるようにする。 

【表.5 探究の「問い」の観点とねらい】 

問 い 観点別評価 学びの内容とねらい 

問いを 

つかむ 
知識・技能 

見方・考え方,概念の整理 

要約整理して全体像をつかむ 

問いに 

挑 む 

思考・判断 

表現 

見方・考え方を用いて実験, 

研究資料,論文等を探究する 

問いを 

創 る 

主体的に学習に 

取り組む態度 

授業内容から「問い」を創り,

授業や探究テーマにつなげる 
 

 

 
【図.10 SS探究生物・シラバス】 

  

 
【図.11 探究の「問い」を創る授業の展開と評価】 

 
【図.12 協働的な学び（形成的評価）と観点別評価】 

 
【図.13 Google classroom／Youtube限定公開動画】 

 
【図.14 SS探究生物・探究の「問い」データベース】 

 

かずさ DNA研究所と連携した授業実践 

探究の「問い」を創る授業の一例として，特定の遺伝

子を単離・増幅させる技術であるクローニングに関連す

る探究の「問い」に対して，PCR法に関する原理を「問

い」でつかみ（知識・技能），プライマー設計の過程を

「問い」に挑む（思考・判断・表現）過程を経たうえ

で，自ら「問い」を創り出す（主体的に学習に取り組む

態度）展開を実践する（図.15）。かずさ DNA研究所と連

携し，ALDH2遺伝子の多型解析に関するリモート実験を

行い，DNAの採取，PCR法による増幅，電気泳動による

観察を行う（左図）。授業では，「ALDH2の遺伝子を増幅

させるプライマー設計」を通して，クローニングに関す

る学びを深める。 
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【図.15 SS探究生物・探究の「問い」を創る授業例】 

 

３．検証 

SSH 意識調査,質問 5 項目及び「理科の有用性」,「他

教科を学ぶための理科」の質問項目について,単数回答法,

間隔尺度（強制選択尺度[4 件法,4：肯定]）の各段階の

割合と平均を求め,事前事後の差を得た結果（詳細は❹関

係資料）,「理科の有用性」で 8割超の肯定的回答が得ら

れた半面,「他教科を学ぶための理科」では 6割程度であ

ったことから,理科的な視点で他教科を学ぶ教科横断型

授業の実践や学際的領域の教材開発が必要であると考え

らる。探究の「問い」を通して,理論や原理を理解したう

えで,学んだことを応用し,自ら探究の「問い」を創る流

れを他教科での学びでも活用することができるよう,日

常生活に着目した教材開発に加え,他教科の題材を理科

的な見方・考え方で学ぶ教材開発ができるよう 3人 1組

教科の枠を越える授業研究(36)の充実を図る必要がある。 

また,生徒が創った探究の「問い」の一覧（データベー

ス）の活用は,「課題発見力・気づく力」や「独創性」を

高めるうえで有効であると考えられる。理科領域で扱う

題材が他教科で扱われている題材がないか,シラバスや

探究の「問い」の一覧から把握し,探究の「問い」から様々

な教科を学んでいく機会や教材提示方法を開発していく

ことが重要であると考える。今後は，生徒が創った探究

の「問い」を評価するルーブリックの開発を進める研究

開発を進め，「主体的に学習に取り組む態度」として観点

別評価を図る手法を確立させることで一層，生徒の課題

発見力，気づく力，独創性を育成できると考える。 
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第３節 研究開発の課題 研究開発テーマⅡ 

中 高 一 貫 教 育 校 と し て , 教 科 と の 関 わ り を 重 視 し た 探 究 活 動 プ ロ グ ラ ム の 実 践 

研究開発の時間的経過（１年間の流れ） 

（１）中学「宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(11)」の内容と科学との関連・探究活動の位置づけ,時間的経過(1年間の流れ) 
 中学1年・宇土未来探究講座Ⅰ 中学2年・宇土未来探究講座Ⅱ 中学3年・宇土未来探究講座Ⅲ 

内容 科学との関連事項 内容 科学との関連事項 内容 科学との関連事項 

１
学
期 

ガイダンス 
【地域学】 
白山登山 
栗崎天神樟観察 
【野外活動】 
御所浦 
わくわく島体験 

・校内樹木オリエ
ンテーション 
・プレートコンパス 
・ドングリ分類 
・火おこし 
・飯盒炊爨 
・天体観測 
・化石採集 

ガイダンス 
【野外活動】 
阿蘇自己再発見 
キャンプ 
【キャリア教育】 
宇土中 
インターンシップ 
 

・火起こし 
・ロープワーク 
・自然体験 
・植物の観察 
・農業,花卉,養鶏 
・園芸,製茶,畜産 
・建築,建設,製造 
・教育,福祉,環境 

ガイダンス 
【地域学】 
卒業論文 
【野外活動】 
無人島サバイバル 
生活体験 

・テーマ設定 
・研究計画 
・構想発表 
・論文作成 
・磯の生物観察 
・測量 
・調理等,野外生活 
・天体観察 

２
学
期 

【野外活動】 
菊池のんびり農村 
生活体験 
【キャリア教育】 
職業講話 
【地域学】 
探究活動の発展 

・田んぼの生き物 
・ディベート 
(森林伐採) 

・アナウンサー 
・気象台予報官 
・学芸員,理学博士 
・高校生論文読解 

【キャリア教育】 
宇土中 
インターンシップ 
【地域学】 
修学旅行 
バスマップづくり 
ワークショップ 

・職場体験 
・職場体験壁新聞 
・修学旅行訪問地
域特色紹介文作成 
(日本語・英語版) 
・コミュニティバ
ス「行長しゃん号」 

【地域学】 
卒業論文 
【地域学】 
イングリッシュ 
キャンプ 
 

・中間発表 
・質疑応答 
・英語表現活動 
・異文化理解 

３
学
期 

【キャリア教育】 
和菓子づくり 
【地域学】 
探究活動の発展と 
まとめ方 

・菓子職人 
・起業家 
・高校生論文に関
するレポート発表 

【地域学】 
地域紹介 
パンフレット 
 

・ICT機器活用 
・情報収集 
・記事作成 
・レイアウト考察 
・編集 

【地域学】 
卒業論文 
【キャリア教育】 
パネルディスカッシ
ョン「夢を描く」 

・卒業論文発表 
・講師インタビュー 
・意見交換 
・まとめ 
 

＊新型コロナウイルス感染拡大に伴い,実施できなかった体験活動はあるものの事前指導含め系統的な学習は実施 

（２）高校学校設定教科「ロジック」の研究開発の時間的経過(1年間の流れ) 

学年 
高校1年 高校 2年 高校3年 

全生徒【SSH主対象生徒】 GSコース【主対象以外】 SSコース【SSH主対象】 SSコース【SSH主対象】 

科目 ロジックプログラム・1単位 
GS課題研究・1単位 
ロジック探究基礎・1単位 

SS課題研究・2単位 SS課題研究・1単位 

使用 
教材 

ロジックガイドブック 
Google Classroom／Google ドライブ 

GS本 
Google Classroom／ドライブ 

ロジックガイドブック 
Google Classroom／ドライブ 

ロジックガイドブック 
Google Classroom／ドライブ 

4月 
ガイダンス 
■生徒個人 Googleアカウント配付 

ガイダンス 
■研究系統希望調査 

ガイダンス 
■テーマ設定 

ガイダンス 

5月 
ロジックプログラムⅠ(前年度発表) 
ロジックプログラムⅢ(科学史講座) 

■テーマ設定ガイダンス 
■班編制,テーマ検討 

■研究構想メモ 
■定性・定量データ 

研究論文作成 
(Googleドライブ) 

6月 

意識調査・アンケート ■アカデミックライティング 
ロジックリサーチ 
■ガイダンス■テーマ設定 
■引用文献 ■科学論文形式 IMRAD 

■ブレインストーミング 
■キーワードマッピング 
■調査・研究・実験 

■独立変数と従属変数 
■実験ノート活用法 

■研究論文作成・提出 
■英語研究発表準備 

7月 

ロジックリサーチ 
未来体験学習（先端企業訪問） 

構想発表会 
■構想発表会振り返り 

構想発表会 
学びの部屋 SSH【中止】 

■校内発表会（英語） 
■研究発表動画・作成 

ロジックスーパープレゼンテーション 
ハイブリッド型開催（宇土市民会館＆Zoomミーティング）・研究発表オンデマンド型配信・課題研究論文集発刊 

8月 
ロジックリサーチ 
■レポート・ポスター作成・提出 

■テーマ再検討 
■研究手法検討 

SSH生徒研究発表会 
 

SSH生徒研究発表会 

9月 
ロジックリサーチ 
■クラス発表 

■収集資料総括 
■調査・研究・実験 

■研究の妥当性の検証 
■研究の一貫性確認 

意識調査・アンケート 

10月 
ロジックプログラムⅡ(出前講義) 
ロジックリサーチ（学年代表発表） 
プレ課題研究（ガイダンス） 

■中間発表ガイダンス 
■ポスター作成 
中間発表会 

■同世代発表準備 
■コントロール設定 
■実験群と対照群 

■研究成果 SWOT分析 

11月 
SSプレ課題研究 GSプレ課題研究 ■KSHポスター提出 

■KSH発表動画作成 
熊本大学連携中間発表会 
■仮説の再設定 

■キャリアデザイン 
■テーマ設定 ■テーマ設定 

12月 
未来体験学習 
（関東研修） 
■実験,追実験 

■調査,実験 KSHオンデマンド型発表 
■スライド資料作成 

KSHオンデマンド型発表 
ICAST国際研究発表 

 

1月 
■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

■結果,まとめ 
■研究要旨作成 

 

2月 
意識調査・アンケート  

■校内研究発表会 
 

■校内研究発表会 ■校内研究発表会 
■代表選考会 

■校内研究発表会 
■ピア・レビュー 

 

3月 

ロジックスーパープレゼンテーション 
ハイブリッド型開催（宇土市民会館＆Zoomミーティング）・研究発表オンデマンド型配信・研究成果要旨集発刊 
■評価観点作成 
ワークショップ 

■振り返り 
ワークショップ 

■個人ショート論文提出 
■マイポスター提出 

■ルーブリック作成 WS 
■国内発表,学会発表 

 

（３）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模） 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  

普通科 中進コース・高進コース ロジックプログラム １ 総合的な探究の時間 １ 高校１年 
普通科  
中進 SSコース・高進 SSコース 

ＳＳ課題研究 ３ 
総合的な探究の時間 ２ 高校２年・高校３年 
情報の科学 １ 高校２年 

普通科 中進文系コース 
高進文系コース・高進理系コース 

ＧＳ課題研究 ２ 総合的な探究の時間 ２ 高校２年・高校３年 
ロジック探究基礎 １ 情報の科学 １ 高校２年  
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研究開発テーマ 研究 

内容 

宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

（総合的な学習の時間） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 時間 70 70 70    

 

１．仮説 

宇土未来探究講座Ⅰ(中学 1年) 

身近な環境に目を向けさせ,興味関心を喚起し,様々な

体験活動を重ねることにより,身近な事象から研究課題

を発見,解決していく手法を学ばせることができる。特に,

理科・数学に興味関心を持つ生徒を増やすことができる。 

宇土未来探究講座Ⅱ(中学 2年) 

野外活動体験や職場体験,パンフレット作りで,調べた

ことや考えたことをまとめることにより,科学的な手法

の意義の理解ができる。特に,理科・数学への興味関心に

より,将来の展望を持つ生徒を増やすことができる。 

宇土未来探究講座Ⅲ(中学 3年) 

無人島生活体験やイングリッシュキャンプ,論文作成

で,研究成果をまとめ,発信することにより,問題解決力・

表現力を育成することができる。探究活動を通して科学

技術分野のリーダーになる基礎を築くことができる。 

２．研究開発内容・方法 

宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを「野外活動」,「地域学」,

「キャリア教育」の領域に分け,前頁「研究開発の時間的

経過（１年間の流れ）」に示すように体系的な教育プログ

ラムを実践する。表.1～3 に示すように，事前指導・事

後指導を含めた系統的な学習を展開する。「野外活動」で

は,菊池のんびり農村生活体験,御所浦わくわく島体験,

阿蘇自己再発見キャンプ,無人島サバイバル生活体験を

通して,自然に触れる機会,実生活につながる経験を充実

させる。「地域学」では,白山登山,地域紹介パンフレット,

イングリッシュキャンプを通して,地域資源や地域連携

に目を向ける機会を充実させる。「キャリア教育」では,

職業講話,インターンシップ,パネルディスカッションを

通し,学問と職業との接続を意識する機会の充実を図る。 
【表.1 中学 1年宇土未来探究講座Ⅰ】 
回 実施日 領域 講座内容 主な活動 
1 4月 19日 

Q講座 
学級目標決め 学級目標決め 

2 4月 26日 年間の計画 年間計画・ｱﾝｹｰﾄ 
3 5月 10日 

地域学 

白山登山 
事前指導 

白山登山班発表 
4 5月 17日 白山登山で学ぶこと 
5 5月 19日 白山登山 白山登山・栗崎天神樟観察 
6 5月 24日 白山まとめ 学び・まとめ 
7 5月 31日 

野外 
活動 

御所浦わくわ
く島体験事前
指導 

概要説明 班係ｱﾝｹｰﾄ 
8 6月 7日 班・係発表自己紹介 
9 6月 14日 釣りインストラクター講習会 
10 6月 21日 しおり読み合わせ 
11 6月 28日 係別会議・班別会議 
12 6月 29日 御所浦 

わくわく 
島体験 

宿泊教室当日 
13 6月 30日 宿泊教室当日 
14 7月 1日 宿泊教室当日 
15 7月 5日 

御所浦まとめ 
礼状 

16 7月 12日 御所浦レポート作成 
17 7月 19日 御所浦レポート作成 
18 9月 6日 班発表 班発表 
20 9月 20日 文化祭 展示 御所浦まとめを展示 

19 9月 13日 

野外 
活動 

菊池 
事前指導 
準備 

交流会インタビュー内
容検討/交流会の企画 

21 9月 27日 しおり読み合わせ 
22 10月 11日 係別会議・班別会議 
23 10月 12日 

菊池のんびり
農村生活体験 

宿泊教室当日 
24 10月 13日 宿泊教室当日 
25 10月 14日 宿泊教室当日 
26 10月 18日 菊池 

事後指導 
礼状・まとめ・反省 

27 10月 25日 係会議(PDCAシート) 
28 11月 8日 地域学 菊池事後指導 菊池のまとめ完成 
29 11月 15日 

学年 
活動 

学年活動 
よりよい集団となるた
めの行動目標作り 

30 12月 6日 
31 12月 13日 
32 12月 20日 活動反省 2学期活動の振り返り 

33 1月 17日 
キャリ
ア教育 

ﾊﾟﾈﾙ 
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

キャリア質問受付 
34 1月 24日 互いに質疑応答 
35 1月 31日 職業について考える 
36 2月 14日 和菓子づくり 梅園片岡さん 
37 2月 28日 野外 

活動 
阿蘇自己再発
見キャンプ 

班・係発表→自己紹介 
38 3月 7日 係別会議・班別会議 
【表.2 中学 2年宇土未来探究講座Ⅱ】 
回 実施日 領域 講座内容 主な活動 
1 4月 13日 Q講座 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 年間計画 
2 4月 20日 

野外 
活動 

阿蘇自己 
再発見 
キャンプ準備 

班・係決め 
3 4月 27日 班別会議・係別会議 
4 5月 11日 時系列ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
5 5月 18日 事前指導・備品確認 
6 5月 23日 

阿蘇自己再発
見キャンプ  

宿泊教室 1日目 
7 5月 24日 宿泊教室 2日目 
8 5月 25日 宿泊教室 3日目 
9 6月 1日 阿蘇キャンプ

事後指導 
振り返り 

10 6月 15日 礼状作成 
11 6月 22日 

キャリ
ア教育 

職場体験準備 

オリエンテーション 
12 6月 29日 事前打合せの心構え 
13 7月 6日 質問項目作成 
14 7月 13日 アポイント取り 
15 7月 19日 事前指導・最終確認 
※ 9月 6日 

職場体験 
職場体験 1日目 

※ 9月 7日 職場体験 2日目 

16 9月 14日 
職場体験 
事後指導 

職場体験壁新聞作成 
お礼状作成 

※ 9月 21日 
文化祭 

文化祭準備 阿蘇自己再発見キャン
プ・職場体験・掲示 ※ 9月 22日 文化祭 

17 9月 29日 

地域学 

修学旅行準備 

オリエンテーション 
18 10月 12日 修学旅行概要 班編制 
19 10月 19日 係別会議で役割分担 
20 10月 26日 班別行動計画作成 
21 11月 2日 事前指導・最終確認 
※ 11月 9日 

修学旅行 
修学旅行 1日目 

※ 11月 10日 修学旅行 2日目 
※ 11月 11日 修学旅行 3日目 
22 11月 16日 

修学旅行訪問
地特色まとめ 

修学旅行の振り返り 
23 11月 30日 修学旅行訪問地域の特

色等をまとめた紹介文
作成(日本語・英語版) 

24 12月 7日 
25 12月 14日 
26 12月 21日 

地域学 
地域紹介パン
フレット作成 

オリエンテーション 
27 1月 18日 情報や資料の収集・ 

分類・編集 28 1月 25日 
29 2月 1日 資料整理・記事の作成 
30 2月 8日 レイアウト考察・編集 
31 2月 15日 

クラス発表(代表選抜) 
32 3月 8日 
33 3月 15日 パンフレット発表 学年発表 
34 3月 22日 Q講座 振り返り 振り返り 
【表.3 中学 3年宇土未来探究講座Ⅲ】 
回 実施日 領域 講座内容 主な活動 
1 4月 15日 Q講座 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 年間計画 
2 4月 22日 地域学 研究論文 OL 研究論文昨年発表視聴 
3 4月 26日 野外 

活動 
無人島生活体
験事前学習 

無人島サバイバル OL 
4 5月 6日 班編制・係・班会議 

5 5月 17日 
地域学 研究論文 

中進生高 1からテーマ
設定方法レクチャー 

6 5月 20日 テーマ・仮説設定 
7 5月 24日 

野外 
活動 

無人島生活体
験事前学習 

テント設営 
8 6月 3日 仕掛け作り・投げ釣り 
9 6月 10日 火起こし・ﾌｧｲﾔｰｽﾀｰﾀｰ 
10 6月 17日 班別会議・活動目標 
11 6月 24日 現地課題構想発表 

(真水作り・塩作り) 12 7月 1日 
13 7月 8日 日程・班別現地課題 
14 7月 15日 片付け係別行動計画 
15 9月 2日 班別課題設定 



 

- 35 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第二期第５年次                      SSH 研究開発実施報告書【❸実施報告書（本文）】 

研
究
開
発
② 

探
究
活
動 

研
究
開
発
の
課
題 

実
施
効
果
と
評
価 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
中
間
評
価 

改
善
・
対
応
状
況 

校
内
組
織
体
制 

成
果
発
信
・
普
及 

研
究
開
発
方
向
性 

研
究
開
発
の
経
緯 

研
究
開
発
①
探
究
の 

研
究
開
発
③
社
会
と

協
創
す
る
探
究 

16 9月 9日 班装備品・学校装備品
の積み込み 17 9月 14日 

18 9月 15日 
無人島 
生活体験  

現地活動 1日目 
19 9月 16日 現地活動 2日目 
20 9月 17日 現地活動 3日目 
21 9月 18日 個人の振り返り 
22 9月 30日 

地域学 
修学旅行 
事前学習 

班編制・係・班会議 
23 10月 7日 概要説明・班別会議 
24 10月 14日 

地域学 研究論文 
中間発表 

25 10月 21日 論文作成 
27 11月 4日 論文作成 
26 10月 28日 

地域学 

修学旅行 
事前学習 

しおり配付・日程確認 
28 11月 11日 班別現地課題 

※ 
11月 15日 修学旅行 修学旅行 1日目 
11月 16日 修学旅行 修学旅行 2日目 
11月 17日 修学旅行 修学旅行 3日目 

29 11月 18日 地域学 研究論文 論文作成 
30 11月 25日 地域学 架け橋プロジェクト 
31 12月 1日 地域学 イングリッシュキャンプ 
32 12月 9日 

地域学 
研究論文 論文完成 

33 12月 16日 研究論文 学年発表会 
34 1月 20日 

キャリ
ア教育 

夢を描く 
夢を描く OL 

35 2月 10日 原稿作成 
36 2月 17日 ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 
37 3月 3日 Q講座 振り返り 振り返りワークシート 
※ 3月 6日 地域学 グローバル・デイ 
※ 3月 9日 地域学 ロジックスーパープレゼンテーション 

  
【白山登山】     【御所浦島体験】 

  
【阿蘇再発見キャンプ】【菊池のんびり農村生活体験】 

  
【火おこし】【無人島サバイバル生活体験】 

高校段階における探究活動との接続として,中学 1 年

で「高校論文読み解き」の時間を設定する。SSH研究成果

要旨集(23)に掲載した高校 1年プレ課題研究(15)及び高校 2

年 SS 課題研究(16)・GS 課題研究(17)の要旨を通して,研究

目的や方法,実験計画や引用文献等,探究のサイクルの実

際を知る機会とする。中学 3年で取り組む「研究論文（卒

業論文）」(第 4 章関係資料参照)では,中学教員及び高校

SS 課題研究担当教員がテーマ設定及び研究指導,校内発

表会,代表生徒指導に関わり,教科の専門性や探究活動の

指導経験等を活かした指導ができる体制にする。テーマ

設定では,生徒の興味・関心にもとづき,身近にある当た

り前のことに疑問を持つことを意識させる。R4第 5年次

では，前年度 3 月ロジックスーパープレゼンテーション

で中学代表として研究発表した様子を収めた動画視聴の

機会設定や，高校 1年中進生（中学 3年研究論文経験生

徒）からテーマ設定に関するアドバイスを行う機会設定

等，異学年間で探究活動に関する情報交換を活発にする

取組を充実させる。クラス発表,学年発表を経て選出され

た代表が 3月ロジックスーパープレゼンテーション(24)で

ステージ発表する。また，3 月熊本スーパーハイスクー

ル（ＫＳＨ）全体発表会・県立高校学びの祭典でもポス

ター発表を行う。 

  
【イングリッシュキャンプ】【樹木オリエンテーション】 

  
【クラス発表】        【学年発表】 

３．検証 

入学時意識調査,質問 10 項目について, 単数回答法,

間隔尺度（強制選択尺度[4 件法,4：肯定]）の各段階の

割合と平均を求め,「野外活動」,「地域学」,「キャリア

教育」を通して,科学と関連する様々な項目を学習した

「中進生」と高校から入学した「高進生」の傾向を得た

結果（詳細は❹関係資料）,いずれの質問項目においても

中進生で肯定的回答の割合が高いことが確認できた。科

学との関連を意識した宇土未来探究講座により,最先端

科学や研究に関心ある生徒，技術者・研究者を希望する

生徒が中進生に多く見受けられた。研究論文（卒業研究）

等,文献調査を行う機会を設定している中進生において,

科学分野のウェブサイト閲覧,科学系論文閲覧で高い意

識をもつ生徒の育成ができており,学会や発表会への意

識の高い生徒がいることも確認できた。実験・実習への

積極性が高い生徒の育成ができていることから，高校入

学以降で様々な取組の牽引役としても期待ができる。 

特に,体験活動の成果や報告を発表する機会や探究活

動の成果を発表する機会が多い中進生において,プレゼ

ンテーションを得意とする生徒が多い傾向であり,外国

人との会話意欲や外国への留学意識が高い傾向であるこ

とも確認できた。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目（必履修・ＳＳＨ主対象） 

ロジックプログラム 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位    １   

 

学校設定科目「ロジックプログラム」目標 

【総合的な探究の時間 1単位と代替】 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC を備え,グローバルに科

学技術をリードする人材を育成することを目標に,教科

との関わりを重視した探究活動を行うプログラムを実

践し,社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する資

質・能力を育てる。 

１．仮説 

(1)最先端の研究や技術,自然科学の原理に関する歴史に

触れることによって,科学技術の発展と日常生活との関

連に意識を向け,将来の進路や職業を考え,研究への興

味・関心を高めることができる。 

(2)生徒それぞれの興味・関心の高い事象を探究するロジ

ックリサーチ(13),プレ課題研究(15)への取組によって,未

知を探究する態度や研究への興味・関心を高めることが

できる。 

(3)ロジックガイドブック(19)を活用することによって,

科学的手法を用いた研究を進め,研究目的・仮説の設定か

ら結果整理,考察までの研究手順を身につけることがで

き,発表科学論文形式 IMRAD を意識したレポート及びポ

スター作成,プレゼンテーションで研究内容を表現する

ことができるようになる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

上半期の 1人 1テーマ個人探究「ロジックリサーチ(13)」

と下半期の SS コース,GS コース(5)に分かれて探究する

「プレ課題研究(15)」の 2回のテーマ設定及び探究サイク

ルに,未来体験学習「先端企業訪問(21)」及び「関東研修(22)」

で先端科学技術に触れる機会や,ロジックプログラムⅠ

(前年度発表会),Ⅱ（出前講義）,Ⅲ（科学史講座）等,探

究活動のテーマ設定の視野を拡げる機会を組み込んだ学

校設定科目である。高校 1 年全員を SSH 主対象生徒に,

独自開発教材ロジックガイドブック(19)を活用し,研究開

発部(33)及び 1学年所属教員が指導を担当する。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第３章 実施報告書 テーマⅡ「研究開発の時間的経過」参照 

第４章 関係資料「５開発独自教材一覧」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診断的

評価 
形成的評価 

総括的 

評価 

内

容 

ルーブ 

リック 

パフォーマンス課題・チェックリ

スト・質問カード・ピアレビュー 

ルーブ 

リック 

ロジックルーブリック(2)に基づき,ロジックリサーチ

のレポート及びポスターセッション資料,プレ課題研究

の SSH研究成果要旨(23)及びプレゼンテーション資料をパ

フォーマンス課題に設定し,ロジックチェックリスト(3)

や自由記述質問カードを用いて教員評価,自己評価,生徒

相互評価を行う。 

❹内容・方法 

ロジックプログラムⅠ（ガイダンス・前年度発表会） 

ガイダンスでは,SSH 事業の概要,生徒に身につけさせ

たい力 UTO-LOGIC の定義,ロジックプログラム 1 年間の

流れを説明する。併せて,入学時（4月）意識調査を実施

し,「理系関連事項」,「中学時の探究内容・参加企画・

海外研修・留学」,「ロジックプログラムへの期待・不安」,

「取得資格・表彰歴・大会出場経験」,「宇土高校選択理

由」の記入を通して,自身の取組を振りかえさせる。学習

管理システム(LMS：Learning Management System)を展開

するために, Google アカウントを全生徒に発行し

（図.1）,Google classroom を開設する（図.2）。Google 

classroomは，ガイダンス資料，講義資料，アンケート入

力，各種コンテスト，学会等の案内など情報を一元化し，

共有するプラットフォームとしても活用する。 

ガイダンス時の説明の様子は動画記録してアーカイブ

配信ができるように,生徒自主制作 SSH 紹介動画はオン

デマンド配信ができるように,Youtube 限定公開でアッ

プロードし,Google classroom に公開する。また,H25～

R3,9 年間の SSH 研究成果要旨集等,SSH 指定以降の生徒

の研究成果物を Google classroom や Google共有ドライ

ブ（図.3）でオンデマンド配信する。 

  
【図.1 Googleアカウント発行・生徒配付資料】 

 

 
【図.2 Google classroom トップ画面】 

 
 

 
【図.3 SSH研究成果要旨集・論文集オンデマンド配信】 

前年度発表会では,昨年度（R3）ロジックスーパープレ

ゼンテーションで代表発表をした中学研究論文（卒業研

究）と高校 1 年プレ課題研究の研究を発表する（表.1）。

探究活動の様子，成果発表のモデルを共有する機会，同

年代が探究に取り組む様子を知る機会とする。 
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【表.1 前年度発表会の発表内容】 

 

ロ ジ ッ ク プ ロ グ ラ ム Ⅱ （ 出 前 講 義 ） 

高校 1 年,2 年対象に 16 講座（表.2）から選択して受

講する出前講義を令和 4年 10月 11日（火）に実施する

（図.4）。講師は日本分子生物学会や日本地球化学会,各

大学講師派遣事業に依頼する。高校 1 年はプレ課題研究

のテーマ設定に関連する内容を,高校 2 年は自身の課題

研究や進路選択に関連する内容を選択する。講義内容は

レポートにまとめ，感想は講師へ後日，フィードバック

する。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じ,講義

№4,（表.2 参照）はリモート形式による実施,上記以外

は教室にて対面形式で実施する。 

【表.2 出前講義・講義タイトル及び講師所属一覧】 

№ 講義タイトル／講師所属（□はリモート形式で実施） 

1 
石の中に宇宙をさがす 

九州大学 大学院理学研究院 教授 山本 順司 

2 
ムシが運ぶ病気とそのリスク 

東京慈恵会医科大学医学部 教授 嘉糠 洋陸 

3 
分子生物学を用いたノーベル賞研究とがん研究 

広島大学大学院先端物質科学研究科 准教授 上野 勝  

4  
くまもと水循環・減災研究教育センターの取組 

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 教授 松村政秀 

5  
地上に太陽を！～核融合炉開発研究の最前線～ 

九州大学大学院総合理工学府 准教授 片山 一成 

6 
クールな図形(かたち)たちー見て楽しむ数学 

九州工業大学工学院基礎科学研究系 教授 藤田 敏治 

7 
無限の摩訶不思議 

熊本大学先端科学研究部 准教授 杉谷文亮 

8 
身の回りのナノサイエンス～体験ルミノール反応～

崇城大学工学部ナノサイエンス学科 教授 西田正志 

9 
遺伝子組換え実験 〜光る大腸菌〜 

別府大学食物栄養学部発酵食品学科 教授 藤原秀彦 

10 
感染症リスクをどのように地理学から捉えるのか 

熊本大学文学部総合人間学科 准教授 米島 万有子 

11 
子どもの権利と社会的養護の関係 

九州看護福祉大学看護福祉学部 准教授 橋本眞奈美 

12 
教育学入門 

九州ルーテル学院大学人文学部 講師 岡村 健太 

13 
発達心理から見た「となりのトトロ」 

筑紫女学園大学人間科学部人間科学科 教授 酒井均 

14 
文化とホスピタリティ：西欧・アジア，そして日本 

熊本学園大学商学部 教授 萩原 修子 

15 
英文解釈のコツ 

九州ルーテル学院大学人文学部 教授 城戸 申一 

16 
災害現象から見る社会のあり方 

熊本学園大学社会福祉学部 教授 花田 昌宣 

  

  
【図.4出前講義の様子】 

 
ロ ジ ッ ク プ ロ グ ラ ム Ⅲ （ 科 学 史 講 座 ） 

ロジックリサーチ(13)で 1 人 1 テーマ設定し,探究活動

を展開するにあたって,ロジックルーブリック(2)の段階

「1」に相当する探究活動に必要な見方や考え方を意識す

る授業を 25 分,6 講座実施する。新型コロナウイルス感

染拡大防止対策を講じ,オンラインビデオ会議ツールで

ある Google Meetを活用して全生徒と接続するリモート

形式でロジックガイドブック(19)に記載した内容（表.3）

を中心に研究開発部及び数学・理科教員が授業をする。 

【表.3 ロジックプログラムⅢ講座内容・担当者一覧】 

 

  
 

未 来 体 験 学 習 ( 先 端 企 業 訪 問 ) 

高校 1 年全生徒対象に県内事業所等と連携して企画し

た未来体験学習（表.4）を事前指導,研修,事後指導に分

けて実施する。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を

講じたうえで実施するため,各事業所と実施 2 週間前か

ら県リスクレベル（図.5）に応じて,現地研修とオンライ

ンリモート研修が選択できる柔軟な対応を計画する。 

ガイダンスでは,事業所作成の受入カードやパンフレ

ット，ホームページ情報，過去に実施した様子を紹介し

た本校ブログ等をもとに事業所を紹介し,進路希望に応

じた事業所を選択させる。事前指導では『選択理由イメ

ージ整理』『HP・資料から概要整理』『特徴を表すキーワ

ード』『質問したいこと』の 4項目の記入を課題とする。 

研修内容は「事業概要説明」,「施設見学」,「機器・

装置等を活用した実習」,「講義」を中心に各事業所で研

修プログラムを構築し,ロジックリサーチ及びプレ課題

研究につながるよう探究の視点を重視した研修内容，探

究のテーマ設定につながる研究手法や実験材料等を提示

する実習等を実施する（図.6）。 

事後指導では,レポート作成を通して,研究内容の整理

と自身の探究活動及び進路検討を振り返る。また，生徒

感想を取りまとめ，お礼状に添えて事業所へ送付するこ

とで，本研修内容のフィードバックとする。 

                        

               
                    
                
      

        

                
                  
                       
                   
                      
      

    

                   
                  

    
           

                        

                 
                    
              
                
          

                    
                    
                      
                      
           

    

          
  

         
     

研究時期 研究テーマ 

中 3卒業研究 宇土のアカササゲの保全 

中 3卒業研究 プラゴミ・生活排水が海に及ぼす影響 

高 1 SS プレ

課題研究 

ルミテスタースマートを用いた抗菌物質

と抗菌作用の検証 

熊本におけるアライグマ捕獲個体の  

mt DNA D Loop の分離抽出・解析法分析法 

高 1 GS プレ

課題研究 

ヘドロの実用性 

胃薬は水で飲んだほうが良い理由 

日時 担当者 講座内容 

5/10 

前半 

水口 雅人 ・IMRAD（レポートフォーマット確認） 

・Google ドライブ接続 

5/10 

後半 

梶尾 滝宏 ・テーマ設定（シンキングツール） 

・テーマを拡げる視点 

5/17 

前半 

後藤 裕市 ・文献調査方法（引用と盗用） 

・サイエンスリテラシー 

5/17 

後半 

永吉与志一 ・地域課題への視点 

・グローバルサイエンスの展開 

5/24 

前半 

水口 雅人 ・数学と論理的思考力 

・数学と批判的思考力 

5/24 

後半 

伊藤 裕子 ・論理的文章力 

・要約してみよう 
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【表.4 未来体験学習・事業所別研修内容（本校担当者）】 

平田機工株式会社【現地研修】森内 和久 皆越 千賀子 

会社説明(DVD 視聴,概要説明) 工場見学(製品・機械・

ロボット等生産過程・自動車関連生産設備・ユニット

組立部門・加工部門） 

エーザイ生科研【オンライン】     永田 涼香 

講義「健康な農作物・社会貢献・農作物生産における土

壌診断に基づく土づくり」・土づくり実習 

熊本県保健環境科学研究所【中止】   山﨑 圭三 

研究所の概要説明・各部施設見学・各部研究発表 

① 微生物科学部「細菌検査・ウイルス検査等の紹介」 

② 生活化学部「毒キノコの毒成分の一斉分析法開発」 

③ 大気科学部「アスベストの性質・特徴・問題点」 

④ 水質科学部「地下水の性質,熊本・宇土の現状」 

熊本県水産研究センター【現地研修】  父母 謙一朗 

全体説明及び事業説明（熊本県の水産業および水産

研究センターの業務）施設・設備見学（ひのくに，

飼育実験棟，藻類実験棟など），浅海干潟研究部【採

水およびプランクトンネット（浮き桟橋），検鏡（実

習室）】資源研究部【魚類図鑑による魚の種名判別】 

不二ライトメタル株式会社【現地】      伊藤 裕子 

挨拶・会社案内・マグネシウムの基礎講座・マグネシウ

ム加工工場,表面処理工場, 鍛造加工実演見学，加工装

置実演・分析装置見学，マグネシウムの重さの体験，マ

グネシウム製車椅子の展示，マグネシウム押出設備見学 

KM バイオロジクス株式会社【現地】太田黒景司 中村圭子 

事業概要説明(医薬品産業・紹介)・先輩との懇談会・ 

製造技術等説明・インフルエンザワクチン製造工程見

学・血液製剤（ボルヒール）用途や作用機序等説明・ 

血液製剤ボルヒール製品体験 

三菱ケミカル株式会社【現地】 石川 未来 北坂 明子 

概要説明(事業・商品開発)・工場見学(バイオマスボイ

ラー)・実験(ポリビニルアルコール水溶性確認) 

アース製薬株式会社【オンライン】後藤裕市・宮本義幸 

赤穂研究所生物飼育室概要説明（概要・虫ケア用品研究

開発に必要な生物の安定供給,生態の調査）生物飼育室

バーチャル見学・自作オルファクトメーターを活用した

蚊の誘引に関するリモート実験 
 

 
【図.5 県リスクレベル（R4.4月）に応じた柔軟な対応】 

   

   

  
【図.6 未来体験学習の様子】 

 

ロ ジ ッ ク リ サ ー チ 

ロジックリサーチ(13)は,1 学年全生徒 1 人 1 テーマ設

定した内容を,担当教員が個別指導し,レポート 5 枚程度,

ポスター1 枚にまとめて発表する探究活動である。テー

マ検討が不十分で探究の深まりが見られなかった課題を

受け,生徒自身がテーマ設定を行う「個人研究」に加え,

探究の「問い」を創る授業(6)から創られた問いを提示す

る「ミニ課題研究(14)」を第二期第 2年次に設定した。 

今年度は,生徒が設定したテーマについて,探究の「問

い」の一覧を参考に,生徒と教員の対話を重視したテーマ

設定を重視する。ガイダンスでは,ロジックプログラムⅢ

での講座やロジックガイドブック(19)の活用方法に触れ,

アヤトゥスカルタ等シンキングツール,科学論文形式

IMRAD についてガイダンスをする。先行研究調査・参考

文献の出典を明らかにするよう図書館蔵書検索サイト

（図.7）や CiNii（NII学術情報ナビゲータ），J-STAGE（科

学技術情報発信・流通総合システム）の活用についても

留意させる。 

■テーマ一覧 

第４章関係資料「３教育課程上に位置付けた課題研究テーマ

(３)ロジックリサーチ」参照 

■テーマ設定方法・指導体制 

第４章関係資料「３テーマ設定の流れ」参照 

「a個人設定(生徒が自らテーマ設定)」, 

「bミニ課題研究(14)(探究の「問い」一覧からテーマ設定)」

から選択してテーマ設定。生徒1人につき教員1人担当。

全教員で担当割を行う。 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ 
 
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 a個人設定【原則】 bミニ課題研究 

 ⇩     

 プレ 

課題研究 
 
a 個人研究 

 

b 研究室 

体験 

c グループ 

研究 
 

 
【図.6 宇土中・高図書館の蔵書検索サイト】 

■指導方法 

Googleドライブに 237テーマの共有ドキュメントファ

イル(文書作成ファイル)をアップロードし,同時編集及

び遠隔での指導を行う（図.7）。レポート及びポスターの

データは最終的に Google ドライブに PDF ファイルで保

存する。ポスターセッションでは,ポスターデータをタブ

レット端末からスクリーン投影し,一人 3 分以内でクラ

ス発表を行う。ポスターセッション実施後,生徒間の相互

評価によりクラス代表 4 人を選出し,代表発表として計
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24テーマによるポスターセッションを行う。代表発表は

1回の説明時間を 3分,質疑応答時間を 1分とする（図.8）。 

 

 
【図.7 遠隔での指導（ロジックガイドブック第二版 P61）】 

  
【図.8 クラスポスターセッションの様子】 

■ロジックリサーチに関する職員研修 

ロジックリサーチに関する職員研修はワークショップ

型でねらいや視点を変えて行う（表.5）。今年度は，観点

別評価をロジックプログラムで実施するために，ロジッ

クルーブリックの観点と段階の記述語の理解と共有，ロ

ジックチェックリストの運用方法と目線合わせを行い，

実際にロジックリサーチの成果物であるレポートやポス

ターを評価するためのロジックチェックリストの運用を

図るための職員研修を実施する。 

【表.5 第二期職員研修ワークショップ】 

年度 上段「ねらい」下段「手法・内容」 

R4 

指導の視点「目標」と「評価の観点と趣旨」，「内容

のまとまり」を理解し，ロジックプログラムにおけ

る観点別評価の内容・方法を理解する。 

「基礎からか？ 実践からか？」，「探究“を”教え

る？ 探究“で”教える？」，「探究は“指導”？“支

援”？」，「探究の“指導者”と“評価者”は同じ？」

の目線合わせを図り，ロジックルーブリックとロジ

ックチェックリストの運用方法を理解する。 

R3 

教員の関わりが,生徒の探究の拡がり深まりを支援

することを,探究過程の可視化によって実感する 

Google「マイドライブ・共有ドライブ」によるレポ

ート・ポスター共有方法,共同編集機能と提案機能

による探究指導,デジタルポートフォリオの方法 

R2 

教員が生徒との関わりを通して,探究の拡がりや深

まりを指導支援できることを実感する。 

探究活動の過程をオンラインで可視化し,生徒と担

当教員が共有するシステムを運用する。 

R1 

１つのテーマに複数の探究の視点があり,教員が生

徒との関わりを通して,探究の拡がりや深まりを指

導・支援できることを実感する 

アンカー作品に対し,「支援の視点(赤)」,「指導の

視点(青)」「身につけさせたい力の視点(黄)」を探

究の過程のどこで意識させるか視覚化する 

H30 

教科の特性,視点によって探究の可能性が拡がるこ

とを実感する 

アンカー作品に対し,「自分ならどう探究するか

(青)」,「修正・改善点(赤)」,2つの視点を付箋紙

で記入し,ワールドカフェ方式で共有する。 
 

1 年 SS コース選択生徒 55 人を対象に,未来体験学習

(関東研修)(22)を新型コロナウイルス感染拡大に伴い,過

去 2年間オンライン代替していたが，今年度 3年ぶりに

実施をする。表.6に示す日程でガイダンス及び関東研修

の意義，研修報告の準備について，事前研修をする。 

研修は 1 日目午後を A 班・B 班，2 日目は Excellent，

Standardに分け，さらに Standard は午後を A班，B班と

常に 2班に分ける班編制をし，表.7の研修内容で実施す

る。関東研修 1 日目及び 2 日目の 20 時～22 時には，当

日の研修内容報告を表.8 に示す分担で行い，共有する。

事前学習・研修で学んだこと，経験したことをプレゼン

テーションする。特に，研究機関での研修内容，得たこ

と感じたことを中心に，全員が 2 日続けて発表を行う。

各自タブレット端末（chromebook）を活用して準備する。

研修報告の様子をオンライン（Google Meet）で配信し，

関東研修に参加していない生徒や保護者，教員等にも届

けるようにする。この発表内容は Googleドライブで共有

し，次年度への継承資料としても活用する。研修後は，

A4一枚自由記述での研修報告書を作成する。 

【表.6 未来体験学習(関東研修）日程】 

11月 15日 第 1回事前指導「ガイダンス」 

11月 22日 第 2回事前指導「班編制」 

11月 29日 第 3回事前指導「発表方法事前学習意義」 

12月 5日 第 4回事前指導「諸注意」 

12月 8-10日 関東研修 1～3日目 

12月 14日 第 1回事後指導「発表資料提出」 

12月 15日 第 2回事後指導「リフレクション提出」 

【表.7 未来体験学習(関東研修)研修内容】 

1日目 A班 B班 

13:00 【AIST】 

産業技術総合研究所 

・地質標本館 

・サイエンススクエア 

【NARO】農研機構 

遺伝資源研究センター 

・ジーンバンク種子保存 

・食と農の科学館 

15:00 【JAXA】 

つくば宇宙センター 

・エンジンの仕組み 

・温室効果ガス観測技術 

国際農林水産業研究 

センター【JIRCAS】 

・開発途上地域試験研究 

・ラオスとパデーク 

20:30 研修報告 1・プレゼンテーション 

  
【AISTでの研修の様子】 【JAXAでの研修の様子】 

  
【NAROでの研修の様子】 【JIRCASでの研修の様子】 

  
【研修報告・プレゼンテーションの様子】 

未 来 体 験 学 習 （ S S 関 東 研 修 ） 
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2日目 A班 B班 

13:00 【KEK】高エネルギー 
加速器研究機構 
・Bファクトリ 
・フォトンファクトリー 

【RIKEN】理化学研究所 
・バイオリソース 
・再生医療 
（iPS細胞，ES細胞） 

15:00 【PWRI】 
土木研究所 
・道路舗装と無人荷重車 
・災害対策ダム研究開発 

【NIED】 
防災科学技術研究所 
・法令と研究概要 
・大型耐震，降雨実験 

 【NIMS】物質材料研究機構 
・金属同定実験 
・サイアロン蛍光体 

【TBG】筑波実験植物園 
・絶滅危惧種と種保存法 
・植生と遷移，分類進化 

20:30 研修報告 1・プレゼンテーション  

  
【KEKでの研修の様子】 【PWRIでの研修の様子】 

  
【NIMSでの研修の様子】 【RIKENでの研修の様子】 

  
【NIEDでの研修の様子】 【TBGでの研修の様子】 

【表.8 研修報告及び発表テーマの分担内容】 

1日目発表 

1班 2班 3班 4班 5班 

AIST報告 AIST報告 JAXA報告 JAXA報告 NARO報告 

6班 7班 8班 9班 10班 

NARO報告 JIRCAS 報告 JIRCAS 報告 SSHとは 高めたい資質 

2日目発表内容 

11班 12班 13班 14班 15班 

KEK報告 NIMS報告 PWRI報告 プレ課題意義 RIKEN報告 

16班 17班 18班 19班 20班 

NIED報告 TBG報告 得られたこと IIIS報告 IIIS報告 

  
【IIIS柳沢機構長講演】  【IIIS動物実験施設】 

  
【IIIS卒業生対談】  【IIIS 研究室ツアー】 

Excellent班は，国際統合睡眠医科学研究機構にて終

日研修を図.9に示す日程で実施する。SSH指定以降，毎

年訪問・研修の機会を設定し，初訪問から 10年目とな

る本研修は，新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講

じている期間もオンライン研修等で代替して継続してき

た重要事項として位置づける取組である。本校研究開発

プログラム「ウトウトタイム（午睡）」や SS課題研究に

おける「睡眠研究」等，様々な睡眠に関する取組のアド

バイスを受けることで，生徒の睡眠や健康への興味・関

心，睡眠に関する研究の意欲の高揚につなげてきた。 

柳沢機構長による講演は，睡眠に関わる世界的動向の

説明の後，睡眠・覚醒に関わる物質「オレキシン」の発

見，オレキシン作用機序の解明による創薬化，8000匹

の点変異マウスから睡眠に関する遺伝子探索を行い，発

見した 2つの遺伝子，眠気の実体となる 80種類のタン

パク質のリン酸化の反応機序について，データに基づい

た説明をいただく。講義後は 30分間，生徒から発せら

れる質問にすべて受けてもらい，質疑応答の重要性を学

ぶ機会とする。動物実験施設では Natureに掲載された

論文のデータを支えるマウスを手術する様子の見学を通

して，研究に必要なテクニシャンの動きを学ぶ。 

本校卒業生岡村響さんとの対話では，宇土中での宇土

未来探究講座や GLPでの活動，関東研修での経験と課題

研究の向き合い方，目標設定と実行力について，生徒目

線で歩みの紹介，卓越大学院プログラムで研究に取り組

み，DC1採択，eNuero掲載された研究概要を紹介する。 

ラボツアーでは，世界トップの睡眠研究が基礎研究と

臨床研究，創薬研究を相互に，同時に進めていく機構の

様子を学ぶ。 

 

 
【図.9 国際統合睡眠医科学研究機構研修】 

 

  
【IIIS集合写真】    【報道関係取材の様子】 
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プ レ 課 題 研 究 

SS プレ課題研究は数学教員,理科教員が担当,GS プレ

課題研究は高校 1年所属教員が担当し,生徒は「a個人設

定(ロジックリサーチから継続して研究)」,「b研究室体

験(過去の課題研究で確立した手法を用いて研究)」,「c

グループ研究(ロジックリサーチ(13)テーマからグループ

編制)」から選択して,テーマを設定する。 

■テーマ一覧 

第４章関係資料「３教育課程上に位置付けた課題研究テーマ

(１)SSH主対象生徒 1年 SSプレ課題研究及び(２)SSH主対象

生徒以外1年GSプレ課題研究」参照 

■テーマ設定方法・指導体制 

第４章関係資料「３テーマ設定の流れ」参照 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ 
 
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 a個人設定【原則】 bミニ課題研究 

 ⇩     

 プレ 

課題研究 
 
a 個人研究 

 

b 研究室 

体験 

c グループ 

研究 

■指導方法 

生徒対象に,ロジックリサーチで扱った科学研究形式

IMRAD, Introduction( 導 入 ・ 目 的 ),Material and 

Method(方法・材料),Results(結果),Discussion(考察)で

統一した探究プロセスを意識することをガイダンスで説

明する。特に,「実験計画」立案における実験群と対照群

の設定,定性的研究と定量的研究の認識に留意して探究

を展開することを重視する（図.10）。 

特に，データビジュアライゼーションの視点で，情報

伝達の効率性を高めることができるよう，「シグナル」（デ

ータがもつ元来の意味が相手にとってより伝わりやすく

なる効果）を最大化し，「ノイズ」（データがもつ元来の

意味ではないものが相手に伝わる効果）を最小化するた

めに，データをデザインする工夫を意識させる。 

 

 
【図.10 データの扱い（ロジックガイドブック第二版 P12）】 

 

Google共有ドライブ（図.11）を活用して,各研究班保

存資料,研究要旨,スライド資料を共有し,各研究テーマ

を担当教員の指導支援のもと深めていく。プレ課題研究

では，「a 個人研究」，「b 研究室体験」，「c グループ研

究」と類型化したテーマ設定で探究を進める。自身の興

味・関心に基づき，科学的手法を活用して探究活動を進

めるために，実験機器や研究手法を活用するよう教員に

よる指導，高校 2 年によるレクチャー等の機会の充実を

図る。また，未来体験学習（先端企業訪問）で訪問した

アース製薬株式会社や三菱ケミカル株式会社等と連携を

図り，研究の方向性や実験手法に関するアドバイスを受

ける機会の充実も図る（図.13）。 

ロジックガイドブック(19)を活用して,プレゼンテーシ

ョン資料,研究要旨(23)を作成してプレ課題研究の成果を

発表する（図.12）。研究要旨は，英語表現で研究発表時

に活用する表現方法を学ぶ時間を設定し，Google共有ド

ライブにアップロードした研究要旨ファイル上で，4 行

程度の Abstractの添削指導を進めていく。 

校内発表会は,全テーマ 5 分間で口頭発表する機会と

し,SS コースから 2 テーマ,GS コースから 2 テーマを代

表として選出するロジックスーパープレゼンテーション
(24)の予選会も兼ねる（図.13）。生徒投票は Google form

で入力し,即時に集計する。発表に対する質問・疑問・意

見・助言等を質問カードに記入し,全員分をまとめ,発表

テーマごとに短冊にしてフィードバックする。 

 
【図.11 SSプレ課題研究 2022・共有ドライブ】 

 

 
【図.12 英語要約作成（ロジックガイドブック第二版 P14）】 

 

  
【図.13 プレ課題研究ミーティング・実験の様子】 

  
【図.14 校内発表会の様子】 
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■プレ課題研究評価観点抽出ワークショップ 

プレ課題研究実施後は,2 年課題研究への展望が拓け

るようプレ課題研究の過程を振り返る。要旨及びスライ

ド資料の「良い点」,「改善点」の抽出から評価観点を体

系化するワークショップを行う(表.9)。各付箋には,良い

点として,「〇〇ができている」,改善点として「□□が

できるとよい」と記述語を統一して気付きをコメントす

るように指示をし,評価観点を作成する段階で,可視化で

きる力,非認知的能力など様々な観点の気付きに至るよ

うワークショップの進行状況をみてファシリテートする。 

【表.9 プレ課題研究評価観点抽出ワークショップ】 

時間 内容 

5分 チェックイン 

15分 

パフォーマンス課題について 

[自身の研究＋他者資料] 

「良い点(赤）」「改善点(青）」に記入 

A0サイズ白紙に付箋をのせる。 

15分 

「評価観点」作成について 

付箋紙を「カテゴリー」で分類 

＊カテゴリーにキーワード“評価観点”を 

A3サイズの白紙に付箋をのせて, 

「評価観点」を書く 

15分 「評価観点」共有 各班 1分で発表  
３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果,ロジックプログラムの各取組

の有用感を単数回答法,間隔尺度（強制選択尺度[4 件

法,4：肯定]）の段階の割合と平均を求め,SSコースと GS

コースで比較した結果（詳細は❹関係資料）に着目する。 

仮説(1)「科学技術の発展と日常生活との関連や研究へ

の興味・関心を高める」について,新型コロナウイルス感

染拡大防止対策を講じながら,未来体験学習(先端企業訪

問)(21)やロジックプログラムⅡ（出前講義），未来体験学

習(関東研修)(22)等,科学技術に触れる機会を設定するこ

とができたことによって,各企画の有用感で 7 割超の肯

定的回答を得ることができた。特に，3 年ぶりに実施し

た未来体験学習(関東研修)(22)の研修効果は大きく，改め

て集合開催，現地研修の有用性を実感することができた。

また，オンラインによるリモート会議またはリモート実

験を併用することで，関係機関との連携機会の頻度が上

がったことも研究への興味・関心を高めるうえで有効だ

ったと考える。また，未来体験学習におけるアース製薬

とのバーチャル研究室訪問や株式会社生科研とのオンラ

イン実験等を通じて，実際に生徒が実験を進める過程で

オンラインによるリモート指導を行う機会の設定や,現

地訪問せずに先端科学に触れ,興味・関心を高める手法の

開発ができた。 

仮説(2)「未知を探究する態度や研究への興味・関心を

高める」について,ロジックリサーチ(13)及びプレ課題研

究(14),研究要旨集作成,研究発表会の有用感では,全体で

7 割超の肯定的回答が確認でき,特に SS コースでは 8 割

超の肯定的回答であった。一方で，探究活動を展開する

うえで必要な見方・考え方を，どのようなタイミングで

どのように定着を図るかに課題が残る。今年度は，ロジ

ックリサーチ実施前にロジックプログラムⅢ（科学史講

座）を設定し，科学的探究活動の手法や先行研究調査に

ついて説明する機会を設定したものの，各自の探究活動

の過程で効果的な活用ができていなかったことから，実

際に探究活動を展開する過程で必要に応じてロジックガ

イドブック(19)第二版を活用する指導方法を検討する必

要性があると考える。生徒に何が身に付いたか,何を定着

させるかの視点で,探究を進める過程で必要なコンテン

ツ，動画等を提示する手法を今後はさらに開発すること

が有効であると考えられる。 

仮説(3)「科学的手法を用いた研究を進め,IMRAD を研

究内容表現ができる」について,ロジックリサーチ(13)及

びプレ課題研究(15)を経験して,論文形式 IMRAD に沿った

レポート作成,参考文献の出典を明示したレポート作成

ができる肯定的回答が SS で顕著に増加していることが

確認できた。一方,GS では変化を確認することができな

かった。プレ課題研究を通して確立した研究手法や実験

機器の活用の機会の充実を図る SS コースに対し，過年

度研究の継続指導等，確立した研究手法の活用が不十分

である GS コースでは，参考文献の活用の意義を実感す

ることができていないと考える。 

「自らの興味・関心を拡げるレポート作成」及び「感

覚・認識を変えるレポート作成」，「レポート内容・成果

から価値を見出す」の項目について，SSコースでは肯定

的回答が 2割程度増加したことに対し，GSコースでは顕

著な変化を確認することができなかったことから,探究

課題を深める過程で，生徒間だけでの議論の機会の確保

だけでなく，高校 2 年等異学年生徒との交流の機会，外

部機関との連携の機会，担当教員の専門性を活かした議

論の機会の設定等，探究を深める機会の設定が必要と考

える。今後は，限られた人的資源で効果的な議論の機会

設定の方法を研究開発する必要がある。 

【1年ロジックプログラムの有用感アンケートの結果】 

 

 
【1年ロジックプログラムを通した変容結果】 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目（必履修・ＳＳＨ主対象） 

ＳＳ（スーパーサイエンス）課題研究 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位     ２  

 

学校設定科目「ＳＳ課題研究」目標 

【総合的な探究の時間1単位・情報の科学1単位と代替】 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC を備え,グローバルに科

学技術をリードする人材を育成することを目標に,教科

との関わりを重視した探究活動を行うプログラムを実

践し,社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する資

質・能力を育てる。 

１．仮説 

(1)課題研究の指導体制を構築し,生徒の興味・関心にも

とづいて設定したテーマについて,発表機会を充実させ

ることによって,探究活動のサイクルを活性化させ,課題

研究の意欲及び質の向上につなげることができる。 

(2)生徒それぞれの興味・関心の高い事象を,科学的手法

を用いた研究を進めるうえで,ロジックルーブリック及

びロジックガイドブックで方向性を提示することによっ

て,探究のプロセスを重視した課題研究を充実させるこ

とができるようになる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

高校 2年 SSコース対象の必履修科目であり,高校 1年

学校設定科目「ロジックプログラム」で「ロジックリサ

ーチ(13)」と「プレ課題研究(15)」の 2回のテーマ設定及び

探究サイクルを経験した後,再度,テーマを設定し,探究

活動を展開する学校設定科目である。高校 2 年 SS 課題

研究で設定した研究テーマは,高校 3年 SS課題研究でも

継続して探究する。指導を担当する数学教員,理科教員は,

独自開発教材ロジックガイドブック(19)を活用して適宜,

探究に必要なコンテンツを提示するとともに,課題研究

担当者会議(37)で進捗状況や課題等について情報交換を

行う。構想発表会,中間発表会,KSH（熊本県スーパーハイ

スクール研究発表会）,校内発表会と発表の機会を通して

探究の過程を繰り返し,スパイラルアップするよう支援

する。また,学会やコンテスト等,専門家との学術的交流

の機会も充実させ,質の高い探究になるよう支援する。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第３章 実施報告書 テーマⅡ「研究開発の時間的経過」参照 

第４章 関係資料「５開発独自教材一覧」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診断的

評価 
形成的評価 

総括的 

評価 

内

容 

ルーブ 

リック 

パフォーマンス課題・チェックリ

スト・質問カード・ピアレビュー 

ルーブ 

リック 

外

部 

Ai GROW 

1回目 
 

Ai GROW 

2回目 

経済産業省 

未来の教室 

Ai GROW 

3回目 

ロジックルーブリック(2)に基づき,構想発表資料,中間

発表会ポスターセッション資料, KSH（熊本県スーパーハ

イスクール研究発表会）ポスターセッション動画,校内発

表会の SSH研究成果要旨(23)及びプレゼンテーション資料

をパフォーマンス課題に設定し,ロジックチェックリス

ト(3)や自由記述質問カードを用いて教員評価,自己評価,

生徒相互評価を行う。Ai GROW［IGS株式会社（Institution 

for a Global Society 株式会社）］を 360°コンピテン

シー評価として実施をし，個人の変容と集団の変容の双

方を把握する。今年度は，経済産業省「未来の教室」ビ

ジョン 2.0 の実現」に関するテーマ「探究のパフォーマ

ンス評価の方法」の実証協力校として，中間発表時の研

究内容をまとめたレポートを自己評価，教員評価，第三

者評価を行い，生徒へフィードバックする。 

 

 

❹内容・方法 

■テーマ一覧 

第４章関係資料「３教育課程上に位置付けた課題研究テーマ

(１)SSH主対象生徒2年SS課題研究」参照 

■テーマ設定方法・指導体制 

第４章関係資料「３テーマ設定の流れ」参照 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ 
 
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 a個人設定【原則】 bミニ課題研究 

 ⇩     

 プレ 

課題研究 
 a 個人研究 

b 研究室 

体験 

c グループ 

研究 

  ⇩     

2-3年課題研究  a 個人研究 b 継続研究 c 新規研究 

SS 課題研究のテーマ設定の際,生徒は「a 個人設定」,

「b継続研究」,「c新規研究」から選択し,指導は数学教

員,理科教員が担当し,「共同研究型」,「連携型」,「自

治型」と類型化した方法で行う。課題研究担当者会議(37)

で課題研究に関する情報共有を図る。 

テーマ設定  指導方法 
   
個 人 研 究  共 同 研 究 型 

   

継 続 研 究  連 携 型 

   

グ ル ー プ 研 究  自 治 型 

①テーマ設定方法 

a個人研究 プレ課題研究から継続して個人研究 

b継続研究 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究 

c新規研究 プレ課題研究テーマからグループ編制 

②指導の類型化 SS課題研究の指導方法 

共同研究型 専門機関が確立した手法を用い,共同研究 

連 携 型 適宜,専門機関から指導助言,施設機器を利用 

自 治 型 学校内施設機器利用で課題研究を展開 

■指導方法 

ガ イ ダ ン ス ・ 学 習 管 理 シ ス テ ム 活 用 

生徒対象に,ロジックガイドブック(19)にもとづき,研

究要旨の構成に沿って,一般論,先行研究の調査すること

の重要性,実験計画における相関関係,因果関係の違いを

整理するための独立変数,従属変数の違いの理解,定性的

研究と定量的研究の認識に留意して探究を展開すること

を重視するようガイダンスを実施する。先行研究調査を

行ううえで，著作権法の一部を紹介したうえで，研究倫

理の理解を深める。ロジックリサーチのレポートを資料

に，盗作，盗用，転載，引用の違いを理解する（図.1）。

特に，参考文献の記述要件を具体的に例示する。 

 
【図.1 研究倫理（引用・転載・盗用・盗作）】 
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課題研究に関する資料,案内,調査・アンケート,参加申

込,研究成果物等ポートフォリオ資料等,一元化するため

の学習管理システム(LMS：Learning Management System)

として,Google classroom（図.2）を開設する。学会やコ

ンテスト等，研究テーマごとに見通しをもった計画と準

備を行い，研究を進めることができるよう今年度の最新

情報を共有するシステム運用を図る。 

Googleドライブ（図.3）に研究テーマごとのフォルダ

を作成し,引用文献や資料等を保存,共有する。特に，参

考文献として記載する資料の保存・共有を図るようにす

る。ドキュメント及びスライドをアップロードすること

で,プレゼンテーション資料やポスターセッション資料,

研究要旨(23)等を遠隔での共有を可能にし,研究テーマご

とに指導,共同編集を行う。 

 
【図.2 Google classroom トップ画面】 

 
【図.3 Google 共有ドライブクラウドデータ】 

  
【図.4 テーマ設定ガイダンス，テーマ検討】 

 

構 想 発 表 会 

5 月課題研究テーマ設定後,7 月に構想発表会を実施す

る。各研究班で「目的」,「背景」,「手法」,「検証方法」

を構想発表としてまとめ,3分程度で発表する。コメント

入力用ファイルを共有ドライブにアップロードし,ドキ

ュメントファイル（文書作成ソフト）の提案モードでコ

メントを記載できるようにする（図.4）。 

構想発表に対して,課題研究担当教員や生徒が様々な

視点でアドバイス,コメントをする。構想発表後，リアル

タイムでコメント集約及び振り返りを行い，短時間で効

率的に多角的な研究の視点を集約する機会とする。1 つ

の研究につき，50コメント程度を集めることで，各研究

の展望や方向性を検討するうえでの材料として活用する。 

 
【図.4 構想発表・コメント入力シートの様子】 

中 間 発 表 会 

11 月中間発表会を,熊本大学「女子中高生の理系進路

選択支援プログラム・サテライトセミナー」と連携して,

実施する（図.5）。1m 間隔に適切な距離を確保するマー

カーの設置や手指消毒等,新型コロナウイルス感染拡大

防止対策を講じて課題研究の中間発表をポスターセッシ

ョン形式で実施する。16テーマの研究班を奇数グループ,

偶数グループの 2 つに分け,発表と質問役の双方を担当

する（図.6）。生徒間は，説明に一貫性があるか，説明に

論の飛躍がないかを意識をして，質問を行うことを意識

する。熊本大学職員や熊本大学に進学した本校卒業生か

らは，実験方法や研究手法の視野を拡げること，研究結

果の表示や分析方法の検討をすることを中心に，研究の

視点を拡げるためのアドバイスを受ける。 

卒業生によるパネルディスカッションを通して探究活

動の意義や大学での学びへのつながりを理解する。特に，

女子中高生の理系進路選択の意識を向上するために，男

子生徒，女子生徒問わず女子学生の理系キャリアの構築

に関する理解を深める話題やイメージやバイアスを是正

する実際の取組の紹介を扱う。 

   

  
【図.5 中間発表会の様子】 

 
【図.6 中間発表会リーフレットの一部】 
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KSH(熊本県スーパーハイスクール指定校研究発表会) 

12月 SSH管理機関である熊本県教育庁県立学校教育局

高校教育課主催 KSH（熊本県スーパーハイスクール指定

校研究発表会）に参加をする。26高校から 9分野 133テ

ーマの研究が一堂に会する研究発表会が 3 年ぶりに開催

され，ポスターセッション形式で他校の教員や高校生と

研究に関するディスカッションを行う（図.7）。 

  
【図.7 KSH研究発表会の様子】 

また，1 月には熊本県内 SSH 指定校 5 校をはじめ,SGH

指定経験校,SPH 指定校,「地域との協働による高等学校

教育改革推進事業」指定校,県事業 SGLH 指定校などが特

設ホームページ（図.8）にポスター資料及び発表動画

（図.9）をオンデマンド配信する。非同期型でコメント

を交換することで,他校生徒及び教員から研究の視点を

拡げるアドバイスを受けることができるシステムを構築

する。校内では,高校 1年,高校 2年の学習管理システム

Google classroom に掲載し,動画視聴及びコメント入力

をするよう案内する。集約したコメントは各研究班にフ

ィードバックする。 

 
【図.8 KSH特設ホームページ】 

 
【図.9 オンデマンド配信 Youtube限定公開動画】 

 

課 題 研 究 校 内 発 表 会 

3 月校内発表会として,プレゼンテーション資料,研究

要旨(23)を作成して課題研究の成果を発表する。Google共

有ドライブにアップロードしたスライド資料を活用し，

全テーマ 5分間で口頭発表する（図.10）。SSコースから

3 テーマを代表として選出するロジックスーパープレゼ

ンテーション予選会も兼ねる。発表に対する質問・疑問・

意見・助言等を質問カードに記入し,全員分をまとめ,発

表テーマごとに短冊にしてフィードバックする。 

  
【図.10 校内発表会の様子】 

 
課 題 研 究 ル ー ブ リ ッ ク 作 成 ワ ー ク シ ョ ッ プ 

3 月には課題研究の評価に関する生徒・教員の共通理

解を深めるために,ルーブリック作成ワークショップ

（表.1）を,生徒 8班＋教員班に編制して実施する。パフ

ォーマンス課題として,11 月中間発表会ポスター資料及

び 2 月 SSH 研究成果要旨(23)を用い,「良い点」「改善点」

を付箋に記入する。付箋紙をカテゴリー化した後,段階分

け,記述語にすることで課題研究ルーブリックを各班作

成する。特に,認知的能力と非認知的能力の違いに着目さ

せ,非認知的能力としてどの観点が挙げられるか,どのよ

うに段階化することができるかに留意させるファシリテ

ートを行う。ルーブリック作成後は，各班で掲示したう

えで観点と段階のプレゼンテーションを行う。 

【表.1 ルーブリック作成ワークショップ】 

10分 概要説明 

20分 (1)パフォーマンス課題について 

自分の研究「良い点(赤)」「改善点(青)」記入 

10分 (2)パフォーマンス課題について 

他班の研究「良い点(赤)」「改善点(青)」記入 

10分 (3)「観点」付箋紙を「カテゴリー」ごとに分類 

15分 (4)「段階」各観点にある付箋紙を段階に分類 

10分 (5)「記述語」各観点内にある各段階を言語化 

20分 (6)「ルーブリック」共有・各班 3分で発表 

5分 まとめ 
 

コ ン ピ テ ン シ ー 評 価 ・ 気 質 診 断 

IGS株式会社（Institution for a Global Society 株

式会社）開発 Ai GROWでは,IAT（潜在バイアス測定）技

術を活用した気質診断（図.11）と AI の補正を加えた

360°コンピテンシー評価で生徒の潜在的な性格とコン

ピテンシーを正確に定量化できる。年間 3 回実施をし, 

可視化・定量化できる IGS 株式会社設定コンピテンシー

項目と本校が生徒に身につけさせたい力 UTO-LOGIC(1)を

関連させる（表.2）。 

今年度は，SS 課題研究 6 月構想発表会前と 11 月中間

発表会後でコンピテンシーが課題研究の取組を通してど

のように変容しているかに着目をする（図.12）。360°評

価を行うグループ設定は，同じ研究班の生徒もしくは同

じ教室で研究に取り組む生徒で編制する。 

【表.3 UTO-LOGICとコンピテンシー評価項目の関連】 

UT O-LO GIC IGS株式会社設定コンピテンシー 

L：論 理 性 論理的思考・疑う力・決断力 

O：客 観 性 課題設定・誠実さ 

G:グローバル 外交性・表現力・組織への働きかけ・共感傾聴力・影響力の行使 

I:革 新 性 イノベーション・個人的実行力・自己効力・耐性 

C:創 造 性 創造性・柔軟性 

 
【図.11 気質診断（左 6月,右 9月）】 
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●肯定的な変容「疑う力・論理的思考・柔軟性・共感・傾聴力」 

 

 
●集団内でのバラツキが顕著「耐性・誠実さ」 

 
●否定的な変容「個人的実行力・影響力の行使」 

 
【図.12 コンピテンシー評価（左 6月,右 11月）】 

 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）に着目す

る。 

仮説(1)「指導体制の構築と発表機会の充実による課題

研究の意欲及び質の向上」について,課題研究を通した研

究基礎の定着，グループ研究の有用感，課題研究の意義

で 8割超の肯定的回答を示したことから，SS課題研究の

テーマ設定の際,生徒は「個人設定」,「継続研究」,「新

規研究」から選択し,指導は数学教員,理科教員が「共同

研究型」,「連携型」,「自治型」と類型化した方法で，

実際の探究課題に取り組む過程で，研究基礎の定着を図

る指導を行う指導体制が有効であると考える。 

KSH の発表会の有用感では 8 割超の肯定的回答を示し

たことからも,学校外での発表の機会において有用感を

実感しており，他校生徒への発表意欲や学会発表への意

欲の向上にも表れていると考えられる。一方,課題研究の

テーマ設定の有用感，構想発表会の有用感が 6 割程度の

肯定的回答であることから,5月研究班編制から 7月構想

発表までの期間で，研究課題に対して生徒間や指導教員

だけでなく，高校 3 年等の異学年生徒との情報交換の機

会や指導教員以外の教員の視点等，多角的に探究課題を

検討する機会や，実験機器・実験試薬の活用計画，学会

やコンテスト等の出展計画等，研究計画まで含めた研究

の見通しを立てる機会を充実させることで，一層，主体

性をもって課題研究のテーマ設定を行うことができると

考える。海外高校生への発表意欲や国際研究発表の意欲

が 4 割程度であるため，オンラインでの国際先端科学技

術学生会議での発表や台湾研修の様子等をロジックスー

パープレゼンテーションの機会で共有することによって，

3年 7月英語での研究発表の機会を設定することで,意欲

の向上につなげられると考えられる。 

仮説(2)「ロジックルーブリック(2)及びロジックガイド

ブック(19)による方向性提示で,探究のプロセスを重視し

た課題研究が充実」について,ロジックガイドブックの有

用感における肯定的回答が 7 割程度であった結果から, 

1人 1台端末を活用した探究の操作手順,要旨集や論文集

の作成要領,探究の「問い」の一覧（データベース）を第

二版改訂版に追加したこと,各研究テーマの進捗状況に

応じてモジュール学習でコンテンツを扱うようガイダン

スを充実したことが有効であったと考えられる。 

IGS株式会社開発 Ai GROW コンピテンシー項目から課

題研究によるコンピテンシーの変容・成長を確認した結

果,「疑う力」,「論理的思考力」，「柔軟性」,「共感・傾

聴力」で肯定的な変容が確認できた。IMRAD の定着や再

現性ある実験の意識，グループ内でのディスカッション

を通じた方向性や意思決定,中間発表によるピア・レビュ

ーが有効であったと考える。集団内でのバラツキが顕著

になった「耐性」，「誠実さ」，否定的な変容が確認できた

「個人的実行力」，「影響力の行使」について，グループ

研究を進めるなかで役割や影響に差が生じることで関わ

りにも差が生じていると考える。生徒個々がどのように

探究に関わったのか，どのように探究の方向性を考えて

いるのかをレポートにし，個々にフィードバックする評

価を丁寧に行うことで生徒自身が探究のプロセスを重視

した課題研究の充実を図ることができると考える。今後

は，研究内容に関する評価に加え，生徒個々への評価の

充実を図るための成果物の集約方法と評価体制の構築を

図ることによって，指導と評価を一体化させた課題研究

の実践を展開する必要がある。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目（必履修・ＳＳＨ主対象外） 

ＧＳ（グローバルサイエンス）課題研究・ロジック探究基礎 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位     ２ １ 

 

学校設定科目「ＧＳ課題研究」「ロジック探究基礎」目標 

【総合的な探究の時間1単位・情報と科学1単位と代替】 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC を備え,グローバルに科

学技術をリードする人材を育成することを目標に,教科

との関わりを重視した探究活動を行うプログラムを実

践し,社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する資

質・能力を育てる。 

１．仮説 

GS研究主任を中心に GS本を活用した GS課題研究の指

導体制を構築し,生徒の興味・関心または進路希望にもと

づく系統別テーマ設定を行うことで,探究活動の意欲及

び質の向上につなげることができる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

高校 2 年 GS コース(5)の生徒を対象に,高校 1 年学校設

定科目「ロジックプログラム」で「ロジックリサーチ(13)」

と「プレ課題研究(15)」の 2回のテーマ設定及び探究サイ

クルを経験した後,再度,テーマを設定し,探究を展開す

る学校設定科目である。独自開発教材 GS 本(20)を活用

し,GS 研究主任(34)を中心に 2 学年所属教員が指導を担当,

研究開発部(33)及び学年会で連絡調整,情報交換を行う。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第３章 実施報告書 テーマⅡ「研究開発の時間的経過」参照 

第４章 関係資料「５開発独自教材一覧」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評価 診断的 形成的 総括的 

内容 ルーブリック パフォーマンス課題・評価表 ルーブリック 

構想発表,ポスターセッション資料,研究要旨(23)及び

プレゼンテーション資料をパフォーマンス課題に設定し,

評価表を用いて教員評価,自己評価,生徒相互評価を行う。 

❹内容・方法 

■テーマ一覧 

第４章関係資料「３教育課程上に位置付けた課題研究テーマ

(２)SSH主対象以外生徒2年GS課題研究」参照 

■テーマ設定方法・指導体制 

第４章関係資料「３テーマ設定の流れ」参照 

系統「a～u」から選択した生徒間で研究テーマを設定。研究テ

ーマに応じて,GS研究主任を中心に 2学年所属教員に加え,地

歴公民科・理科・芸術科等,多くの教員が担当をする。 

a.文化 h.医療・衛生・福祉 o.情報 

b.人権 i.政治 p.ライフサイエンス 

c.貧困・食糧不足 j.農林水産業・食料 q.物質・材料・ナノテクノロジー 

d.環境・エネルギー k.人口 r.量子ビーム 

e.国際関係 l.労働環境 s.核融合原子力 

f.地域社会 m.経済・ビジネス t.宇宙関係 

g.教育 n.安全保障 u.安全・安心の科学技術 
 
ガイダンス・構想発表会・学習管理システム活用 

GS研究主任が OECD learning compassが示す方向性,

地域課題や地域資源に着目する重要性を説明し,GS 課題

研究に取り組む意義をガイダンスする。生徒は自身の進

路希望に応じた系統選択をし,表.1 に示す日程で探究活

動を展開する。構想発表会は，1.理由,2.対象,3.先行事

例,4.リサーチクエスション「問い」,5.仮説,6.仮説の根

拠,7.探究概要（手法）8.学術・社会への貢献の視点で構

想発表シートにまとめ,発表することで，探究活動の方向

性を定める（図.1）。学習管理システムとして,Google 

classroom, Googleドライブ（図.2）を開設し,連絡事項,

各研究資料,本校過去の研究資料等を共有する。ドキュメ

ント及びスライドをアップロードし,プレゼンテーショ

ン資料やポスターセッション資料,研究要旨(23)等を遠隔

でも共同編集ができるようにする。 

 
【図.1 構想発表シート】 

【表.1 GS課題研究年間指導】 

回 月日 内容 
1 4月 15日 GS課題研究テーマ設定ガイダンス 
2 4月 22日 GS課題研究ガイダンス，班編制 
3 5月 6日 研究テーマ担当者決定・アンケート 
4 6月 10日 キーワード抽出，ブレインストーミング 
5 6月 17日 研究テーマ検討 

（テーマ決定・研究計画書作成） 6 7月 1日 
7 7月 8日 GS課題研究テーマ（構想）発表会 
8 7月 15日 SSH課題研究成果発表会 
＊ 夏季休業 設定した研究テーマによる探究活動 
9 9月 2日 テーマ（構想）発表会総括・反省 
10 9月 9日 テーマ再検討，研究手法検討 
11 9月 16日 取組・収集資料等総括テーマ最終決定 
12 9月 30日 設定した研究テーマによる探究活動 
13 10月 7日 設定した研究テーマによる探究活動 
14 10月 11日 ロジックプログラムⅡ（出前講義） 
15 10月 14日 ポスター作成 
16 10月 21日 ポスター作成 
17 10月 28日 中間発表会リハーサル 
18 11月 4日 中間発表会（ポスターセッション） 
19 11月 11日 中間発表会振り返りワークショップ 
20 11月 18日 設定した研究テーマによる探究活動 
21 12月 2日 設定した研究テーマによる探究活動 
＊ 12月 3日 KSH生徒研究発表会 
22 12月 16日 設定した研究テーマによる探究活動 
23 1月 13日 スライド作成・研究要旨作成 
24 1月 20日 スライド作成・研究要旨作成 
25 1月 27日 スライド作成・研究要旨（提出） 
26 2月 10日 プレゼンテーションリハーサル 
27 2月 17日 最終発表会（プレゼンテーション） 
＊ 2月 18日 熊本県高等学校生徒地歴･公民科研究発表大会  
28 3月 3日 最終発表会決勝・成果発表会代表班選出 
＊ 3月 4日 KSH全体発表会・県立高校学びの祭典 
29 3月 9日 SSH研究成果発表会 
30 3月 10日 最終発表会振り返り・アンケート 
31 3月 17日 3年 GS課題研究オリエンテーション 
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【図.2 Google共有ドライブ】 

 
中 間 発 表 会 

7 月構想発表後,定めた方向性で探究を展開した内容

を 11月ポスターセッション形式で中間発表する（図.2）。

4 分程度で研究概要を説明した後，質疑応答の時間を確

保する。多くの気付きやアドバイスを共有することがで

きるよう各研究に対して各自がコメントシートに記入し，

回収後，短冊状にして各研究班にフィードバックするこ

とによって，振り返りをする機会を充実させる（図.4）。 

  
【図.3 中間発表会ポスターセッションの様子】 

 
【図.4 中間発表会後，振り返りシート】 

 
校 内 発 表 会 ・ 代 表 発 表 会 

2 月校内発表会として,プレゼンテーション資料,研究

要旨(23)を作成して課題研究の成果を発表する機会を設

定する。Google共有ドライブにアップロードしたスライ

ド資料を活用し，全テーマ 5分間で口頭発表する（図.5）。

3月には，生徒相互評価によって選出された 12テーマに

よる代表発表会を行う。GSコースから 2テーマを代表と

して選出するロジックスーパープレゼンテーション予選

会も兼ねる。発表に対する質問・疑問・意見・助言等を

質問カードに記入し,全員分をまとめ,発表テーマごとに

短冊にしてフィードバックする。 

  
【図.5 校内発表会の様子】 

宇 土 市 連 携 ・ 宇 土 市 研 究 発 表 会 

宇土市に関連した研究を行った研究テーマを宇土市企

画課に提出し,宇土市長賞と宇土市特別賞の 2 本を選出

していただく。宇土市長賞を受賞した研究はロジックス

ーパープレゼンテーションで代表発表を行う。宇土市特

別賞を受賞した研究は宇土市役所にポスターを掲載し,

地域住民に向けた発信をする機会を設定する。宇土市役

所ホームページに研究発表の様子を YouTube オンデマン

ド配信する機会も設定いただく（図.6）。 

 
【図.6 宇土市役所 HP掲載・宇土市研究発表会】 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た（詳細は❹関係資料）。 

GS 課題研究(17)意義やグループ研究の有用感で 8 割程

度の肯定的回答が確認でき，第二期 5 年間のなかでは最

も高い割合の結果を得ることができた。Google共有ドラ

イブを活用したデータ共有や担当教員による指導体制が

構築できたこと，構想発表会や中間発表会後の相互評価

と振り返りシートによる探究の方向性を定めることがで

きたことが有効であったと考える。また，課題研究を通

した研究基礎の定着では，独自開発教材 GS 本(20)の活用

や過去の研究資料の共有も有効であったと考える。 

一方で，中間発表や成果発表,KSH（熊本県スーパーハ

イスクール研究発表会）の有用感が 5 割程度と二極化が

確認できた。実際に，GS 課題研究 46 テーマのうち，12

月 KSH へ出展した研究は 17 テーマと全体 4 割程度,3 月

KSH学びの祭典へ出展した研究は 22テーマと全体 5割で

あり，学校内での発表と学校外での研究発表の有用感に

は正の相関があると考える。宇土市連携・研究発表会を

はじめ GS 課題研究の発表機会や地域や行政等との連携

機会など外部と関わる機会の充実を図る必要があると考

えられる。また，要旨や論文の作成意欲が 1 割程度と極

めて低評価であることから，探究活動の取組を自分事に

するためにグループでの成果物を作成するだけでなく，

研究に対して自身がどう取り組み，どう展開するかを記

載する個人レポートの作成と教員による評価とフィード

バックの体制を構築する必要があると考える。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

独自開発教材ロジックガイドブック 

（ＳＳＨ主対象）・ＧＳ本（ＳＳＨ主対象外） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位    １ ２ １ 

 

１．仮説 

独自開発教材ロジックガイドブック第二版及び GS 本

令和 4年度(2022年)版を教材（手引き）として活用する

ことによって,探究活動の有用感の高揚や研究の基礎の

定着を図ることができる。 

２．研究開発内容・方法 

独 自 開 発 教 材 ロ ジ ッ ク ガ イ ド ブ ッ ク ( 1 9 ) 

■教材使用学年及び科目 

高校 1年学校設定科目「ロジックプログラム」 

高校 2年・3年学校設定科目「SS課題研究」 

■概要 

ロジックガイドブックはロジックルーブリック(2)に

もとづき,探究活動の各過程に応じて必要な資質や能力

を 25 個の構成要素(モジュール)にしたコンテンツを中

心に 70 ページ程度で製本する（図.1）。

第二版では,25 構成要素の改訂に加え,要

旨・論文(23)の作成要領,１人１台端末を活

用した探究活動のガイダンス,探究の「問

い」の一覧を掲載する（図.2）。生徒が自

身の探究活動の成果(随時作成する研究

要旨,ポスターセッション資料,論文等)

を紙媒体でポートフォリオ機能も含む。  【図.1表紙】 

 
【図.2ロジックガイドブック(19)コンテンツ】 

 
【図.3ロジックガイドブック活用方法】 

独 自 開 発 教 材 独 自 開 発 教 材 G S 本 ( 2 0 ) 

■教材使用学年及び科目 

高校 2年学校設定科目「GS 課題研究」・「ロジック探究基礎」 

高校 3年学校設定科目「GS課題研究」 

■概要 

GS 本令和 4 年度(2022 年)版（図.4）

は GS 研究主任(34)が開発した教材であ

り,GS 課題研究を展開するにあたって,

指導教員及び生徒が見通しをもてるよ

うに開発した教材である。研究テーマご

とに必要となるコンテンツや進捗状況

が異なる SS 課題研究と違い,学年所属教員が学年会で進

捗状況や目線合わせをする GS 課題研究で活用できるよ

う探究の過程に沿ったコンテンツの配列にする。GS研究

主任と 2 学年主任が連携を図り,教員及び生徒が該当頁

を参照して,各テーマが展開できるようにする。 

 
【図.4 GS本(表紙・目次)】 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,独自開発

教材ロジックガイドブック(19)・GS 本(20)の有用感につい

て,いずれも 6割超の肯定的回答を得ることができた。 

SSH 中間評価でロジックガイドブックの有用性につい

て GSコースの低評価の原因に関する指摘を受け,SS課題

研究ではロジックガイドブック第二版,GS 課題研究では

GS 本 2022 年度版と活用対象を分けた運用をした。ロジ

ックガイドブックでは,1人 1台端末を活用した探究の操

作手順,要旨集や論文集の作成要領,探究の「問い」の一

覧,各研究テーマの進捗状況に応じてモジュール学習で

コンテンツを扱うようガイダンスを充実した編成とした。

GS 本(20)では,GS 研究主任(34)を中心に教員,生徒ともに探

究のプロセスを理解し,見通しをもった展開を図ること

ができたこと,SDGｓに関するガイダンス資料や先輩の研

究紹介，宇土市まちづくりに関する内容を充実させたこ

とが有効であったと考える。 

今後は,探究を進めるうえで SS課題研究，GS課題研究，

学問・分野を問わない,汎用性の高いコンテンツの抽出を

図る必要がある。理数探究・理数探究基礎と総合的な探

究の時間の目標，内容を兼ねた独自開発教材として,テキ

スト及び動画教材やポートフォリオ機能，モジュール学

習の充実を図るコンテンツの開発が必要と考える。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目（必履修・ＳＳＨ主対象） 

ＳＳ（スーパーサイエンス）課題研究 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位      １ 

 

学校設定科目「ＳＳ課題研究」2年 SS課題研究継続履修 

【総合的な探究の時間 1単位と代替】 

１．仮説 

生徒の興味・関心にもとづいて設定したテーマの探究

について,その成果を論文にまとめ,探究活動を総括する

ことによって,ロジックルーブリックで設定した達成度

を実感し,探究の有用感や意義を高めることができる。 

２．研究開発内容・方法 

2 年 SS 課題研究から継続履修であるため,目標,❶概

要,❷年間指導計画・開発教材,❸評価方法❹内容・方法「テ

ーマ一覧」「指導方法」は 2年 SS課題研究の記載を参照。 

発表機会や学会・コンテスト等,専門家との学術的交流 

校内発表や代表発表するロジックスーパープレゼンテ

ーションの機会のみでなく,学会やコンテスト,国際研究

発表等の機会（表.1）を高校 2年 SS課題研究から設定す

ることによって,学術的な視点を取り入れ探究を深める

意識の高揚を図る（図.1）。各研究テーマで目標とする学

会，コンテスト，国際研究発表等への参加を通じて得た

経験やアドバイスを生徒間で共有する機会の充実を図る。 

【表.1 課題研究の発表機会(2年次～3年次)】 

日時 内容 対象 

5月下旬 日本気象学会ジュニアセッション 2021 4人 

7月中旬 構想発表会 全員 

9月中旬 日本地質学会ジュニアセッション 6人 

11月上旬 課題研究中間発表会（熊本大学連携） 全員 

11月中旬 第 6回水の国高校生フォーラム 6人 

12月上旬 ICAST 第 16 回先端科学技術分野学生国際会議 11人 

12月上旬 KSH(熊本県スーパーハイスクール研究発表会) 全員 

12月中旬 台湾・國立中科實驗高級中學 中止 

2月下旬 SSH研究成果要旨(23)提出 全員 

3月上旬 課題研究校内発表会 全員 

3月上旬 情報処理学会中高生情報学研究コンテスト 5人 

3月上旬 ロジックスーパープレゼンテーション(24) 全員 

3月上旬 自然・健康・文化・サイエンス構想発表会 5人 

5月下旬 日本気象学会ジュニアセッション 2022 4人 

6月中旬 課題研究論文(23)提出 全員 

7月中旬 英語校内発表会 全員 

7月下旬 ロジックスーパープレゼンテーション(24) 全員 
 

   

  
【図.1 オンライン学会発表・学会等発表の様子】 

 

コ ロ ナ 禍 に お け る 大 学 等 と の 連 携 

SS課題研究における指導方法「共同研究型」や「連携

型」を展開するために，新型コロナウイルス感染拡大防

止対策を講じながら，現地訪問とオンライン相談の双方

で課題研究の指導・助言を受ける機会を確保する（図.2）。 

崇城大学松下琢教授からは，現地研究室でニワトリ初

期胚から細胞を単離,培養,組織を形成する研究概要,実

験方法に関する技術指導を受け，身近な生物から細胞を

立体的に培養し培養肉をつくる研究をした。 

横浜市立大学塩田肇准教授から，オンラインでアクア

ポリン遺伝子に関する研究概要説明,アクアポリン遺伝

子関連プライマー提供を受け,熊本県産塩トマト水分量

における細胞膜に存在するアクアポリン遺伝子発現量と

糖度の関係を研究した。 

宇土市にある三菱ケミカル株式会社から，水溶性フィ

ルムに関する研究概要,技術・実験指導を受け,身近な製

品から水溶性フィルムを合成する研究をした。 

熊本県産業技術センターでは，日本最古の上水道とし

て江戸時代に轟泉水道から宇土の城下町までつながれた

石管の修繕に用いられる伝統的修復材ガンゼキの物理的

化学的性質の専門的分析の協力を依頼した。  

株式会社センケン岩木博久代表取締役からは，午睡に

よるストレス軽減を測定するために自律神経測定器

condiView の操作方法や測定原理，計測の手順等に関す

るアドバイスを受けた。 

大分大学医学部奥山みなみ助教からは，本校生物室に

て特定外来生物アライグマの生息域や侵入経路を mt-

DNA解析で明らかにする研究の実験指導を受けた。 

熊本大学大学院生命科学研究部杉本幸彦教授，稲住知

明助教からは，熊本大学薬学部でストレス減少とプラセ

ボ効果に関する統計処理に関する助言を受けた。 

     

    

   

  
【図.2 オンライン実験指導・研究相談の様子】 

課 題 研 究 論 文 集 作 成 

課題研究論文集(23)作成ガイダンスを実施し,研究が再

現できるように記述すること,アカデミックライティン

グの手法を意識すること等,ロジックガイドブック(19)記

載内容に留意し,統一様式で論文を作成する（図.3）。 

Google ドライブに論文作成フォルダを作成し,統一様

式のドキュメントファイルをアップロードすることで,

研究テーマごとに指導,共同編集を行う。 
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タイトルを日本語及び英語で記載後，Abstract を 200

～300Words になるよう英語で最も重要な内容を書く

（図.4）。以降はセクション区切りをし，2段組で本文を

記載する。「１．はじめに，２．方法，３．結果，４．考

察，５．結論，６．参考文献，７．謝辞」で構成し，8頁

程度で各研究をまとめる。課題研究論文集は，高校 1年，

2 年全生徒が共有できるように，冊子製本，Google 共有

ドライブアップロードを行う。 

 

 
【図.3 ロジックガイドブック第二版・作成要領】 

 
【図.4 アカデミックライティング（ロジックガイドブック第二版 P29）】 

 

校 内 発 表 会 （ 英 語 ）・ オ ン デ マ ン ド 配 信 

7 月校内発表会として,プレゼンテーション資料を作

成して課題研究の成果を発表する（図.6）。全テーマ 5分

英語で口頭発表する機会とし,SS コースから 5 テーマを

代表として選出するロジックスーパープレゼンテーショ

ンの予選会も兼ねる。発表に対する質問・疑問・意見・

助言等を質問カードに記入し,全員分をまとめ,発表テー

マごとに短冊にしてフィードバックする。校内発表会の

様子を撮影して作成した動画を,宇土中・高公式アカウン

トにて Youtube 限定公開（図.5）で再生リストとしてア

ップロードし,オンデマンド配信する。 

 
【図.5 英語口頭発表オンデマンド配信（限定公開）】 

  
【図.6 英語での校内発表会の様子】 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,課題研究

の意義について,8 割超の肯定的回答を得ることができ

た。学会・コンテストへの研究発表への意欲や同世代へ

の発表意欲も 7 割程度の肯定的回答であったことに加え,

英語での課題研究校内発表会の実施により,英語での研

究発表の意欲や海外での研究発表の意欲で肯定的回答が

顕著に増加したことが確認できた。 

SS 課題研究が科学技術・数学。・理科の取組への参加

意欲への期待感，能力向上への有用感，興味・関心・意

欲の向上に寄与すると 8 割超の肯定的回答が得らえたこ

とからも，学会，コンテスト等発表機会を通した専門家

との交流や大学等専門機関との連携が有効であったと考

える。一方，国際活動・英語に関しては，意欲の向上に

7 割程度の肯定的回答が得られたものの，国際活動・英

語の取組への参加意欲が 5 割程度の肯定的回答から，高

校 3 年次までに国際研究発表を経験していない生徒も課

題研究を通して英語を活用する機会の設定を図る必要が

あると考える， 

進路選択における進学や就職への有用感や志望分野・

職業分野探しでも課題研究の有用感は 8 割超の肯定的回

答を得られたことからも，課題研究を通して生徒が設定

したテーマから先行研究調査や文献調査，専門機関との

連携，学会等発表の機会を通して，学問のつながりに触

れることでキャリアイメージの構築を促すことができて

いると考える。 
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内容 

ロジックスーパープレゼンテーション 

（課題研究成果発表会・研究成果発表会） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位 全生徒 

 

１．仮説 

ロジックスーパープレゼンテーション(24)を通して,育

てたい生徒像「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)を備え,

グローバルに科学技術をリードする人材」を生徒・職員

ともに意識し,探究活動の意義と成果を実感できる。 

２．研究開発内容・方法 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)として ,L(論理

性）,O(客観性）,G(グローバル）,I(革新性）,C(創造性）

いずれかの観点を強調する探究活動の成果発表の機会と

してロジックスーパープレゼンテーションを実施する

（図.1）。SSコース 3年 16テーマ,2年 16テーマ,1年 19

テーマ,GS コース 2 年 46 テーマ,1 年 50 テーマ,中学 3

年 80テーマ,科学部の代表がステージで研究発表する。 

7 月（表.1）は高校 3年課題研究の成果,3月（表.3）

は高校 2年課題研究,高校 1年プレ課題研究,中学 3年研

究論文（卒業研究）の成果を共有,発信するため,新型コ

ロナウイルス感染拡大防止対策を講じ,宇土市民会館と

教室を接続したハイブリッド型開催を実施し,対面の臨

場感,オンラインの拡がりの双方の強みを活かした発表

会の在り方を模索する（図.2）。 

本校が育てたい資質・能力に掲げている UTO-LOGIC の

5つの観点（論理性：Logicality，客観性：Objectivity，

グローバル：Global，革新性：Innovativeness，創造性：

Creative）を強調した研究発表を行う機会とする。教室

からリモートで参加する生徒も 5 つの観点のいずれが強

調されていたと印象をもったか Googleフォームで質問・

感想とともに入力する機会を設定し，リアルタイムで共

有する（図.3）外部参会者とは Zoomミーティングを活用

し,質問カードやチャット機能を用いて質疑応答する。 

すべての探究活動の内容を研究成果要旨集または課題

研究論文集(23)にまとめ，製本し生徒，職員で共有する。 

【表.1 7月ロジックスーパープレゼンテーション】 

12：50 開会行事・来賓紹介 

校長挨拶  「横川修 校長」 

13：05 研究概要報告「後藤裕市 研究開発部長」 

13：15 

 

 

 

 

 

 

 

3年課題研究成果発表 

□Logically:論理性 

ストレス刺激の観点から見たプラセボ効果の証明と応用 

□Objectively：客観性 

えっ，島が浮いている！？浮島現象を科学するⅢ 

□Globally：グローバル（英語口頭発表） 

Google Apps Script 及び Unity を用いて 

ルービックキューブの本質を探る 

14:15 □GS（グローバルサイエンス）課題研究  

ライトニングトーク 

桶狭間の戦いについて 

溜め池のヘドロによる発電の研究 

ロシアのウクライナ侵攻 

教育のための AR 技術を創造する 

□GS課題研究 プロジェクト 

椅子・ベンチ制作をとおしての，地域貢献についての考察 

□Innovative：革新性 

家庭で手軽に培養肉を作るには Ⅱ 

□Creative：創造性（英語口頭発表） 

御輿来（おこしき）はよか景色 

〜潮汐を考慮し御輿来の絶景を撮る〜 

15：15 トークライブ 

□「閉塞感あるコロナ禍でも絶やさなかった探究

心そしてグローバルの芽」 

 本校卒業生を囲んで 

16：05 閉会行事 

   

  
【図.1ロジックスーパープレゼンテーションの様子】 

 
【図.2 ロジックスーパープレゼンテーションの案内】  

 
【図.3 UTO-LOGIC の共有，質問・感想の共有】 

卒 業 生 ト ー ク ラ イ ブ 

7月ロジックスーパープレゼンテーションでは，「閉塞

感あるコロナ禍でも絶やさなかった探究心そしてグロー

バルの芽」の演題で本校卒業生をゲストに登壇，支援い

ただいた関係者をオンライン登壇してもらい，高校 3 年

SS コースの生徒をファシリテーターにトークライブを

進める。始めに，卒業生から高校在学中の課題研究や海

外研修等の取組と学生生活等の近況について 5 分程度で

自己紹介する時間を設定する。 
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続いて，台湾靜宜大學と本校で結んだ学学連携協定の

紹介と入学希望者へ実施している国際間高大連携学術文

化交流プログラムの紹介を行い，本校卒業生が進学した

経緯や支援体制について紹介する。公益財団法人柳井正

財団からは，有望な人材が経済事情等に関わらず世界ト

ップレベルの教育機会を得られるよう支援するために米

国と英国の大学に進学する学生に返済不要で支給する給

付型奨学金制度と本校卒業生との関係の経緯を紹介する。 

その後，高校 3 年 SS コース生徒 3 人がファシリテー

ターとして，本校卒業生及び関係者に対して高校生目線

で抱いた興味・関心・疑問等を投げかけ，応答するスタ

イルでトークライブを進める。 

   

  
【図.4 トークライブの様子】 

【表.2 トークライブ関係者】 

関係者 

公益財団法人柳井正財団副事務局長 上田 正巳 様 

靜宜大學國際長       Philip（林沛澧）様 

靜宜大學國際長境外学生顧問教師 Ida（桂田愛）様 

靜宜大學國際学生組組長     June（楊雯婷）様 

本校卒業生 

University of California, San Diego 吉野泰生さん 

台湾靜宜大學            東耕太郎さん 

【表.3  3月ロジックスーパープレゼンテーション】 

9：20 開会行事・来賓紹介 

学校長挨拶 「横川 修 校長」 

9：35 研究概要報告「水口 雅人 SSH研究主任」 

9：45 2年課題研究成果発表 

SS 気柱共鳴点における減音現象について 

GS 中国脅威論と日本の安全保障 

～国民の国防意識と日本が取るべき行動とは～ 

10：10 中学 3年研究論文発表 

□ 落書きの意義〜その『犯罪』はなんのために？ 

□ 甘酒の研究〜美味しい甘酒を作るには〜 

10：25 宇土市連携・研究発表会表彰式 

10：40 宇土市研究発表会 

GS 泥がドロン 

10：50 台湾オンライン研修報告 

國立中科實驗高級中學 

国際先端科学技術学生会議報告 

11：50 SS オンデマンド配信・ポスターセッション 

URL：https://onl.bz/5bsajiZ 

 GS 校内分野別口頭発表会 

13：35 研究概要報告「永吉与志一 GS研究主任」 

13：50 2年課題研究成果発表 

GS スマホ脳が教育に与える影響 

GS 高校生から宇土市への提案 

 ～ＳＮＳを活用した魅力化発信～ 

14：10 1年プレ課題研究成果発表 

SS 浮島現象を科学するⅣ～浮島の再現に挑戦～ 

GS 城山公園を活用した宇土市活性化大計画！ 

GS 人工知能による声の抑揚の研究 

SS 不知火海の海陸風 

14：50 2年課題研究成果発表 

SS ロアッソ熊本躍進の秘訣 

～データ分析を用いて強さの秘訣に迫る～ 

SS 定常波における水の重さの不思議 

15：15 科学部研究成果発表 

□三平方の定理を用いたニュートンリング解析 

～新たな解析法の開発～ 

15：30 パネルディスカッション 

「これからの探究活動の世界を創る」 

 
【図.5 オンデマンド配信 SS課題研究】 

 
【図.6 宇土市研究発表・宇土市長賞の通知】 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取組

による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選択

尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,事

前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,ロジックス

ーパープレゼンテーション(24)の有用感について,SS コー

スで 7割超,GSコース(5)で 5割程度の肯定的回答を得た。

今年度も,新型コロナウイルス感染拡大に伴い,ポスター

セッションでなく,分科会方式で全員が発表を実施した

ことで,多くの質疑応答ができ,多くの感想,コメントを

交わすことができたことが有効であったと考える。研究

要旨や研究論文を作成する有用感は全体的に肯定的回答

が低いことから，製本に向けた添削指導のみでなく，要

旨や論文の学術的指導の充実を図る必要があると考える。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

ロジックアセスメント 

（ＳＳＨ主対象） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位 ＳＳＨ主対象生徒対象 

 

１．仮説 

探究活動の目標達成度を測るロジックルーブリック(2)

及び総合問題ロジックアセスメント(4)のコンテンツを検

討することによって,生徒に身につけさせたい力「未知な

るものに挑む UTO-LOGIC(1)」の評価を開発することがで

きる。 

２．研究開発内容・方法 

第 1 年次は,各教科の課題考査で探究型問題を作成し,

教科の視点で UTO-LOGIC(1)を測る問題を作成し,第 2年次

は,ロジックルーブリック(2)の観点で UTO-LOGIC を測る

問題を作成,CBT形式の試行テストをした。ロジックルー

ブリックとロジックアセスメントから,生徒に身につけ

させたい力「未知なるものに挑む UTO-LOGIC」の評価を

実施する。身につけさせたい力UTO-LOGICの5観点(表.1)

について,5 観点 5 段階で扱う内容（表.2）を各観点 20

点,計 100 点満点で量的評価を行うために,Google Form

を使用してフォームを作成し ,CBT(Computer Based 

Testing)形式で,1人 1台端末を使用して解答する。 

3年 SSコース 59人,2年 SSコース 47人, 1年 SSコー

ス 55 人を対象に LOGIC の 5 観点を各観点 20 点,計 100

点満点で量的評価を行う。1 年ロジックプログラム,2 年

SS 課題研究,3 年 SS 課題研究,それぞれの実施前後での

LOGICの変容について,対応のある 2つのデータを順位化

して統計的推定を行うノンパラメトリック検定であるウ

ィルコクソンの符号付順位検定(Wilcoxon signed rank 

test)を行う。 

【表.1身につけさせたい力 UTO-LOGIC】 

観点 身につけさせたい力 

Logicality 

(論理性) 

◆アカデミックライティング 

◆要約力 

Objectivity 

(客観性) 

◆データサイエンス 

◆統計学 

Global 

(グローバル) 

◆グローバル(英語活用) 

◆ローカル(地域資源・課題発見) 

Innovativeness 

(革新性) 

◆サイエンスマインド 

◆リテラシー 

Creative 

(創造性) 

◆エンジニアリング 

◆アート(サイエンスビジュアリゼーション) 

【表.2ロジックアセスメントコンテンツ】 

観点 コンテンツ 

Logicality 

(論理性) 

5 アカデミックライティングの手法 

4 コントロールの設定 

3 仮説・目的と手法,結果,考察の一貫性 

2 説明の根拠となるデータを示す 

1 科学的論文形式 IMRADレポート作成 

Objectivity 

(客観性) 

5 客観的な研究の再現 

4 実験群と統制群の違いを統計的に示す 

3 実験手法から再現性の高い結果を示す 

2 確立した科学的手法を用いた実験・研究 

1 参考文献の出典を明らかにする 

Global 

(グローバル) 

5 英語で課題研究の成果を発表 

4 研究の成果を学術的に発表 

3 研究の成果を同年代に発表 

2 研究の概要 Abstract を英語で説明 

1 興味関心を未知領域で展開する 

Innovativeness 

(革新性) 

5 研究結果から従来の枠組・構造を変える 

4 結果・考察から手法や条件の再設定する 

3 結果・考察から研究の仮説を再設定する 

2 研究と教科書等学習内容を関連づける 

1 自分の認識・感覚を変えるレポート作成 

Creative 

(創造性) 

5 研究結果から新しい概念を見出す 

4 研究内容及び研究結果に価値を見出す 

3 結果の考察から新たな研究を見出す 

2 研究から教科書に関連した知識を得る 

1 自分の既知と未知の区別をする 

３．検証 

LOGICの 5観点(L,O,G,I,C)を各観点 20点,計 100点の

変容についてウィルコクソン符号付順位検定で分析した。 

3年 SSコース 58人 SS課題研究の前後で，検定統計量

z＝-0.301,漸次有意確率 p=0.00763で有意であった。 

2年 SSコース 47人 SS課題研究の前後で，検定統計量

z＝-0.295,漸次有意確率 p=0.00768で有意であった。 

1 年 SS コース 50 人ロジックプログラムの前後で，検

定統計量 z＝-0.432,漸次有意確率 p=0.00666で有意であ

った。 

高校 3年,高校 2年，高校 1年 SSコースすべての学年

において，探究活動や各プログラムの展開によって UTO-

LOGIC の変容を確認することができた。探究活動や様々

な体験活動，外部との連携，各種発表会等，学校設定教

科「ロジック」での取組が有効であることが示された。 

今後は，ロジックアセスメントの運用として，学習内

容（コンテンツ）ベースでアセスメントする総合問題を

計 100 点満点で量的評価を行い,資質・能力（≓コンピテ

ンシー）ベースでアセスメントする 360°コンピテンシ

ー評価（IGS株式会社 Ai GROW）で得たコンピテンシース

コアを得る量的評価を行ったうえで,コンテンツベース

の量的評価とコンピテンシーベースの量的評価の双方を

組み合わせた評価提示の在り方を検討している。学校設

定教科「ロジック」における観点別評価,評定（評点）と

の関係性も含め,どのように「ロジック」を通して変容・

成長をしたのかを提示するロジックアセスメントの運用

について，教員・生徒ともに評価の見方・捉え方の理解

と共有を深める機会を充実させる必要があると考える。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 
科学部活動の活性化 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅱ探究活動 単位 教育課程外（希望者） 

 

１．仮説 

(1)中高一貫教育校の特色を生かし,自然科学の身近な疑

問に自ら深く取り組む体験・活動を継続的に行うことに

より,問題発見力や課題解決力を高め,地域課題を理解す

るために積極的に地域の活動にも参加し,科学技術を地

域や国の発展そして世界・人類の発展への貢献の基盤に

据えていこうとする姿勢を高めることができる。 

(2)物理・化学・生物・地学・情報からなる「科学部」の

編制によって,コンテスト,学会に積極的に参加する意識

を向上させることができる。 

２．研究開発内容・方法 

ニ ュ ー ト ン リ ン グ の 新 た な 解 析 法 の 開 発 

～ １ 次 の 明 環 ・ 暗 環 は 消 失 し て い た ！ ～ 

ニュートンリング装置のねじを締めながらニュートン

館を観察するとリングが中心から湧き出るように見える

ニュートンリングに興味を持った。m＝１次付近に暗環が

出現しないことがわかってきた。装置を新調して測定し

た結果，測定データは精度が比較的高いが，ねじの圧力

の歪みでレンズの曲率半径の値にばらつきが生じ，何番

目の暗線かが特定できないことがわかった。そこで，任

意の暗環と暗環の本数に着目することで三平方の定理を

利用した定数 Cが求まることを発見し，「環間隔定数」と

名付けた。この C 値を求めることで，レンズが歪んだま

までも曲率半径を導出できるようになった。さらに，暗

環半径の任意の２点以上あれば曲率半径を導出でき，こ

の C 値の比較は曲率半径の精度指標になることもわかっ

た。この装置はピクセル値計測によって曲率半径の精度

向上ができ，安価で精度高い波長測定装置にもなると考

えている。 

【主な活動歴及び表彰】 

第 73回 熊本県高等学校生徒理科研究発表会物理部門  

部会長賞 

第 82回熊本県科学研究物展示会（科学展） 

熊本博物館賞 

第 66回日本学生科学賞熊本県審査 

審査員特別賞 

令和 4 年度九州高等学校生徒理科研究発表大会鹿児島大会 

ポスター発表部門優良賞 

情報処理学会第 5回中高生情報学研究コンテスト入選 

第 19回日本物理学会 Jrセッション発表 

   

   
U n i t y を 用 い た 力 学 実 験 の 3 D エ ン ジ ン 化 

学校で行う探究活動のなかで力学分野の研究をしてい

る。研究を進める中で，物理の公式を用いても解を求め

ることができず，校内にある測定機器ではデータの取得

が困難な事が多い。そこで，シミュレーションを用いて

物理現象を再現し，データを取得できないかと考えた。

近年，高校生の研究のなかでは Unity というシミュレー

ションソフトが多く用いられているが，Unity がどこま

で正確に物理現象を再現できるのか分かっていない。 

そこで，本研究では，主に学校等で行う物理の力学の実

験を Unity 上で実行し，グラフ上に表すという処理を作

成することで，Unity を物理シミュレーションとして使

うことができるのか調べることにした。まず，自由落下

する物体の高さをグラフに表すことから始め，２物体の

衝突などの再現を行った。研究を行う上で，物理の公式

によって得られる値と異なるデータが得られたが，その

点についても考察を行った。 

【主な活動歴及び表彰】 

第 73 回熊本県高等学校生徒理科研究発表会物理部門 優秀賞  

第 82回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞 

情報処理学会第５回中高生情報学研究コンテスト入選 
 
自 然 界 の ネ イ ピ ア 数 を G e o G e b r a で 暴 く 

熱いコーヒーやお風呂の温度が冷めるときの温度の変

化や，はやぶさが獲物に近づくときは対数螺旋を描いて

飛ぶなど，自然界には指数関数が隠れていることを知り，

「自然対数（ネイピア数）」の存在に興味を持った。そこ

で，身近にある氷の状態変化による体積の変化チューブ

でつながった水の流入や，音を鳴らしたときの音の減衰

現象を調べた。その結果，水溜めとガラス管の高低差が

０になる際，自然対数 e ではなかったが，指数関数的な

減少がみられた．分析にシュミレーションソフト

GeoGebraを用いると，自然現象の中にネイピア数と結び

つくものがあるかどうか分析できることもわかった。 

【主な活動歴及び表彰】 

第 73 回熊本県高等学校生徒理科研究発表会物理部門 優秀賞  

第 82回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞 

情報処理学会第５回中高生情報学研究コンテスト入選 
 
LEGO マインドストーム EV3 を用いたアイスバーン 

予 見 装 置 と 回 避 プ ロ グ ラ ム の 開 発 

冬の季節になると積雪の多い地域で車を運転する際に

起こる事故の一つに「ブラックアイスバーン」と呼ばれ

るものがある。レゴのマインドストーム EV3 を使って，

車列の先頭の車がアイスバーンに巻き込まれたときにそ

の場所にアイスバーンがあることを自動で検知し，後続

の車と通信することで，車の玉突き事故を防げないか考

えた。その結果，光センサーを用いることで白色と黒色

を判別することが可能であることがわかった。また，氷

の有無で数値に変化が見られたため，光センサーが氷の

有無を認識できると考えた。さらに，氷の下の地面の色

は影響しないこともわかった。アイスバーン予見装置，

回避プログラムの制作も可能と考える。 

【主な活動歴及び表彰】 

第 73 回熊本県高等学校生徒理科研究発表会物理部門 優秀賞 

第 82回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞 

情報処理学会第５回中高生情報学研究コンテスト 
 
持 続 可 能 な 五 色 山 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト 

荒廃した里山から宝の里山への再生を目的に，五色山

近隣の住民の方と協力しながら，自然の宝をリサイクル

し，地球温暖化防止に貢献し，豊かな水資源を後世に継

ぐための支援を行っている。また，SDGｓ申請の助言も行

い，昨年，上松山区が「熊本県 SDGs事業者」に区として

初めて登録され，今年度は地域の方と一緒に，ヘドロ（堆

積物）によって農業用水の不足や洪水の危険性といった

ため池の課題を共有し，課題研究につなげた。これらの

取組を受け，今年度，熊本県緑化功労者に表彰された。 
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知 ら な い 現 象 （ 不 知 火 現 象 ） を 科 学 す る ４ 

～３つの問い（疑問）から不知火を探究する～ 

1 年で八朔（旧暦 8 月 1 日）の晩に不知火海で見られ

る怪火現象である不知火現象は，異常屈折による蜃気楼

の一種とされ，不知火町永尾神社から八代市大島方面へ

の観測で確認される。科学的には未解明の現象であり，

誰にもよく知られておらず，ここ 40 年近くは研究もさ

れずに，人々の関心も低くなっている。 

不知火の実態把握と原理の解明を目的に，3 つの問い

（疑問）から不知火を探究する。 

疑問❶現状「不知火は今でも見えるのか？」 

疑問❷原理「科学的発生メカニズム」 

疑問❸再現「不知火の再現はできるのか？」 

5年間の観測や実験を元にした研究により，40 年近く

観測や研究がされていない不知火を観測し，見えづらく

なっている実態を把握し，鮮明な写真や動画の観測記録

をとることができ，時間経過で変化して見られる現象を

潮位変化や光学的な視点で科学的に説明できた。また，

不知火の再現に成功し，発生観測条件の科学的原理を明

らかにできた。 

【主な活動歴及び表彰】 

第 8回日本気象学会ジュニアセッション 2022 

第 34回熊本県高等学校総合文化祭ステージ部門 

理科における代表校ステージ発表および展示発表 

第 46回全国高等学校総合文化祭自然科学部門 

研究発表地学部門 

令和 4年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究 

発表会全国大会 2022 

日本地質学会第 129回学術大会  

第 20回日本地質学会ジュニアセッション 優秀賞 

第 73回熊本県高等学校生徒理科研究発表会  

地学部門最優秀賞 

第 82回熊本県科学研究物展示会（科学展） 

熊本県知事賞 

第 66 回日本学生科学賞熊本県審査（読売新聞熊本支局

主催）最優秀賞 

The 17th International Student Conference on 

Advanced Science and Technology(ICAST) Online 

第 8回全国ユース環境活動発表大会九州・沖縄地方大会 

優秀賞 

令和 4 年度九州高等学校生徒理科研究発表大会鹿児島大会  

優良賞 

第 44回日本気象学会九州支部発表会ジュニアセッション  
 

  
【第 82回熊本県科学研究物展示会熊本県知事賞】 

  
【九州高等学校生徒理科研究発表大会優良賞】 

  
【スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会】 

  
【全国高等学校総合文化祭自然科学部門】 

３．検証 

産学官連携を密に進められると同時に,地域のコミュ

ニティーにも積極的に参加する姿勢,社会貢献という視

点が育ってきていると感じられる。発表のノウハウの共

有と科学部のチーム力強化のため,科学部の活動場所を

一箇所（物理教室）に集中させ,活動の一層の充実を図っ

てきた。科学部と SS コースの生徒がプレゼンテーショ

ン資料作成や発表練習など一緒に見聞きできるよう環境

を整え,校内全体への波及を目指す。 

今年度,科学部として大会に 27 本出場した。熊本県生

徒理科研究発表会では 2 研究が入賞,九州生徒理科研究

発表大会には 2 研究が出場した。全国総文祭自然科学部

門に 10年連続出場をした。部員数は中学・高校合同で多

くの部員が所属し,先輩の研究への興味・関心を年々高め,

継続研究の充実を図ることができている。また,東京大学

グローバルサイエンスキャンパスに合格した生徒など,

意欲的に様々な取組を進めることができている。 

【科学部所属人数の推移】 

 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

中 学 

科学部 
42 39 37 34 26 31 29 33 39 26 

高 校 

科学部 
19 16 25 36 32 20 30 35 43 45 

総 計 61 55 62 70 58 51 59 68 82 71 

【科学部の大会参加件数の推移】 

コンテスト名(規模) H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

生徒理科研究発表会 
県 

大 

会 

2 4 4 6 3 4 4 4 2 5 

県科学展 2 3 4 6 4 4 6 4 2 5 

日本学生科学賞 1 2 2 3 4 2 0* 2 1 2 

アプリアワード - - - - - 1 1 - 0 0 

サイエンスインターハイ＠SOJO 
九 

州 

2 3 3 0* 5 3 0* 0 1 0 

九州生徒理科発表大会 1 3 2 1 1 2 2 2 1 2 

サ イ エ ン ス キ ャ ッ ス ル 九 州 大 会 - - - 2 2 0 1 - 1 0 

全国総文祭 全 

国 

大 

会 

1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 

日本学生科学賞 0 2 1 3 1 0 0 1 0 1 

JSEC 科 学 技 術 チ ャ レ ン ジ 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 

SSH 生 徒 研 究 発 表 会 1 1 1 0 0 1 0 1 0 1 

日本物理学会 Jr.セッション 

学 

会 

 

0 0 2 2 1 1 1 1 1 1 

化学工学会西日本大会 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 

情報処理学会 0 0 0 0 0 1 1 1 0 4 

九州両性爬虫類学会 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 

日本両棲爬虫類学会 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 

日本地質学会 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 

日本気象学会 0 0 0 0 0 0 1 1 3 2 

日本気象学会九州支部 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 

国際大会  0 1 1 1 0 1 1 2 2 1 

延べ数(本)  10 20 21 26 26 22 22 22 20 27 

*全国大会と重なり出場できず。 
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第３節 研究開発の課題 研究開発テーマⅢ 

中高一貫教育校として ,社会と共創する探究を進め ,地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

（１）研究開発の時間的経過（１年間の流れ） 

月 海外研修 U-CUBE 社会と共創 

4 【中止】高校 GLP ガイダンス 課題研究 社会と共創する探究開始 

5 

 熊本県立大学もやいすとグローバル 

育成プログラム特別講義 

Online English Salon 

SS課題研究・(株)センケン連携 

SS課題研究・熊本大学薬学部実験指導 

6 
【中止】台湾静宜大学

プログラム 

3年 SS課題研究・英語研究発表指導 

Online English Salon 

ロジックプログラム・アース製薬連携 

マイプロジェクト熊本 

7 

GLP台湾留学説明会 

 

台湾 SSH海外研修に 

関する打合せ 

熊本県 Super English Camp 

Online English Salon 

柳井正財団奨学金プログラム説明会 

未来体験学習（先端企業訪問） 

平田機工(株)・エーザイ生科研・三菱ケミカル

(株)・アース製薬(株)・熊本県保健環境科学研

究所・熊本県水産研究センター・不二ライトメ

タル(株)・KMバイオロジクス(株)・ 

8 

Empowerment Program 

 

AIG高校生外交官渡米日本プログラム 

TOMODACHI Toshizo Watanabe Leadership Program 2022 

GLP台湾静宜大学留学説明会 

学びの部屋 

熊本保健科学大学ラボツアー 

9 
 日中高校生対話・協働プログラム SS課題研究・三菱ケミカル(株)連携 

かずさ DNA研究所オンライン実験 

10 

 

【オンライン】 

SSH海外研修 

国際先端科学技術学

生会議（ICAST） 

 参加申し込み 

熊本大学主催肥後時習館プログラム ロジックプログラムⅡ（出前講義） 

日本地球化学学会・日本分子生物学会・ 

九州大学・東京慈恵会医科大学・広島大学・ 

熊本大学・九州工業大学・崇城大学・別府大学・ 

九州看護福祉大学・九州ルーテル学院大学・ 

筑紫女学園大学・熊本学園大学 

11 

 

 Abstract登録 

 研究概要提出 

 

 

 

 ICAST研究発表 

ICAST 英語研究発表指導 

ICAST Abstract登録添削指導 

ICAST 研究概要添削指導 

経済産業省「未来の教室」実証事業 

ペーパーブリッジコンテスト 

ツタワルドボク代表(株)・(株)建設技術研究所 

(株)インフララボ・(株)日本ピーエス・ 

(株)栄泉測量・九州工業大学・九州大学・ 

熊本高等専門学校・(株)ディレットプラス・ 

(株)特殊高所技術・エルファスタジオ・ 

(株)オリエントアイエヌジー・熊本大学 

12 

 

【オンライン】 

台湾 SSH海外研修 

國立中科實驗高級中學 

 自己紹介 

 質問事項整理 

 

KSH英語発表指導 

多文化共生留学生シンポジウム 

CIE国際シンポジウム 

オンライン台湾研修・自己紹介指導 

E-epsilon（エプシロン）公開授業 

持続可能な五色山開発プロジェクト 

未来体験学習（関東研修） 

産業技術総合研究所・筑波宇宙センター・ 

遺伝資源研究センター・物質材料研究機構・ 

国際農林水産業研究センター・理化学研究所・ 

高エネルギー加速器研究機構・土木研究所・ 

防災科学技術研究所・筑波実験植物園・ 

国際統合睡眠医科学研究機構 

1 
 質問事項交換 高校 1年プレ課題研究 Abstract指導 

オンライン台湾研修・学校紹介英語発表指導 

経済産業省「未来の教室」実証事業 

プレ SS課題研究・アース製薬(株)実験指導 

2 

 学校紹介・研究発表 

 共同研究相談 

 

高校 2年課題研究 Abstract指導 

オンライン台湾研修・研究英語発表指導 

台湾・静宜大学訪問 

プレ SS課題研究・アース製薬(株)実験指導 

3 

中学 GLP・高校 GLP 静宜大学留学説明会 

同時通訳講座 

SEINAN ENGLISH CAMP 2023 

宇土市役所連携・研究発表会 

第１回熊本スーパーハイスクール(KSH) 

全体発表会 県立高校 学びの祭典 

 

（２）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模） 

上記（１）の取組は，下記教育課題に位置付けた教科・科目を履修する生徒のなかで希望者を対象に実施をする。 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  

普通科 中進コース・高進コース ロジックプログラム １ 総合的な探究の時間 １ 高校１年 

普通科  

中進 SSコース・高進 SSコース 
ＳＳ課題研究 ３ 

総合的な探究の時間 ２ 高校２年・高校３年 

情報の科学 １ 高校２年 

普通科 中進文系コース 

高進文系コース・高進理系コース 

ＧＳ課題研究 ２ 総合的な探究の時間 ２ 高校２年・高校３年 

ロジック探究基礎 １ 情報の科学 １ 高校２年 
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Ｕ－ＣＵＢＥ 

（ＧＬＰ・英語で科学・グローバル講座・同時通訳講座） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ社会と協創する探究 単位 希望者 

 

１．仮説 

U-CUBE(26)を様々なグローバル関連事業を展開する空

間として運用すること,探究活動の成果を英語で発信す

る機会設定することによって,英語の学習意欲や英語で

会話する意欲を高めることができる。 

２．研究開発内容・方法 

英 語 活 用 教 室 U - C U B E 

GLP 研究主任(35)が U-CUBE に常駐し,様々なグローバル

関連事業を展開する（表.1）。文部科学省や熊本県,諸団

体が企画するグローバル関連事業を案内し,希望生徒を

U-CUBEで指導支援する。ICAST（International Student 

Conference on Advanced Science and Technology）や

台湾 SSH 海外研修・國立中科實驗高級中學等,探究活動

の成果を英語で発表する支援も行う。 

英語で科学（表.2）,グローバル講座(27)（表.3）は昼休

みや放課後,希望生徒対象に実施する講座である。同時通

訳講座では,放課後,希望生徒対象に, ロジックスーパー

プレゼンテーション(24)の英語発表時,日本語に同時通訳

する練習を行う（図.1）。 

【表.1 U-CUBEでの主な活動内容】 
通 
年 

英語で科学(Science in English) 
グローバル講座(Global Power Lunch) 
同時通訳講座 

発 
表 
支 
援 

ロジックスーパープレゼンテーション・英語発表 
3年 SS課題研究英語口頭発表 
SSH台湾研修・國立中科實驗高級中學 
International Student Conference on Advanced Science and Technology   

留 
学 
支 
援 

中学 GLP・高校 GLP 
熊本・モンタナ留学プログラム 
トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム 
日中高校生対話・協働プログラム 
World Campus On-Line from the USA" 
台湾静宜大学特別プログラム 
柳井正財団奨学金プログラム説明会 
Youth Camps $ Exchange ライオンズクラブ主催 
「心連心」中国高校生長期訪日事業 

参 
加 
支 
援 

熊本県私学振興課主催「海外チャレンジ塾」 
グローバルジュニアドリーム事業熊本県高校生リーダー 
JICA九州高校生国際協力実体験プログラム 
SEINAN ENGLISH CAMP 2023 
熊本大学主催高校生のためのグローバルリーダー 
育成教育プログラム（肥後時修館） 
Online English Salon 
熊本県 Super English Camp 
熊本県立大学もやいすとグローバル育成プログラム特別講義  
AIG高校生外交官渡米/日本プログラム 
SEINAN ENGLISH CAMP 2023 
日本の次世代リーダー養成塾 

【表.2 第Ⅱ期で開発した英語で科学の講座一覧】 

№ 講座タイトル 

1 Bio-Human disestive system 

2 Bio-Human reproductive system 

3 Bio-Human reproduction 

4 Special Lecture in Biology by Mr. Goto. 

5 Ecology-When animals return 

6 The Periodic Table 

7 Carbon and its many forms 

8 Acids and Bases in Everyday Life 

9 Nanochemistry 

10 Reflection and Refraction 

11 Renewable Energy and Bio fuels 

12 Volcanoes and Plate Tectonics  

 

【表.3 第Ⅱ期で開発したグローバル講座一覧】 

№ 講座タイトル 

1 フランス大統領選と欧州 

2 通貨（円高ってどういうこと？） 

3 国際派ビジネスマンの共通語 

4 MBAって何①？ 

5 MBAって何②？ 

6 ベニスの商人の過ち（金利の話） 

7 グローバルなら何でもすばらしいのか？ 

8 就活どうする？（企業分析） 

9 ２０１７年世界を振り返る 

10 インバウンド消費と観光 

11 地域活性化とグローバル化 

12 自分で政治・経済を予測してみる 

 
【図.1 同時通訳養成基礎講座募集リーフレット】 

 
課 題 研 究 T i t l e  &  A b s t r a c t 作 成 指 導 

課題研究やプレ課題研究(15)のタイトルや要旨を英語

で作成する際の留意点や英語の表現について,英語表現

の授業やロジックガイドブック(19)で文例提示をする。英

語科教員及び ALT が研究テーマごとに対応をし,Google

共有ドライブの文書作成ソフトを通して添削する（図.2）。 

 
【図.1 共有ドライブで ALTが添削指導する様子】 

 

Ｇ Ｌ Ｐ 代 替 ・ エ ン パ ワ ー メ ン ト プ ロ グ ラ ム 

GLP 代替として外国人学生と英語でディスカッション

やプレゼンテーションを経験するプロジェクトとしてエ

ンパワーメントプログラムを実施する。参加者募集リー

フレットを準備し（図.3），保護者会を実施したうえで

（図.2），8月夏季休業中，希望者対象に 4日間実施する

（図.4）。中学 2人，高校 5人の計 7人が参加をする。 

  
【図.2 エンパワーメントプログラム保護者会】 
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【図.3 エンパワーメントプログラム案内リーフレット】 

 
【図.4 エンパワーメントプログラムアジェンダ】 

 

GLP(グローバルリーダー育成プロジェクト)米国研修 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で 3年間実施を見

送ってきた GLP(25) (グローバルリーダー育成プロジェク

ト)米国研修を令和 5年 3月に高校 1年，2年希望生徒 6

人を対象に実施する。アメリカ合衆国ボストンを研修地

に，令和 5年 3月 29日（水）～4月 4日（火）の 6泊 7

日で GLP研究主任(35)が中心となって準備を進める

（表.4）。 

回 日時 内容 

0 

10月 18日（火）18:00 会議室 

「米国派遣研修」プログラム説明会 

（プログラム内容の説明及び質疑応答） 

1 

2月 10日（金）19:00 オンライン 

「キックオフ・オリエンテーション」 

（研修全般，ホームステイでの注意事項等） 

2 

2月 14日（火）17:00 視聴覚教室 

「異文化理解」 

（異文化での注意事項，大学訪問時の質問事項等） 

3 

3月 15日（水）17:00 U-CUBE 

「最終オリエンテーション」 

（出発前最終確認，搭乗手続き等） 

 

  
 

  
【図.3 GLP事前指導の様子】 

 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制

選択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求

め,事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,英語

を学ぶと日常生活に役立つと SSで 9割程度,GSで 8割

程度の肯定的回答が得られた。U-CUBE(26)を様々なグロ

ーバル事業展開の拠点とし，GLP研究主任(35)を中心に多

くの案内，募集，実践を行ったことが有効であったと考

える。また, 英語を学ぶと探究活動に役立つと肯定的回

答を示した生徒は 1年 SSで 7割程度,2年 SSで 8割，3

年 SSで 9割と学年が進むにつれて増加しているのに対

し，GSでは 5割程度の肯定的回答であることから，課

題研究を通した英語での発表機会の設定や国際研究発表

を意識した課題研究の展開の有用性が確認できた。外国

の人と積極的に会話をしたいと肯定的回答な回答を示し

た生徒は 1年 SS，GS，2年 GSで 4割程度に対し，2年

SS，3年 SSでは 6割程度と違いが生じていることも関

係していると考える。 

今後は，SS コースの生徒や U-CUBE でのグローバル関

連事業に積極的に参加申込をする生徒，GLP 海外研修に

参加希望をする生徒のみでなく，多くの生徒に英語の学

習意欲や英語で会話する意欲を高めることができるよう，

U-CUBE の利用方法に関するガイダンスの機会の充実や

Google classroom等，学習プラットフォームを活用した

案内・募集の工夫等，企画の開発に加え，生徒を U-CUBE

に向かわせる仕掛けに重点を置く必要があると考える。 
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海外研修 

（代替：オンライン国際研究発表） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ社会と協創する探究 単位 希望者 

 

１．仮説 

SSH 海外研修及び国際研究発表で課題研究の成果を発

表する機会を設定することによって,英語で発表する技

能や表現力を身につけることができる。また,ロジックス

ーパープレゼンテーション(24)等,全校生徒対象への報告

の場を設定することによって,海外研修や留学への意識

を高めることができる。 

２．研究開発内容・方法 

SSH 海外研修・国際研究発表（オンライン発表） 

The 17th International Student Conference on 

Advanced Science and Technology (ICAST) 2022（国際

先端科学技術学生会議）は,大学生が主体となって運営す

る国際会議であり,本校は H26 フランス,H27 インドネシ

ア,H29台湾,H30フィリピン,R1 熊本,R2，R3オンライン

に参加をしている。今年度もオンライン開催となり,高校

2 年 SS 課題研究 3 テーマ 8 人,科学部 1 テーマ 4 人が出

展する（図.1）。事前学習として,9月上旬申込,10月上旬

発表要旨提出,11 月英語でのプレゼンテーション資料の

作成に取り組む。表.1に示す研究内容を 12月 1日（木），

2 日(金)「General Session（表.2）」で 15 分間の Oral 

Sessionを行う(図.2)。chair personが進行及び質疑応

答等，英語ですべて運営を行う。事後学習として,3月ロ

ジックスーパープレゼンテーション(24)で研修報告及び

英語での研究発表を行う。 

【表.1 ICAST Oral Session Titles】 

№ Title 

G-01 
Relationship between fatty acids and soap 
properties 

G-02 
Isolating, Extracting, and Analyzing mt-DNA 
D-Loop from Raccoons in Kumamoto 

G-25 
Explore an Optimum Music for Inducing-Sleep 
and Taking a Nap 

G-26 The Science of the Shiranui Phenomenon 

 
【図.1 ICAST2022_Abstract Book 掲載】 

 

【表.2 ICAST Guidelines to Presenters】 

・You have 12 min for presentation followed by Q&A 

for 3 min. Keep your allocated time. 

・Presentation will be conducted by using PPT or 

PDF, which you will show by sharing the screen. 

・Enter the session room by 10 min before the start 

of the session. 

・After you enter the room, change your display 

name to your presentation number followed by 

your name in English. 

・The host will ring the bell to let you know the 

time; one bell at 10 min, 2 bells at 12 min, 3 

bells at 15 min. 

・Presentations are conducted according to the 

schedule. When a presentation is cancelled, next 

presentation will not start till the assigned time. 

Otherwise, follow the instruction from the chair. 
 

  
 

  
【図.2 ICASTオンライン発表】 

 

SSH 台湾研修・國立中科實驗高級中學【オンライン】 

第Ⅱ期から連携を開始した國立中科實驗高級中學に，

H30，R1 と 2 年続けて訪問をし，学校紹介，ホームステ

イ，研究発表会，共同研究相談の機会の充実を図ってき

た。R2，R3は新型コロナウイルス感染拡大に伴い，双方

の学校間での連携の在り方の検討を続けたものの，今年

度も SSH 台湾研修・國立中科實驗高級中學（表.3）の中

止を 7月に決定をした。 

今年度は 12 月から 2 月にかけた約 3 ヶ月間，オンラ

インで自己紹介や学校紹介，質問交換，学術交流を図る

研修プログラムを展開する（表.4）。GLP研究主任(35)を中

心に U-CUBE(26)で研修を進める。事前指導として，①本研

修の参加する意義，②自身の研究内容，③台湾の学生に

聞きたいこと，伝えたいこと，④保護者の意向の 4 点を

日本語及び英語の面接及び志望理由作成に取り組む。 

台湾の学生に質問したいことを集約したうえで質疑応

答する場面を想定した準備を進める。また，事前に集約

した台湾の学生から受けた質問に回答する準備も進める。

研究発表では，SS課題研究(16)及び GS課題研究(17)の内容

を英語で発表する機会を設定するとともに，共同研究等，

連携や協力の可能性を模索する。本校が実践するウトウ

トタイム(29)（睡眠）に焦点を当て，3 Dimensional Sleep 

Scale及び Morningness-Eveningness Questionnaire を

Google form で回答を集め（図.3），結果に関する分析，

研究を行うことから共同研究を始める（図.4）。 
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【表.3 台湾研修日程・中止】 

月 日 研修内容・行程 

11 月中旬 英語学校紹介資料作成 

12 月上旬 英語口頭発表ポスターセッション資料作成 

12月 15日 SSH台湾研修國立中科實驗高級中學 

1日目 歓迎行事・自己紹介・学校紹介 

12 月 16 日 2日目 キャンパスツアー・授業参加 

ホームステイ 

12 月 17 日 3日目 英語口頭発表・研究情報交換 

3 月 10 日 研修報告 

【表.4 台湾研修オンライン日程】 

月 日 研修内容・行程 

11 月中旬 オンライン台湾研修・生徒案内 

12 月中旬 オンライン台湾研修・ガイダンス 

12 月 26 日 オンライン台湾研修・自己紹介 

1 月 下 旬 オンライン台湾研修・事前学習 

2 月 上 旬 
学校紹介・質問交換準備・共同研究相談 

SS課題研究・GS課題研究発表準備 

2 月 17 日 台湾國立中科實驗高級中學 1日目 

歓迎行事・学校紹介・質問交換 

2 月 20 日 台湾國立中科實驗高級中學 2日目 

SS課題研究 GS課題研究発表・共同研究相談 

3 月 9 日 ロジックスーパープレゼンテーション 

研修報告 
 

 
【図.3 共同研究で活用する睡眠質問紙】 

  
 

  
【図.4 オンライン台湾研修の様子】 

国 際 間 高 大 連 携 学 術 文 化 交 流 プ ロ グ ラ ム 

SSH 台湾研修を契機に台湾・靜宜大學と学学連携に関

する協定書（図.5）を交わした。国際間高大連携学術文

化交流プログラムへ参加し,一定の入学条件に達した生

徒は靜宜大學に進学することができる体制を構築した。

R1 は 1 人,R2 は 1 人が進学,R3 はプログラムをオンライ

ンで代替し,2人が進学，今年度（R4）は 2人が進学する

ことが決定している。靜宜大學國際長 Philip（林沛澧）

氏，國際長境外学生顧問教師 Ida（桂田愛）氏，國際学

生組組長 June（楊雯婷）氏の 3人が来日，来校し，本校

の授業の様子，課題研究の紹介，施設案内，特色等学校

紹介を行った後に，本校卒業進学学生の近況報告，大学

紹介を受け，情報交換を実施する。今年度進学生徒への

ガイダンスも併せて実施する（図.6）。 

  
【図.6 靜宜大學学学連携に関する協定書の一部】 

  
 

  
 

  
【図.7 靜宜大學学学連携の様子】 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の英語で発表する技能や表現力を検証した

結果,英語で説明する際の表現方法等，GLP 研究主任や

ALT の指導支援を通して準備を重ね，発表及び質疑応答

に臨むことができていた。特に，オンライン研修を通し

て,国際研究発表を経験した生徒は,質疑応答で得られた

アドバイスや別視点での研究の展開など得たこと，海外

の同年代の学生と学術交流や研究発表を通した視野の拡

がりの実感が見受けられた。各研究の取組に示唆を受け

ることができ,一層,グローバルな舞台や専門家が集う学

会等での研究発表に臨む意欲の向上も見受けられた。 

また,生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,海外研修

への意欲について SSコースで 1年 4割，2年 6割，3年

7 割超と学年が進むについて肯定的回答が増加すること

が確認できた。ロジックスーパープレゼンテーション(24)

で英語での研究発表や,オンライン国際研究発表の報告

が,同世代の国際研究発表の経験が刺激になったと考え

られる。今後は,国際研究発表の機会の充実を図るために

ICAST や台湾研修に加え,新たな研究発表の機会の充実

を図る方向性で研究開発を進める。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 
社会との共創プログラム 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ社会と協創する探究 単位 本頁・教育課程課程位置付け参照 

 

１．仮説 

産・学・官及び異世代を含めた国内外のネットワーク

を駆使したプログラムを実践することによって,他者と

協働する社会のリーダーとしての資質を育てることがで

きる。 

２．研究開発内容・方法 

❶ ウ ト ウ ト タ イ ム ・ 睡 眠 研 究 

【教育課程編成上の位置付け：日課表・2年 SS課題研究】 

昼休み後に 10 分間,午睡をとる時間を設定する。日課

表（表.1）に位置付け，全校生徒対象で実施をする。ウ

トウトタイム(29)開始 3分前に予告アナウンスを全校放送

し,教室の消灯,カーテンによる遮光,入眠準備を促

し,BGMの流れる教室で午睡をとる。生徒は椅子に座って,

机にうつ伏せになる姿勢をとる(図.1)。ウトウトタイム

終了時に,掃除予告アナウンスを放送して起床を促す。 

ウトウトタイムは,産・学・医ネットワークとして,世

界トップレベル研究拠点プログラム（wpi）採択されてい

る筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構や地域医療にお

ける睡眠医療の樹立を目的とする霧島睡眠カンファレン

ス（表.2）と継続した連携を進める。 

睡眠研究は,国際統合睡眠医科学研究機構で研修を受

けた生徒やウトウトタイムをきっかけに睡眠に関心をも

った生徒が SS 課題研究でテーマ設定して取り組む。質

問紙では①睡眠健康調査票,②3次元型睡眠尺度 3 DSS（3 

Dimensional Sleep Scale）③朝型・夜型質問紙（MEQ: 

Morningness - Eveningness Questionnaire）を用い,生

理学的手法では唾液アミラーゼモニター（ニプロ（株））

や自律神経測定器 condiView（（株）YKC）,睡眠脳波測定

smart sleep（(株)フィリップス）を用いて,関心ある睡

眠関連テーマを探究する（表.3）。 

ウトウトタイムや睡眠研究の様子は，NHK BS1で R3～

R4にかけて計 8回，「COOL JAPAN〜発掘!かっこいいニッ

ポン〜「睡眠」」で紹介された。また，未来体験学習（関

東研修）(22)で国際統合睡眠医科学研究機構を訪問した様

子やウトウトタイム，卒業生の活躍は，NHK 水戸放送局

「いば６」で紹介された（図.2）。KSH全体発表会～県立

学校学びの祭典～では学校の取組として市民に紹介した。 

【表.1 日課表】 

時 間 校 時 

 8:25 ～ 8:35 朝読書 

 8:35 ～ 8:40 ＳＨＲ 

 8:45 ～ 12:35 1～4限 50分授業 

12:35 ～ 13:20 昼休み 

13:20 ～ 13:30 ウトウトタイム 

13:35 ～ 13:45 掃 除 

13:50 ～ 16:40 5～7限 50分授業 

16:40 ～ 16:45 終礼 ＊月・金は 6限で放課 

【表.2 霧島睡眠カンファレンス関係者】 

所属 氏名 

社会医療法人芳和会くわみず病院 院長 池上あずさ 

かごしま高岡病院 院長  髙 岡 俊 夫 

愛知医科大学 名誉教授  塩 見 利 明 

久留米大学 学長 内 村 直 尚 

社会医療法人芳和会くわみず病院睡眠センター 福 原  明 
 

  
【図.1 ウトウトタイムの様子】 

 

  
【図.2 取材の様子】 

【表.3 SS課題研究における睡眠研究のテーマ】 

年度 研究テーマ 

R4 昼寝に最適な音楽を探る 

R3 ウトウトタイムが自律神経活動とバランスに与える影響 

R2 午睡“ウトウトタイム”が及ぼすストレスマーカー

を用いたストレス変化の関係性 

カフェインが及ぼす睡眠への影響 

H31 午睡“ウトウトタイム”が及ぼす味覚変化の検証 
午睡環境とストレスの関係性  

H30 ウトウトタイムの効率化を目指して 

H29 昼寝“ウトウトタイム”をすることでジャグリン
グの回数が増える 

H28 アクチグラフを用いたウトウトタイムにおける効果分析 

H27 ウトウトタイムの睡眠型別における効果の違い 

 

❷ A r t＆ E n g i n e e r i n g～架け橋プロジェクト～ 

【教育課程編成上の位置付け：中学 3年美術】 

熊本地震の年からスタートしたペーパーブリッジコン

テストも今年で 7 回目を迎える。一般社団法人ツタワル

ドボク,国土交通省,大学等と連携（表.4）して,中学 3年

美術 (単元：空間デザイン)に SS探究物理(10)選択生徒が

支援として加わる授業をする。地震を経験した生徒たち

が，”橋”や”防災”について考え，橋の専門家が“先生”

となる。今年度は，県立中学校 3 校（宇土中学校・八代

中学校・玉名高校附属中学）合同（図.3）で，架け橋プ

ロジェクトを実施し，教育パッケージ波及や朝日新聞

EduA 掲載等,県内 STEAM 教育のパイロット校的役割を本

企画が果たす。 

オリジナルのペーパーブリッジは，橋の架け幅が

50m,10t トラック 2 台が安全に走行できる強度，と設定

する。作品は,A3 ケント紙,水性のり,たこ糸のみを使用

し,1／100のスケールの大きさで制作する。なお,紙の重

さに合わせて金額を設定し,デザインや強度,軽さと経費

の関係など橋づくりに必要な知識を身に付けさせる。 

助言をもらいながら，悪戦苦闘してペーパーブリッジ

を作成し，自分たちのオリジナルの橋に込めた思いをプ

レゼンテーションし，その後，実際にどこまでおもりに

耐えられるかを，美的センスと工学的センスを引き出す

ペーパーブリッジコンテスト(28) (図.4)を実施し,完成

作品の展示,完成までのプロセスが分かる記録の展示,発

表等を総合的に評価する。 

 
【図.3 県立中学校 3校とリモート接続した合同授業】 
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【図.4 ペーパーブリッジコンテストの様子】 

 

【表.4 Art＆Engineering関係者】 

一般社団法人「ツタワルドボク」会員 氏名 

ツタワルドボク代表(株)特殊高所技術執行役員 片 山英資 

(株)建設技術研究所次長兼都市室長 桂  謙吾 

(株)インフラ・ラボ代表取締役 松 永昭吾 

(株)日本ピーエス 福 島邦治 

(株)栄泉測量設計技術士 藤 木  修 

九州工業大学大学院工学研究員建設社会工学研究系准教授  合 田寛基 

九州大学工学研究員建設設計材料工学講座准教授  佐 川康貴 

熊本高等専門学校建築社会デザイン工学科教授 岩 坪  要 

(株)ディレットプラス 代表取締役 小川慎太郎 

(株)特殊高所技術専務取締役 山 本正和 

エルファスタジオ代表 山本奈穂子 

(株)オリエントアイエヌジー代表取締役 中 島靖人 

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター教授 松 村政秀 

熊本大学大学院先端科学研究部社会基盤環境部門助教 森 山仁志 

 

❸ 学 び の 部 屋 S S H 小 学 生 実 験 講 座 研 究 相 談 

【教育課程編成上の位置付け：2年 SS課題研究】 

学びの部屋（学習会）を 8月 4 日（木）9:00～11:30，

5日（金）9:00～10:15，学びの部屋 SSH(31)（理科実験教

室）を 5日（金）10:30～11:30に，宇土市立小学校（宇

土小・宇土東小・花園小・走潟小・緑川小・網津小・網

田小）全校に案内し（図.5），希望児童を対象に実施する。 

学習会は，児童との学びやレクリエーション等を行い，

学びの部屋 SSH は，理科実験教室の企画準備・実験支援

を宇土高校または，宇土市立小学校で行う。 

5 月から新型コロナウイルス感染拡大状況に応じた実

施計画を立案（図.6）し，高校 1 年，2 年を対象に参加

希望を募る。 

  
【図.6 実施計画・生徒希望募集リーフレット】 

 

 
【図.5 学びの部屋・宇土市立全小学校への案内】 

2年 SS課題研究に取り組む生徒は，科学におけるアウ

トリーチ活動の側面を学ぶ機会として，自身の研究内容

に関する実験または小学生に興味・関心の高い事象に着

目した実験を計画する。宇土高校が小学生の学区内であ

る児童は本校で対面にて実施する（図.7）。学区外である

児童は，本校と小学校をオンラインで接続し（図.8），リ

モートで実施する（図.9）。小学生対象に実施した理科実

験教室の内容は本校ホームページでオンデマンド配信し，

その成果は波及する（図.10）。 

 
【図.7 リモート実験の配置図】 

   

  
【図.8 学びの部屋 SSH(理科実験教室)対面】 
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【図.9 学びの部屋 SSH(理科実験教室)リモート】 

 

 

 
【図.10 ホームページオンデマンド配信】 

 

❹社会と共創する探究（地域連携・地域資源） 

【教育課程編成上の位置付け：SS課題研究・GS課題研究】 

伝統的修復材ガンゼキは,日本最古の上水道として江

戸時代に,轟泉水道から宇土の城下町までつながれた石

管の修繕に用いられる接着剤であり,伝統的技法を継承

する人材不足が課題である。SS 課題研究では,10 年間本

研究に取り組み,産業技術センターでの専門的測定や

TKU水の国フォーラムでの紹介（図.11）等を進めている。 

御輿来（おこしき）海岸は,日本の夕陽百選や日本の渚

百選に選ばれている観光名所であり,特徴的な砂紋は絶

景である。砂紋の発生原因である潮汐と撮影の背景①月,

②星座,③夕日の条件に合う日を検証し,地域の関心を高

め,地域振興に繋がるよう展開している（図.12）。 

特定外来生物アライグマは,近年,全国的にその生息域

を急速に拡大しており,R4.1 月 80 超個体が捕獲され,農

業被害,感染症媒介,希少野生動物の捕食など生態系への

影響が課題である。アライグマの生息域や侵入経路を

mt-DNA解析で明らかにするよう研究を進める。 

地域住民と学校,行政が一体となって,地元の五色山

（里山）の資源活用の方向性,地域課題を共有し,持続可

能な開発,研究に取り組む。荒廃した里山から宝の里山へ

の再生を目的に，五色山近隣の住民の方と協力しながら，

自然の宝をリサイクルし，地球温暖化防止への貢献と，

豊かな水資源の後世への継承を支援する五色山ふれあい

会の活動が認められ，上松山区が「熊本県 SDGs 事業者」

に区として初めて登録された。今年度，熊本県緑化功労

者として表彰されている。GS 課題研究(17)では,溜め池の

ヘドロを腐葉土として利用する研究やヘドロによる発電

の研究を進める。地域の方と一緒に，ヘドロ（堆積物）

によって農業用水の不足や洪水の危険性といったため池

の課題を共有し，課題研究につなげる（図.13）。 

「地域貢献」をテーマに GS課題研究に取り組む 20人

が近隣の施設に椅子やベンチを制作して,地域の結びつ

きと地域貢献の研究を行う。生徒自身が企画協力施設を

検討,必要な資材等を調達する。 

   
【図.11 TKU取材・産業技術センター測定の様子】 

  
【図.12 御輿来（おこしき）海岸調査・研究の様子】 

  
【図.13 ヘドロ研究の様子】 

 

❺ 宇 土 市 連 携 研 究 発 表 会 

【教育課程編成上の位置付け：GS課題研究】 

宇土市に関連する GS 課題研究(17)を対象とする研究発

表会を宇土市と連携して開催する。2月 GS課題研究のポ

スターを宇土市企画課に 8 テーマ提出し，審査のうえ宇

土市長賞を選出していただく（図.14）。受賞研究はロジ

ックスーパープレゼンテーションでステージ発表をし，

後日，宇土市役所で宇土市長から表彰を受ける。 

 
【図.14 宇土市研究発表・宇土市長賞の通知】 

 
❻ 卒 業 生 人 材 ・ 人 財 活 用 プ ロ グ ラ ム 

【教育課程編成上の位置付け：SS課題研究】 

7月ロジックスーパープレゼンテーション(24)では，「閉

塞感あるコロナ禍でも絶やさなかった探究心そしてグロ

ーバルの芽」の演題で University of California, San 

Diego，台湾靜宜大學に進学した卒業生をゲストに登壇，

高校 3 年 SS コースの生徒をファシリテーターにトーク

ライブを進める。始めに，卒業生から高校在学中の課題

研究や海外研修等の取組と学生生活等の近況について 5

分程度で自己紹介する時間を設定する（図.15）。 

熊本大学高大連携室と連携をし,課題研究の中間発表

会でのアドバイス,パネリスト依頼,課題研究における実

験指導等,本校卒業生人材・人財と活用する体制構築を進

める。本校卒業生リストを共有し,大学での授業公欠申請



 

- 65 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第二期第５年次                      SSH 研究開発実施報告書【❸実施報告書（本文）】 

研
究
開
発
③
社
会
と

協
創
す
る
探
究 

研
究
開
発
①
探
究
の 

研
究
開
発
の
課
題 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
中
間
評
価 

改
善
・
対
応
状
況 

校
内
組
織
体
制 

成
果
発
信
・
普
及 

研
究
開
発
方
向
性 

研
究
開
発
の
経
緯 

研
究
開
発
② 

探
究
活
動 

実
施
効
果
と
評
価 

や交通費・保険準備等,配慮のうえ卒業生が本校生徒に関

わる機会を充実させる。11月は，卒業生によるパネルデ

ィスカッションを通して探究活動の意義や大学での学び

へのつながりを理解する機会を設定する（図.16）。 

未来体験学習（関東研修）(22)では，国際統合睡眠医

科学研究機構で研究をする本校卒業生岡村響さんとの対

話では，宇土中での宇土未来探究講座や GLPでの活動，

関東研修での経験と課題研究の向き合い方，目標設定と

実行力について，生徒目線で歩みの紹介，卓越大学院プ

ログラムで研究に取り組み，DC1採択，eNuero掲載され

た研究概要を紹介する（図.17）。 

  
【図.15 卒業生トークライブの様子】 

  
【図.16 卒業生による助言・パネルディスカッション】 

  
【図.17 卒業生による未来体験学習での講話】 

 

❼令和 4 年度経済産業省「未来の教室」実証事業 

Institution for a Global Society（IGS） 株式会社 

【教育課程編成上の位置付け：ロジックプログラム・ 

SS課題研究・GS課題研究】 

令和 4年度経済産業省「未来の教室」実証事業として，

IGS株式会社と連携し，「多様な生徒に低コストで対応で

きる客観性を担保した探究の科学的なパフォーマンス評

価モデルの開発～IB 評価システムの応用」に取り組む。

探究のパフォーマンス評価の方法の一つとして，研究レ

ポートの作成支援ツールと評価ルーブリックの開発，第

三者によるランダム・サンプリング評価によって探究の

評価の標準化を目指す事業に本校，高校 1 年ロジックプ

ログラムにおけるロジックリサーチの取組，高校 2年 SS

課題研究(16)及び GS 課題研究(17)の取組が参画する。研究

レポート作成のための動画学習後，研究レポート作成と

その自己評価を経て，本校教員がレポート評価を行う。

その後，第三者評価者からフィードバックされた内容の

確認と最終評価を生徒に提示する流れを進める。 

昨年度（R3）は，1 人 1 台端末を活用した IGS 株式会

社開発 Ai GROWによる評価,経済産業省 Edtech導入補助

金による Grow Academy コンテンツ利用,数理探求アセス

メントの実証事業を行った。今年度は，生徒の気質診断

とコンピテンシー評価を全校生徒対象に行い（図.18），

コンピテンシー評価を通して得られる傾向や変容等を可

視化，分析する。特に，認知領域「論理的思考・創造性」，

自己領域「個人的実行力・自己効力・決断力」，他者領域

「表現力・共感，傾聴力・柔軟性・影響力の行使」，コミ

ュニティ領域「誠実さ」の 10 コンピテンシーを測定す

る。 

  
【図.18 コンピテンシー評価に取り組む様子】 

 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,地域や企

業・自治体と連携した探究活動への意欲について 3 年及

び 2 年 SS コースで 7 割超の肯定的回答が得られた。ま

た，大学や専門機関と連携した探究活動への意欲につい

ては 3 年及び 2 年 SS コースで 8 割超に加え，1 年 SS コ

ースでも 8割程度の肯定的回答が得られた。 

3年,2年 SS課題研究(16)において,産・学・官及び異世

代を含めた国内外のネットワークを駆使した社会と共創

するプログラムを実践することによって,他者と協働し

て探究活動を進めるモデルの構築ができた。また，1 年

SSコースにおいては，未来体験学習（関東研修）(22)やプ

レ課題研究(15)の取組を通して大学や専門機関との連携

に意欲を高めたと考える。プレ課題研究や課題研究の研

究手法を確立し，その成果や有用性を地域や企業，自治

体と連携して発信しようとする生徒が見受けられた。社

会と共創する探究や学びの部屋を通して，学校外との関

わりの機会を充実させることができたと考える。 

GS課題研究(17)においては，2年目となった宇土市役所

連携・研究発表会への出展が目標になっており,地域資源

や地域課題を題材にしたテーマ設定が全体 2 割程度と増

加していることにも表れている。地域課題や地域資源を

題材に提案型の探究活動を展開する GS 課題研究も増え

てきており，一層，地域や企業，自治体との連携を推進

する必要があると考える。 

今後は，一部の生徒や一部の課題研究のテーマに限定

することなく，多くの生徒が学校外との関わりをもつこ

とができる社会と共創するプログラムを構築する必要が

あると考える。 
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第４節 実施の効果とその評価 

１．生徒・教職員・保護者への効果 

（１）生徒 

令和 5 年 2 月に SS コース 3 年 58 人,2 年 47 人,1 年 55 人,GS コース 2 年 157 人,1 年 176 人(有効回答)を対象に,紙媒

体アンケート記入後,Web転記（Google form）する選択肢回答法 （Closed-ended question）・単数回答法（SA; Single 

Answer）で間隔尺度（強制選択尺度[4件法 4：肯定,3:やや肯定,2:やや否定,1否定]）の回答をポートフォリオ（CSポ

ートフォリオ）分析する。研究開発の仮説を総合評価に設定し,個別評価要素の重要度指標と満足度指標を得て,重点的改

善要素を抽出する。（❹関係資料 第６節 研究開発の分析の基礎資料・データ参照） 

Ⅰ中高一貫教育校として,理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践 

［仮説Ⅰ］既成概念にとらわれることなく社会の問題を発見・解決し,新たな価値を創造する資質・能力を育てることができる。  

質問 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

数学が好き 2.88 46.1 41.8 1.96 
数学を学びたい 2.82 53.3 41.1 6.92 
数学は日常生活に役立つ 2.88 55.5 44.9 7.37 
数学が他教科に必要 2.99 55.7 52.4 1.53 
数学を学習する時間 3.06 51.8 56.2 -2.09 
数学は探究活動に役立つ 2.97 62.3 49.4 6.54 
理科が好き 3.03 43.1 47.1 -1.88 
理科を学びたい 2.99 40.0 48.6 -4.20 
理科は日常生活に役立つ 3.14 54.6 57.7 -1.40 
理科が他教科に必要 2.76 44.6 35.0 4.46 
理科を学習する時間 2.90 45.2 46.4 -0.55 
理科は探究活動に役立つ 3.26 40.7 64.5 -14.91 
理数系教育が充実 3.42 25.4 72.1 -31.91 
探究活動が好き 3.04 59.5 52.4 3.37 
探究活動をしたい 3.00 53.6 50.2 1.69 
探究活動は日常生活に役立つ 2.95 67.1 47.1 10.50 
探究活動が他教科に必要 2.72 52.5 35.8 8.85 
探究活動の時間 2.78 59.4 41.1 12.74 
探究活動は教科学習に役立つ 2.86 57.0 44.9 7.86 
探究型授業が充実 3.39 32.6 71.3 -25.75 

平均 2.99 50.00 50.00  

標準偏差 0.19 10 10  

満足度指標,重要度指標の二軸から重点維持項目,維持項目,重点改善項目,改善項目の要素を分類した結果,数学が他教

科に必要及び数学の学習時間,理科が日常生活に役立つ,探究活動への意欲が重点維持項目として，理科が探究活動に役

立つ，探究型授業及び理数系教育の充実が維持項目として，「既成概念にとらわれることなく社会の問題を発見・解決し,

新たな価値を創造する資質・能力」の育成に寄与していることが示された。一方,重点改善項目として，数学の学習意欲

や日常生活及び探究活動での有用性，探究活動の時間確保や日常生活及び他教科への有用性の項目が示されたことから，

数学の教科学習において，日常生活や探究活動を想定した問題解決の場面や設問の機会を充実させる教育方法，指導法,

教材教具の開発,探究の「問い」を生徒が創る場面の充実とその「問い」を評価する方法の確立が必要であると考える。

また，探究活動の時間を確保したうえで，探究活動と教科教育を往還させる取組として，3人 1組教科の枠を越える授業

研究や，探究活動で扱う知識・技能，思考・判断・表現に関する学習内容と教科教育の連携の充実が必要と考える。 

 

Ⅱ中 高 一 貫 教 育 校 と し て ,教 科 と の 関 わ り を 重 視 し た 探 究 活 動 プ ロ グ ラ ム の 実 践 

［仮説Ⅱ］社会の変化に主体的かつ柔軟に対応する資質・能力を育成することができる 

  3 年 SS コース n=58(N=59)   2 年 SS コース n=47(N=47)  1 年 SS コース n=55(N=55)   2 年 GS コース n=157(N=162) 

質問 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 
平均 

重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 
平均 

重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 
平均 

重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

説明の一般性 3.12 51.6 48.8 1.75 3.02 58.7 55.7 1.36 2.73 55.7 55.0 0.33 2.34 45.7 53.3 -4.98 
説明の確実性 2.91 62.3 56.5 2.66 2.73 58.0 55.7 1.03 2.88 50.1 70.6 -10.24 2.68 59.1 67.2 -3.72 
説明の一貫性 3.05 44.3 50.8 -3.36 2.82 59.1 52.9 2.92 2.85 43.2 66.7 -13.42 2.57 68.7 61.3 3.38 
説明の対照性 3.03 54.8 54.6 0.08 2.80 59.0 41.4 12.26 2.81 53.5 60.9 -3.42 2.36 68.7 50.3 9.17 
説明の論理性 3.02 54.0 41.2 7.47 2.67 42.7 47.1 -2.05 2.38 49.0 31.6 8.61 2.06 43.4 37.4 2.76 
情報の正確性 2.90 55.3 62.3 -3.21 2.62 64.2 70.1 -2.65 2.87 49.1 62.8 -7.01 2.97 31.7 75.2 -28.04 
研究の妥当性 3.24 57.4 66.1 -4.02 2.96 59.2 67.2 -3.65 2.69 42.5 53.0 -6.02 2.30 52.9 45.8 4.49 
研究の再現性 3.26 43.7 58.4 -9.58 2.87 58.4 55.7 1.22 2.65 55.3 49.1 3.25 2.28 52.0 45.3 3.85 
研究の正当性 3.12 49.0 45.0 1.89 2.76 28.8 38.5 -4.46 2.52 54.0 49.1 2.60 2.16 47.8 41.9 2.77 
研究の客観性 2.90 60.5 56.5 1.82 2.49 47.9 38.5 4.47 2.54 33.9 45.2 -5.31 2.26 48.4 43.4 2.38 
視野の拡がり 3.07 64.8 52.7 5.82 2.60 38.6 47.1 -4.06 2.69 47.0 56.9 -5.78 2.49 48.3 57.3 -4.80 
グローバルの一歩 3.07 40.2 29.6 4.86 2.60 29.5 38.5 -4.11 2.33 39.8 33.5 2.83 1.99 45.6 37.9 3.60 
同世代発表 2.66 35.8 46.9 -5.30 2.51 45.5 58.6 -7.83 2.48 20.6 45.2 -11.86 2.14 53.8 44.4 5.93 
国内発表 2.93 43.2 43.1 0.07 2.78 45.1 55.7 -7.19 2.42 40.2 35.5 2.14 2.00 43.0 37.4 2.54 
国際発表 2.88 21.8 20.0 0.78 2.76 32.9 24.2 3.93 2.19 40.6 29.6 5.06 1.67 36.7 28.4 3.73 
感覚の変化 2.50 53.5 48.8 2.57 2.36 41.5 55.7 -9.00 2.60 67.9 49.1 9.50 2.54 53.0 59.3 -2.95 
知識の変化 2.97 54.4 62.3 -3.66 2.78 49.8 55.7 -2.97 2.60 55.6 49.1 3.37 2.32 50.7 50.3 0.19 
仮説の変化 3.21 63.2 54.6 4.02 2.78 54.1 41.4 7.44 2.63 50.0 53.0 -1.51 2.45 57.4 53.8 1.63 
問いの変化 3.12 52.1 46.9 3.29 2.60 55.8 55.7 0.02 2.62 50.7 51.1 -0.20 2.49 61.8 55.3 2.98 
構造の変化 2.98 41.7 43.1 -0.64 2.76 43.9 41.4 1.13 2.50 56.2 49.1 3.67 2.25 36.6 43.9 -3.34 
未知の創造 2.95 37.4 48.8 -5.61 2.56 62.5 55.7 3.09 2.69 63.7 55.0 4.06 2.51 35.9 57.8 -13.21 
知識の創造 3.02 59.9 62.3 -1.06 2.76 54.4 50.0 2.20 2.71 54.7 53.0 0.76 2.47 51.2 54.8 -1.68 
思考の創造 3.22 59.1 54.6 2.04 2.71 58.6 58.6 -0.01 2.65 62.8 55.0 3.63 2.30 55.2 46.8 5.16 
価値の創造 3.07 46.9 50.8 -2.08 2.84 54.9 41.4 8.22 2.50 53.2 41.3 6.74 2.39 65.8 48.8 8.68 
概念の創造 2.98 43.1 45.0 -0.88 2.60 47.0 47.1 -0.06 2.62 60.5 49.1 5.79 2.40 36.7 52.8 -8.60 

平均 2.98 50.00 50.00  2.64 50.00 50.00  2.61 50.00 50.00  2.34 50.00 50.00  
標準偏差 3.00 10 10  2.69 10 10  0.16 10 10  0.25 10 10  
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3 年 SS 課題研究,2 年 SS 課題研究,1 年 SS プレ課題研究,2 年 GS 課題研究の各取組を通して,「社会の変化に主体的か

つ柔軟に対応する資質・能力」に「未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)」の要素がどの程度，寄与するかを満足度指標,重要

度指標の二軸から重点維持項目,維持項目,重点改善項目,改善項目の要素を分類した結果,学年の取組ごとに成果と課題

を顕在化することができた。 

 
【3年 SS課題研究の実施の効果とその評価に関する考察】 

重点維持項目または維持項目として，研究の妥当性・客観性・再現性，情報の正確性，説明の対照性・確実性・一貫性

の項目が示され，SS 課題研究を通して確立した科学的研究手法で再現性ある実験，データ収集ができたこと，課題研究

論文の作成を通して一貫性ある説明，客観的な説明を意識したことが有効であったと考える。一方，重点改善項目として，

説明の一般性・論理性，感覚の変化，問いの変化の項目が示され，課題研究論文作成を通してアカデミックライティング

の手法や科学的論文形式 IMRAD の体系的理解を促す取組，課題研究で得られた結果から次の探究課題を見出す取組を充

実させる必要があると考える。また，改善項目として，国際発表，国内発表，同世代発表，グローバルの一歩の項目が示

されたのは，新型コロナウイルス感染拡大防止の観点で様々な取組がオンラインになった影響と考える。 

【2年 SS課題研究の実施の効果とその評価に関する考察】 

重点維持項目または維持項目として，研究の妥当性・再現性，情報の正確性，説明の一般性・確実性・一貫性・再現性，

同世代発表・国内発表の項目が示され，SS 課題研究を通して研究計画から構想発表，中間発表を経て，指導教員または

同世代との研究に関する議論や試行錯誤しながら科学的研究手法を確立させたことが有効であったと考える。一方，重点

改善項目として，説明の対照性，仮説の変化，価値の創造の項目が示され，対照実験として統制群と実験群を設定するた

めの研究計画の立案や得られた研究結果から仮説を再設定するフレームワーク，研究の価値を見出すためのシンキング

ツールの活用が必要と考える。 

 
【1年 SS課題研究の実施の効果とその評価に関する考察】 

重点維持項目または維持項目として，未知の創造・思考の創造・知識の創造，説明の一般性・確実性・対照性・一貫性

の項目が示され，未来体験学習（先端企業訪問・関東研修）や出前講義等，様々な先端科学に触れる機会やロジックリサ

ーチ及びプレ課題研究を通して科学的論文形式 IMRADの定着を図る取組が有効であったと考える。一方，重点改善項目ま

たは改善項目として，研究の再現性・客観性・正当性，説明の論理性の項目が示され，2年次以降の課題研究を通して自

身の興味・関心を科学的に探究する手法を確立させる取組が重要であることが改めて示されたと考える。また，国際発

表・国内発表・同世代発表・グローバルの一歩の項目が改善項目であることからも，プレ課題研究を通して研究発表の意

欲が高まっていることを示す結果であると考える。 

【2年 GS課題研究の実施の効果とその評価に関する考察】 

重点維持項目または維持項目として，感覚の変化・知識の変化・問いの変化・仮説の変化，知識の創造・未知の創造・

概念の創造・視野の拡がりの項目が示され，研究内容から興味・関心に留まらず，知識や概念を変えることができている

と考える。一方，重点改善項目または改善項目として，同世代発表・国内発表・国際発表の項目が示され，研究発表の機

会を充実させる必要性が，研究の再現性・正当性の項目から学術的手法を定着させる必要性があると考える。 
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Ⅲ中高一貫教育校として,社会と共創する探究を進め,地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

［仮説Ⅲ］多様性を尊重し,他者と協働する社会のリーダーとしての資質・能力を育てることができる。 

質問 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

英語が好き 3.36 41.6 39.3 1.03 
英語を学びたい 2.66 50.2 50.6 -0.16 
英語は日常生活に役立つ 2.92 57.6 70.4 -5.94 
英語が他教科に必要 3.42 46.3 47.4 -0.49 
英語を学習する時間 2.86 61.2 57.0 1.91 
英語は探究活動に役立つ 2.99 63.4 60.7 1.22 
英語教育が充実 3.10 35.3 37.7 -1.10 
地域課題や資源の活用 2.52 58.4 50.6 3.85 
グローバルな課題発見や問題解決 2.79 64.0 53.2 5.09 
大学や専門機関と連携した探究活動 2.90 60.8 62.9 -0.95 
地域や企業・自治体と連携した探究活動 3.14 51.2 57.5 -3.05 
海外研修への参加 3.01 39.1 46.3 -3.34 
他 SSH 指定校の研究調査 2.92 36.3 34.5 0.80 
他 SSH 指定校との交流 2.40 38.5 41.5 -1.37 
SSH に関する会話 2.59 46.1 40.4 2.64 
平均 2.52 50.00 50.00  
標準偏差 2.85 10 10  

「多様性を尊重し,他者と協働する社会のリーダーとしての資質・能力」の育成に寄与する項目を，満足度指標,重要度

指標の二軸から重点維持項目,維持項目,重点改善項目,改善項目に分類した結果,大学や専門機関，地域や企業・自治体と

連携した探究活動，英語の探究活動及び日常生活での有用性，グローバルな課題発見や問題解決・地域課題や資源の活用

の項目が重点維持項目とに示された。新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から制限があったものの，対面とオンライ

ンの双方を組み合わせ，学校外との連携の機会の充実を図ったことが有効であったと考える。また，研究内容の Abstract

作成や英語での研究発表の機会の設定も有効であったと考える。一方，改善項目として，他 SSH指定校との交流や SSHに

関する会話が挙げられたことから,学校単独で SSH 事業を展開するだけでなく,県内 SSH 指定校をはじめとする広域での

交流・連携の機会の設定，校内で異学年間の研究に関する交流の機会の設定を図る必要があると考える。 

（２）教職員 

令和 5 年 2 月に指導教諭,教諭,講師（非常勤を除く）,実習教師,計 55 人（有効回答 47 人）を対象に,Web フォーム

（Google form）で無記名回答を実施する。量的調査として「①生徒の研究発表の指導を経て得た経験内容の人数」,質的

調査として「②自身の授業における探究型授業,教科横断型授業への意識」,「③自身の探究指導における代表事例・キャ

リア教育と探究指導の関係,教科で扱う探究に必要なコンテンツ」を設問とし,回答者のカテゴリー設定として,「SS課題

研究担当教員または GS課題研究担当教員」,「本講在籍年数 5区分」で得た回答を扱う。 

また, SSH意識調査アンケート質問項目（JST実施）を選択肢回答法 （Closed-ended question）・単数回答法（SA; Single 

Answer）で間隔尺度（強制選択尺度[4件法 4：肯定,3:やや肯定,2:やや否定,1否定]）で実施し,回答をポートフォリオ

（CSポートフォリオ）分析する。研究開発の仮説「多様性を尊重し,他者と協働する社会のリーダーとしての資質・能力」

を総合評価に設定し,個別評価要素の重要度指標と満足度指標を得て,重点的改善要素を抽出する。 

【量的調査「①生徒の研究発表の指導を経て得た経験内容の人数」】 

質問 SS 課題研究担当（数学・理科教員）n=20  GS 課題研究担当（数学・理科除く教員）n=27 

①生徒の研究発表の指導を通して得た経験内容 
1 年未満 

3 人 

2～3 年 

4 人 

4～5 年 

8 人 

6～7 年 

1 人 

8 年以上 

4 人 

 1 年未満 

3 人 

2～3 年 

5 人 

4～5 年 

3 人 

6～7 年 

9 人 

8 年以上 

7 人 

ロジックスーパープレゼンテーション代表選出経験 0 2 4 0 3  0 1 1 4 6 

科学系コンテストまたは研究発表会に出展した経験 1 1 3 0 2  0 0 1 1 1 

学会に出展した経験 0 1 2 0 2  0 0 0 0 1 

国際研究発表に出展した経験 0 0 2 0 2  0 0 0 0 1 

研究発表で表彰を経験 0 0 1 0 2  0 0 0 0 1 

量的調査「①生徒の研究発表の指導を経て得た経験数」について,SS 課題研究担当教員は,本校勤務 2 年目以降ロジッ

クスーパープレゼンテーションにおける代表生徒に選出された研究への関わりや,外部で開催される科学系コンテストや

研究発表会へ出展する研究への関わりが見られるようになり,勤務 4 年以降,学会や国際研究発表に参加する研究へ関わ

る傾向が確認できた。SS 課題研究で学会や各種発表会への参加を目標とする生徒の指導や支援をすることができるよう

本校に勤務する数学理科の教員が変容する体制を構築できていると考える。GS 課題研究担当教員は, ロジックスーパー

プレゼンテーション代表発表選出が年間 2 テーマであるため,代表選出経験をもつ教員が限定されるが,SS 課題研究担当

教員と同様,本校勤務 2 年目以降ロジックスーパープレゼンテーションにおける代表生徒に選出された研究への関わりや,

国際研究発表（台湾研修）に参加する研究へ関わる傾向が確認できた。 

【質的調査「②自身の授業における探究型授業,教科横断型授業への意識」】 

質問 SS 課題研究担当（数学・理科教員）n=20  GS 課題研究担当（数学・理科除く教員）n=27 

②授業における探究型授業,教科横断型授業への意識 
そう思う 

おおいに 

ややそう思う 

だいたい 

あまり思わない  

すこし 

そう思わない 

まったく 

 そう思う 

おおいに 

ややそう思う 

だいたい 

あまり思わない  

すこし 

そう思わない 

まったく 

①教科・科目を越えた教員の連携を重視しましたか。 10.0 45.0 40.0 5.0  3.7 40.7 51.9 3.7 
②探究で必要な資質・能力を向上させる取組を授業に 

入れることを重視しましたか。 
20.0 55.0 20.0 5.0  11.1 59.3 29.6 0.0 

③探究的な学びになる授業の展開を重視しましたか。 20.0 60.0 15.0 5.0  14.8 63.0 22.2 0.0 
④「問い」を創る授業の展開を重視しましたか。 15.0 55.0 25.0 5.0  22.2 48.1 29.6 0.0 
⑤生徒が授業中に探究の「問い」を創る機会を 

重視しましたか。 
10.0 55.0 30.0 5.0  14.8 44.4 40.7 0.0 

質的調査「②自身の授業における探究型授業,教科横断型授業への意識」について,全体傾向として,探究で必要な資質・

能力を向上させる取組を授業に入れる意識や探究的な学びになる授業展開の意識，「問い」を創る授業の展開や生徒が「問

い」を創る機会の設定が 7割程度であった。教科横断型の教員連携は 5割前後であることから，3人 1組教科の枠を越え

る授業研究(36)を通した学際的視点の教材開発の充実や,教員が提示する探究の「問い」や生徒が創った探究の「問い」を

教科の枠を越えて集約するデータベースの構築により,探究の「問い」を創る授業の充実を図ることができると考える。 
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【ポートフォリオ分析：未知なるものに挑む UTO-LOGIC を支えるコンピテンシー「未知の事柄への興味」との関係要素】 

質問 平均 
重要度 

指標 

満足度 

指標 

改善 

指標 

科学技術・理科・数学の理論・原理への興味 3.13 49.2 55.4 -3.24 
観察・実験への興味 3.26 59.4 62.8 -1.54 
学んだことを応用することへの興味 3.11 56.9 45.5 7.19 
社会で科学技術を正しく用いる姿勢 3.00 55.4 45.5 6.65 
自分から取り組む姿勢（自主性,挑戦心） 3.28 53.1 55.4 -1.04 
周囲と協力して取り組む姿勢（協調性） 3.35 43.1 62.8 -11.88 
粘り強く取り組む姿勢 3.17 52.8 55.4 -1.16 
独自のものを創り出そうとする姿勢（独創性） 2.93 51.8 38.1 7.23 
発見する力（問題発見力・気づく力） 3.15 50.5 45.5 2.59 
真実を探って明らかにする姿勢（探究心） 3.13 62.9 45.5 9.78 
考える力（洞察力・論理力） 3.15 58.4 50.4 3.96 
成果を発表し伝える力(プレゼンテーション力) 3.57 49.4 67.7 -9.25 
英語による表現力 2.72 27.1 33.9 -3.08 
国際性・国際感覚 2.74 30.0 36.3 -2.88 
平均 3.12 50.00 50.00  
標準偏差 0.22 10 10  

未知なるものに挑む UTO-LOGIC を支えるコンピテンシー「未知の事柄への興味（好奇心）」を向上させる要素について，

満足度指標,重要度指標の二軸から重点維持項目,維持項目,重点改善項目,改善項目の要素を分類した結果,重点維持項目

及び維持項目として，「観察・実験，科学技術・理科・数学の理論・原理への興味」や「粘り強く取り組む姿勢，協調性，

自主性，挑戦心」，「プレゼンテーション力」が示された。一方，重点改善項目として，「課題発見力」や「リテラシー」，

「学んだことの応用，探究心，独創性」が示され，改善項目には「国際性，国際感覚，英語による表現力」が示された。 

先端科学と触れる機会やロジックプログラムや SS課題研究，GS課題研究で探究する機会を継続して充実させるととも

に，課題発見や学んだことを応用するために，探究活動の時間だけでなく，授業においても生徒が探究の「問い」を創る

機会の充実を図り，生徒が創った探究の「問い」を「主体的に学習に取り組む態度」として評価するルーブリックを開発

することが有効と考える。また，情報リテラシーや研究倫理を体系的に学ぶ機会の設定も必要と考える。 

また，自由記述「自身の教科の指導内容について、探究で必要な資質・能力を高めるために、どのような内容を意識的

に扱っているか紹介してください」の 47回答を，文中に含まれる単語の重要度を評価する手法 TF-IDF（Term Frequency 

– Inverse Document Frequency）により，特徴づける重要な単語を抽出するために，ユーザーローカル テキストマイニ

ングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析を行った。教科の指導において．「問い」や「探究」，「読

解」が高いスコア（重要度）を示すワードクラウドが得られたが，階層的クラスタリングでは「授業」，「探究」，「問い」，

「活動」のクラスタ間の単語出現傾向の類似度が高いことから，授業と探究の往還，探究の視点を授業に組み入れるため

の手法や実践例を一層，共有することが有効であると考える。 

  
 

２．学校経営への効果 

（１）中高一貫教育校として,理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え,探究の「問い」を創る授業の実践 

理科・数学の職員を中心に SSH指定以降,様々な教育実践

に取り組み,探究の「問い」を創る授業(6)を推進することに

よって,生徒の学びを中心に据えた,主体的・対話的で深い

学びの実現を目指す授業改革を進めることができている。

生徒アンケートでも「宇土高校は理数教育及び探究型授業

が充実している」と 8割超の生徒から肯定的回答が得られ,

授業のねらいや実践が生徒に伝わっている様子をうかがう

ことができた。学校訪問・授業見学で来校する教育関係者

が SSH 指定以降増加し,授業改革を活性化させる一助とな

った。3人 1組教科の枠を越える授業研究(36)等,授業研究に

重点を置く職員研修の機会も充実させることができた。 

【ワードクラウド】 
【階層的クラスタリング】 
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（２）中高一貫教育校として,教科との関わりを重視した探究

活動プログラムの実践 

SS コースは「SSH 事業を誇りである」と 8 割程度の肯定的

回答が得られた。SS課題研究に取り組む SSコースの生徒 50%

以上が各種学会等での研究発表を経験することができている

ことや科学技術系コンテスト多数受賞する研究成果を挙げて

いることから,近隣中学生が進路選択するうえでの検討材料

となっている。 

（３）中高一貫教育校として,社会と共創する探究を進め, 

地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

合格率 1.2％で世界最難関大学と称されるミネルバ大学に

進学した生徒（公益財団法人孫正義育英財団 3 期生等，各種

奨学金授与）や，University of California, San Diego に進

学した生徒（公益財団法人柳井正財団海外奨学金合格型第 6

期生），台湾・静宜大学進学生徒など,卒業後,海外大学進学希

望生徒を支援する環境を整えることができている。また,留学

生及び海外研修参加生徒増加も挙げることができる。H26年 9

月から 1年はフィリピン共和国から 1人,H27年 8月から 1年

間,毎年,中華人民共和国から 1 人留学生を受け入れた(計 5

人)。 

 

３．卒業生の追跡調査 

令和 4 年 12 月に SSH 主対象である本校中進 SS コース・高

進 SS コースを卒業した生徒（❹関係資料 第６節研究開発の

分析の基礎資料・データ参照）,計 403人に郵送で依頼文を送

付し,入力フォーム（Google Form）で回答を依頼する。令和 3

年 4月 28日付事務連絡「スーパーサイエンスハイスクール事

業における生徒の卒業後の状況把握にかかる契約書の改訂に

ついて」で示された卒業後 5年経過した卒業生（平成 29年度

卒（SSH3期生）51人のうち,26人から回答を得た（回答率 51%）。 

質問内容⑧「業績」について，顕著な成果を以下に示す。 

宇土高校在学中から学会発表や国際研究発表を経験している

本校卒業生は，大学進学後，研究への目的意識が高い。 

[1期生] 国際先端科学技術学生会議（インドネシア）発表，

東京大学工学部推薦入試進学触媒学会ポスター部門最優秀賞 

[1期生] 国際研究発表 The 18th international conference 

on precision engineering 

[2 期生]アジアサイエンスキャンプ日本代表派遣，国際統合

睡眠医科学研究機構研修，同研究室卓越大学院プログラム進

学，eNeuro論文掲載,Intentional Student Presentations Of 

Medical & Life Sciences Outstanding Speaker Award” 

[2期生]SLEEP SCIENCE CHALLENGE にて発表，The 8th Asian 

Particle Technology Symposium (APT 2021)ポスター発表賞

受賞，大阪大学全学共通教育成績優秀賞 

[3期生] 全国総合文化祭最優秀賞，熊本大学医学部推薦入試

進学，JSNP Excellent Presentation Award for CINP 

[3期生] 軽金属学会 2022年春季講演大会優秀ポスター賞 

金属学会 2022年秋季講演大会優秀ポスター賞 

[4期生] ISEF表彰,日本物理学会最優秀賞，ミネルバ大学進

学，公益財団法人孫正義育英財団 3期生 
 
【卒業生の追跡調査の質問内容】 

質問内容 

① 「氏名」を記入してください 
② 卒業年」を選択してください  選択肢 ❶平成 27年度卒（SSH１期生）～❻令和 4年度卒（SSH７期生） 
③ 「性別」を選択してください  選択肢 ❶男性（ＸＹ） ❷女性（ＸＸ） 

④ 「現在の学歴」を正式名称で記入してください（例：大学院在籍なら〇〇大学〇学部〇学科卒,大学等在籍なら宇土高校卒） 
⑤ 「現在の所属」を正式名称で記入してください（例：大学院または大学在籍なら〇〇大学〇学部〇学科,就職先の正式名称） 
⑥ 「現在の職位」を正式名称で記入してください（例：大学院または大学等在籍なら「学生」,就職なら就職先の役職名） 

⑦ 「現在の職務内容」を記入してください（例：大学院または大学等在籍なら研究内容や専攻内容,就職なら主な職務内容） 
⑧ 「高校卒業後の業績」を記入してください（表彰や取得資格,論文掲載や獲得研究資金等） 
⑨ 「連絡先（メールアドレス）」を記入してください（必要に応じてご連絡いたします） 

⑩ 宇土高校在学中の SSH関連事業のなかで卒業後,効果を実感した「取組」を記入してください。 
（各種企画や研修,課題研究など効果のあった内容を記載ください） 

⑪ 卒業後,周囲を比較して秀でていると実感した「能力や資質」を記入してください。（〇力や〇性,〇をする力,〇ができる） 

⑫ 卒業後,学びや就職の場を通して,改めて宇土高校 SSH関連事業で早期に取り組んだ方が効果的だと実感した 
「取組や学問内容」を記入してください。  
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第５節 ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況研究開発の課題 

１ 中間評価の結果 

これまでの努力を継続することによって，研究開発のねらいの達成が

おおむね可能と判断されるものの，併せて取組改善の努力も求められる。 

２ 中間評価における主な講評を受け,改善・対応状況と研究開発の課題 

文部科学省令和 3年 3月 9日 2初教課第 33号「SSH中間評価（平成 30

年度指定）の結果について（総括）」より引用。項目別評価の本校評価を

右図「枠囲い」で,講評（一部抽出）に対する改善・対応状況を示す。 

①研究計画の進捗と管理体制，成果の分析に関する評価 改善・対応状況と研究開発の課題 

・各校務分掌の視点から生徒を支援できるようになっている。 

・中高一貫校として全校体制での充実した SSH の活動を行っている。 

・新型コロナウイルスの感染拡大への迅速な対応を可能にした学習管理シ

ステムの活用は，評価できる。 

・SSH の成果は，量的調査と質的調査に分け，様々な指標から，生徒及び教

師の変容の分析に取り組んでいる。ただし，教師の意識の変容は，必ずし

も十分に測定できていないのではないか，吟味することが望まれる。 

教師の意識の変容について,量的調査①

探究の指導経験の変容,質的調査②授業の

変容,③探究指導の 2 つの側面から調査実

施。ポートフォリオ分析から本校生徒の重

点改善項目となる資質・能力の要素を抽出

した。（❸本文第５節実施の効果とその評

価,❹関係資料参照） 

② 教育内容等に関する評価 改善・対応状況と研究開発の課題 

・「ロジックアセスメント」や「問いを創る授業」など，特色ある研究計画

を着実に進めており，評価できる。 

・授業で創られた探究の「問い」の一覧の活用は，評価できる。 

・SS 課題研究の指導方法を類型化したことも，他校の参考になる。 

・ロジックリサーチやプレ課題研究など，探究的な学習活動に係る取組が積

極的に行われており，評価できる。 

・第１学年にテーマ設定を２回トレーニングするシステムは評価できる。 

・年間を通して，診断的評価，形成的評価，総括的評価の流れで評価計画を

立てている。そのための手法として，ルーブリックやチェックリストなど

を開発している。 

・探究のためのガイドブック等を開発している。ロジックガイドブックの有

用性について GS コースの低評価の原因は何か，吟味することが望まれる 

生徒対象 SSH事業に関するアンケート（質

的調査）の結果をポートフォリオ分析し,研

究開発の仮説を総合評価に設定し,個別評

価要素の重要度指標と満足度指標を得て,

重点的改善要素を抽出したことで,生徒に

必要な学習内容,企画に優先的に取り組む

ことができ,独自開発教材ロジックガイド

ブック(19)第二版製本,GS本(20)2022版と改訂

版を運用することができている。 

（❸本文第５節実施の効果とその評価,

❹関係資料参照） 

③ 指導体制等に関する評価 改善・対応状況と研究開発の課題 

・校長のリーダーシップの下，特色ある科目等と連動した全校的な指導体制

が見られる。各学年・各コースの探究活動を支援するための全校体制が構

築されている。 

・トップ支援型とボトムアップ型の双方の充実を図るよう研究主任配置と

学年を中心とした運営を進める全校体制を構築しており，評価できる。 

・教科と UTO-LOGIC との関連を高める授業研究と職員研修を精力的に実施

している。３人一組の教科を越えた授業研究は，評価できる。 

・生徒１人につき１テーマを設定するロジックリサーチを全教員で分担し

て個別指導する体制を構築しており，評価できる。 

・全教科で探究をベースにした取組を行っており，教員の連携体制も良く構

築している。教科の視点を探究の指導で生かすワークショップ型職員研修

は，評価できる。 

・各種学会参加と課題研究担当者会議(週時定)での共有で教員の力量を高

めている。 

・SS コースと GS コースの両方が組み込まれた指導体制がとられ，企業や

大学，研究機関との連携が積極的に行われている。 

各学年・各コースの探究活動を支援する

前項体制が構築できた半面,ロジックリサ

ーチ,プレ課題研究,SS 課題研究,GS 課題研

究と多様なテーマの指導が求められる現状

の課題に対応するため,Google 共有ドライ

ブに探究に関係する資料,生徒が探究する

成果物等をすべてアップロードし,関係教

員と対象生徒が協働的に扱うことができる

体制を構築し,オンライン上ですべての教

員が生徒に関わることができ,その内容を

可視化できる運用を確立することができた

（❸本文テーマⅡ参照）。SSH 研究推進委員

会(32)や研究開発部(33),課題研究担当者会議
(37)で進捗状況の共有に時間を割くことな

く,現状の課題や今後の方向性に重点を置

いた会議を運営することができている。 

④ 外部連携・国際性・部活動等の取組に関する評価 改善・対応状況と研究開発の課題 

・国際発表経験者，学会発表経験者が相当数にのぼっており，高度な課題研

究を進めたことは，評価できる。 

・GS 課題研究では，市役所各課との連携などによって，効果を上げている。

国内外の科学技術系コンテストに積極的に参加し，多数受賞しており，評

価できる。 

・ウトウトタイムやペーパーブリッジコンテストなど，自校独自の探究活動

を産学官と連携しながら実施しており，評価できる。 

宇土市連携・研究発表会を開催し,宇土市

長賞を目標に取り組む GS課題研究の方向性

を構築した。また,NHK BS1 Cool Japanで紹

介されたウトウトタイム (29)や朝日新聞

EduA に掲載されたペーパーブリッジコンテ

スト(28)など成果の発信ができた。（❸本文テ

ーマⅢ参照） 

⑤ 成果の普及等に関する評価 改善・対応状況と研究開発の課題 

・ロジックスーパープレゼンテーション開催は，評価できる。 

・公開授業に多くの教育関係者を受け入れており，評価できる。 

・多数の教育関係者の視察や，研修やセミナーの講師依頼，メディアの取材

などを通して，研究成果の普及と発信に積極的に取り組んでいる。 

・多くの参加者を得た探究の「問い」を創る授業公開及び授業研究会は，評

価できる。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か

ら対面とオンラインを組み合わせたハイブ

リッド型の公開授業を実施。探究の「問い」

を創る授業の公開を 7 月,3 月の 2 回行

い,100人超の教育関係者を集めた。（❸本文

テーマⅠ参照） 
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第６節 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

①学校全体の校務分掌との関連を含めた組織図 

②組織的推進体制の工夫と成果 

今年度の成果は,第Ⅱ期 SSH 研究推進委員会では SSH 研究開発の方向性の議論を,研究開発部では SSH 事業推進の連

絡調整を,課題研究担当者会議では課題研究に関する情報共有と,各会議の役割を明確にした推進体制ができたことで

ある。研究開発部長が総括する研究開発部は,SSH 研究主任が SSH 主対象生徒への事業,GS 研究主任が SSH 主対象以外

生徒への事業,GLP研究主任が U-CUBE,GLP事業,ICT研究主任が 1人 1台端末事業を推進するにあたって,高校・中学の

学年主任と連絡調整を図る会議として,週時程で水曜 5 限に実施をした。第Ⅱ期 SSH 推進委員会では,各校務分掌の代

表の視点から SSH 事業の方向性を検討する場として,研究開発の成果や課題,今後の方向性について週時程で月曜 5 限

に実施をした。さらに,今年度は学校経営戦略部を設置し,学校長のリーダーシップのもと学校の現状のおける成果や

課題を顕在化させ,学校経営の戦略を練る会議を週時程で木曜 5 限に設定した。課題研究担当者会議は,SSH 主対象生

徒が取り組む課題研究の指導にあたる数学,理科の教員が情報交換する会議であり,週時程で木曜 6限に実施をした。 

 

③ＳＳＨ担当以外の教師の理解や協力を得るために行った取組，研究開発計画の推進管理のために行った取組 

ＳＳＨ推進に関わる部署等の学校組織上の位置付けや具体的な役割分担 

SSH 研究開発計画のテーマⅠ「探究の「問い」を創る授業」について,探究の「問い」を創る授業に関する職員研修

や公開授業,実践発表会, 3人 1組教科の枠を越える授業研究(36)（テーマⅠ「探究の「問い」を創る授業」の該当頁参

照）を行うことで,様々な教科が探究の「問い」の設定やシラバス開発・評価研究に取組み,教科横断型授業の視点や気

付きを促す機会を充実させることができている。 

SSH 研究開発計画のテーマⅡ「教科との関わりを重視した探究活動」について, ロジックリサーチ(13)における全職

員 OJT(On the Job Training)での指導力を向上する機会の設定，GS課題研究における指導体制の構築,生徒とともに

ルーブリック作成ワークショップに参加する機会の設定など研修の充実を図ることができている。 

SSH研究開発計画のテーマⅢ「社会と共創する探究」について,U-CUBEを拠点に GLP研究主任が英語で科学・グロー

バル講座・同時通訳講座(27)をはじめ，英語研究発表支援，留学支援等，様々なグローバル教育を展開することができ

ている。産・学・官連携による社会との共創プログラムでは,様々な教科で外部連携による事業展開ができている。 

研究開発計画の推進管理のために行った取組では，共有ファイル（カレンダー）に業務（内容・時期・進捗状況）を

記入し,共有することによって,推進管理を図ることができた。 

 

④運営指導委員会の体制 

（１）令和 4年度の運営指導委員会のタイムスケジュール 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

内

容 

委員依頼公文発出 

研究開発実施報告書 
申請概要相談 日程調整 

第 1回 

運営指導委員会 

運営指導委員 

申請概要相談 
日程調整 

第 2回 

運営指導委員会 

（２）令和 4年度の運営指導委員会の委員 

氏名 所属 委員歴 

松添 直隆 熊本県立大学環境共生学部 教授 委員長 第 1期第 1年次（H25）～現在 10年目 

元松 茂樹 宇土市長 第 1期第 1年次（H25）～現在 10年目 

加藤敬一郎 宇土市役所企画部長 第 2期第 5年次（R04）～現在 1年目 

宇佐川 毅 熊本大学理事 第 1期第 4年次（H28）～現在 7年目 

齊藤 弘順 崇城大学大学院工学研究科 教授 第 2期第 5年次（R04）～現在 1年目 

堤 豊 熊本学園大学商学部経営学科 教授  第 2期第 4年次（H25）～現在 2年目 

斉藤 貴志 名古屋市立大学大学院医学研究科 教授 第 2期第 1年次（H30）～現在 5年目 

田中 和惠 熊本県立教育センター教科研修部理科研修室 指導主事 第 2期第 4年次（R03）～現在 2年目 

（３）運営指導委員会の本校出席職員 

校長,高校副校長,中学副校長,教頭,事務長,学校経営戦略部（総務図書情報部長,教務主任,中学代表）研究開発部長,

進路指導主事,SSH研究主任,GLP研究主任,GS研究主任,実習教師 

熊本県教育委員会  SSH運営指導委員会  大学・研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 
       
   学校長    
        

 
【運営委員会】月4限 

管理職・校務分掌部長・学年主任 

 【学校経営戦略部】 

木5限 

 

  
    

 

【第Ⅱ期SSH推進委員会(32)】月5限 

管理職・研究開発部長・教務主任・進路指導主事・総務図書情報部長 

SSH研究主任・GS研究主任(34)・GLP研究主任(35)・ICT研究主任・中学主任 

 

        

 
職員研修 

職員会議 

 【研究開発部(33)】水5限 

部長・SSH研究主任・GS研究主任(34)・GLP研究主任(35)・学年主任 等 

 事務室 

SSH事務 
 

  
        

 
高校 

学年会 
 

【課題研究担当者会議(37)】木6限 

数学教員・理科教員全員 
 

中学 

学年会 
 

       
  支援 ⇑ 補助   

熊本県立宇土高等学校同窓会 卒業生人材・人財プログラム 
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第７節 成果の発信・普及 

（１）ロジックスーパープレゼンテーション(24)及び学校訪問・学校視察 

研究開発成果の普及の場として,ロジックスーパープレゼンテーションを年 2 回開催し,県内高校,SSH 指定校,SSH

関係者,教育関係者等,多くの訪問があった。また,本校 SSH研究開発における探究活動や探究の「問い」を創る授業に

関する学校訪問・学校視察も多数対応した（図.1）。授業や探究の研究開発の成果を SSH指定校のみならず,一般校へ

の波及ができた。今年度は，神奈川県立厚木高等学校，鹿児島県立薩摩中央高等学校，長崎県立猶興館高等学校，鹿

児島県立鹿児島中央高等学校，愛知県議会，茨城県立並木中等教育学校，愛知県立明和高等学校，宮崎県立五ヶ瀬中

等教育学校から学校訪問及び授業視察があり，本校の取組について情報交換を行った。 

 
【図.1 SSH指定 10年間の学校訪問・授業見学。発表会訪問者数（県内・県外）の推移，都道府県別訪問数】 

（２）研究成果要旨集・課題研究論文集(23)・独自開発教材 

1 年プレ課題研究・2 年課題研究,中学 3 年研究論文代表,科学部の探究の成果をまとめた要旨集,3 年課題研究の

成果をまとめた論文集,独自開発教材ロジックガイドブック(19)・GS 本(20)の 4 種類を製本し,各種関係機関に配付し

た（図.2）。ロジックスーパープレゼンテーション訪問者や学校訪問，授業見学の際にも配付をした。ホームページ

にも一部公開をした。 

    
【図.2 第二期第 5年次（R4）に製本した成果物】 

（３）ホームページ 

ホームページを令和 4 年 1 月リニューアルし,SSH 専用ページでは,①SSH 概要②歴史③成果④コース・組織体制⑤

報告書⑥探究の「問い」を創る授業⑦探究活動ロジック⑧開発教材⑨連携・社会と共創⑩評価開発⑪先輩の研究⑫実

験室の 12サイトから SSH事業の成果を発信する（図.3）。日々の活動報告は,ホームページのブログに掲載する。 

  
【図.3 リニューアルした公式ホームページ】 

（４）中学校説明会 

近隣中学校に本校職員が出向き,訪問中学校卒業後,本校に進学した生徒の SSH諸活動に関連した取組や成果を中心

に説明した。 

（５）学びの部屋 SSH 

宇土市立全小学校（宇土小・花園小・走潟小・緑川小・網津小・網田小・宇土東小）の児童を対象に，理科実験教

室を本校 SSコースの生徒が実施した。 
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（６）職員の実践報告 

探究活動や探究型授業の実践について,多くの機会での実践発表や民間教育機関主催セミナー講演,講師を受ける

機会を通して,研究成果の普及を進めた。県内外から職員研修の講師依頼を受けた。 

【表.1 主な実践発表,研究授業一覧】 
年 内容 教 員 年 内容 教 員 

H30 

独立行政法人教職員支援機構・授業視察 新たな 
学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト 

奥田和秀 
後藤裕市 

R2 

熊本県高等学校教育研究会理化部会講師 
梶 尾 滝 宏 
小 畠 早 織 

JST南地区主任調査員学校訪問・授業視察 後藤裕市 福岡教育大学実践紹介 梶 尾 滝 宏 

熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業 後藤裕市 夏の探究サミット 2020第 3回パネリスト 
「より主体的で深い学びを実現するために」 

後 藤 裕 市 
九州高等学校理科教育研究会・研究協議コーディネーター 後藤裕市 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[生物] 後藤裕市 夏の探究サミット 2020第 5回講師 
「探究の評価,どうする？」 

後 藤 裕 市 
教育センター及び初任者視察・研究授業 吉村早織 
熊本県教育課程研究協議会・実践発表[化学] 早野仁朗 東京都立多摩科学技術高等学校教員研修講師 後 藤 裕 市 
九州高等学校理科教育研究会・実践発表 早野仁朗 熊本県教育課程研究協議会・実践発表 後 藤 裕 市 
熊本県教育課程研究協議会・実践発表[物理] 梶尾滝宏 熊本北高等学校 ARⅠマイリサーチ発表会 後 藤 裕 市 

全国高等学校文化連盟研究大会熊本大会・実践発表 梶尾滝宏 冬の探究サミット 2020第 2回パネリスト 
「実践事例紹介＆探究ノウハウ大質問会」 

後 藤 裕 市 
岡山県立一宮高等学校職員研修・実践報告 梶尾滝宏 
探究の「問い」を創る授業・7月公開授業 理数教科 

R3 

探究の「問い」を創る授業・7月オンライン公開 
梶 尾 滝 宏 
後 藤 裕 市 探究の「問い」を創る授業・1月公開授業 全 教 科 

R1 

熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 
竹下勝明 
上野雅広 

一人一台端末整備先行実践校における授業公開 
永吉与志一 
水 口 雅 人 

第 69回九州地区理科教育研究大会熊本大会発表 梶尾滝宏 
熊本県立鹿本高等学校・SSH職員研修 

梶 尾 滝 宏 
後 藤 裕 市 熊本県高等学校教育研究会理化部会総会講師 梶尾滝宏 

熊本県高等学校教育研究会家庭部門講師 梶尾滝宏 千葉県市川高等学校 SSHオンライン授業研究会 後 藤 裕 市 
宮崎県自然科学専門部職員研修講師 梶尾滝宏 熊本県教育委員会主催探究活動指導者研修会発表 後 藤 裕 市 
熊本県教育委員会訪問・授業参観 梶尾滝宏 熊本県立第二高等学校・SSH海外研修職員研修 後 藤 裕 市 
千葉県船橋市養護教諭会オンライン職員研修 後藤裕市 STEAM教育 ART&ENGINEERING「架け橋プロジェク

ト」熊本県立八代中学校・高等学校指導・助言 
梶 尾 滝 宏 

鹿児島県立鹿児島中央高等学校職員研修講師 後藤裕市 
熊本県教育委員会訪問・授業参観 後藤裕市 熊本県立球磨工業高等学校公開授業指導・助言 梶 尾 滝 宏 
探究の「問い」を創る授業・7月公開授業 理数教科 探究の「問い」を創る授業・実践発表会 

梶尾滝宏・永吉与志一・水口雅人・後藤裕市 
奥 田 和 秀 
森 内 和 久 探究の「問い」を創る授業・1月公開授業 全 教 科 

R4 

熊本県高等学校教育研究会理化部会総会講師 梶尾滝宏 

R4 

熊本大学教育実習に係る事前指導Ⅰ・Ⅱ 後 藤 裕 市 
熊本県高等学校教育研究会情報部会総会講師 梶尾滝宏 熊本マイプロジェクト探究勉強会 2022 

「生徒が自ら動き出す仕掛けとは？」 
後 藤 裕 市 

熊本県高等学校教育研究会音楽部会総会講師 梶尾滝宏 
熊本市立必由館高等学校職員研修 梶尾滝宏 福岡・生徒の資質・能力の育成とその適切な評価

の実現に向けて 
後 藤 裕 市 

熊本県立上天草高等学校職員研修 梶尾滝宏 

教科の枠を越える授業「ウトウトタイムでからだを
休め，こころを整えることができるのか？」の実証
に生物・物理・数学の学際的アプローチでせまる 

後藤裕市 
梶尾滝宏 
水口雅人 

7月探究の「問い」を創る授業・公開授業 全 職 員 
11月授業者主体の授業創り・公開授業 全 職 員 
3月探究の「問い」を創る授業・公開授業 該 当 教 員 

（７）メディア掲載（掲載許可をいただいた資料❶～❼は,第４章関係資料報道資料参照） 

社会との共創プログラムを通して,産学官及び異世代を含めたネットワークを活用した取組を進め,メディアを通し

た成果の発信ができた。不知火現象を探究する科学部活動の様子や未来体験学習（関東研修）(22)で国際統合睡眠医科

学研究機構との連携の様子やウトウトタイム(29)の実践内容について,新聞社やテレビ報道関係を通して,成果の発信を

することができた。また，ペーパーブリッジコンテスト(28)では授業展開やコンテストの様子,本校卒業生ミネルバ大学

進学者の,メディア掲載により GLP等,本校教育活動の成果の普及を進めることができた。 

【R4報道資料一覧】 

❶学びの部屋 SSH「宇土高生と楽しく実験，小学生に理科の手ほどき」   【熊本日日新聞 R4.8.10】 

❷県科学展・発明工夫展「県知事賞に 6個人・団体」    【熊本日日新聞 R4.10.27】 

❸日本学生科学賞（最優秀賞）「学生科学賞 県代表 6作品最優秀 宇土高・科学部地学班」 【読売新聞 R4.11.4】 

❹科学部地学班（不知火現象）「不知火現象 謎に迫る 熊本県立宇土高の地学班が観測・分析」【毎日新聞西部本社 R4.10.26】 

❺科学部地学班（不知火現象）「不知火研究 光る若い力 熊本の自然現象 地元高校生が観測」【毎日新聞東京本社 R4.10.29】 

❻日本学生科学賞「最優秀作品を紹介 蜃気楼メカニズム研究」   【読売新聞 R4.11.24】 

❼未来体験学習（関東研修）「最先端の睡眠研究 学ぶ 筑波大の機構 熊本の高校生訪問」 【朝日新聞 R4.12.15】 

❾第８回全国ユース環境活動発表大会      【大会 HP掲載】         

❿第 5回中高生情報学研究コンテスト      【大会 HP掲載】 
⓫ウトウトタイム「睡眠〜Sleep〜」  【NHK BS1 COOL JAPAN〜発掘!かっこいいニッポン〜再放送 8回】 

⓬IGS株式会社「資質・能力の可視化により探究型学習の指導と評価の一体化を実現」 【HP掲載】 

⓭IGS株式会社「生徒の資質・能力の育成とその適切な評価の実現に向けて」  【HP掲載】 

⓮未来体験学習（先端企業訪問）「虫の生態を研究する視点を学びます」 【RKK熊本放送 熊日ニュース R4.7.27】 

⓯未来体験学習（関東研修）「"睡眠"研究の最前線に潜入！」【NHK水戸放送局 いば６R4.12.13】 

⓰未来体験学習（関東研修）「"睡眠"研究の最前線に潜入！」【NHKいばログ つくば支局 平山佳奈（記者）R4.12.23】 

（８）熊本県 One Teamプロジェクト「自由研究」のことなら宇土中高に！ 

SSH事業の成果・普及，及び県立高校 One Team プロジェクトの一環として，近隣地域の小中学生の自由研究活動を

支援した。自由研究の支援－テーマ設定や情報収集の方法を知ろう！－では，タイトル・動機・目的・予想・調べたい

こと（仮説）・方法・道具・結果・考察・感想・応用性・今後の課題・参考文献について，各項目を説明した関連資料

をアップロードした。また，身近で楽しい実験では，「身のまわりにあるもので実験をしよう！」や「身のまわりにあ

るギモンから実験をはじめてみよう！」の項目で，高校生が説明する実験動画をアップロード，高校生研究発表「実際

に研究を行っている高校生の発表を見よう！」では，課題研究や科学部活動の研究発表をアップロードした。 
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第８節 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

「未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践」の研究開発課題に関する研究開発実施上の課

題と,今後の研究開発の方向性を示す。 

① 研究計画の進捗と管理体制，成果の分析に関する評価  

SSH の成果は，量的調査と質的調査に分け，様々な指標から，生徒及び教師の変容の分析に取り組んでいる。 

ただし，教師の意識の変容は，必ずしも十分に測定できていないのではないか，吟味することが望まれる。 

↓職員の意識の変容の測定と吟味【詳細データ：第 4年次研究開発実施報告書 P42参照】 

量的調査「①生徒の研究発表の指導を経て得た経験内容の人数」 

質問 SS課題研究担当（数学・理科教員）n=21  GS課題研究担当（数学・理科除く教員）n=36 
①生徒の研究発表の指導を
通して得た経験内容 

1年未満 
1人 

2～3年 
6人 

4～5年 
6人 

6～7年 
2人 

8年以上 
6人 

 
1年未満 

6人 
2～3年 

6人 
4～5年 
10人 

6～7年 
8人 

8年以上 
6人 

ロジックスーパープレゼン
テーション代表選出経験 

0 2 3 1 4  0 2 3 1 3 

科学系コンテストまたは研
究発表会に出展した経験 

1 3 4 1 4  0 0 0 0 1 

学会に出展した経験 0 2 2 1 4  0 0 0 0 0 

質的調査「②授業における探究型授業,教科横断型授業への意識」 

質問 SS課題研究担当（数学・理科教員）n=21  GS課題研究担当（数学・理科除く教員）n=36 

②授業における探究型授業,教
科横断型授業への意識 

そう思う 
おおいに 

やや 
そう思う 
だいたい 

あまり 
思わない 
すこし 

そう 
思わない 
まったく 

 
そう思う 
おおいに 

やや 
そう思う 
だいたい 

あまり 
思わない 
すこし 

そう 
思わない 
まったく 

①教科・科目を越えた教員の連
携を重視しましたか。 

28.6 38.1 23.8 9.5  5.6 52.8 27.8 13.9 

③探究的な学びになる授業の展
開を重視しましたか。 

33.3 38.1 28.6 0.0  19.4 50.0 25.0 5.6 

⑤生徒が授業中に探究の「問い」
を創る機会を重視しましたか。 

23.8 38.1 33.3 4.8  8.3 44.4 38.9 8.3 

↓これまでの取組（第Ⅱ期第 4～5年次）           CS分析「③重要度，満足度指標,重点的改善要素」 

取組① GS課題研究「宇土市研究発表会の創設」による機会の創出 

取組② 探究型授業実践発表会の実施による具体的実践例の共有 

取組③ 探究型授業，観点別評価に関する職員研修，公開授業実施 

 

 

↓第Ⅲ期申請における設定課題の分析（職員アンケートより） 

課題❶各分野の探究指導の経験の継承と GS課題研究外部発表機会の確保 

課題❷探究的な授業展開，授業で探究の「問い」を創る機会の設定の意識 

課題❸地域や企業等，社会と共創して探究に取り組む機会や指導方法 

↓第Ⅲ期申請における課題設定 

課題Ⅰすべての生徒が主体的に学際的な視点で学び，自ら「問い」を創ること 

課題Ⅱすべての生徒が社会と共創することを意識した探究をすること 
 
② 教育内容等に関する評価 

ロジックガイドブックの有用性について GS コースの低評価の原因は何か，吟味することが望まれる 

↓ロジックガイドブック有用性の吟味【詳細データ：第 4年次研究開発実施報告書 P42参照】 

SSコース 3年 60人,GSコース 2年 181人(有効回答)を対象に,選択肢・単数回答法，間隔尺度（強制選択尺度[4件法 4：

肯定]）でアンケートを実施し，研究開発の仮説「探究活動を通して，社会の変化に主体的かつ柔軟に対応する力を育成

できる」を総合評価に設定し,ロジックガイドブックの個別評価要素の重要度指標と満足度指標を得て,重点的改善要素

を抽出するポートフォリオ分析を行った。（詳細データ：第 4年次研究開発実施報告書 P40参照） 

              
これまでの取組（第Ⅱ期第 4～5年次） 

取組 ロジックガイドブック第二版製本，GS本の開発，宇土市研究発表会の創設 

↓第Ⅲ期申請における設定課題の分析（生徒アンケート分析より） 

課題 SS課題研究では，学会や国際発表を経験していない生徒，GS課題研究では，探究への満足度の二極化 

↓第Ⅲ期申請における課題設定 

課題Ⅲすべての生徒が自己だけでなく社会も含めた探究の意義を実感すること 

【ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGICを駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成】 
 

LOGIC の 25 構成

要素のうち，満足

度指標の改善要

素が 3 年 SS 課題

研究では 4 項目

の二極化が課題。 
2 年 GS 課題研究

では約半数の 12

項目究では，学会

や国際発表を経

験していない生

徒，GS 課題研究

では，探究への満

足度の二極化が

課題。 
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今後の研究開発の方向性 

併設型中高一貫教育校として,「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材を育

成する」ために,目標Ⅰ『学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する,授業デザインの実践』,目標Ⅱ『社会

と共創するために UTO-LOGICを駆使する探究活動の実践』,目標Ⅲ『学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ」の開発とシチズ

ンサイエンスの実践』に取り組む。 

●本校が設定するウェルビーイングを目指すとは 

教科教育においても,探究活動においても,個人や社会等のウェルビーイングを意識した学びを充実することで,外発的

動機から内発的動機へ,個人の興味・関心を希望・展望へ,個人から学校や地域に,さらには人類・社会をよい状態にする

ことの実現を追求できるようになることを「ウェルビーイングを目指す」と設定する。 

●ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGICを駆使して新たな価値を創る科学技術人材育成の方向性 

ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成には,探究活動の時間のみ

で,L（論理性）,O（客観性）,G（グローバル）,I（革新性）,C（創造性）,W（ウェルビーイング）のすべてを三観点で深

めることは困難であるため,次図のように「教科教育と探究活動の往還」の充実を図る教育活動を展開する。 

教育活動のすべてが UTO-LOGIC とウェルビーイングに通じるように授業デザインをする。探究では,教科教育との往還

を意識しつつ,下図の観点を重視した実践を展開する。 

教科教育  知識・技能  思考・判断・表現  主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 

             

往還  
Logicality 

(論理性) 
 

Objectivity 

(客観性) 
 

Global 

(グローバル) 
 
Innovativeness 

(革新性) 
 

Creativity 

(創造性) 
 

Well-Being 

(ウェルビーイング) 

             

探究活動  知識・技能  思考・判断・表現  主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 

●本校が設定する生徒に身につけさせたい UTO-LOGICとは 

探究を通して LOGIC（論理性・客観性・グローバル・革新性・創造性）を駆使して,既成概念にとらわれることなく未知

なるものに挑む力のこと。 

ロジックルーブリック 

Think Logically,Objectively and Globally．Be Innovative and Creative. 

論理的に,客観的に,グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ,創造的であれ 

（２）目標 

目標Ⅰ ❶学際的な理数教育の開発・実践と成果の普及 

❷探究の「問い」を創る授業のシラバス及び「問い」を評価するルーブリック開発・実践 

目標Ⅱ ❶全校生徒対象に社会と共創した探究活動を行うロジックプログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲの実践 

❷生徒に身につけさせたい力 UTO-LOGIC(1)の評価方法の開発・実践 

目標Ⅲ ❶学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ」のシラバス及び教材の開発・実践 

❷学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ」の成果の普及に関するシチズンサイエンスの実践 

（３）研究開発の仮説 

【育成しようとする生徒像】 

ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材 

【仮説】 

〔仮説Ⅰ〕併設型中高一貫教育校として,教科の枠を越える学際的な理数教育,探究の「問い」を創る授業(6)をデザインす

ることによって,新たな価値を創造するために探究の「問い」を設定することができる資質・能力を高めることができる。 

〔仮説Ⅱ〕公立の併設型中高一貫教育校として,教科との関わりを重視し,社会と共創した探究活動を行うプログラムを

実践することによって,社会と共創するために，UTO-LOGIC(1)を駆使して探究を深める資質・能力を育てることができる。 

〔仮説Ⅲ〕学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ」を開発することによって,ウェルビーイングを目指した意思決定のために，

データ駆動させる資質・能力を高めることができる。 

 

 Logicality 
(論理性) 

Objectivity 
(客観性) 

Global 
(グローバル) 

Innovativeness 
(革新性) 

Creative 
(創造性) 

Well-Being 
(ウ ェ ル ビ ー イ ン グ) 

５ 

説明の論理性 
研究をアカデミック
ライティングの手法
で説明できる 

研究の客観性 
第三者が課題研究論
文集から客観的に研
究証明できる 

国際発表 
英語で課題研究の成
果を発表することが
できる 

構造の変化 
研究結果から従来の
枠組・構造を変える
ことができる 

概念の創造 
研究結果から新しい
概念を見出すことが
できる 

探究と公共 
探究を人類・社会の
幸せを願って進める
ことができる 

４ 

説明の対照性 
対照実験としてコン
トロールの設定がで
きる 

研究の正当性 
統制群とコントロー
ルの違いを統計的に
証明できる 

国内発表 
研究の成果を学校外
で発表することがで
きる 

疑問の変化 
研究結果・考察から
手法や条件の再設定
ができる 

価値の創造 
研究内容及び研究結
果に価値を見出すこ
とができる 

探究と共生 
探究を学校や地域を
よくするため進める
ことができる 

３ 

説明の一貫性 
研究の仮説・目的と
手法,結果,考察に一
貫性がある 

研究の再現性 
実験手法から再現性
の高い結果を示すこ
とができる 

同世代発表 
研究の成果を様々な
高校生に発表するこ
とができる 

仮説の変化 
研究結果の考察から
研究の仮説を再設定
できる 

思考の創造 
研究結果の考察から
新たな研究を見出す
ことができる 

探究と展望 
探究を個人の希望と
展望を持って進める
ことができる 

２ 

説明の確実性 
説明の根拠となるデ
ータを示すことがで
きる 

研究の妥当性 
確立した科学的手法
を用いた実験・研究
ができる 

グローバルの一歩 
研究の概要を英語で
も説明することがで
きる 

知識の変化 
研究内容と教科書等
学習内容の関連付け
ができる 

知識の創造 
研究内容から教科書
等学習内容の知識が
できる 

探究と個人 
探究を個人の興味や
関心に基づき進める
ことができる 

１ 

説明の一般性 
科 学 的 論 文 形 式
IMRADに沿ったレポ
ートができる 

情報の正確性 
参考文献の出典を明
らかにしたレポート
ができる 

視野の拡がり 
自分の興味視野を未
知の世界で拓くレポ
ートができる 

感覚の変化 
自分の認識・感覚を
変えるレポートがで
きる 

未知の創造 
自分の既知と未知の
区別があるレポート
ができる 

探究と意義 
探究を外的刺激や責
任・義務感で進める
ことができる 

       
 知識・技能【探究】 思考・判断・表現【探究】 主体性【探究】 
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第４章 関係資料 

第１節 教育課程表  令和 4年度入学生（枠内が SSH研究開発に係る科目） 

Ⅱ Ⅲ 計

教科 科目 標準単位

現代の国語 2 2 2 2 2 2

言語文化 2 3 3 3 3 3

論理国語 4 2 2 2 2 2 2 4 4 4

文学国語 4

国語表現 4

古典探究 4 3 2 2 3 2 2 6 4 4

地理総合 2 2 2 2 2 2 2

地理 地理探究 3 0・4 0・4 0・4

歴史 歴史総合 2 2 2 2 2 2 2

日本史探究 3 4 4 4 0・4 0・4 0・4

世界史探究 3 0・4 0・4 0・4

公共 2 2 2 2 2 2

公民 倫理 2 2 2 0・2 0・2

政治・経済 2 2 2 0・2 0・2

数学Ⅰ 3 2 0・2 0・2 0・2

数学Ⅱ 4 1 3 3 3 6・7 3・4 0・1

数学Ⅲ 3 1 1・4

数学Ａ 2 2 0・2 0・2 0・2

数学Ｂ 2 2 2 2 2 4

数学Ｃ 2 2◎ 2 0・2 2

*探究数学Ⅰ 5 5 3 0・5 0・5 0・5

*探究数学Ⅱ 6 6 6

*探究数学Ⅲ 7 7 7

*数学演習 3 0・3

科学と人間生活 2

*未来科学 4 4 4 4 4 4

*探究科学 7 3 4 7

保健 体育 7～8 3 3 3 3 3 2 2 2 8 8 8

体育 保健 2 1 1 1 1 1 2 2 2

音楽Ⅰ 2 0・2 0・2 0・2

音楽Ⅱ 2 2○ 0・2

美術Ⅰ 2 2 2 0・2 0・2 0・2

美術Ⅱ 2 2○ 0・2

書道Ⅰ 2 0・2 0・2 0・2

書道Ⅱ 2 2○ 0・2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 3 3 3 3 3

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4 4 4 4 4 4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4 4 4 4 4

論理・表現Ⅰ 2 2 2 2 2 2

論理・表現Ⅱ 2 2 2 2 2 2 2

論理・表現Ⅲ 2 2 2 2 2 2 2

家庭 家庭基礎 2 2 2 2 2 2

情報Ⅰ 2 1 1 1 1 1

情報Ⅱ 2 2◎ 0・2

*ロジックプログラム 1 1 1 1 1 1

*ロジック探究基礎 1 1 1 1 1

*SS課題研究 3 2 1 3

*GS課題研究 2 1 1 1 1 2 2

*SS探究物理 6 3 3 0・6

*SS探究化学 6 2 4 6

*SS探究生物 6 0・6

*GS探究物理 6 3 3 0・6

*GS探究化学 6 2 4 6

*GS探究生物 6 0・6

31 31 29・31 31 31 31 31 31 91・93 93 93

家庭 フードデザイン 2～10 2○ 0・2

0 0 0・2 0 0 0 0 0 0・2 0・2 0・2

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

総探 宇土未来探究講座 3～6

32 32 32 32 32 32 32 32 96 96 96

入学年度 2022年度（令和４年度）入学

2022年度（令和４年度）教育課程表 熊本県立宇土高等学校　全日制

学　　　科 普通科

2022年度（令和４年度）現在の学年（○印） Ⅰ

　　　類型（コース） 高
進
生

中
進
生

芸術

Ｇ
Ｓ
理
系

Ｓ
Ｓ

Ｇ
Ｓ
文
系

Ｇ
Ｓ
理
系

Ｇ
Ｓ
文
系

Ｇ
Ｓ
理
系

Ｓ
Ｓ

国語

数学

理科

Ｓ
Ｓ

Ｇ
Ｓ
文
系

外国語

情報

ロジック

各学科共通教科計

専門教科計

合計  
ＳＳ････スーパーサイエンスコース GS……グローバルサイエンスコース ○･◎はどれか１科目を選択する。    
１年次中進生の数学Ⅰ３単位は，ＳＳＨ教育課程の特例により探究数学Ⅰで代替する。      
１年次の数学Ⅱの学習は，数学Ⅰの範囲の学習を終了した後に行う。２年理系の数学Ⅲの学習は，数学Ⅱの範囲の学習を終了した後に行う。 
１年次科学と人間生活２単位・化学基礎２単位は，ＳＳＨ教育課程の特例により未来科学で代替する。     
情報Ⅰ（２単位）は SSH 教育課程の特例により，１年次に１単位，２年次にＧＳ文系・理系はロジック探究基礎，SS は SS 課題研究（１単位）で代替する。  
２年次ＳＳ理系の物理基礎はＳＳ探究物理で，生物基礎はＳＳ探究生物で代替する。 
２年次ＧＳ理系の物理基礎はＧＳ探究物理で，生物基礎はＧＳ探究生物で代替する。 
総合的な探究の時間「宇土未来探究講座」について，１年次はロジックプログラム，２年次はＧＳ課題研究・ＳＳ課題研究（１単位分），３年次は GS 課題研究・SS 課題研究で代替する。 
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令和 3年度・令和 2年度入学生（枠内が SSH研究開発に係る科目） 

Ⅱ Ⅲ 計

教科 科目 標準単位

国語総合 4 4 4 4 4 4

国語 現代文Ｂ 4 2 2 5 5 4 4 4

古典Ｂ 4 2 2 6 6 4 4 4

国語表現 3 0・2 0・2

世界史Ａ 2 2 2 2 2 2 2

世界史Ｂ 4 0・4 0・4 0・4 0・4 0・4

地理 日本史Ａ 2 0・2 0・2 0・2 0・2 0・2

歴史 日本史Ｂ 4 2 0・4 0・4 0・4 0・4 0・4

地理Ａ 2 4 0・2 0・2 0・2 0・2 0・2

地理Ｂ 4 0・4 0・4 0・4 0・4 0・4

現代社会 2 2 2 2 2 2

公民 倫理 2 2 2 0・2 0・2 0・2

政治・経済 2 2 2 0・2 0・2 0・2

数学Ⅰ 3 3 3 3 3

数学Ⅱ 4 1 7 6 4 4

数学Ⅲ 5 1・6 1・6

数学 数学Ａ 2 2 2 2 2

数学Ｂ 2 2 2 2 4 4

*探究数学Ⅰ 5 5 5 5 5

*探究数学Ⅱ 6 6 6

*探究数学Ⅲ 7 7 7

*実践数学 2 0・2 0・2

*数学演習 5 0・5 0・5

物理基礎 2 2 2 2 2

物理 4 0・7

化学基礎 2 2 3 4 2 2 2

化学 4 3 4 7

生物基礎 2 2 2 2 2

生物 4 0・7

理科 地学基礎 2 2 2

*未来科学Ａ 3 3 3 3

*未来科学Ｂ 3 3 3 3

*探究科学 6 3 4 7

*実践物理基礎 3 1 2 0・3

*実践化学基礎 3 0・3

*実践生物基礎 3 0・3

*実践地学基礎 2 2 2

保健 体育 7～8 3 2 8 8 8 8 8

体育 保健 2 1 2 2 2 2 2

音楽Ⅰ 2 0・2 0・2 0・2 0・2 0・2

音楽Ⅱ 2 0・2 0・2

芸術 美術Ⅰ 2 0・2 0・2 0・2 0・2 0・2

美術Ⅱ 2 2○ 0・2 0・2

書道Ⅰ 2 0・2 0・2 0・2 0・2 0・2

書道Ⅱ 2 0・2 0・2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 3 4 3 4 3 3 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 3 4 4 3 3 3

外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 4 4 4 4 4 4

英語表現Ⅰ 2 2 2 2 2 2 2 2

英語表現Ⅱ 4 2 2 4 4 4 4 4

家庭 家庭基礎 2 2 2 2 2 2

社会と情報 2 0・2 0・2

情報の科学 2 1 1 1 1 1 1 1 1

*ロジックプログラム 1 1 1 1 1 1

*ロジック探究基礎 1 1 1 1 1

*SS課題研究 3 2 2 1 1 3 3

*GS課題研究 2 1 1 2 2 2

*SS探究物理 7 3 3 4 4 0・7 0・7

*SS探究化学 7 3 3 4 4 7 7

*SS探究生物 7 0・7 0・7

32 32 94・96 94・96 96 96 96

家庭 フードデザイン 2～10 2○ 0・2 0・2

0 0 0・2 0・2 0 0 0

特別活動 ホームルーム活動 1 1 3 3 3 3 3

総学 宇土未来探究講座 3～6

33 33 99

2◎

合計 33

2

情報
2◎

1

2

4

4

2 2

専門教科計 0 0・2 0

1 1 1

1

1 1

各学科共通教科計 32 30・32 32 32

ロジック

1

3 3 2

1 1

1

2 2

2

2

3 3 3

2◎

2

2 4

2

3 3

高
進
理
系

高
進
Ｓ
Ｓ

中
進
Ｓ
Ｓ

3

高
進
文
系

高
進
文
系

中
進
文
系

高
進
理
系

中
進
文
系

高
進
理
系

高
進
Ｓ
Ｓ

中
進
Ｓ
Ｓ

高
進
文
系

中
進
文
系

2022年度（令和４年度）教育課程表 熊本県立宇土高等学校　全日制

学　　　科 普通科

入学年度 2021年度（令和３年度）入学

2022年度（令和４年度）現在の学年（○印） Ⅰ

　　　類型（コース） 高
進
生

中
進
生

高
進
Ｓ
Ｓ

中
進
Ｓ
Ｓ

4

2

 
Ｓ Ｓ ････ス ー パ ー サ イ エ ン ス コ ー ス   GS… … グ ロ ー バ ル サ イ エ ン ス  
○ ････芸 術 Ⅱ ・ フ ー ド デ ザ イ ン か ら １ 科 目 選 択   ◎ ････国 語 表 現 ・ 実 践 数 学 ・ 社 会 と 情 報 か ら １ 科 目 選 択  
１年次の数学Ⅱの学習は，数学Ⅰの範囲の学習を終了した後に行う。２年次高進理系・ＳＳの数学Ⅲの学習は，数学Ⅱの範囲の学習を終了した後に行う。 
１ 年 次 中 進 生 の 数 学 Ⅰ ３ 単 位 は ， Ｓ Ｓ Ｈ 教 育 課 程 の 特 例 に よ り 探 究 数 学 Ⅰ で 代 替 す る 。   
１ 年 次 中 進 生 の 物 理 基 礎 ２ 単 位 ・ 化 学 基 礎 ２ 単 位 は ， Ｓ Ｓ Ｈ 教 育 課 程 の 特 例 に よ り 未 来 科 学 Ａ で 代 替 す る 。  
１ 年 次 中 進 生 の 生 物 基 礎 ２ 単 位 ・ 地 学 基 礎 ２ 単 位 は ， Ｓ Ｓ Ｈ 教 育 課 程 の 特 例 に よ り 未 来 科 学 Ｂ で 代 替 す る 。  
２ 年 次 Ｓ Ｓ コ ー ス の 情 報 の 科 学 １ 単 位 は ， Ｓ Ｓ Ｈ 教 育 課 程 の 特 例 に よ り SS 課 題 研 究 で 代 替 す る 。   
２ 年 次 高 進 文 系 ・ 高 進 理 系 ・ 中 進 文 系 の 情 報 の 科 学 １ 単 位 は ， Ｓ Ｓ Ｈ 教 育 課 程 の 特 例 に よ り ロ ジ ッ ク 探 究 基 礎 で 代 替 す る 。  
総合的な探究の時間「宇土未来探究講座」について，１年次はロジックプログラム，２年次はＧＳ課題研究・ＳＳ課題研究（１単位分），３年次はＧＳ課題研究・ＳＳ課題研究で代替する。 
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第２節 運営指導委員会の記録 

(1)第二期・第９回運営指導委員会 

期日 令和 4年 10月 3日（月） 

会場 熊本県立宇土高等学校会議室 Zoomオンライン開催 

内容 開会挨拶  【坂本憲昭 審議員】 

   校長挨拶  【横川修  校長】 

概要説明  【後藤裕市 研究開発部長】 

研究協議 

閉会挨拶  【坂本憲昭 審議員】 

出席 運営指導委員,県教育委員会,本校職員 

［運営指導委員］ 

松添 直隆 

元松 茂樹 

宇佐川 毅 

堤 豊 

斉藤 貴志 

田中 和惠 

熊本県立大学環境共生学部 教授 委員長 

宇土市長 

熊本大学理事 

熊本学園大学商学部経営学科   教授  

名古屋市立大学大学院医学研究科 教授 

熊本県立教育センター教科研修部 指導主事 

［県教育委員会］ 

坂本 憲昭 

藤野 弘明 

熊本県教育庁 高校教育課 審議員 

熊本県教育庁 高校教育課 指導主事 

〈宇土高校関係職員〉 

横川 修 

石田 智雄 

緒方 稔 

原  恭一 

奥田 和秀 

早田 誠 

梶尾 滝宏 

山田 大地 

後藤 裕市 

水口 雅人 

小川 康 

永吉与志一 

長田 洋子 

植田 直子 

校長 

副校長 

副校長 

教頭 

学校経営戦略部 教務主任 

学校経営戦略部 総務図書情報部長 

学校経営戦略部 

学校経営戦略部  

研究開発部部長 

SSH研究主任 

GLP研究主任 

GS研究主任 

進路指導主事 研究推進委員会 

実習教師 
 

 
【運営指導委員会ハイブリッド型開催の様子】 

研究協議 

第三期ＳＳＨ申請概要に関する指導助言 

【坂本審議員】宇土中・高 SSH第二期最終年度。第三期指定

を目指し，文部科学省へ申請を行う。第三期は，これまでの

取組をベースに，自らの強みや教科間の連携，学校全体での

組織的な指導体制等を確立したうえで，一段高いレベルでの

研究開発を行い，科学技術人材育成の取組を促進することが

求められる。第二期までの実践と成果を活かし次期申請の検

討を進めたい。 

【横川校長】第二期 10 年，第三期申請についての御指導御

助言を中心に御協議を賜りたい。宇土中の学校説明会で，107

名の小学 6 年生が集まった際，「探究」の話をした。本校は

「探究」とともに，SSH を進めてきた。高等学校新学習指導

要領では，総合的な探究の時間になり，全国の多くの学校が，

思い悩んでいる。先んじて本校では「探究」の取組を進めて

おり，第三期ではさらに高みに持っていく必要がある。 

運営指導委員の方々からの御指導御助言に基づき，校内で検

討を重ね，第三期申請に万全を期したい。 

【松添委員】次期申請，一つは，上のものを目指すこと。も

う一つがやはり「探究」。どこでも探究という言葉が転がっ

ている。探究について，まずは共通認識を持たないと議論に

ならない。「探究」とは何か，概要説明を踏まえ，宇土中・

高の取組を振り返り，次期に目指すべきことを協議したい。 

【後藤研究開発部長】概要説明 

（本紙：別紙様式 1-1，2-1に基づいた説明） 

【松添委員長】宇土中・高の探究，「こういったものが宇土

中・高の探究である」というものを具体的に突き詰めたい。 

【後藤研究開発部長】「たんきゅう」も究める「探究」と求

める「探求」の二つ。SS課題研究は，確立した手法・方法で

深めていく「探究」，GS 課題研究，地域・世界を見ながら拡

げる「探求」，目指す方向性が異なる。 

【松添委員長】総合的な「学習」から「探究」。やはり単な

る知識を詰め込んできたことに対する反省だろうか。なぜ，

探究，探究となっているか。全国的に探究になったのか。 

【横川校長】総合的な学習の時間が始まった時，生徒それぞ

れが課題を設定して，調べ学習になった動きが一つ，もう一

方ではキャリア教育の視点に立った進路学習，各学校の裁量

で様々に工夫があった。文科省が課題として捉えていた総合

的な学習の在り方とは乖離したものになったと捉える。これ

からの世界で仕事をする，生きていく子供を育てるには，教

科等の学びも横断的に，身近なところから社会課題の解決の

ためには，社会的な目線を持ってテーマを設定して学ぶのが

総合的な探究の時間の趣旨だと考える。本校では「個別の探

究」もあるが「グループの探究」もある。探究は一人だけで

なく誰かと一緒にやることにポイントがある，その「誰か」

は校内，校外，大学，社会，世界と繋がっていくイメージで

私は探究を理解している。 

【松添委員長】留意すべきは，この 10 年間，宇土高校はや

ってきたという事実。全国的に，探究でしっかりやらないと

いけないことも踏まえる。探究について宇土中高は実績があ

るため，どうやってもう一歩上に行くのかが議論になる。今

までやってなかったのか，そうではない，今までずっと探究

をやってきたという共通認識をもって協議に入る。 

【宇佐川委員】SS と GS を全部取り払って全体で取り組むと

理解できた。学校設定科目「Well-Being」は，睡眠に関する

データと限定的。睡眠と Well-Being には異論はない，例え

ば，社会的な満足度，幸福感，地域課題と考えた時，テーマ

を絞りすぎて，全生徒にトライアルさせるのは，無理がある。

農業問題，産業構造を分析し，宇土市との議論を通して生徒

が学ぶ，このように広げる枠組みを検討いただきたい。 

もう一点，JST のページから，グローバル化，STEAM 教育は

表裏一体になっていることがうかがえる。宇土中高の成果と

して「海外での活動実績」，教員評価の改善事項に挙げてい

る「英語教育」。自己評価を分析的に出している。半導体の

企業が熊本に来ることを例に，産業のグローバル化が進むこ

とを見据えたら，表現の手段として英語を上手く盛り込むと，

とても魅力的なプログラムになる。 

【松添委員長】学校設定科目「Well-BeingⅠ」補足説明を。 

【後藤研究開発部長】睡眠のデータにしたのは誰もが寝る，

ウトウトタイムで実践しているため。御指摘の通り，ウェル

ビーイングの定義は幅広い，睡眠，身体的なウェルビーイン

グだけで扱うのは矛盾があると認識。年間 35 時間，シラバ

スの作成を通して，宇土市に関するデータを分析等，様々な

題材を扱うことで，幅広い学びに多角的にアプローチしたい。 

【松添委員長】学校設定科目，学年，対象の確認を。 

【後藤研究開発部長】高校 1 年を対象に「Well-BeingⅠ」，

高校 2 年を対象に「Well-BeingⅡ」，それぞれ１単位，週１

回。データサイエンスを扱う SSH校が増えている印象。情報，

総合的な探究の時間の代替。数学も関わる科目設計が違い。 
【松添委員長】「Well-Being」が科目になった，その内容が
数学と情報になった，そう印象を受けた。 
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【後藤研究開発部長】どの教科，どの職員が主担当か。代替

科目，免許の関係上，数学・情報の教員が前提。 

【斉藤委員】「Well-Being」，データサイエンス，数学を用い

て，どう応用的に理解していくか，どう心の満足度をどう高

めるか。まずフィジカルのデータをとって，フィジカルが理

解できると，心の満足に繋がる，連続性を生徒に認識させる。

意味，意義を認識できないと，生徒は，やらされ感がでてく

る。第二期の流れで，文系理系と分けられ，GS コースは 7

割，SSコースは 3割。算数，数学が嫌いで文系に行く生徒が

いるなかで，数学が増えるという嫌悪感，壁がある。どう壁

を低く意識させ，自分たちが作ったデータのデータセットを，

どう応用，理解させていくかが難しい。そこをクリアしない

と達成できない。大枠としての「探究」の先にあるのは，従

来の教育，答えの求め方でなく，問題の探し方，探した問題

をどう解決していくか。そこを探究できるようにしたい。そ

の先に地域創生に繋がってくる，地域創生があって初めてグ

ローバルに発信していくことに繋がる。一つの型にはめたも

のでなく，連続性があるように見せるのが重要。 

【田中委員】文系の生徒も巻き込むには，社会科学的要素が

大事。ウェルビーイングを追求し満足度の高い学びを目指す

うえで，現状，ポートフォリオ分析の「理科数学が他教科を

学ぶ上で重要と意識できていない」課題がある。学んでいる

ものが社会に広がると認識するとよい。教員側が意識する形

で生徒に示し，生徒の次に繋げる動機付け，生徒の視野を広

げる活動が入ると良い。 

【堤委員】科目名は「Well-Being」，内容は情報科学，情報

学。ウェルビーイングのために，どのデータが取りたいのか，

データの量と質か，大切である。数学と情報は別科目として

本来はあるべきではないか。大学入試にも情報の科目が入る，

情報の科目を別立てにし，議論したうえで，どういうデータ

を取るか，データを取る目的と検討することが重要。SWOT

分析の資料について，S×O にあたる部分，S×T にあたる部

分を関連づけしていくと良い。現在 33単位設置から 31単位

に減ずる理由の説明もほしい。 

【原教頭】33 単位は現行 2，3 年生，現行 1 年生は 32 単位。

次年度は更に 1 単位減じて 31 単位。ねらいは生徒に時間を

返す。教員が常に手をかけるのではなく，教育課程の標準単

位を基準に生徒に考える時間を与えるねらい。 

【松添委員長】「Well-Being」について，宇土市長の視点で

Well-Beingに期待すること，宇土高校に期待することは。 

【元松委員】数学と情報，理系の印象であるが，社会とどう

繋ぐかが重要。情報を分析し，社会に落とし込んでプラスに

持っていくか。情報＝理系ではない。データベースからどう

抽出し，どうまとめ，見えるものをどうつなぐかが重要。 

【松添委員長】宇土市にある色々な情報を解析し，政策に繋

ぐ力を養う。エビデンスに基づいてできる力を養う。生徒か

らデータに基づいた課題を市や地域から出していく。 

【斉藤委員】現段階では，高校でできることベースで検討し

て申請書を書いている。ただ，市役所や地域の団体とどれだ

け連携をとれるか許容範囲が分かると。例えば，地域の問題

を生徒に提示してデータサイエンスの枠組で処理するとか。 

【後藤研究開発部長】宇土市のデータベース，統計データが

ある HPを活用し，生徒が，課題を探るのは大きな一歩。 

【宇佐川委員】データサイエンスを理系の科目と狭くとらな

いほうが良い。社会科学でも農業でも関係があり，情報Ⅰ必

修はどの分野でも最低限必要という意味。公開データは実際

に研究者も利用する。コロナの感染のデータと SNSのキーワ

ードの関係等。例えば，宇土市役所が持つデータを扱い，「ウ

ェルビーイング，地域を元気にする」とお題を立て，量的に

把握し，問題解決のアプローチを，市に提案する。トライア

ル自体が生徒にとって自信になる。前回の公開授業で理科と

数学を融合した授業を実践していた。融合する効果は今回の

セットアップだと出せる。市役所から直接，話を聞くと現実

味のあるお題になる。 

【元松委員】宇土市としてもありがたい話。データの提供か

らではなく，「こういうことを役所でやりたい，それに対し

てどういうデータがいるかを調べる」が重要。例えば，高齢

化が地域で進んでいる原因を分析すれば，死亡率，年齢構成，

少子化，生産人口流出と分析できる，少子高齢化が極端に進

む地域の問題に着目したうえで，生徒が求めるデータを意識

させ，市が提供する流れ。生徒が考え，データが欲しいと逆

に言ってもらった方がやりやすい。 

【松添委員長】データベースが議論ではない。今，地元，地

域の何が問題なのかを教えて欲しい，それに対して，宇土中

高の生徒が主体的に関わりたいという気持ちにしてほしい，

ただ単なる探究だけでなく，データを取って，データサイエ

ンスとして表現していくことだ。 

【斉藤委員】宇土高校だから宇土市が大切，密接な関係であ

るが，生徒にとっての地域，地元がどこを指すのか。宇土市

か自分の居住地か。玉名，天草，八代市と高校が連携し，地

域創生塾を設置し，大人が参加する塾に生徒が参加している。 

【松添委員】熊本県でも良いのではなど。宇土高校の面白い

のは宇土市には一つの高校しかないこと。一つの市に多くあ

ると連携は難しく，市もやりにくい。熊本県も KSHを立ち上

げ，地域と高校は連携することを求めている。 

【後藤研究開発部長】課題研究を通して生徒が確からしさを

求める段階になって初めて統計を意識する姿勢を目の当た

りにした。その段階前に教えても使わないから定着しないが，

身近なデータ，使いたいデータであれば統計処理に一歩踏み

出せるのでは，ここが原点。睡眠に限らず，地域との関わり

方，データの収集時期，方法等を検討してシラバスにする。 

【宇佐川委員】実際のデータを分析し，その評価にデータサ

イエンスを用いるが，実験計画法の観点からどの程度データ

を取ればどの程度の信頼性が出るかという議論も必要。デー

タ集めたけど均質なデータが集まる量が限られ，結論が曖昧

になる可能性もある。高校生にとって身近な題材を対象に，

ストーリーに基づいて組み立てたエッセンスに限定し，デー

タ収集時やデータ分析時に数学やエクセル，スプレッドシー

トでできる程度を提示することも重要。文系の高校生にやっ

てみたいと思わせるような設計だと魅力的になる。 

【松添委員長】宇土高校 SSH のキーワード「地域」は当初か

らあった。第三期における「地域」をどう考えているか。 

【後藤研究開発部長】SS課題研究では，御興来海岸，五色山

等，資源に着目して研究する流れ。GS課題研究では宇土市や

保育園，地域に足を踏み出し，切り口を探す流れ。今後一層

強化していきたい。担当教員とその生徒を軸に動いている現

状から組織的な広がり，機運の高まりを促進したい。地域課

題をサイエンスの手法で切り開き解決策を提案する流れも。 

【永吉 GS 主任】昨年度，宇土市研究発表会で宇土市長賞を

受賞した生徒は，宇土市役所 HP のデータを深く見て，課題

を見つけ，交流人口あるいは関係人口に注目し，宇土市を応

援する人を増やす方法を探究した。GS 課題研究 46 テーマの

うち，7 テーマが宇土市に関する内容。生徒は積極的に動く

ものの，情報処理の仕方，アンケート手法が壁になっている。 

【元松市長】研究班ごとには役所への訪問や，部活動で地域

の活動団体と一緒に活動もある。直接，役所と高校との接点

を作ってからはない。そこは課題。積極的に問題の共有を先

生方と共有して，生徒に示す。問題の提示をした方が，テー

マ数も増える。里山の炭やため池のヘドロの堆肥化など宇土

高の生徒が頑張っている活動もある。指導者と接点を設けて，

課題を幾つか挙げて提示できれば，指導者から生徒につなが

る。生徒だけに話しても伝わらない。 

【後藤研究開発部長】地域との関わりの現状は点と点のつな

がり。人事異動があっても，宇土高に来れば宇土市の方々と

交流して顔つなぎができ，生徒を連れて行って一緒に探究で

きる土壌があるとありがたい。生徒 240人，教員 50-60人が

とりやすいような入口，枠組をつくりたい。 
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【松添委員長】国際性，グローバル化の整理も。もちろん地

域も大事。地域がわからないと，海外でも発信できない。地

域と世界が繋がることへの考え方は。 

【後藤研究開発部長】コロナ前までは，まず海外に出ること，

海外研修，国際発表，姉妹校提携，留学など。コロナ以降は，

目的がない，海外へ発信するものがないとつながる理由がは

っきりしない。もう一度，定義する必要がある。 

【宇佐川委員】文科省が令和 3年度目標意識調査の結果を公

表しており，小中高での英語教育の都道府県の状況が示され

ている。CEFR の A2 を全ての高校生の 50%にする目標値に対

し，熊本県全体で 43.2%が CEFR の A2 相当で平均値，目標値

よりも明らかに低い。SSH を通して海外に発信する力，実績

を考えるとグローバル人材として宇土中高で育った人材が

活躍できるようになることは必要。台湾のためというよりも

日本語でやり取りができるところが少ないという意味で，共

通言語としての英語をある程度習得して社会に出るべき。 

【松添委員長】海外で話せる人材を育成している，高校でも

実績も含めて振り返りが必要。「主体性」や「独創性」は，

下手すると個人主義になってしまう。「協調性」も必要。言

葉を重ねて欲しい。「Well-Being」は，個人的にも良い方向。

科学技術も，研究成果も世間に還元され，地域とつながり，

宇土市民が，県民が，日本人が幸せになること。最終的には，

幸せになるためにはどうするかを追求することになる。探究

と漠然というよりも，探究をするうえでみんなが幸せになる，

幸せとは何かを，高校生のレベルで考えると良い。高校生が

大人のレベルまで考える必要はない。中学 1年の考えるウェ

ルビーイング，高校 3 年が考えるウェルビーイングを出し，

宇土中高の蓄積を発信する。生徒にウェルビーイングはこう

だ！ではない。 

【横川校長】SSH の趣旨は科学技術の人材育成とその先にあ

ることは承知しているが，全校体制で SSHを進めるにあたっ

て，科学する精神を持った子供を育てていくことが社会に資

すると考えている。いわゆる，文系の生徒にとっても豊かな

学びとなること，宇土市宇城市をはじめとする地域との関わ

りを SSH の活動に盛り込むこと，申請にあたって進めたい。 

【坂本審議員】熊本県が現在 5校 SSHの指定校があり，九州

内では一番多い。ノウハウを持っている県と考える。各校が

それぞれの学びの特色を持ち，熊本県スーパーハイスクール

として県立高校全体を引っ張るうえで SSH校が中心になると

期待をしている。宇土高校の申請にあたり，文理分断からの

脱却という普通科教育の課題，文系は理系的な探究ができな

いのかという課題に対するチャレンジになる，主対象拡大と

捉えている。その目玉が学校設定科目「Well-Being」，地域

や社会とも繋がりを含めた，何のための「Well-Being」かを，

学校で検討し，深める必要がある。カリキュラムマネジメン

トは，こういう生徒を育てたい，こういうことをやりたいか

ら始まるが，実際に展開する労力から当初の目的と手段が入

れ替わることが見受けられる。振り返りが重要。 

 

(2)運営指導委員会個別相談 

第三期申請提出書類（素案）について,オンライン会議や 

メール等でいただいた主な助言を議事録とした。 

熊本県立大学松添委員 

宇土中高として，Well-Beingの捉え方，教育課程や研究開

発課題への位置づけは十分に理解することができた。

Well-Beingを追求する学びは教員，生徒と立場を問わず，そ

れぞれの見方・考え方で深め，拡げていくことを大事にして

もらいたい。生徒個人が自身の変容を振り返ることができる

仕組みを構築すると良い。 

熊本大学宇佐川委員 

文理分断から，文理を問わずに STEAM教育を，その中核に，

Well-Beingをという流れは，これまでのウトウトタイムの研

究や，理数科目での成果を考えれば，よい流れ。ルーブリッ

クの Well-being を「主体性」としているが，社会・地域と

個人との関係性への理解のようにも読める。STEAM の Art に

対応する部分が，well-being という枠組で取り込むことは難

しいか。「A」は，絵画というよりも，文章を含めた色々な「表

現」という捉え方であれば，「発表」も含まれるように思え，

presentation や communication という捉え方もある。 

名古屋市立大学 斉藤委員 

「ウェルビーイング」という言葉と内容とが直結しにくい，

まだ少し言葉が浮いている印象。最初に定義づけして良いか，

最終的に理解させるか悩む。ルーブリックにするうえで説明

がると良い。表面的にウェルビーイングは数学と情報の授業

と捉えられることを危惧。文系における数学・情報の理解を

深めること，ウェルビーイングを深めることで文理分断から

の脱却に繋がることを期待したいが，可能なのか？数学が嫌

いな学生が本当にやれるのか？を可視化したい。健康や地域

データを扱う必要性，例えば，文系型の生徒の生活に直結す

ることなど見せられないか。数学的な情報学的な感が前に出

すぎている印象を受けた。宇土中高の先生がひたすら大変，

全部宇土中高だけで片付けるという印象も受けたため，宇土

市や周辺地域の賛同と参画，高大接続を前面に出しても良い。 

熊本学園大学 堤委員 

仮説との関係，あえて「公立の併設型」を外して「中高一

貫教育校」と表記している意図，文面だけからは分からない

ため定義が必要。 

県立教育センター 田中委員 

「教科横断的」でなく，「学際的」とした理由を明確に。

ロジックルーブリックで，ウェルビーイングを三観点の「主

体的に学習に取り組む態度」の指標として整理している文言

が，以前の「関心・意欲・態度」に近いと感じた。「主体性」

の評価は難しく，「粘り強い取組を行おうとする側面」と「そ

の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする

側面」の 2つを評価することに対応できているかが鍵。探究

の「問い」を評価するルーブリックの運用を明記したい。 

崇城大学 齊藤委員 

内閣府の Society5 という認識の下，文科省が推進する

「STEAM教育」,実践的な形で実現しようとする経産省「未来

の教室」が政策として進められている。社会背景および教育

政策の方針に則って，SSH 校に求められる事項について協議

し，独自のアイデアを入れた先進的な提案になっている。 

Well-beingのルーブリックの文言を読んでも，ピンとこな

いが，STEAM 教育の根底にある，科目間連携（それぞれの繋

がりを学習者である生徒，学生が理解できるような教育）の

必要性，つまり，各科目で学習した内容・身に付けたスキル

を活用する場が探究の時間と認識している。大学でも同様で，

最近は教育用語が独り歩きしている感がありますが，特別な

ことではない。実施に際し，疑問が 2 つ。1 つ目は時間的制

約をどのように解消できるか？2 つ目は教員の研修が追い付

くのか？数が足りるのか？1.従来型の教育も必要であり，生

徒さんは知識・技能を身に付けた上でないと，それを道具と

して活用できない。PBL型の総合的探究の学習を導入すると，

足し算では時間が不足する。カリキュラムの新旧対照表では，

従来型の科目を削らず，工夫したのが数学と情報を統合した

学校設定科目「Well-Being」と理解。STEAM 教育が目指すと

ころと合致しているが，実際のイメージができず，数学も情

報も内容を厳選するとそれぞれが薄くなるように思え，統合

することの効果と弊害をどのように考えるか整理が必要。 

2.探究型の総合学習という点で，当初の課題解決力養成を掲

げた STEM 教育に対し，課題発見力養成も加えるという意味

でリベラルアーツ教育をプラスして，STEAM 教育へと発展を

遂げたと認識している。日本ではもともと個別の科目教育と

しては STEM の部分は他国と比較しても強いと言われている

が，A の部分が他国と比べて極めて弱いと指摘されている。

また，日本では STEAM 教育の専門教員を養成するような大

学・学部もない状況で，先進的な教育を実施していく上で，

教員の研修は欠かせない，教員の絶対数も足りるのか。 
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(3)第二期・第１０回運営指導委員会 

期日 令和 5年 3月 9日（木） 

会場 宇土市民会館会議室 

第三期 SSH文部科学省申請書類を事前送付したうえで，同日

開催したロジックスーパープレゼンテーションの様子を中

心とした第二期の総括と第三期申請内容に関する協議を行

う。第10回議事録は,次年度SSH研究開発実施報告書に掲載。 

 

(4)運営指導委員会からの助言を踏まえた SSH事業改善 
助
言
１ 

ポストコロナを見据えた対面とオンラインの双方の利点

を活かした SSHの企画立案と運営 

改

善 

1.ロジックスーパープレゼンテーション・ハイブリッド型開催 

宇土市民会館と教室，参会者をオンラインでつなぎ，現

地の臨場感をリモートで配信，接続する手法の確立。 

2.台湾 SSH海外研修・オンライン研修 

台湾國立中科實驗高級中學と 3か月間，継続的に学術交

流を図るオンライン研修を実施。 

3.生徒研究発表デジタルアーカイブ・オンデマンド配信 

SS 課題研究の発表動画や研究要旨・ポスター・論文等

をデジタル保存し，職員や生徒間で共有を図る。 
 
助
言
２ 

地域における科学技術人材ネットワーク構築のために,地

域を学ぶ取組,地域を題材にする。 

改

善 

1.学びの部屋 SSHを宇土市立の全小学校対象に実施 

理科実験教室を対面とオンラインの双方を組み合わせ，

宇土市立 7校の小学校の児童を対象に実施。 

2.SS課題研究で地域資源に着目したテーマ設定を充実 

轟泉水道の伝統的修復材ガンゼキ, 御輿来海岸の砂紋,

特定外来生物アライグマ等,地域に関連した研究に着手 

3.SS課題研究で地元企業と連携した探究活動の展開 

未来体験学習（先端企業訪問）で連携する三菱ケミカル

から水溶性フィルムに関する研究指導を受ける関係構築 

4.宇土市関連研究発表会の実施 

宇土市に関連する GS 課題研究を対象とする研究発表会

を宇土市と連携して開催。宇土市長賞受賞研究はステージ

発表,後日，宇土市長から表彰状を受ける。 
 
助
言
３ 

中期的・長期的視点で生徒の変容を把握する方法の確立と

職員の意識変容を把握する方法の検討 

改
善 

改
善 

1.生徒コンピテンシー評価の導入 

IGS株式会社と連携を図り，360°コンピテンシー評価（Ai 

GROW）を SSコースへの導入から，全生徒へ試験的に導入。 

2.職員意識調査アンケートの実施 

本校在籍年数及び教科でカテゴリー化し,探究活動の指

導実績,自身の授業の変容,生徒の変容への意識を調査。 

3.卒業生追跡調査の実施 

SSH 指定 1 期生（H27 卒）から 7 期生（R4 卒）まで高校

3 年次 SSH 主対象生徒だった 403 人に文部科学省調査項目

に加え,卒業後に効果を実感した取組,実感した能力や資

質,取り入れるべき取組を調査。 
 
助
言
４ 

生徒の基礎学力向上や知識,理解の定着を促す取組や生徒

の活動をポートフォリオする取組として,学習管理システ

ム(LMS)の効果や運用の検討 

改

善 

1.一人一台端末を活用した全教科学習管理システム運用 

Google classroom を活用した学習管理システムを全教

科で構築。Google共有ドライブを活用した探究指導やデジ

タルポートフォリオを実施。 

2.ハイフレックス型授業の全教科実施 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じ,まん延防

止等重点措置期間中は半数を教室,半数をオンラインに分

散したハイフレックス型授業を全教科で実施。 

 

第３節 教育課程上に位置付けた課題研究テーマ 

テーマ設定の流れ（探究科目と探究活動の名称） 

科目  名称  テーマ設定グループ分け 

1年  ロジック 

リサーチ 
 
全生徒 1人 1テーマ設定から探究 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 a個人設定【原則】 bミニ課題研究 

 ⇩     

 プレ 

課題研究 
 a 個人研究 

b 研究室 

体験 

c グループ 

研究 

  ⇩     

2-3年課題研究  a 個人研究 b 継続研究 c 新規研究 

＊各段階で a,bもしくは a,b,cのいずれか 1つを選択 

①テーマ設定方法 

ロジック 

リサーチ 

a個人設定 生徒が自らテーマ設定 

bミニ課題研究 探究の「問い」一覧からテーマ設定 

プレ 

課題 

研究 

a個人研究 ロジックリサーチから継続して研究 

b研究室体験 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究 

cグループ ロジックリサーチテーマからグループ編制 

SS 

課題 

研究 

a個人研究 プレ課題研究から継続して個人研究 

b継続研究 過去の課題研究で確立した手法を用いて研究 

c新規研究 プレ課題研究テーマからグループ編制 

②指導の類型化 SS課題研究の指導方法 

共同研究型 専門機関が確立した手法を用い,共同で研究 

連 携 型 適宜,専門機関から指導助言,施設機器を利用 

自 治 型 学校内施設機器利用で課題研究を展開 

 

（１）SSH主対象生徒 

3年「SS課題研究」＊2年次より継続した研究 

テーマ 担当者 

スズメバチがドローンに対して示す反応とその習性について  

About the Reaction and Habits of Wasps to Drones 

梶 尾 滝 宏 

岩 山 真 大 

水深と砂紋の神秘 

～御輿来海岸が生み出すリップルマークの解明～ 

Principle of Forming Ripple Marks Created by Okoshiki Coast 

インクによる炭の表面の色の変化 

The Relationship Between Ink and Color Change on the 

Surface of Charcoal 

トンボの飛行能力 

～スチロールプレーンを用いて航空技術の向上を探る～ 

About the Flight Ability of Dragonflies.Explore 

Improvements in Aviation Technology Using Styrol Planes  

伝統的修復材ガンゼキの科学的考察 

〜冷凍保存の可能性と塩がもたらす影響〜 

Scientific Consideration of the Traditional 

Restoration Material “Ganzeki” Possibility of 

Stored Frozen and the Impact of Salt 

下 山 智 彦 

植 田 直 子 

宮本 義幸 

水溶性フィルムの液性の違いによる溶解性について 

Solubility of Water-soluble Films in Different Liquid Properties  

MRS培地を用いた乳酸菌の単離 

Isolating a Lactobacilli by MRS Culture Medium 

後 藤 裕 市 

 

家庭で手軽に培養肉を創るには Ⅱ 

How to Make Cultured Meat Easily at Home Ⅱ 

ストレス刺激の観点から見たプラセボ効果の証明と応用 

Proof and Application of Placebo Effect that We 

Examined from the Viewpoint of Stress Decrease 

ウトウトタイムが自律神経活動とバランスに与える影響について  

UTO-UTO time Regulates the Body's Autonomic Nerves and Balances  

県産ミニトマトのアクアポリン遺伝子量と糖度の関係性 

Relationship Between Aquaporin Gene Amount and Sugar 

Content in Cherry Tomatoes Produced in the Prefecture 

熊本県におけるアライグマの侵入状況 

Invasion of Raccoons in Kumamoto Prefecture 

太田黒景司 

 

クスノキの香り成分と寄生バチへの誘引性の検証 

Verification of the Attraction of Camphor Tree to 

Parasitoid Wasps with the Scent that Induces Damage 
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御輿来（おこしき）はよか景色 

〜潮汐を考慮し御輿来の絶景を撮る〜 

Okoshiki is a Nice View ~Taking into Account the 

Tides and Capturing the Spectacular View of Okoshiki Coast~ 

本 多 栄 喜 

えっ，島が浮いている！？浮島現象を科学するⅢ 

The Science of the Floating Island PhenomenonⅢ 

Google Apps Script 及び Unity を用いてルービック 

キューブの本質を探る 

Explore the essence of Rubik's Cube using Google Apps 

Script and Unity 

水 口 雅 人 

川 崎 憲 二 

長 田 洋 子 

 

2年「SS課題研究」 

テーマ 担当者 指導法 設定 

気柱共鳴点における減音現象について 
梶尾滝宏 

岩山真大 

自治 新規 
定常波における水の重さの不思議 

タスク管理アプリの開発 連携 継続 

伝統的修復材「ガンゼキ」の研究 
植田直子 

宮本義幸 
連携 継続 

脂肪酸の炭素数とせっけんの性質との関係 
下山智彦 

自治 
新規 

PVA を用いて保湿性の高いハンドクリームを創る  連携 

九州を南下するアライグマ達のルーツを捕獲

個体の DNAから探る 太田黒景司 
共同 継続 

干潟の浄化作用～干潟が生態系に及ぼす影響を探る～ 自治 新規 

昼寝に最適な音楽を探る 

後藤裕市 

連携 
継続 家庭で培養肉をつくろう 

pHの変化が及ぼす乳酸菌の生育条件の検証 
自治 

食品のネバネバを生み出す遺伝子の確認 新規 

県産ミニトマトのアクアポリン遺伝子の複製 共同 継続 

ロアッソ熊本躍進の秘訣 

～データ分析を用いて強さの秘訣に迫る～ 

水口雅人 

竹下勝明 

上野雅大 

自治 新規 

プロ野球の成績と年棒の推移を適切に評価する 

珍しい天文現象を観測する 

～2022年の皆既月食を中心として～ 
本多栄喜 自治 新規 

 

1年「SSプレ課題研究」 

SSコース・テーマ 担当者 

研
究
室
体
験 

波による地雷発見技術の研究 
梶 尾 滝 宏 

岩 山 真 大  

伝統的修復材「ガンゼキ」のレシピ化にむけて 
下 山 智 彦 

植 田 直 子 

乳酸菌の培養 

後 藤 裕 市 ツボが自律神経に与える影響 

学習時のマイクロスリープとジャーキング 

浮島現象を科学するⅣ 本 多 栄 喜 

グ
ル
ー
プ 

遠心力で泥水をきれいにしよう 
梶 尾 滝 宏 

岩 山 真 大 
魚から虹は見えているのか 

水滴を浮かせて雨粒の形を見る 

カフェインによる成長抑制 
植 田 直 子 

宮 本 義 幸 

蚊が誘引される色 
後 藤 裕 市 

幹細胞を持つ動物 

ミツバチの視覚特性が人間に及ぼす影響 

太田黒景司 
蛇の祖先の暮らしについて 

巻き貝の水面を這う現象 

身近な抗菌物質の共通点と疑問 

不知火海の海陸風 本 多 栄 喜 

モアレを使ってものの質量がわかる！ 水 口 雅 人 

中 村 圭 子 

父母謙一朗 
Unityを用いた物理現象 

 

 

 

 

 

 

（２）SSH主対象以外生徒 

3年「GS（グローバル・サイエンス）課題研究」 

テーマ 担当者 

桶狭間の戦いについて 

The Battle of Okehazama 
永吉与志一 

ロシアのウクライナ侵攻 

A Study on Russia's Invasion of Ukraine 

溜め池のヘドロによる発電の研究 

Research on power generation from sludge in reservoirs 

梶尾滝宏 

教育のための AR技術を創造する 

Creating AR Technology for Education 

後藤裕市 

2年「GS（グローバル・サイエンス）課題研究」 

分野 № 課題・研究テーマ 担当 

文化・ 

芸術・ 

スポーツ 

a-1 B29の墜落について村人は何を感じたのか 吉本  光浩 

a-2 バーチャル空間での再現と活用 犬 童 晴 南 

a-5 衣服のリサイクル 

a-3 外国と日本の演劇教育に対する考え方の違い 黒 岩 健 人 

a-4 日本の緩和ケアと現代医療の関係性について 平 野 佳 子 

a-6 オリンピックにおける人種差別 藤 末 貴 裕 

a-7 スポーツのルールの歴史について 田 島 亜 希 

人権 
b-1 熊本市のパートナーシップ制度について 福島  和美 

b-2 性の在り方と多様性〜若者から性の形を捉え直す〜 沖 村 麻 美 

地域社会 d-1 へき地医療 吉本  光浩 

教育 

e-1 こども園の現状と改善策 平 野 佳 子 

e-3 「スマホと学力の関係」 

e-2 スマホ脳が教育に与える影響 福島  和美 

医療・衛

生・福祉 

f-1 世界各国と日本の社会保障の違い 黒 岩 健 人 

f-2 宇土高校を UD化!!〜誰でも使える学校へ〜 沖 村 麻 美 

f-4 日本と世界の肥満政策の違いと対策 田 島 亜 希 

f-5 未成年の飲酒・喫煙について 藤 末 貴 裕 

f-3 せん妄との付き合い方 上 野 雅 広 

農林水産

業・食料 
h-1 

食品ロスをなくすために 

人権 k-1 日本人における多様性の考え方 沖 村 麻 美 

労働・ビジネス L-1 所得格差について 黒 岩 健 人 

国際関係 
m-1 

中国脅威論と日本の安全保障 

〜国民の国防意識と日本が取るべき行動とは〜 

永吉与志一 

m-2 水をきれいにして命を救おう！ 下 山 智 彦 

環境・ 

生態系 

p-1 身近な家電と地球温暖化 

p-3 宇土高校に外来生物は生息しているのか 

p-2 外来種が与える影響とその解決策 沖 村 麻 美 

p-4 
犬猫の殺処分の現状 〜殺処分数をゼロに

するためには〜 

犬童  晴南 

p-5 
コロナウイルスの影響による犬・猫の殺処

分の変化と飼育放棄を減らすためには 

吉本  光浩 

p-6 動物と共生するためにできること 竹 下 勝 明 

ライフサ

イエンス 

r-2 子宮頸がんの現状とワクチン 田 島 亜 希 

r-1 食品ロスの割合と日本人が賞味期限に抱く印象 後 藤 裕 市 

r-3 知れば知るほど乳酸菌 

r-4 
ウトウトタイムで目をつぶるだけでも 

ストレス値は軽減されるのか 

情報 

s-1 
情報社会におけるメディアとの接し方  

〜騙されないためには〜 

永吉与志一 

s-2 ICT教育におけるデメリットの改善 黒 岩 健 人 

s-3 
今の教育環境の現状を改善するためには 

～ICTを使って学力アップ～ 

藤 末 貴 裕 

物質・エ

ネルギー 
t-1 

微生物発電の作用と実用化に向けて 梶 尾 滝 宏 

岩 山 真 大 

宇宙関係 u-1 テオ・ヤンセン機構を用いた新しい発電方法 

安心安全 

科学技術 
w-1 

未来の運送業を支えるドローン技術 

宇土地域

研究 

y-6 泥がドロン 

y-1 高校生から宇土市への提案  竹 下 勝 明 
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〜SNSを活用した魅力化発信〜 

y-2 関係人口創出と三角線の活性化 福島  和美 

y-7 外国から来た人の生活課題について 

y-3 島原大変肥後迷惑 吉本  光浩 

y-4 宇土市に企業支援案を提出しよう 平 野 佳 子 

y-5 宇土の水質の現状 犬童  晴南 

 

1年「GS（グローバル・サイエンス）プレ課題研究」 

●GS コース・テーマ 指導者 

ガラスにテープを貼ることで衝撃を緩和することができるのか？ 永田 涼香 

森内 和久 １番良い睡眠時間 

なりたい職業ランキングに農家をランクインさせるためには  

宇土の水質向上のためには 

子供がサンタクロースの存在に気づく理由 

アレルギーのためのエビの代用品をつくる 

熊本県の長時間労働の実態と課題 

デザイナーベイビー 

数学におけるケアレスミスをなくすためには 

宇土高校を４校にするため 

印象と見た目の関係性 

誹謗中傷をなくすために 皆越千賀子 

日本と世界の幸福についての比較 

宇土高校を発信する方法 

コロナに対する日本とアフリカの医療状況 

感情と心拍の変動 

日本の半導体は復活できるのか 

グローバル人材育成戦略の普及 

視覚から感じ取る食欲の変化 山﨑 圭三 

伊藤 裕子 

北坂 明子 

ハロー効果がもたらす心理効果について 

意見と集団の心理 

城山公園を活用した宇土市活性化大計画！ 

第一印象はどこで決まるのか 

外国人が住みやすい街に 

食の好き嫌いの現状とその克服方法 

人工知能による声の抑揚の研究 

睡眠とあくびの関係 

世界で行われているごみ問題対策 

犬の癒やし効果 

MBTI診断 磯野 克康 

重永 晴子 音楽が運動に与える影響 

菌の培養 

方言の共通性 

今受け入れやすい絵柄と色について 

除草剤を使わずに雑草を防ぐ方法 

日本と他国との経済を比べたときの日本の現状 

薬味の殺菌効果 

コンビニ戦略 

毛髪の pHによる変化 石川 未来 

伊藤 裕子 一番肌の水分を保つことができるのは何か 

購買意欲とパッケージの関係性 

植物に心はあるのか 

身の周りのゴミについて 

推しがいることによるメリットとデメリット 

蒸発 

水質と生物の関係 

味覚 

夢とは 

葉緑体の限界 

砂利の中の生物 

 

 

 

 

 

 

（３）1年ロジックプログラム「ロジックリサーチ」 

ID テーマ 担 当 

1101 一番味が染み込みやすい野菜の切り方は 山﨑  圭三 

1102 恋愛と学習には関係性があるのか 永田  涼香 

1103 日本と外国の家の違い 永田  涼香 

1104 シャボン玉を長く飛ばす方法 下山  智彦 

1105 運動能力と学習能力の関係性 永田  涼香 

1106 早起きと二度寝をする時のメリット・デメリット 磯野  克康 

1107 察する力が人間関係に与える影響 下山  智彦 

1108 心理テストの正確性と作り方 永田  涼香 

1109 軟体動物はなぜ進化したのか 太田黒景司 

1110 熊本の生物たちと環境 永田  涼香 

1111 人間が不気味だと思う色は何色か 上野  雅広 

1112 なぜ野球部は坊主というイメージがついたのか 磯野  克康 

1113 暗記量を増やすためには 重永  晴子 

1114 電子レンジが周りの機器に与える影響 岩山  真大 

1115 質の良い睡眠を簡単に取る方法 山﨑  圭三 

1116 なぜ人はいじめをするのか 橋本  慎二 

1117 数学が得意になる方法 父母謙一朗 

1118 クラシック曲を聴く事による脳への影響 犬童  晴南 

1119 筋肉の効率的な肥大のさせ方 森内  和久 

1120 感情によって涙の量は変わるのか 重永  晴子 

1121 スマホが与える悪い影響 永田  涼香 

1122 お腹の音はなぜなるのか 福島  和美 

1123 魚の骨と生態について 永田  涼香 

1124 遺伝子組み換え食品は人体にどのような影響を与えるか 本多  栄喜 

1125 炭水化物を抜いたダイエットの効果とリスク 藤末  貴裕 

1126 笑顔が人に与える影響 水口  雅人 

1127 くまモンがもたらす経済効果について 北坂  明子 

1128 人はどこに一目惚れをするのか 永田  涼香 

1129 親から子への遺伝について 太田黒景司 

1130 ニキビを無くす方法 重永  晴子 

1131 運動することが体にどんな影響を与えるのか 磯野  克康 

1132 なぜ夜泣きをするのか 永田  涼香 

1133 地域の少子高齢化と活性化について 植田  直子 

1134 魔法は存在するのか 重永  晴子 

1135 血液型で性格や特徴が本当に分かるのだろうか。 上野  雅広 

1136 なぜ色は人の気持ちに関係するか 森内  和久 

1137 ほくろをけす方法 永田  涼香 

1138 血液型による性格や特徴 吉本  光浩 

1139 制服と受験倍率の関係 佐藤  良一 

1140 食品添加物ってほんとに危険なの? 皆越千賀子 

1141 髪の毛の伸びる早さ 重永  晴子 

1201 馬の筋肉 田島  亜希 

1202 教師の労働環境の実態 宮本  義幸 

1203 肌をきれいにする方法と肌に良い食べ物 宮本  義幸 

1204 スマホが与える体への影響 宮本  義幸 

1205 スマホが及ぼす健康被害 宮本  義幸 

1206 人の肌の多様性の理由 磯野  克康 

1207 筋肉の回復，筋肉にいい食べ物 佐藤  良一 

1208 紫外線が肌に及ぼす影響 皆越千賀子 

1209 空き家について 永吉与志一 

1210 人間の尻尾がなくなったのは二足歩行が本当に関係しているのか 皆越千賀子 

1211 人間とバナナの日焼けの違い 植田  直子 

1212 癌は 2人に 1人がかかるのは本当なのか 佐藤  良一 

1213 悪夢について 山﨑  圭三 

1214 遺伝子組み換えによる農業への影響とは 皆越千賀子 

1215 遠くに飛ぶ方法 皆越千賀子 

1216 蛇の四肢はなぜないのか 太田黒景司 

1217 空き家の現状について 坂口  辰廣 

1218 児童虐待について 佐藤  良一 

1219 日本の発電の課題 宮本  義幸 

1220 自然災害に強い住宅の基盤について 小 川  康 

1221 蚊の繁殖方法と対策 石川  未来 

1222 血液型によって人の性格・特徴は本当に変わるのか 皆越千賀子 
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1223 髪が傷む成分と髪を傷みにくくする成分の髪への効果  皆越千賀子 

1224 深海生物の生態と環境への影響 福島  和美 

1225 運動能力と学習能力の関係 廣田  哲史 

1226 睡眠時間と勉強の関係 水口  雅人 

1227 生活習慣病と運動 廣田  哲史 

1228 夏目友人帳のモデルの一つ人吉猫寺の化け猫 皆越千賀子 

1229 保護犬・保護猫に対しての取り組み 坂口  辰廣 

1230 認知症患者と家族との付き合い方 黒岩  健人 

1231 プラスチックと海 宮本  義幸 

1232 宇土市の伝統文化について 廣田  哲史 

1233 英才教育と記憶力の関連性 皆越千賀子 

1234 生薬と医薬品の繋がり 宮本  義幸 

1235 遺伝子組み換え食品は人体にどのような影響を与えるか 竹下  勝明 

1236 高齢者はなぜ骨折しやすいのか 藤末  貴裕 

1237 絶滅した動物の絶滅理由とそこから考える絶滅危惧種の保護方法  太田黒景司 

1238 蚊と感染症 吉本  光浩 

1239 地震に強い石垣の積み方 奥田  和秀 

1240 スマホが体に及ぼす影響について 平野  佳子 

1241 農家の後継者問題 早 田  誠 

1301 メタルジグを遠くに飛ばすには? 岩山  真大 

1302 ヘドロで野菜を育てる 伊藤  裕子 

1303 食品ロスの削減と有効活用 沖村  麻美 

1304 方言による印象の違い 橋本  慎二 

1305 なぜ青ペンで書くと暗記しやすいと言われているか 磯野  克康 

1306 運動することが体にどんな影響を与えるのか 太田黒景司 

1307 メントスガイザーにおけるペプシコーラとコカコーラの違い  本多  栄喜 

1308 不知火海沿岸に吹く海陸風について 本多  栄喜 

1309 服を白くする方法 水口  雅人 

1310 色覚特性の在り方 重永  晴子 

1311 睡眠 伊藤  裕子 

1312 流星の観測 橋本  慎二 

1313 筋肉の効率的な肥大のさせ方 本多  栄喜 

1314 紫外線が肌に及ぼす影響 伊藤  裕子 

1315 PKの決まりやすい蹴り方 上野  雅広 

1316 察する力が人間関係に与える影響 森内  和久 

1317 日本の相対的貧困における現状と対策 伊藤  裕子 

1318 今受け入れられやすい流行りの絵柄と色について 伊藤  裕子 

1319 ドクダミの仕組み〜さらなる深みへ〜 太田黒景司 

1321 お弁当箱内の温度の変化と周りの環境 竹下  勝明 

1322 酸性雨の原因，身の回りへの影響，解決策 宮本  義幸 

1323 お腹の音がなる理由 竹下  勝明 

1324 身の回りにあるもので害虫駆除に効果はあるのか 藤末  貴裕 

1325 光合成を利用した新しい開発 〜クロロフィル蛍光で観察〜 伊藤  裕子 

1326 SNSによる心理的ストレスの要因 沖村  麻美 

1327 現代における自衛官の女性隊員の統計と推移 早 田  誠 

1328 子供の不思議な行動 森内  和久 

1329 睡眠の質について 後藤  裕市 

1330 コーナーキックでゴールに繋がったボールの落下地点  山﨑  圭三 

1332 働き方改革が及ぼす影響 坂口  辰廣 

1333 学校における LGBT問題について 福島  和美 

1334 商品パッケージやキャッチコピーがもたらす購入意欲への影響  北坂  明子 

1335 LGBT問題による学校生活の変化 重永  晴子 

1336 涙の量について 福島  和美 

1337 一番味が染み込みやすい野菜の切り方は? 竹下  勝明 

1401 製作委員会方式について 北坂  明子 

1402 薬の成分とその効果 中村  圭子 

1403 魚の骨と生態について 太田黒景司 

1404 植物によい影響を与える土 中村  圭子 

1405 コンピュータによる暗号化の研究 北坂  明子 

1406 轟水源の水と家の地下水の成分は同じなのかまた安全なのか  中村  圭子 

1407 カフェインとスポーツのパフォーマンスの関係性 磯野  克康 

1408 生分解性プラスチックの効果と課題について 宮本  義幸 

1409 髪質を改善してくせ毛を治す 犬童  晴南 

1410 母子家庭の所得の改善に努めるために 中村  圭子 

1411 なぜ有明海の潮汐が日本一なのか 本多  栄喜 

1412 日常生活で活用できる防音の方法 中村  圭子 

1413 水の味の違いはどこから来るのか 伊藤  裕子 

1414 環境汚染を止めるために 伊藤  裕子 

1415 視力の低下と上昇について 山﨑  圭三 

1416 池のターンオーバー 岩山  真大 

1417 色覚特性の在り方 植田  直子 

1418 「視力回復」について 山﨑  圭三 

1419 再生能力の生物について 太田黒景司 

1420 小西行長と宇土 早 田  誠 

1421 味の感じ方 太田黒景司 

1422 スマホの使用時間と学力の関係 平野  佳子 

1423 過冷却を持続させる方法 中村  圭子 

1424 好き嫌いがなくなるには 伊藤  裕子 

1425 服を真っ白にする方法 宮本  義幸 

1426 重曹と調味料を混ぜることで，服の汚れを落とす効果が高まるのか 水口  雅人 

1427 溶質の違いによって過冷却にどのような変化が起きるのか  下山  智彦 

1428 世界の不等な状況と原因，解決に向けた動き 早 田  誠 

1429 ドックセラピーはセラピー犬ではなくても効果はあるのか  犬童  晴南 

1430 単頭飼いと多頭飼い 橋本  慎二 

1431 質の良い睡眠とスマホと学力の関係 平野  佳子 

1432 熊本弁について 中村  圭子 

1433 貧血予防 伊藤  裕子 

1434 限定商品と心理状態 沖村  麻美 

1435 同性婚とパートナーシップ制度 黒岩  健人 

1436 吸水ポリマーを使った砂漠の緑化 下山  智彦 

1501 猫の鳴き声 父母謙一朗 

1502 死刑制度に対する様々な世論と問題点 父母謙一朗 

1503 音を置き去りにする正拳突きの速さ 父母謙一朗 

1504 人間から雷を出す方法 重永  晴子 

1505 日本と海外の家の違い 小 川  康 

1506 アニメ「範馬刃牙」の筋肉はどうやって鍛えられたのか 父母謙一朗 

1507 力の大きさ 父母謙一朗 

1508 水泳の世界記録の伸び率と伸びた理由 磯野  克康 

1510 新型コロナウイルスの発生源は? 小 川  康 

1511 日本の教育の課題点 坂口  辰廣 

1512 楽しく勉強する方法 父母謙一朗 

1513 人と話すときに大切なこと 黒岩  健人 

1514 日本の政治の課題と闇 小 川  康 

1515 身長を効率的に伸ばす方法 田島  亜希 

1516 気まずいときに使える言葉や対処法は何なのか 犬童  晴南 

1517 ことばの受け取り方が異なる理由 橋本  慎二 

1518 睡眠の質について 後藤  裕市 

1519 爪の黒線は何か? 重永  晴子 

1520 日本のアニメがなぜ海外で人気があるのか 植田  直子 

1521 コーナーキックでゴールに繋がったボールの落下地点  岩山  真大 

1522 縮地法 父母謙一朗 

1523 ジャイアンについて 竹下  勝明 

1524 薬の多様性 中村  圭子 

1525 雪の結晶 中村  圭子 

1526 寝る前に携帯を見ることで及ぼす影響とブルーライトカットについて 山﨑  圭三 

1527 古着と持続可能な社会の関係性 沖村  麻美 

1528 部屋がきれいな人の特徴と理由 永吉与志一 

1529 イルカのコミュニケーション 藤末  貴裕 

1530 鬱になりやすい人の特徴 黒岩  健人 

1531 なぜ青ペンで書くと暗記に良いと言われているのか 上野  雅広 

1532 フォントの必要性 福島  和美 

1533 出汁を美味しくとる方法 竹下  勝明 

1534 日本とアメリカのコンビニエンスストアのさまざまな違い  早 田  誠 

1535 衝撃波の大きさ 梶尾  滝宏 

1536 色の見え方について 父母謙一朗 

1537 日本の歴史と和歌 廣田  哲史 

1538 動画配信サービスの傾向 北坂  明子 

1539 人格形成の要因 北坂  明子 

1540 コロナ禍における子どもの健康課題を考える 磯野  克康 

1541 猫背が普段の生活に与える影響 廣田  哲史 
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1601 質の良い睡眠を取る方法 磯野  克康 

1602 睡眠の質を上げる方法 石川  未来 

1603 教育と経済の関係 永吉与志一 

1604 鼻呼吸はなぜ片方ずつでしかできないのか 太田黒景司 

1605 スマホ依存症の原因とその影響 山﨑  圭三 

1606 睡眠について 山﨑  圭三 

1607 降水量の特徴 本多  栄喜 

1608 なぜ寝ているときにピクッとなるのか 後藤  裕市 

1609 ブラックホールの仕組み 岩山  真大 

1610 色の効果 田島  亜希 

1611 汚い水をきれいにするには 石川  未来 

1612 なぜ声変わりするのか 吉本  光浩 

1613 睡眠の質を向上させる方法 後藤  裕市 

1614 AR技術の現在とこれからについて 梶尾  滝宏 

1615 氷の溶け方による水位の上昇について 吉本  光浩 

1616 簡単に眠ることができる方法 山﨑  圭三 

1617 道路の虹の正体 梶尾  滝宏 

1618 自然分解されやすい物質とされにくい物質の違い 下山  智彦 

1619 人が無意識にしてしまうこと「癖について」 石川  未来 

1620 日本人はなぜ多数派に流されるのか? 小 川  康 

1621 現代社会で若者に求めること 永吉与志一 

1622 なぜ私達はスマホに依存してしまうのか 永吉与志一 

1623 音楽が人にもたらす効果 中村  圭子 

1624 音楽が睡眠の質に与える影響 後藤  裕市 

1625 食品ロスが及ぼす地球温暖化への影響 石川  未来 

1626 経皮毒が人間に及ぼす影響 石川  未来 

1627 今の日本はどれだけ高齢社会になっているのか 坂口  辰廣 

1628 文系脳と理系脳 水口  雅人 

1629 高音と低音で聞き取りやすさに変化はあるのか 岩山  真大 

1631 地球温暖化が進む中での各国の対策 石川  未来 

1632 日焼け 水口  雅人 

1633 学力はどうしたら向上するのか 橋本  慎二 

1634 なぜ汗は出るのか，その対策は? 磯野  克康 

1635 色が与える記憶への効果 藤末  貴裕 

1636 顔認証について 沖村  麻美 

1637 ワクチンの効果 坂口  辰廣 

1638 第一印象について 石川  未来 

1639 音が睡眠に与える影響 後藤  裕市 

1640 お腹が痛くなる原因について 植田  直子 

1641 スマホが勉強に与える影響 平野  佳子 

（４）中学 3年宇土未来探究講座・卒業研究 
担当教員 浅川修弘 原田亜弥 山田大地 井芹洋征 藤本大平 

大島聡矩 内村友哉 村嶋恭子 井上淳一 高木健志 田多良裕士 

ID テーマ 

3101 殺処分される動物-殺処分される動物をなくすためにはどうするべきか-  

3102 カブトムシの大きさ 

-カブトムシの成虫の大きさは幼虫の頃が影響しているのか- 

3103 競馬は騎手が全てなのか-買える騎手・買えない騎手- 

3105 植物はどれほどの酸素を生み出すのか 

-植物だけで酸素を賄うにはどれほど必要なのだろう- 

3106 占いの規則性見つけてみた！-法則性を探る- 

3107 猫はなぜご飯に気付くのか-どこにいても必ずご飯に気付く猫- 

3108 疲労の解消-毎日体調が良い体でいるために- 

3109 スマホ依存と学力の関係-意識の持ち方による学力の向上- 

3110 なぜソーシャルゲームにハマるのか-メリハリの付け方- 

3111 落書きの意義-その『犯罪』はなんのために？- 

3112 環境に優しい洗剤，柔軟剤 

-環境に優しい洗剤，柔軟剤はしっかり汚れが落ちるのか- 

3113 睡眠について-時間があまりなくてもぐっすり眠りたい！- 

3114 少子化について-地域の少子化を止めたい！- 

3115 同性婚と法律-同性婚のメリット・デメリット- 

3116 植物とコミュニケーションをとるには 

-植物の感情と電気信号の関係- 

3117 ポイ捨てなどのゴミ問題について 

-そのゴミから起こりうる環境問題とは- 

3118 電気の効率的な節約方法-無駄な電気をなくすために- 

3119 貧困への道のりとこれからとその対応 

-貧困の人が多い国や地域を知り，どう対応できるのか- 

3120 ドナーの現状-ドナーを増やすには- 

3121 VRの拡張性-VRは「第二の現実」になれるのか- 

3122 スマートフォンを使用する際の正しい姿勢とは 

-快適に長時間スマホを使用し続けるために- 

3123 ポイ捨ての現状-みんなが住みやすい街をつくるには- 

3124 熊本にいる動物の絶滅について 

-絶滅危惧種の動物の絶滅理由はなんだ！？- 

3125 甘酒の研究-美味しい甘酒を創るには- 

3126 サビの研究-液体によってサビのでき方は変わるのか- 

3127 植物と音楽-どちらが大きく育つのか- 

3128 緊張の治め方-緊張と上手く付き合っていくには- 

3129 人間と動物の共存-鳥獣被害と人間が行った対策- 

3130 腹式呼吸による肺活量の増加の即効性を高める研究 

-最も効率的な呼吸とは- 

3131 作業を行う前による集中力の変化と環境による変化 

-効率よく勉強を行うために- 

3132 猫の気持ちと行動の関係-猫の性格の差異は何に起因するのか- 

3133 音楽を聞いて走る，音楽聞かずに走る-どのような違いがあるのか- 

3134 生活習慣病について-身近と言われているが意外と知られてない訳とは？-  

3135 熊本の浄水はなぜ美味しいのか-水と自然の関係性- 

3136 ゴミの再利用について-牛乳パックから紙を創る 

3137 世界とつながる手話-手話と向き合っていく必要がある- 

3139 人の聞こえる音域の違い-老若男女で違いはあるのか- 

3140 俺の成績を上げたい-楽に成績を上げるにはどうすべきか- 

3201 金魚の体の色の変化-太陽の光による変化- 

3202 美男・美女の基準-人それぞれ違う顔のタイプの真実- 

3203 微生物の培養-目に見えない様々な菌について- 

3204 フェルミ推定-フェルミ推定活用方法- 

3205 肌荒れの原因-対策とスキンケアについて- 

3206 音の秘密-音と音を出すものの間に規則性はあるのか- 

3207 蟻-環境による変化- 

3208 ニュートンのゆりかごの仕組み-なぜ真ん中の球は動かないのか-  

3210 地球温暖化の影響，対策の理解度と持続度 

-地球温暖化対策と効果の理解度・対策調査- 

3211 外来種について-オオクチバス- 

3212 レシートは必要？-紙とインクは資源の無駄遣いになっているのか!?- 

3213 水垢除去を簡単に！-家庭にあるもので水垢除去をやってみよう-  

3214 ウクライナ戦争のこれからの予想 

-過去の戦争から日本の影響などを予測する- 

3215 現代社会と同性婚-熊本市の取り組みから見える同性婚の実情- 

3216 熊本の絶滅した生物-絶滅した生物の原因について- 

3217 外見が与える印象-外見による印象の違い- 

3218 ペットショップで売れ残った動物たち-悪質業者と対策- 

3219 睡眠について-朝スッキリ起きるためにはどうすればよいのか- 

3220 教育格差について-児童労働からつながる教育格差- 

3221 それぞれの季節の気候の特徴について 

-それぞれの季節を元気に乗り切るためには- 

3222 熊本県の農産品の発信について-農業ブランディングの活用方法とは- 

3223 アイスクリーム頭痛が起こらない条件 

-いつ冷たいものを食べても，頭痛がないようにするには- 

3224 血液型のちがい-血液型で性格は変わるのか- 

3226 地球温暖化との共生-地球温暖化の進行と生活と環境の変化- 

3227 気化熱の利用-より涼しくなるためには- 

3228 世界最大の電子廃棄物処理場-ガーナの都市アグボグブロシー- 

3229 肌荒れの不思議について-肌荒れの原因と対策- 

3230 ラッコが絶滅すると地球温暖化が本当に進むのか？-地球温暖

化を進めないためにできること- 

3231 ミネラルの量について調べる-ただの水は脱水症状を防げる？- 

3232 日本人と欧米人の体格はどう違いなぜ違うのか-食生活との相関-  

3233 野菜の細胞と核-細胞と核はすべての野菜に存在するのだろうか-  

3234 猫アレルギーの研究-DNA があることを証明する！- 

3235 水戦争-SDGsにおいての水の在り方とは- 

3236 紙に潮風を当てるとパリパリになるというが本当か-紙の状態を自由に変えたい-   
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４ 用語集（本校が独自に考案し,独自の使い方をしている用語） 

 

注
釈 

語句 報告書 説明 SSH主対象 主対象以外 
類
型 

1年 2年・3年 

中
進 

高
進 

中
進S

S 

高
進S

S 
中
進
文 

高
進
文 

高
進
理 

1 
UTO－LOGIC P14 

P54 
本校が定義した生徒に身につけさせたい力 
論理的に(L),客観的に(O),グローバル(G)に思考せよ。 
その思考は革新的(I)であれ,創造的(C)であれ 

● ● ● ● ● ● ● 育
て
た
い
生
徒
に
関
す
る
語
句 

2 
ロジック 
ルーブリック 

P88 UTO-LOGICの高校 3年間の探究活動の到達度を L,O,G,I,Cの
5観点と 5尺度で評価する表。 

● ● ● ● ● ● ● 

3 
ロジック 
チェックリスト 

HP掲載 
P89 

スライド口頭発表,ポスター,要旨(論文)等,成果物を LOGIC
の 5観点に関する項目の確認判断表。 

● ● ● ● ● ● ● 

4 
ロジック 
アセスメント 

P54 UTO-LOGIC を測る総合問題。ロジックルーブリックの 25 要
素(5観点×5尺度)の力を CBT形式で問う。 

● ● ● ● ● ● ● 

5 
SSコース 
GSコース 

P3 SS(スーパーサイエンス)2-3年,主対象生徒の総称 
GS(グローバル・サイエンス)2-3年主対象以外。 

  
● 
 

● 
 

 
● 

 
● 

 
● 

6 
探究の「問い」を創る授
業 

P18 全教科,全授業が進める本校探究型授業実践の名称 
教員が,生徒が,授業から「問い」を創る。 

● ● ● ● ● ● ● 

Ⅰ
 

探
究
の
「
問
い
」
を
創
る
授
業 

7 
探究数学Ⅰ 
探究数学Ⅱ・Ⅲ 

P26-27 中学段階の数学授業時数を 70時間増加し,6年間を通した学
習配列の再編成を行った学校設定科目。 

● 
 

 
 
● 

    

8 
未来科学 
未来科学 A・B 

P24-25 中学段階の理科授業時数を 70 時間増加し,中学 3 年,高校 1
年で理科,基礎 4領域を扱う学校設定科目。 

●       

9 
未来科学 Lab P24-25 

P89 
高校 1 年未来科学の授業において,2 時間連続で理科 4 領域
の探究型実験を行う時間。 

●       

10 
SS 探究化学・SS 探究物
理・SS探究生物 

P28-32 探究の「問い」を創る授業のシラバスにもとづき,教科の枠
を越える授業を設計する学校設定科目。 

  ● ●    

11 
宇土未来探究講座 
【1年中進が履修済】 

P34-35 中学段階の総合的な学習の時間 70 時間(×3 学年)の名称。
豊かな体験活動でカリキュラム編成する。 

●       

Ⅱ
 

探
究
活
動 

12 
ロジックプログラム P36-42 ロジックプログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲ,ロジックリサーチ,プレ課題

研究,未来体験学習からなる学校設定科目。 
● ●      

13 
ロジックリサーチ P38-39 ロジックプログラムで上半期に行う 1人 1テーマの探究活動

の名称。個人設定とミニ課題研究から選択。 
● ●      

14 
ミニ課題研究 P38 ロジックプログラムのロジックリサーチで,授業から創られ

た「問い」の一覧を提示するテーマ設定法 
● ●      

15 
プレ課題研究 P41-42 ロジックプログラムで下半期に行う探究活動の名称。口頭発

表,要旨・ポスター資料作成を行う。 
● ●      

16 
SS(スーパーサイエンス)
課題研究 

P43-46 
P50-51 

高校 2 年で設定したテーマを高校 3 年まで探究し,全員が英
語発表,論文作成を行う学校設定科目。 

  ● ●    

17 
GS(グローバル・サイエン
ス)課題研究 

P47-48 高校 2 年で設定したテーマを探究し,全員が口頭発表,ポス
ター発表,要旨作成を行う学校設定科目。 

    ● ● ● 

18 
ロジック探究基礎 P49 ロジックガイドブック及び GS 本を教材に,高校 2 年 GS 課題

研究で必要な力を高める学校設定科目。 
    ● ● ● 

19 
ロジック 
ガイドブック 

P49 全生徒,教員が活用する探究の手引き。ロジックプログラ
ム,SS課題研究,ロジック探究基礎で利用。 

● ● ● ● ● ● ● 

20 
GS(グローバル・サイエン
ス)本 

P49 全教員,2年,3年 GS課題研究に取り組む生徒が活用する探究
の手引き。ガイダンス機能を充実。 

    ● ● ● 

21 
未来体験学習 
（先端企業訪問） 

P37-38 ロジックプログラムで夏期休業中の 1日で実施。 
10事業所から 1つを選択して研修するプログラム。 

● ●      

22 
未来体験学習 
（関東研修） 

P39-40 2 年次に SS コースを選択する生徒が 2 泊 3 日で実施するつ
くば学園都市を中心に研修するプログラム。 

● ●      

23 
SSH研究成果要旨集 
SSH課題研究論文集 

P52 2月製本。全探究活動を 1テーマ 1Pにした要旨集。 
7月製本。3年課題研究を 1テーマ 8Pにした論文集。 

● 
 

● 
 

● 
● 

● 
● 

● 
 

● 
 

● 
 

24 
ロジックスーパー 
プレゼンテーション 

P52 夏は 3 年課題研究,冬は全生徒の探究の成果を発表する場。
UTO-LOGICを駆使する様子を披露する。 

● ● ● ● ● ● ● 

25 
GLP(グローバルリーダー
育成プロジェクト) 

P59 同窓会支援によって,中学 3 年の春期休業中,高校は夏期休
業中に実施する米国研修プログラム。 

● ● ● ● ● ● ● 

Ⅲ
 

社
会
と
共
創
す
る
探
究 

26 
英語活用教室 U-CUBE P58-59 GLP研究主任が常駐する英語活用教室の総称。海外とテレビ

会議や国際研究発表の練習等で生徒活用。 
● ● ● ● ● ● ● 

27 
英語で科学, 
グローバル講座 

P58 ALT,GLP 研究主任,SSH 研究主任が放課後等の時間で設定し
て年間,複数回開講する授業。希望制。 

● ● ● ● ● ● ● 

28 
ペーパーブリッジ 
コンテスト 

P62 中学美術の時間で実施。産・学・官連携し,高校理科×美術
で進める探究型集中授業プログラム。 

  ● ●    

29 
ウトウトタイム P62 本校昼休みに設定する午睡の時間の総称。専門機関と連携

し,課題研究等で効果の実証を進める。 
● ● ● ● ● ● ● 

30 
SLEEP SCIENCE 
CHALLENGE 

P62 国際統合睡眠医科学研究機構との共創プログラム。年 2
回,SSコース希望生徒対象に実施。 

  ● ●    

31 
学びの部屋 SSH P63 2年 SSコースが,近隣小学校の児童対象に夏季休業中に理科

実験指導及び自由研究相談を行う企画。 
● ● ● ● ● ● ● 

 

中進：宇土中から進学生 

高進：宇土高から入学生 
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全校体制・組織に関する用語索引 

32 
第二期 SSH 
推進委員会 

R4は月曜 5限に実施。各校務分掌
の代表の視点から SSH事業の方向
性を検討する会議。 

 

熊本県 
教育委員会 

 
SSH運営指導 

委員会 
 

大学 
研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言        
   校長    
        

 
【運営委員会】 

管理職・校務分掌部長・学年主任 
 【学校経営戦略部】 

管理職・代表4人 
 
  

    

 
【第二期SSH推進委員会】 

管理職・研究開発部長・教務主任・進路指導主事・総務図書情報部長 
SSH研究主任・GS研究主任・GLP研究主任・中学代表 

 

        

 
職員研修 
職員会議 

 【研究開発部】 
部長・SSH研究主任・GS研究主任・ 

GLP研究主任・学年主任 等 

 
事務室 
SSH事務 

 
  

        

 
高校 
学年会 

 
【課題研究担当者会議】 
数学教員・理科教員全員 

 
中学 

学年会 
 

       

33 
研究開発部 R4は水曜 5限に実施。研究開発部

長を中心に,各学年が主体となっ
て事業推進する会議 

34 
GS研究主任 第二期から配置。SSH 主対象生徒

以外を対象とする GS 課題研究の
推進を図る 

35 
GLP研究主任 U-CUBE に常駐し,海外研修,留学

生支援,海外進学支援など国際教
育の推進を図る 

36 
3 人 1 組教科の
枠を越える授業
研究 

理科×地歴公民×英語など, 
3人 1組で授業研究及び公開 
授業を行う職員研修の総称 

37 
課題研究 
担当者会議 

R4は木曜 6限に実施。数学,理科
教員で情報交換する会議  

５ 開発独自教材一覧 

（２）ホームページ掲載教材（URL： https://uto-sh.com/2021-12-09-09-39-08.html） 

①ロジックリサーチガイダンス動画 ⑥ウトウトタイムから拡がる探究の世界 

②ロジックリサーチテーマ設定ガイダンス動画 ⑦どこまで認める？どう活かす？ゲノム編集 

③プレ課題研究ガイダンス動画 ⑧架け橋プロジェクト（ペーパーブリッジコンテスト） 

④未来科学 Labチェックリスト ⑨SSHポスターセッション動画 

⑤ロジックチェックリスト ⑩SSH課題研究論文集・SSH研究成果要旨集 

（３）ロジックガイドブック第二版 

   
 

（１）ロジックルーブリック“LOGIC”『Think Logically,Objectively and Globally.Be Innovative and Creative.』 
観点 

段階 Logicality(論理性) Objectivity(客観性) Global(グローバル) Innovativeness(革新性) Creative(創造性) 

5 
3年 

課題研究 
成果発表会 

説明の論理性 
研究をアカデミックラ
イティングの手法で説
明できる 

研究の客観性 
課題研究論文集から客
観的に研究を再現でき
る 

国際発表 
英語で課題研究の成果
を発表することができ
る 

構造の変化 
研究結果から従来の枠
組・構造を変えること
ができる 

概念の創造 
研究結果から新しい概
念を見出すことができ
る 

4 
2年 

課題研究 
成果発表会 

説明の対照性 
対照実験としてコント
ロールの設定ができる 

研究の正当性 
統制群とコントロール
の違いを統計的に証明
できる 

国内発表 
研究の成果を学校外で
発表することができる 

問いの変化 
研究結果・考察から手
法や条件の再設定がで
きる 

価値の創造 
研究内容及び研究結果
に価値を見出すことが
できる 

3 
2年 

課題研究 
中間発表会 

説明の一貫性 
研究の仮説・目的と手
法,結果,考察に一貫性
がある 

研究の再現性 
実験手法から再現性の
高い結果を示すことが
できる 

同世代発表 
研究の成果を様々な高
校生に発表することが
できる 

仮説の変化 
研究結果の考察から研
究の仮説を再設定でき
る 

思考の創造 
研究結果の考察から新
たな研究を見出すこと
ができる 

2 
1年 
プレ 

課題研究 

説明の確実性 
説明の根拠となるデー
タを示すことができる 

研究の妥当性 
確立した科学的手法を
用いた実験・研究がで
きる 

グローバルの一歩 
研究の概要Abstractを
英語でも説明すること
ができる 

知識の変化 
研究内容と教科書等学
習内容との関連づけが
できる 

知識の創造 
研究内容から教科書等
内容に関連した知識が
できる 

1 
1年 

ロジック 
リサーチ 

説明の一般性 
科 学 的 論 文 形 式
IMRADに沿うレポー
ト作成ができる 

情報の正確性 
参考文献の出典を明ら
かにしたレポート作成
ができる 

視野の拡がり 
興味・関心を未知領域
で展開するレポート作
成ができる 

感覚の変化 
自分の認識・感覚を変
えるレポート作成がで
きる 

未知の創造 
自分の既知と未知の区
別があるレポート作成
ができる 
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（４）ＧＳ（グローバル・サイエンス）本 

   
（５）ロジックチェックリストの一部（ロジックリサーチ版） 

 
（６）未来科学 Labチェックリスト 
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６ 研究開発の分析の基礎資料・データ 

質的調査 

実施 事前：令和 4年 6月 事後：令和 5年 2月 

対象 SSコース 3年 59人(58人),2年 47人(47人),1年 55人(55人),GSコース 2年 157人(162人),1年 176人(183人)(有効回答) 

方法 紙媒体アンケート記入後,Web転記（Google form選択肢回答法 （Closed-ended question）・単数回答法（SA; Single Answer） 

間隔尺度（強制選択尺度[4件法 4：肯定,3:やや肯定,2:やや否定,1否定]）の各段階の割合と平均を求め,事前事後の差を得る。 

分析 ポートフォリオ（CSポートフォリオ）分析として,研究開発の仮説を総合評価に設定し,個別評価要素の重要度指標と満足度指標

を得て,重点的改善要素を抽出する。（❸研究開発実施報告書（本文）第５節 実施の効果とその評価に分析内容を示す） 
  

Ⅰ探究の問いを創る授業 
理科が好きです 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 34 47 37 33 28 33 12 13 14 10 

3 41 26 39 40 33 31 30 33 34 24 

2 16 21 24 22 31 33 42 38 41 44 

1 9 7 0 4 7 4 16 16 11 22 

Ave 3.00 3.12 3.13 3.02 2.81 2.92 2.38 2.43 2.51 2.22 

差 0.12 -0.11 0.11 0.05 -0.29 

学校で理科をもっと勉強したい 

4 29 41 30 33 26 23 13 13 9 6 

3 41 26 43 38 33 52 25 28 33 28 

2 21 26 24 24 35 21 47 38 44 43 

1 9 7 2 4 6 4 16 20 14 24 

Ave 2.89 3.02 3.02 3.00 2.80 2.94 2.35 2.34 2.36 2.16 

差 0.13 -0.02 0.14 -0.01 -0.20 

理科を勉強すると日常生活に役立つ 

4 38 53 26 31 26 29 16 19 17 13 

3 46 34 59 49 37 38 34 38 41 38 

2 14 10 9 13 30 29 42 36 31 31 

1 2 2 7 7 7 4 9 7 11 18 

Ave 3.20 3.40 3.04 3.04 2.81 2.92 2.57 2.68 2.65 2.45 

差 0.20 0 0.11 0.11 -0.20 

他教科を勉強するために理科が必要だ 

4 32 33 15 22 11 19 6 5 3 4 

3 30 33 50 33 31 37 20 21 31 24 

2 30 24 28 38 52 37 59 56 50 46 

1 7 10 7 7 6 8 14 18 16 26 

Ave 2.88 2.88 2.74 2.71 2.48 2.67 2.18 2.12 2.20 2.08 

差 0 -0.03 0.19 -0.06 -0.12 

理科を意識的に学習する時間が増えた 

4 36 55 15 22 9 8 6 6 5 4 

3 41 21 52 49 30 52 19 25 20 24 

2 14 14 26 22 46 33 52 43 54 49 

1 9 10 7 7 15 8 23 26 22 23 

Ave 3.04 3.21 2.76 2.87 2.33 2.60 2.08 2.11 2.08 2.09 

差 0.17 0.11 0.27 0.03 0.01 

理科を学ぶと探究活動に役立つ 

4 45 55 54 47 22 35 22 20 19 17 

3 46 40 35 36 39 40 39 41 39 38 

2 4 3 7 11 33 19 31 26 34 32 

1 5 2 4 7 6 6 8 13 8 13 

Ave 3.30 3.48 3.39 3.22 2.78 3.04 2.75 2.68 2.69 2.59 

差 0.18 -0.17 0.26 -0.07 -0.10 

数学が好きです 

4 30 28 20 20 33 37 14 14 19 16 

3 36 26 52 47 37 40 31 26 33 31 

2 25 38 28 31 24 19 32 38 33 31 

1 9 9 0 2 6 4 23 22 15 22 

Ave 2.88 2.72 2.91 2.84 2.98 3.10 2.36 2.32 2.57 2.41 

差 -0.16 -0.07 0.12 -0.04 -0.16 

学校で数学をもっと勉強したい 

4 25 17 17 18 31 38 13 13 11 13 

3 36 31 54 51 33 40 35 35 38 30 

2 34 38 26 29 26 17 33 32 41 36 

1 5 14 2 2 9 4 20 20 11 21 

Ave 2.80 2.52 2.87 2.84 2.87 3.13 2.40 2.41 2.49 2.36 

差 -0.28 -0.03 0.26 0.01 -0.13 

数学を勉強すると日常生活に役立つ 

4 29 26 17 22 20 29 11 14 14 14 

3 41 43 52 42 35 40 35 39 41 36 

2 21 26 24 29 37 27 40 33 36 34 

1 9 5 7 7 7 4 14 14 9 16 

Ave 2.89 2.90 2.80 2.80 2.69 2.94 2.43 2.52 2.59 2.49 

差 0.01 0 0.25 0.09 -0.10 

 

 

 

他教科を勉強するために数学が必要だ 

4 46 40 20 24 15 23 6 14 16 12 

3 32 41 48 40 37 52 43 41 36 43 

2 16 12 26 31 43 21 39 31 41 29 

1 5 7 7 4 6 4 13 14 8 16 

Ave 3.20 3.14 2.80 2.84 2.61 2.94 2.42 2.54 2.60 2.51 

差 -0.06 0.04 0.33 0.12 -0.09 

数学を意識的に学習する時間が増えた 

4 39 40 28 29 22 33 18 17 12 9 

3 39 41 54 51 35 38 42 41 37 40 

2 16 16 11 11 33 25 34 32 39 29 

1 5 3 7 9 9 4 6 11 12 22 

Ave 3.13 3.17 3.04 3.00 2.70 3.00 2.71 2.64 2.48 2.37 

差 0.04 -0.04 0.30 -0.07 -0.11 

数学を学ぶと探究活動に役立つ 

4 36 40 28 24 13 25 9 9 9 8 

3 41 41 43 42 46 40 30 29 34 42 

2 18 14 22 29 31 31 51 46 46 31 

1 5 5 7 4 9 4 9 16 12 19 

Ave 3.07 3.16 2.93 2.87 2.63 2.87 2.40 2.32 2.39 2.39 

差 0.09 -0.06 0.24 -0.08 0 

理数系教育が充実している 

4 46 57 41 40 33 58 22 29 29 30 

3 46 38 54 47 52 33 56 51 56 48 

2 7 5 4 9 11 10 20 18 13 19 

1 0 0 0 4 4 0 2 2 2 4 

Ave 3.39 3.52 3.37 3.22 3.15 3.48 2.98 3.07 3.12 3.04 

差 0.13 -0.15 0.33 0.09 -0.08 

探究活動が好きです 

4 32 45 35 33 28 25 5 9 6 4 

3 48 45 43 38 31 35 33 38 32 26 

2 20 9 20 22 31 33 49 36 51 51 

1 0 2 2 7 9 8 13 16 12 19 

Ave 3.13 3.33 3.11 2.98 2.78 2.77 2.31 2.40 2.32 2.16 

差 0.20 -0.13 -0.01 0.09 -0.16 

学校で探究活動をもっと勉強したい 

4 32 43 26 29 20 27 6 9 6 4 

3 39 43 50 44 37 29 21 24 29 23 

2 25 12 22 18 30 37 57 48 50 49 

1 4 2 2 9 13 8 16 18 15 24 

Ave 3.00 3.28 3.00 2.93 2.65 2.75 2.16 2.24 2.25 2.07 

差 0.28 -0.07 0.10 0.08 -0.18 

探究活動を勉強すると日常生活に役つ 

4 30 48 24 18 22 23 13 14 11 9 

3 54 31 43 42 39 44 39 39 43 43 

2 14 21 26 31 28 25 36 38 36 33 

1 2 0 7 9 11 8 12 9 10 16 

Ave 3.13 3.28 2.85 2.69 2.72 2.83 2.52 2.59 2.55 2.46 

差 0.15 -0.16 0.11 0.07 -0.09 

他教科を勉強するために探究活動が必要だ 

4 27 31 15 16 20 15 8 7 9 6 

3 41 34 46 44 39 38 22 30 33 31 

2 27 28 33 29 26 37 53 49 47 44 

1 5 7 7 11 15 10 17 14 11 19 

Ave 2.89 2.90 2.70 2.64 2.65 2.60 2.21 2.30 2.39 2.24 

差 0.01 -0.06 -0.05 0.09 -0.15 

探究活動を意識的に学習する時間が増えた 

4 25 33 17 18 7 13 6 8 4 3 

3 43 41 43 47 33 40 20 20 18 22 

2 25 24 33 24 39 33 52 49 54 46 

1 7 2 7 11 20 13 22 23 25 29 

Ave 2.86 3.05 2.72 2.71 2.28 2.54 2.11 2.13 2.00 1.99 

差 0.19 -0.01 0.26 0.02 -0.01 

探究活動をすると教科学習に役立つ 

4 36 41 20 16 19 17 7 9 8 6 

3 38 33 43 53 43 42 26 22 38 34 

2 23 22 28 20 22 31 52 49 44 40 

1 4 3 9 11 17 10 16 20 10 20 

Ave 3.05 3.12 2.74 2.73 2.63 2.67 2.24 2.21 2.45 2.26 

差 0.07 -0.01 0.04 -0.03 -0.19 

 

宇土高校は探究型授業が充実している 

4 46 67 46 42 31 38 28 27 28 24 

3 43 29 43 40 48 52 51 47 53 53 

2 9 3 11 13 19 10 19 22 18 19 

1 2 0 0 4 2 0 3 4 1 4 

Ave 3.34 3.64 3.35 3.20 3.09 3.29 3.04 2.97 3.08 2.96 

差 0.30 -0.15 0.20 -0.07 -0.12 

 

Ⅱ探究活動“ロジック”ロジックプログラム・課題研究 

科学技術・数学・理科の魅力ある取組に参加できる 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 41 47 24 24 26 37 5 5 7 8 

3 41 38 48 62 46 44 40 34 42 41 

2 16 12 26 9 22 15 42 45 44 41 

1 2 3 2 4 6 4 13 15 7 11 

Ave 3.21 3.28 2.93 3.07 2.93 3.13 2.36 2.30 2.49 2.46 

差 0.07 0.14 0.20 -0.06 -0.03 

社会・人文科学系の魅力ある取組に参加できる 

4 14 19 11 11 19 19 7 7 8 9 

3 41 34 37 38 39 38 38 35 45 40 

2 41 36 46 42 35 35 43 43 42 40 

1 4 10 7 9 7 8 12 14 5 11 

Ave 2.66 2.62 2.52 2.51 2.69 2.69 2.40 2.35 2.57 2.46 

差 -0.04 -0.01 0 -0.05 -0.11 

国際活動・英語の魅力ある取組に参加できる 

4 18 17 11 18 22 19 6 7 6 9 

3 36 34 46 42 30 37 36 30 37 37 

2 36 38 39 31 43 35 45 45 48 41 

1 11 10 4 9 6 10 13 18 9 13 

Ave 2.61 2.59 2.63 2.69 2.69 2.65 2.34 2.26 2.40 2.41 

差 -0.02 0.06 -0.05 -0.08 0.01 

科学技術・数学・理科に関する能力やセンス向上に役立つ 

4 36 41 24 27 24 35 8 8 9 13 

3 48 43 61 56 56 44 44 40 59 48 

2 16 12 13 13 19 19 38 40 26 31 

1 0 3 2 4 2 2 9 12 6 9 

Ave 3.20 3.22 3.07 3.04 3.02 3.12 2.51 2.44 2.72 2.64 

差 0.02 -0.03 0.10 -0.07 -0.08 

社会・人文科学系に関する能力やセンス向上に役立つ 

4 18 17 11 16 19 27 8 11 11 11 

3 46 50 50 42 50 37 50 48 54 50 

2 34 29 37 38 30 29 34 28 32 31 

1 2 3 2 4 2 8 9 13 3 8 

Ave 2.80 2.81 2.70 2.69 2.85 2.83 2.56 2.58 2.72 2.64 

差 0.01 -0.01 -0.02 0.02 -0.08 

国際活動・英語に関する能力やセンス向上に役立つ 

4 20 16 15 18 22 27 7 7 11 11 

3 48 48 52 42 43 46 36 38 50 46 

2 27 29 30 38 33 23 47 43 35 34 

1 5 7 2 2 2 4 10 12 5 9 

Ave 2.82 2.72 2.80 2.76 2.85 2.96 2.40 2.41 2.66 2.59 

差 -0.10 -0.04 0.11 0.01 -0.07 

科学技術・数学・理科に対する興味・関心・意欲が高まる 

4 36 50 24 24 35 38 9 9 15 13 

3 48 38 63 62 48 44 43 38 54 52 

2 16 9 11 11 13 15 38 40 27 24 

1 0 3 2 2 4 2 9 13 5 11 

Ave 3.20 3.34 3.09 3.09 3.15 3.19 2.53 2.44 2.78 2.67 

差 0.14 0 0.04 -0.09 -0.11 

社会・人文科学系の興味・関心・意欲が高まる 

4 18 19 9 16 22 23 9 11 10 11 

3 43 45 52 42 39 42 40 39 54 48 

2 38 31 37 33 35 31 43 39 33 32 

1 2 5 2 9 4 4 8 11 3 9 

Ave 2.77 2.78 2.67 2.64 2.80 2.85 2.49 2.50 2.71 2.60 

差 0.01 -0.03 0.05 0.01 -0.11 
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国際活動・英語の興味・関心・意欲が高まる 

4 18 24 11 16 20 23 8 7 11 11 

3 45 47 59 47 41 40 34 35 47 42 

2 32 22 28 36 35 33 47 45 35 36 

1 5 7 2 2 4 4 11 13 6 11 

Ave 2.75 2.88 2.78 2.76 2.78 2.83 2.38 2.37 2.63 2.54 

差 0.13 -0.02 0.05 -0.01 -0.09 

進路選択における進学（大学等）や就職に役立つ 

4 41 48 50 42 39 48 35 37 31 28 

3 46 40 46 49 44 37 46 48 48 46 

2 11 9 4 7 17 15 16 13 19 21 

1 2 3 0 2 0 0 4 2 2 6 

Ave 3.27 3.33 3.46 3.31 3.22 3.33 3.11 3.20 3.08 2.94 

差 0.05 -0.15 0.11 0.09 -0.14 

進路選択における進学後の志望分野探しに役立つ 

4 38 53 41 36 37 37 25 26 29 26 

3 48 36 50 49 48 52 49 49 44 47 

2 13 7 9 13 15 12 22 20 25 20 

1 2 3 0 2 0 0 4 5 2 8 

Ave 3.21 3.40 3.33 3.18 3.22 3.25 2.94 2.96 2.99 2.91 

差 0.19 -0.15 0.03 0.02 -0.08 

進路選択における将来の志望職種探しに役立つ 

4 32 53 41 36 35 40 25 24 27 25 

3 54 34 52 47 43 46 44 46 46 44 

2 14 9 4 13 22 13 27 26 23 24 

1 0 3 2 4 0 0 4 4 4 8 

Ave 3.18 3.38 3.33 3.13 3.13 3.27 2.89 2.91 2.97 2.86 

差 0.20 -0.20 0.14 0.02 -0.11 

 

Ⅲ社会と共創する探究 

英語が好きです 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 25 24 22 27 17 27 8 10 15 15 

3 25 28 24 36 24 23 27 27 25 24 

2 41 33 43 29 31 33 47 39 35 39 

1 9 16 11 9 28 17 19 24 26 23 

Ave 2.66 2.60 2.57 2.80 2.30 2.60 2.23 2.23 2.28 2.31 

差 -0.04 0.23 0.30 0 0.03 

学校で英語をもっと学びたい 

4 27 34 15 27 33 31 16 23 23 24 

3 38 29 57 40 24 42 35 32 28 26 

2 30 26 26 31 30 19 35 29 36 33 

1 5 10 2 2 13 8 15 16 13 18 

Ave 2.86 2.88 2.85 2.91 2.78 2.96 2.51 2.63 2.61 2.55 

差 0.02 0.06 0.18 0.08 -0.06 

英語を学ぶと日常生活に役立つ 

4 52 57 46 51 35 46 39 47 39 46 

3 39 38 41 36 44 46 42 39 35 26 

2 9 5 11 11 9 6 15 10 19 19 

1 0 0 2 2 11 2 4 4 6 9 

Ave 3.43 3.52 3.30 3.36 3.04 3.37 3.15 3.29 3.06 3.09 

差 0.09 0.06 0.23 0.14 0.03 

他教科を学ぶために英語が必要だ 

4 34 33 15 22 22 29 17 20 11 18 

3 30 22 54 47 33 40 27 34 31 28 

2 29 41 26 24 33 23 42 34 46 39 

1 7 3 4 7 11 8 14 12 12 16 

Ave 2.91 2.84 2.80 2.84 2.67 2.90 2.47 2.63 2.41 2.48 

差 -0.07 0.04 0.23 0.16 0.07 

英語を意識的に学習する時間が増えた 

4 27 34 24 31 20 19 13 16 17 18 

3 43 40 50 51 35 52 32 34 33 31 

2 30 22 20 11 33 25 43 40 38 33 

1 0 3 7 7 11 4 12 11 12 18 

Ave 2.96 3.05 2.91 3.07 2.65 2.87 2.45 2.55 2.55 2.49 

差 0.09 0.16 0.22 0.10 -0.06 

英語を学ぶと探究活動に役立つ 

4 41 47 17 27 17 23 16 21 12 16 

3 39 45 48 51 37 46 25 29 36 36 

2 20 7 30 18 37 27 47 36 44 37 

1 0 2 4 4 9 4 12 14 8 11 

Ave 3.21 3.36 2.78 3.00 2.61 2.88 2.45 2.57 2.52 2.56 

差 0.15 0.22 0.27 0.12 0.04 

 

 

 

 

 

 

宇土高校は英語教育が充実している 

4 7 9 2 9 13 15 1 5 8 6 

3 41 33 48 44 39 48 34 30 54 48 

2 39 41 43 33 44 35 55 50 35 40 

1 13 17 7 13 4 2 10 15 4 6 

Ave 2.43 2.33 2.46 2.49 2.61 2.77 2.26 2.24 2.65 2.55 

差 -0.10 0.03 0.15 -0.02 -0.10 

地域課題や地域資源の活用に視野を拡げることができる  

4 20 28 11 2 13 17 13 15 10 11 

3 45 52 57 58 30 44 35 32 42 39 

2 30 16 30 31 50 35 45 43 41 38 

1 5 5 2 9 7 4 8 10 7 13 

Ave 2.79 3.02 2.76 2.53 2.48 2.75 2.52 2.53 2.55 2.49 

差 0.23 -0.23 0.27 0.01 -0.06 

グローバルな課題発見や問題解決に視野を拡げることができる 

4 27 33 13 11 20 25 14 18 16 14 

3 46 50 59 60 37 33 49 45 46 46 

2 23 16 26 20 37 37 31 32 34 32 

1 4 2 2 9 6 6 6 5 5 9 

Ave 2.96 3.14 2.83 2.73 2.72 2.77 2.72 2.75 2.73 2.64 

差 0.18 -0.10 0.05 0.03 -0.09 

大学や専門機関と連携して探究活動を進めてみたい 

4 38 52 37 24 20 25 14 13 7 12 

3 36 40 46 56 26 50 26 29 31 24 

2 23 7 11 16 48 21 43 38 49 45 

1 4 2 7 4 6 4 18 21 14 19 

Ave 3.07 3.41 3.13 3.00 2.61 2.96 2.36 2.33 2.31 2.29 

差 0.34 -0.13 0.35 -0.03 -0.02 

地域や企業・自治体と連携して探究活動を進めてみたい  

4 30 50 20 11 20 21 14 19 7 10 

3 41 34 59 69 28 42 26 22 29 25 

2 27 14 15 13 44 31 45 38 48 44 

1 2 2 7 7 7 6 16 20 15 21 

Ave 3.00 3.33 2.91 2.84 2.61 2.79 2.38 2.40 2.28 2.24 

差 0.33 -0.07 0.19 0.02 -0.04 

海外研修（米国・台湾など）に参加してみたい 

4 41 57 26 29 31 31 16 13 13 13 

3 27 19 43 36 15 15 17 21 20 17 

2 25 19 22 22 39 38 40 36 34 35 

1 7 5 9 13 15 15 27 30 33 36 

Ave 3.02 3.28 2.87 2.80 2.63 2.62 2.21 2.17 2.13 2.06 

差 0.26 -0.07 -0.01 -0.04 -0.07 

他の SSH 指定校の研究を調べたことがある 

4 23 31 7 7 13 15 1 4 4 4 

3 32 26 22 38 7 27 6 11 10 13 

2 23 24 35 31 31 19 32 28 19 28 

1 21 19 37 24 48 38 60 57 67 56 

Ave 2.57 2.69 1.98 2.27 1.85 2.19 1.48 1.61 1.50 1.66 

差 0.12 0.29 0.34 0.13 0.16 

SSH 指定校の生徒と交流を図る機会を増やしたい 

4 16 22 11 13 17 19 3 7 4 4 

3 39 47 41 47 17 21 15 17 22 18 

2 32 19 33 33 43 29 47 36 41 38 

1 13 12 15 7 24 31 36 39 33 41 

Ave 2.59 2.79 2.48 2.67 2.26 2.29 1.84 1.92 1.98 1.84 

差 0.20 0.19 0.03 0.08 -0.14 

SSH について家族や友人等に話す機会が増えた 

4 25 16 13 11 13 19 3 3 4 2 

3 27 34 39 47 19 40 11 13 10 14 

2 30 31 26 20 35 23 42 37 31 36 

1 18 19 22 22 33 17 44 47 55 48 

Ave 2.59 2.47 2.43 2.47 2.11 2.62 1.72 1.72 1.62 1.69 

差 -0.12 0.04 0.51 0 0.07 

宇土高校の SSH 事業が誇りである 

4 27 31 33 29 19 21 9 16 7 10 

3 27 24 30 36 15 33 15 18 12 9 

2 29 33 22 27 37 27 32 23 34 34 

1 18 12 15 9 30 19 43 43 47 47 

Ave 2.63 2.74 2.80 2.84 2.22 2.56 1.91 2.07 1.79 1.82 

差 0.11 0.04 0.34 0.16 0.03 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロジック 

Logicality(論理性) 

説明の一般性：科学的論文形式 IMRAD に沿ったレポートができる 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 11 19 7 13 6 17 4 5 1 2 

3 54 55 41 49 30 40 34 41 23 26 

2 32 24 50 36 54 40 50 39 54 53 

1 4 2 2 2 11 2 13 16 22 20 

Ave 2.71 2.91 2.52 2.73 2.30 2.73 2.29 2.34 2.03 2.09 

差 0.20 0.21 0.43 0.05 0.06 

説明の確実性：説明の根拠となるデータを示すことができる 

4 20 26 17 22 11 15 8 11 6 6 

3 48 55 46 40 37 58 43 53 39 40 

2 32 17 35 36 46 27 43 29 43 40 

1 0 2 2 2 6 0 6 7 12 14 

Ave 2.88 3.05 2.78 2.82 2.54 2.88 2.53 2.68 2.39 2.39 

差 0.18 0.04 0.35 0.14 -0.01 

説明の一貫性：研究の仮説・目的と手法,結果,考察に一貫性がある説明ができる 

4 20 28 11 24 13 17 7 9 4 5 

3 52 48 50 36 31 52 41 47 32 34 

2 27 24 37 36 50 29 46 36 51 48 

1 2 0 2 4 6 2 6 8 14 14 

Ave 2.89 3.03 2.70 2.80 2.52 2.85 2.48 2.57 2.25 2.30 

差 0.14 0.10 0.33 0.09 0.05 

説明の対照性：対照実験としてコントロールの設定ができる 

4 14 22 9 18 13 19 6 7 1 0 

3 55 57 46 33 24 44 28 34 24 25 

2 27 21 43 47 54 35 58 46 59 56 

1 4 0 2 2 9 2 8 13 16 19 

Ave 2.80 3.02 2.61 2.67 2.41 2.81 2.32 2.36 2.09 2.06 

差 0.21 0.06 0.40 0.04 -0.03 

説明の論理性：研究をアカデミックライティングの手法で説明できる 

4 11 22 4 13 6 6 4 5 1 0 

3 45 45 41 42 22 29 12 20 16 20 

2 43 33 50 38 50 63 64 53 56 54 

1 2 0 4 7 22 2 20 23 27 26 

Ave 2.64 2.90 2.46 2.62 2.11 2.38 1.99 2.06 1.90 1.94 

差 0.25 0.17 0.27 0.07 0.04 

Objectivity(客観性) 

情報の正確性：参考文献の出典を明らかにしたレポートができる 

4 30 38 20 27 13 21 21 28 11 16 

3 52 48 50 47 37 44 47 47 44 43 

2 18 14 28 22 39 35 28 21 32 29 

1 0 0 2 4 11 0 4 5 13 13 

Ave 3.13 3.24 2.87 2.96 2.52 2.87 2.85 2.97 2.52 2.61 

差 0.12 0.09 0.35 0.12 0.08 

研究の妥当性：確立した科学的手法を用いた実験・研究ができる 

4 16 36 11 20 11 13 7 8 2 3 

3 57 53 59 51 31 42 25 28 31 31 

2 27 10 26 24 46 44 60 51 50 51 

1 0 0 4 4 11 0 8 14 17 15 

Ave 2.89 3.26 2.76 2.87 2.43 2.69 2.30 2.30 2.18 2.22 

差 0.37 0.11 0.27 -0.01 0.04 

研究の再現性：実験手法から再現性の高い結果を示すことができる 

4 13 29 15 18 7 15 5 5 2 3 

3 54 53 39 44 22 37 23 30 25 23 

2 34 17 43 33 59 46 60 53 54 55 

1 0 0 2 4 11 2 12 12 20 19 

Ave 2.79 3.12 2.67 2.76 2.26 2.65 2.21 2.28 2.08 2.11 

差 0.33 0.08 0.39 0.08 0.02 

研究の正当性：統制群とコントロールの違いを統計的に証明できる 

4 14 19 4 11 4 6 4 8 1 1 

3 39 52 39 38 24 46 18 22 16 15 

2 45 29 50 40 59 42 58 47 58 61 

1 2 0 7 11 13 6 19 22 25 23 

Ave 2.66 2.90 2.41 2.49 2.19 2.52 2.07 2.16 1.93 1.95 

差 0.24 0.08 0.33 0.09 0.02 

研究の客観性：第三者が課題研究論文集から客観的に研究証明できる 

4 7 26 7 16 7 10 7 9 1 3 

3 54 55 37 33 30 38 19 23 22 22 

2 36 19 52 47 48 48 60 52 57 54 

1 4 0 4 4 15 4 14 16 20 21 

Ave 2.64 3.07 2.46 2.60 2.30 2.54 2.18 2.26 2.04 2.06 

差 0.43 0.14 0.24 0.07 0.02 
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Global(グローバル) 

視野の拡がり：自分の興味・視野を未知の世界で拓くレポートができる 

4 14 29 9 11 11 13 9 11 6 6 

3 45 48 48 44 33 46 27 40 31 30 

2 39 22 39 38 43 37 52 37 46 46 

1 2 0 4 7 13 4 12 13 17 18 

Ave 2.71 3.07 2.61 2.60 2.43 2.69 2.33 2.49 2.25 2.25 

差 0.35 -0.01 0.27 0.16 0.00 

グローバルの一歩：研究の概要を英語でも説明することができる 

4 7 16 4 11 4 8 7 7 2 1 

3 36 41 28 38 17 29 9 18 10 16 

2 46 36 57 42 54 52 51 41 35 39 

1 11 7 11 9 26 12 33 34 52 44 

Ave 2.39 2.66 2.26 2.51 1.98 2.33 1.89 1.99 1.62 1.74 

差 0.26 0.25 0.35 0.09 0.12 

同世代発表：研究の成果を様々な高校生に発表することができる 

4 13 22 4 18 9 10 4 8 4 4 

3 46 50 33 47 30 38 23 26 22 18 

2 32 26 54 31 44 42 45 39 48 49 

1 9 2 9 4 17 10 28 27 26 29 

Ave 2.63 2.93 2.33 2.78 2.31 2.48 2.03 2.14 2.05 1.98 

差 0.31 0.45 0.17 0.12 -0.07 

国内発表：研究の成果を学校外で発表することができる 

4 13 26 4 20 9 12 4 8 5 4 

3 46 43 33 42 30 27 17 16 15 13 

2 32 24 54 31 44 54 48 43 42 45 

1 9 7 9 7 17 8 31 32 37 38 

Ave 2.57 2.88 2.35 2.76 2.20 2.42 1.94 2.00 1.89 1.83 

差 0.31 0.41 0.22 0.06 -0.06 

国際発表：英語で課題研究の成果を発表することができる 

4 11 16 7 16 2 6 3 3 2 2 

3 27 33 17 22 15 27 8 9 12 10 

2 39 38 54 44 52 48 40 39 31 38 

1 23 14 22 18 31 19 49 49 55 50 

Ave 2.25 2.50 2.09 2.36 1.87 2.19 1.65 1.67 1.61 1.64 

差 0.25 0.27 0.32 0.02 0.03 

Innovativeness(革新性) 

感覚の変化：自分の認識・感覚を変えるレポートができる 

4 20 26 4 18 6 12 7 11 2 3 

3 45 48 52 44 20 40 35 42 33 31 

2 34 22 39 36 65 44 49 36 48 48 

1 2 3 4 2 9 4 9 11 17 19 

Ave 2.82 2.97 2.57 2.78 2.22 2.60 2.40 2.54 2.21 2.18 

差 0.14 0.21 0.37 0.14 -0.03 

知識の変化：研究内容と教科書等学習内容の関連ができる  

4 20 36 13 18 7 12 5 8 5 5 

3 50 50 41 44 31 40 31 34 32 34 

2 29 12 43 36 48 44 50 41 46 43 

1 2 2 2 2 13 4 14 17 16 19 

Ave 2.88 3.21 2.65 2.78 2.33 2.60 2.26 2.32 2.26 2.25 

差 0.33 0.13 0.26 0.06 -0.01 

仮説の変化：研究結果の考察から研究の仮説を再設定できる  

4 20 33 13 16 11 12 6 8 3 3 

3 48 47 43 36 24 44 28 38 35 30 

2 30 21 37 42 56 40 55 45 42 49 

1 2 0 7 7 9 4 11 9 20 18 

Ave 2.86 3.12 2.63 2.60 2.37 2.63 2.29 2.45 2.21 2.18 

差 0.26 -0.03 0.26 0.16 -0.02 

疑問の変化：研究結果・考察から手法や条件の再設定ができる  

4 21 26 15 18 11 13 7 9 4 5 

3 48 47 39 44 28 40 30 39 28 29 

2 30 28 41 33 50 40 53 44 49 46 

1 0 0 4 4 11 6 10 8 19 20 

Ave 2.91 2.98 2.65 2.76 2.39 2.62 2.34 2.49 2.16 2.19 

差 0.07 0.10 0.23 0.15 0.03 

構造の変化：研究結果から従来の枠組・構造を変えることができる 

4 18 31 4 11 7 8 5 7 2 3 

3 41 38 39 40 28 44 22 26 24 23 

2 39 26 46 42 44 38 57 53 49 54 

1 2 5 11 7 20 10 16 14 25 21 

Ave 2.75 2.95 2.37 2.56 2.22 2.50 2.16 2.25 2.03 2.08 

差 0.20 0.19 0.28 0.09 0.05 

Creative(創造性) 

価値の創造：研究内容及び研究結果に価値を見出すことができる 

4 29 28 13 20 11 15 9 10 6 6 

3 48 47 50 42 24 42 32 41 35 34 

2 23 26 33 31 57 38 47 38 42 45 

1 0 0 4 7 7 4 13 11 18 15 

Ave 3.05 3.02 2.72 2.76 2.39 2.69 2.37 2.51 2.29 2.31 

差 -0.04 0.04 0.30 0.14 0.02 

思考の創造：研究結果の考察から新たな研究を見出すことができる 

4 20 36 11 20 9 15 9 9 5 7 

3 54 50 48 38 31 40 33 38 32 33 

2 25 14 37 36 46 44 47 43 46 46 

1 2 0 4 7 13 0 11 9 16 15 

Ave 2.91 3.22 2.65 2.71 2.37 2.71 2.41 2.47 2.25 2.31 

差 0.31 0.06 0.34 0.06 0.06 

知識の創造：研究内容から教科書等学習内容の知識ができる  

4 18 28 9 22 9 12 4 9 4 4 

3 50 52 41 42 31 46 28 28 33 33 

2 29 21 46 33 52 38 52 48 45 47 

1 4 0 4 2 7 4 15 15 18 17 

Ave 2.82 3.07 2.54 2.84 2.43 2.65 2.22 2.30 2.22 2.23 

差 0.25 0.30 0.23 0.08 0.01 

未知の創造：自分の既知と未知の区別があるレポートができる 

4 25 22 9 13 9 12 6 9 6 7 

3 41 53 37 38 28 33 23 30 28 24 

2 32 24 52 44 52 50 60 51 47 49 

1 2 0 2 4 11 6 11 10 19 19 

Ave 2.89 2.98 2.52 2.60 2.35 2.50 2.23 2.39 2.20 2.19 

差 0.09 0.08 0.15 0.16 -0.01 

概念の創造：研究結果から新しい概念を見出すことができる  

4 23 29 9 13 11 12 6 9 7 6 

3 43 41 46 42 26 40 28 36 34 34 

2 29 28 39 40 46 46 53 42 39 42 

1 5 2 7 4 17 2 13 13 20 19 

Ave 2.84 2.98 2.57 2.64 2.31 2.62 2.28 2.40 2.28 2.26 

差 0.14 0.08 0.30 0.12 -0.02 

 

SSH 意識調査アンケート質問項目 

未知の事柄への興味が（好奇心）が向上する 

 
3 年 SS 2 年 SS 1 年 SS 2 年 GS 1 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 41 48 30 38 26 35 19 25 19 18 

3 54 48 50 44 50 46 53 44 54 51 

2 4 3 20 16 22 17 24 27 23 24 

1 2 0 0 2 2 2 4 4 5 7 

Ave 3.34 3.45 3.11 3.18 3.00 3.13 2.88 2.90 2.86 2.81 

差 0.11 0.07 0.13 0.02 -0.06 

科学技術・理科・数学の理論・原理への興味が向上する 

4 36 48 30 31 19 31 13 13 11 9 

3 46 33 41 40 44 42 41 34 38 41 

2 18 17 26 24 35 25 36 39 45 37 

1 0 2 2 4 2 2 10 13 7 13 

Ave 3.18 3.28 3.00 2.98 2.80 3.02 2.57 2.47 2.52 2.46 

差 0.10 -0.02 0.22 -0.10 -0.06 

観察・実験への興味が向上する 

4 39 48 35 42 26 33 15 18 18 17 

3 50 47 52 42 54 48 43 40 46 40 

2 11 3 13 11 20 19 36 34 31 31 

1 0 2 0 4 0 0 6 9 4 12 

Ave 3.29 3.41 3.22 3.22 3.06 3.13 2.67 2.67 2.79 2.62 

差 0.13 0.00 0.08 0.00 -0.17 

学んだことを応用することへの興味が向上する 

4 32 50 28 33 22 29 13 16 9 13 

3 55 34 46 40 44 50 43 39 47 37 

2 13 16 22 22 28 19 36 38 39 38 

1 0 0 4 4 6 2 8 6 4 12 

Ave 3.20 3.34 2.98 3.02 2.83 3.06 2.61 2.66 2.62 2.51 

差 0.15 0.04 0.22 0.05 -0.11 

社会で科学技術を正しく用いる姿勢が向上する 

4 32 36 26 29 17 21 13 14 10 14 

3 55 43 48 49 48 54 47 41 49 48 

2 11 17 22 18 31 23 34 37 35 26 

1 2 3 4 4 4 2 6 8 6 12 

Ave 3.18 3.12 2.96 3.02 2.78 2.94 2.67 2.61 2.64 2.64 

差 -0.06 0.07 0.16 -0.05 0.00 

自分から取り組む姿勢（自主性,挑戦心）が向上する 

4 29 45 50 44 26 31 22 28 20 20 

3 59 48 46 47 52 56 54 52 55 49 

2 9 7 4 9 22 13 20 16 22 24 

1 4 0 0 0 0 0 4 4 3 7 

Ave 3.13 3.38 3.46 3.36 3.04 3.17 2.94 3.03 2.92 2.82 

差 0.25 -0.10 0.14 0.09 -0.10 

周囲と協力して取り組む姿勢（協調性）が向上する 

4 48 55 41 47 33 38 32 41 32 33 

3 46 38 54 38 52 54 54 50 49 44 

2 4 7 4 13 15 6 13 9 16 19 

1 2 0 0 2 0 2 1 1 3 4 

Ave 3.41 3.48 3.37 3.29 3.19 3.29 3.17 3.31 3.11 3.06 

差 0.07 -0.08 0.10 0.14 -0.05 

粘り強く取り組む姿勢が向上する 

4 39 53 37 49 24 33 13 23 22 21 

3 52 45 48 42 59 56 58 49 52 47 

2 7 2 15 7 17 12 26 27 25 26 

1 2 0 0 2 0 0 3 1 2 6 

Ave 3.29 3.52 3.22 3.38 3.07 3.21 2.80 2.93 2.94 2.84 

差 0.23 0.16 0.14 0.14 -0.10 

独自のものを創り出そうとする姿勢（独創性）が向上する 

4 32 43 28 31 28 33 17 25 21 24 

3 54 48 46 53 48 48 55 55 54 48 

2 9 7 24 13 22 17 25 18 24 20 

1 5 2 2 2 2 2 3 2 1 8 

Ave 3.13 3.33 3.00 3.13 3.02 3.12 2.87 3.03 2.95 2.88 

差 0.20 0.13 0.10 0.16 -0.08 

発見する力（問題発見力・気づく力）が向上する 

4 45 59 39 38 31 37 22 31 29 29 

3 46 40 48 51 48 54 60 59 54 49 

2 7 2 13 11 20 10 16 9 16 18 

1 2 0 0 0 0 0 2 1 1 4 

Ave 3.34 3.57 3.26 3.27 3.11 3.27 3.02 3.20 3.10 3.03 

差 0.23 0.01 0.16 0.19 -0.08 

真実を探って明らかにする姿勢（探究心）が向上する 

4 38 41 35 38 35 42 16 25 27 27 

3 50 50 54 53 48 48 59 52 50 49 

2 9 9 11 9 17 10 22 21 21 18 

1 4 0 0 0 0 0 3 2 2 6 

Ave 3.21 3.33 3.24 3.29 3.19 3.33 2.87 3.00 3.02 2.97 

差 0.11 0.05 0.14 0.13 -0.05 

考える力（洞察力・論理力）が向上する 

4 50 50 35 38 35 38 28 39 36 29 

3 41 50 59 53 48 54 56 51 53 51 

2 7 0 7 9 15 8 13 11 10 15 

1 2 0 0 0 2 0 3 0 1 4 

Ave 3.39 3.50 3.28 3.29 3.17 3.31 3.10 3.28 3.24 3.06 

差 0.11 0.01 0.14 0.18 -0.18 

成果を発表し伝える力(プレゼンテーション力)が向上する 

4 52 62 39 47 37 52 30 43 31 35 

3 38 36 52 40 43 38 53 44 51 43 

2 9 2 9 13 19 10 14 11 15 17 

1 2 0 0 0 2 0 2 3 3 6 

Ave 3.39 3.60 3.30 3.33 3.15 3.42 3.12 3.27 3.11 3.07 

差 0.21 0.03 0.27 0.15 -0.04 

英語による表現力が向上する 

4 16 21 11 13 20 23 6 7 8 11 

3 34 34 41 38 41 50 26 30 45 40 

2 45 36 43 40 37 21 59 51 42 37 

1 5 9 4 9 2 6 9 13 5 12 

Ave 2.61 2.67 2.59 2.56 2.80 2.90 2.28 2.30 2.56 2.51 

差 0.07 -0.03 0.11 0.02 -0.05 

 

高校 1 年ロジックプログラム 

進路や職業を考え,研究に関心をもつうえで有意

義・効果的であったか 

① ロジックプログラム・ガイダンス 

② ロジックプログラムⅢ【6 講座】 

③ ロジックリサーチ・ポスターセッション個人研究 

④ ロジックリサーチ・ポスターセッション全体発表 

⑤ 未来体験学習（７月実施・先端企業訪問） 

⑥ ロジックガイドブック（配付した冊子の活用） 

⑦ プレ課題研究 

⑧ プレ課題研究校内発表会 

⑨ ＳＳＨ研究成果要旨集 

⑩ ロジックスーパープレゼンテーション 

⑪ Google ドライブを活用した共同編集 

⑫ Google classroom を活用した案内・連絡 

 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

SS GS SS GS SS SS SS GS SS GS SS GS 

4 23 8 23 6 31 9 28 9 47 21 27 9 

3 62 53 54 53 59 52 51 50 42 50 49 51 

2 13 33 23 35 10 31 18 33 11 21 22 30 

1 3 7 0 7 0 7 3 9 0 9 3 10 

Ave 3.1 2.6 3.0 2.6 3.2 2.6 3.1 2.6 3.4 2.8 3.0 2.6 
 

 
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

SS GS SS GS SS SS SS GS SS GS SS GS 

4 28 8 25 9 28 10 28 7 30 11 18 8 

3 58 57 60 47 53 51 55 51 53 50 68 52 

2 13 29 13 36 18 30 15 34 13 31 10 33 

1 3 5 3 9 3 9 3 8 5 8 5 7 

Ave 3.1 2.7 3.1 2.6 3.1 2.6 3.1 2.6 3.1 2.6 3.0 2.6 
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① 課題研究を経験したことで研究基礎が身についた 
② 課題研究を通じて，研究への期待が高まった 
③ 課題研究のテーマを円滑に設定することができた 
④ 課題研究がグループ研究でよかった 
⑤ 課題研究に取り組むことで得られるものがある 
⑥ 構想発表会が 7 月に設定されていて良かった 
⑦ 中間発表会が 11 月に設定されていて良かった 

⑧ KSH が設定されていてよかった 
⑨ 校内発表・成果発表会が設定されていて良かった 
⑩ 成果発表会では英語で発表をしてみたい 
⑪ 課題研究を他高校生に発表してみたい 
⑫ 課題研究を英語で諸国の高校生に発表してみたい 
⑬ 研究内容を学会やコンテストに出してみたい 
⑭ 研究成果要旨集・課題研究論文集をつくりたい 

⑮ GS 本またはロジックガイドブックは探究活動を 
展開するうえで役に立つ 

⑯ 1 人 1 台端末は探究を展開するうえで役にたつ 
⑰ Google classroom でのガイダンスや案内は探究 

活動を展開するうえで役に立つ 
⑱ Google ドライブでの協働編集や資料共有は探究 

活動を展開するうえで役に立つ

高校 2 年 SS 課題研究 

 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 24 29 30 31 20 18 52 53 22 38 20 24 
3 59 51 50 44 46 51 35 33 57 47 37 36 
2 15 18 15 16 28 27 11 9 22 16 41 38 
1 2 2 4 9 7 4 2 4 0 0 2 2 

Ave 3.04 3.07 3.07 2.98 2.78 2.82 3.37 3.36 3.00 3.22 2.74 2.82 
差 0.03 -0.09 0.04 -0.01 0.22 0.08 

 

 
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 20 24 26 44 22 31 4 7 13 22 7 11 
3 43 40 48 36 43 40 28 33 41 36 35 36 
2 35 27 24 16 33 24 48 42 30 36 39 38 
1 2 9 2 4 2 4 20 18 15 7 20 16 

Ave 2.80 2.80 2.98 3.20 2.85 2.98 2.17 2.29 2.52 2.73 2.28 2.42 
差 0 0.22 0.13 0.12 0.21 0.14 

 

 
⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 15 20 13 18 22 22 46 42 37 33 43 42 
3 41 47 41 42 54 49 39 38 54 47 43 44 
2 35 29 39 33 20 20 13 16 7 16 11 9 
1 9 4 7 7 4 9 2 4 2 4 2 4 

Ave 2.63 2.82 2.61 2.71 2.93 2.84 3.28 3.18 3.26 3.09 3.28 3.24 
差 0.15 0.10 -0.09 -0.10 -0.17 -0.04 

 

量的調査（平成 25年度 SSH指定以降） 

高校 2 年 GS 課題研究 

 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 8 17 7 13 6 9 29 37 13 28 6 11 
3 54 53 37 39 35 43 50 42 50 48 30 36 
2 35 26 48 37 50 43 16 14 33 22 51 44 
1 3 4 8 11 9 6 5 7 4 2 13 9 

Ave 2.68 2.84 2.43 2.55 2.37 2.54 3.03 3.09 2.70 3.01 2.28 2.48 
差 0.16 0.12 0.17 0.06 0.31 0.20 

 

 
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑬  

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 7 10 13 21 9 11 4 5 6 8 5 3 
3 38 39 36 32 38 32 8 6 15 15 8 10 
2 43 41 38 36 42 45 40 38 36 28 38 28 
1 11 10 12 11 11 12 48 51 43 49 49 59 

Ave 2.41 2.49 2.51 2.63 2.45 2.41 1.69 1.64 1.83 1.82 1.69 1.58 
差 0.08 0.12 -0.04 -0.05 -0.01 -0.11 

 

 
⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 8 9 4 4 23 22 56 68 37 45 47 62 
3 14 13 11 15 43 39 36 24 42 38 38 26 
2 39 36 46 40 26 27 5 6 18 14 14 9 
1 38 41 38 41 8 11 3 2 3 3 1 3 

Ave 1.92 1.90 1.82 1.82 2.82 2.73 3.46 3.58 3.14 3.24 3.30 3.47 
差 -0.02 0 -0.09 0.12 0.10 0.17 

 
 

高校 3 年 SS 課題研究 

 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 34 50 29 43 16 19 46 67 36 50 14 26 
3 54 34 52 45 50 52 39 24 52 45 63 57 
2 11 16 14 12 30 28 14 9 13 5 18 17 
1 2 0 5 0 4 2 0 0 0 0 5 0 

Ave 3.20 3.34 3.04 3.31 2.79 2.88 3.32 3.59 3.23 3.45 2.86 3.09 
差 0.14 0.17 0.09 0.26 0.22 0.23 

 

 
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 11 29 34 45 11 29 14 29 11 36 11 33 
3 66 50 48 43 57 50 32 24 30 34 29 17 
2 14 21 13 12 23 21 29 38 39 26 41 34 
1 9 0 5 0 9 0 25 9 20 3 20 16 

Ave 2.79 3.09 3.11 3.33 2.70 3.09 2.36 2.74 2.32 3.03 2.30 2.67 
差 0.30 0.22 0.39 0.38 0.71 0.37 

 

 
⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 20 38 14 16 21 38 57 72 46 71 55 83 
3 34 33 38 38 48 40 30 24 38 26 32 14 
2 39 29 43 41 27 16 11 2 16 2 11 2 
1 7 0 5 5 4 7 2 2 0 2 2 2 

Ave 2.66 3.09 2.61 2.64 2.88 3.09 3.43 3.67 3.30 3.66 3.41 3.78 
差 0.43 0.03 0.21 0.24 0.36 0.37 

   

 
SSH 主対象生徒数,国際発表者数及び学会発表者数,国際発表及び学会の名称と発表者数を 1 期生から整理する。1 期生が 3 年間で

経験した機会を累計して表記する。学校全体(SSH主対象以外の生徒も含む)海外研修参加者数は年度で累計したものを表記する。  
データ 1 SSH指定以降 SSコース人数及び発表者数 

 １
期
生 

２
期
生 

３
期
生 

４
期
生 

５
期
生 

６
期
生 

７
期
生 

８
期
生 

[

３
年] 

９
期
生 

[

２
年] 

⒑
期
生 

[

１
年] 

英語口頭発表 全員 全員 全員 全員 全員 全員 全員 全員 ＊ ＊ 

国 際 発 表 6 14 16 13 19 37 15 11 15 ＊ 

学会等発表 6 20 39 26 29 31 42 40 10 ＊ 

中 進 S S 41 36 39 42 46 37 39 44 38 34 

高 進 S S 11 9 12 23 22 27 22 15 9 21 

データ 3 海外研修内容及び経験者数 
 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

GLP中学 
(英国・米国研修) 

24 30 26 38 35 23 28 
中
止 

代
替 

4 

GLP高校(米国研修) 10 23 9 7 8 6 11 
中
止 

代
替 

6 

ICAST(仏国・尼国・
台湾・比国) 

‐ 2 2 ‐ 2 2 
熊
本 

web web Web 

アジアサイエンス 
キャンプ(泰国・印度) 

‐ ‐ 1 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - 

韓国盆唐中央 
高校研究発表会 

‐ ‐ 6 10 
中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

中
止 

台湾國立中科實驗高級中學 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 10 10 
中
止 

中
止 

Web 

トビタテ留学 JAPAN 
(米国・比国) 

‐ ‐ 2 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

青少年科学技術会議(タイ) ‐ ‐ ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

オーストラリア 
科学奨学生 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

ライオンズクラブ 
国際協会 YCE 派遣生 

‐ ‐ ‐ 1 1 1 ‐ ‐ ‐ ‐ 

Intel ISEF ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3 ‐ ‐ ‐ ‐ 

CASTIC 中国 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

サイエンス GLP 米国 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

TOMODACHI Hond a
Global Leadership Program 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ 

静宜大学特別 
プログラム(台湾) 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4 
中
止 

中
止 

中
止 

政府派遣事業(中国) ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

合計 36 57 47 62 47 46 53 0 0 10 

 

 

 

データ 2 SSH指定以降 SSコース国際発表及び学会発表者数 
国際発表・学会 
発表内容(略称) 

１
期
生 

２
期
生 

３
期
生 

４
期
生 

５
期
生 

６
期
生 

７
期
生 

８
期
生 

[

３
年] 

９
期
生 

[

２
年] 

⒑
期
生 

[

１
年] 

C A S T I C 2 - - - - - - - - - 
I C A S T 4 - - 2 2 18 14 11 7 - 
I n t e l  I S E F - - - - 3 - - - - - 
タイ青少年科学技術会議  - - - 2 - - - - - - 
韓国盆唐中央高校 - 6 6 - - - - - - - 
台湾國立中科實驗高級中學  - - - - 6 6 - - 8 - 
SLEEP SCIENCE CHALLENGE  - 6 6 6 3 9 - - - - 
The Annual Meeting of JSDB  - 2 4 3 4 4 - - - - 
The Irago Conference  - - - - 1 - 1 - - - 

国際研究発表計 6 14 16 13 19 37 15 11 15 - 

日 本 動 物 学 期 - - 11 - 2 - - - - - 
日本植物生理学会 6 4 - - - - - - - - 
日 本 植 物 学 会 - - 4 - - - - - - - 
プレ柴三郎研究発表会  - - 3 - 4 - - - - - 
化学工学会西日本 - 6 5 - 4 10 - - - - 
日 本 物 理 学 会 - 5 - 5 - - - - 6 - 
情 報 処 理 学 会 - - - - - 5 2 5 - - 
バ イ オ 甲 子 園 - - - 2 3 3 - - - - 
九州両生爬虫類研究会  - 5 5 2 - - - - - - 
日本両棲爬虫類学会  - - - 1 - - - - - - 
熊本記念植物採集会  - - - - 3 - - - - - 
国際統合睡眠医科学研究機構  - - - - - - 7 - - - 
日 本 農 芸 学 会 - - - - - - 6 - - - 
日 本霊 長類 学 会 - - - - 5 - 7 - - - 
日 本古 生物 学 会 - - 2 - - - - - - - 
日本気象学会九州 - - - - - 2 6 10 - - 
日 本 気 象 学 会 - - - 2 - 2 11 8 - - 
日 本 地 質 学 会 - - - - - - 3 6 - - 
全国ユース環境活動発表大会 - - - - - - - 6 - - 
自然・健康・文化・サイエンス熊本発表会 - - - - - - - 5 4 - 
イノベーションフォーラム  - - 6 - - - - - - - 
くまだい研究フェア  - - - - - 9 - - - - 
マリンチャレンジ - - - 7 - - - - - - 
テックプラングランプリ  - - - 5 - - - - - - 
WRO Japan 九州大会  - - 3 2 3 - - - - - 
全国統計研究発表会  - - - - 5 - - - - - 

学会研究発表計 6 20 39 26 29 31 42 40 10 - 

サイエンスキャッスル - - 8 22 - 9 - - - - 
サイエンスインターハイ - - - 17 8 - - - - - 

 



報道資料 

❶学びの部屋 SSH【熊本日日新聞 R4.8.10】    ❷県科学展・発明工夫展（県知事賞・熊本博物館賞）【熊本日日新聞 R4.10.27】 

❸日本学生科学賞（最優秀賞）【読売新聞 R4.11.4】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



❹科学部地学班（不知火現象）【毎日新聞西部本社 R4.10.26】 

 
❺科学部地学班（不知火現象）【毎日新聞東京本社 R4.10.29】 

 
❻日本学生科学賞（最優秀賞研究紹介）【読売新聞 R4.11.24】 ❼未来体験学習（関東研修）【朝日新聞 R4.12.15】 

     





Super Science High School 熊本県立宇土中学校・宇土高等学校

第Ⅱ期 研究開発課題
未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣ
で切り拓く探究活動の実践

第Ⅰ期 研究開発課題
科学を主導する人材育成のための
教育課程及び指導方法の開発

第Ⅰ期開発型【H25-H29】と第Ⅱ期実践型【H30-R4】これまでの主な成果 概要版

Think Logically,Objectively and Globally.
Be Innovative and Creative.

論理的に、客観的に、グローバルに思考せよ。
その思考は革新的であれ、創造的であれ。

【Ⅰ期Ⅰ】中高一貫教育校として、６年間を通した
数学・理科に関する教育課程の開発

【Ⅱ期Ⅰ】理数教育に関する教育課程の開発及び
教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践

【Ⅰ期Ⅱ】中高一貫教育校として、６年間を通した
科学的探究活動を行うためのプログラムの開発

【Ⅱ期Ⅱ】中高一貫教育校として，教科との関わり
を重視した探究活動プログラムの実践

【Ⅰ期Ⅲ】中高一貫教育校として、６年間を通した
グローバル教育の開発

【Ⅱ期Ⅲ】中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，
地域からグローバルに展開するプログラムの実践

研究開発課題の変遷と成果 『探究活動の定着』と『UTO-LOGICの確立』

研究開発テーマⅠ・Ⅱ・Ⅲの変遷と成果

成果❶
中学３年・高校１年で学習
理科4領域の高校基礎科目
『未来科学Ａ・未来科学Ｂ』

成果❷
中学１年～高校３年 学習
配列構築 学校設定科目
『探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』

成果❸
探究型実験
『未来科学
Lab』

指導法開発
チェック
リスト開発

成果❹ 探究の「問い」を創る授業
学校訪問・視察数の増加と成果の普及

成果❺
探究の「問い」を創る授業と評価設計
『SS探究化学・SS探究物理・SS探究生物』
成果❻
教科の枠を越える教科横断型授業実践
『３人１組教科の枠を越える授業研究』

成果❷
野外活動・地域学・キャリア教育からなる
中学『宇土未来探究講座』の開発

成果➊
全生徒がSSコースとGSコースに分かれ、
探究を深めるテーマ設定と指導体制構築

ロジック
リサーチ

プレ
課題研究 課題研究

個人 個人

グループ
研究室体験

個人

グループ
継続研究

グループ 系統別研究

S
S

GS

成果❸
SSコース在籍生徒の６割超が学会発表、
４人に１人が国際研究発表を経験

成果❹
生徒の研究が教科書
掲載。「副実像」と命名。

成果❺
10年連続全国高等学校総合文化祭
出場、ISEF表彰等、科学部による牽引

成果❻
探究の評価開発と運用
ロジックルーブリック、
ロジックチェックリスト
探究の指導手引き開発
ロジックガイドブック・GS本

成果❼ 卒業生追跡調査 在学中➡卒業後
【一期生】インドネシアICAST発表・東大推薦➡D1触媒学会最優秀賞
【二期生】国際統合睡眠医科学研究機構訪問➡M2同研究室卓越大学院プログラム進学

国際発表最優秀・eNeuro論文掲載
【三期生】レンズ研究で全国総文祭最優秀賞➡医５台湾国際学会・各種学会発表
【四期生】ISEF表彰日本物理学会最優秀賞➡ミネルバ大学進学・各種奨学金等授与

成果❶
グローバルリーダー育成プロジェクト（同窓
会支援）と海外研修経験者10年で３４８人
成果❷
U-CUBE（英語専用教室）と海外研修開発
韓国盆唐中央高校研修・ICAST研究発表
台湾国立中科実験高級中学研修
成果❸
台湾静宜大学高大連携プログラム５人進学
海外進学（Minerva・UC San Diego）

成果❹
STEAM教育・産学官連携授業開発
ペーパーブリッジコンテスト（美術）
成果❺
睡眠に関する研究・専門機関との連携
ウトウトタイム・SLEEP SCIENCE 
成果❻
不知火・御輿来海岸等、地域資源研究
宇土市研究発表会発足（宇土市長賞）
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